
番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

2757 鉱 （8 ．7） 0．8 0．3 （7 ．1） 鉄 断面 長方 形の棒状，箆被 部の破片，麻状閑あ り 亀西側上層

第220号住居跡（第553図）

位置　調査区北部中央のG13hl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第223号住居跡を掘り込み，第160・224号住居，第401・416号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　重複している他の遺構に掘り込まれているために全容は不明であり，北壁や東壁の立ち上がりの

様子も確認できなかったが，南北軸は2・5m，東西軸は4．0mと推定される。平面形は西側部分の形状からみて

N－70－Eを主軸とする長方形と考えられる。壁高は最も残りの良い西壁で16cmを測り，壁は外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦である。壁溝は西壁で確認されている。

竃　北壁あるいは東壁に付設されていたものと想定されるが，他の遺構によって両壁とも掘り込まれているた

めに遺存していない。

ピット　検出されていない。

覆土　3層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量（貼り床）

遺物出土状況　土師器片83点（杯16，高台付椀5，嚢62），須恵器片8点（杯7，要1），鉄製品（釘ヵ）1点，

2m
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第553図　第220号住居跡・出土遺物実測図
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′・、ノ．ノ′′く　′　ノノ十′、、′、、′）・ノ「、ら′　ノl、・′′．・ノ、、て′；・′畑－．′ノり、＿一′・言－′l：・・．、、つ、、－．′・．いり／

′．：　′ノ／：　　　ノ・・′　　′＿、・′′′　　　一、′　′ノ、’　　－．‥′、　　ノ　′′、　＿．、　′．、上　′

はいずれも細片のため，混入したものと考えられる．∴、

．′　与言、′ノ′∴，．ノ　∴　′∴　′．　！∴1、．、、′′　′　，、　∴∴二、，－　・∴′ノ′、．号．、ソノー

と考えられる、、

′　′′：：′′′．潤．、・∴：．二埴言∴公・、∴′∴工、Y

番号 種 別 極 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　 士 ！色　 軋 攣 「 手 法 の 馴 れ 丁 南 扇 備　　 考

2734
土師器 摩

［14。6］ バ．0 ［5。6］
慧 0長石車 灰貴 国 欝 漂 欝 是票 篭 付 誓 床面

20％

、く　　れ　　　　　‥、．：ノ′　′′

／　′　ノ’′′′二′　ニ　　　′　　　　　　　　′　‘　　　　一、、二

ノ．′′ぐ、∴ノノノ　′：′′了－1．・　∴　言、－〉　′′．；′！：ノ・二言∴′、了′　′、－；∴‾・′一′

一　′　ニ　　　　′り′　・、；∴′　′・工、　　　′・　、＼　′　　、′・′′・‥　、・′′ノ′　　　j．　′　′′′ニ

床　ほぼ平川で，中央部がよく踏み囚められているし－．壁溝は周回している、、

・　′ノノ　．、　　　．ミ　′、　ノ　′　、一　′　∴、ソ、、′／一′　′ノ′、．　　一∴、・、．、　　′’．・．′．‘，′・′′　　　・1、リノ　　′　′、

′　′人・、∴‥：、一　㌧亮　′′・′＼、．・′、rJ．、ノ・‾、の、′　′・・♪・ノ・。・′　′　ノ丁．ノ予　′　′、′′　′ク昔了′・＿∴、、′：．ト昌∴　人

床部から緩やかに立ち上が娠　中位で急な傾斜で立ち上がる。士層断面固執　層は天井部の崩落土である。

電土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼十プロ・ソク・炭化粒J’・・f肌用li上プロlソク少；昌：

2　灰　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒j′・・砂質粘上プロ、ソク少結　し」－ムブU、ソク微：tl：

3　暗赤褐色　焼士ブロック中量，炭化粒子少量，砂質粘土ブロック微量

11灰　褐　色　砂質粘土プロ、ソク多軋　焼一一上ブロック・炭化物中量

5　暗赤褐色　焼上プロ・ソク・炭化物中量

（う　黒　褐　色　焼上ブロック・炭化物中量．ロームプロ、ソク・砂質粘上プロ、ソク微量

7　暗赤褐色　廃土ブロック多量，灰少量

8　灰　褐　色　砂質粘上プロ、ソク中量．焼上ブロック・炭化物少量

！）褐　　　色　ロームプロ・ソク申甘．炭化粒J’・少量

川　褐　　　色　ロームプロ、ソク申‡一声∴　黒色＿i二プロ、ソク微量

11褐　　　色　焼上プロ、ソク多量．粘＝位「中量

l　ノ　　　′∴′　　　　∴‘ハ　　・′　ノ、′、′．　一∴ノ′∴′；∴′　一、・・∴　、l’丁′‡、′ノ．こ・・÷′′、、′

ら　　こ′工・、一：こ、‾　　　ノ、’′バー・．く’′、／ノ、′　て∴′J′　′′′ノ　ハ′　　′∴　∴ゝ＼；′、．、‥：弓　′一イ／′ノ；

ら十　十　′ニ　∴ノ　′ノ′．ノ」、、／、一．　′．′言、・　ノ　　ー二・㌦　・＿　　ら吉　∴て　′：、ノ＼十一、′石工

尊堂　　層からな勘　各層にロームブロックや焼士を含むÅ為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

：う　黒　　　色

・1　褐　　　色

5　暗　褐　色

（i　灰　褐　色

ロ ームプロ・ソク中量．炭化粒J’一少品　焼上プロ、ソク微量

ロームブロック中結　焼巨粒子少量．炭化粒自微量

ロームプロ、ソク・炭化物少量．焼上プロ、ソク微量

ロームブロック中星　炭化材微量

ロームブロック中量、焼上プロ・ソク・炭化粒J「・少量、砂質粘上プロ、．ソク微量

ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一・砂質一上ブロック少量

・ナ　　ノ∴．　・・与∴、’・∴・灘∴　工‥′　∴；′　′、　′jt・ノー　　　工、、－′：こ・言、′　一l、′．

礫複点がほぼ全域から散在した状態で出土している。鋸は　西部の覆土中層から出土しタ　鋸　の鋸は　北壁
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第554図　第221号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　10cm惚

番号種別極橙日　経器可底径恒台　土色　　調焼成 手法の療徴　恒朋潤い薄　着

836

837

須離つ　捧

須離つ　蓋

二14．両

9諸

恒潮目籾亘摘

巨可　－i長石

極 普通ロ唇部に酌、沈線が巡る　桓錮層「蛾

黒褐 普通天井部多方向のヘラ削り　　　北壁際床面　70％

838 十師器　　悪 ー
拍摘巨満票孟子

明赤褐二次
焼成
内面へラげ　　　 叢等。竃腑％

839 土瞞つ　甑［20．0］楓可　　 長石を石英にぷい褐普通内面へラナデ　　　 極西部禰中怖

一一〃730－Fr



番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

840 砥石 18．8 15 ．6 5．2 20 30 ．0 砂 岩 砥 面 3 面，その他 は剥 離面 北壁際床面

第222号住居跡（第556・557図）

位置　調査区北部のG12h8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第221・230号住居跡を掘り込み，第156・165・181号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸は約3・8m，短軸は約3・4mの長方形で，主軸方向はN－40－Eである。壁高は約14cmで，

やや外傾して立ち上がっている。

床　南部を除いて貼床である。ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，南壁際と南東・南西

コーナー部で確認されている。

竜　北壁の中央部東寄りに付設されており，規模は焚口部から煙道部まで約120cm，袖部幅約70C叫壁外への

掘り込みは約40cmである。袖部内壁には，土師器嚢片や礫を補強材として使用している。火床部は床面から深

さ約20cmほど皿状に掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道の立ち上がりに柱状の礫が据え

られ，火熱を受けている。煙道は，緩やかな傾斜で立ち上がっている。

第556図　第222号住居跡実測図

－731－
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竜土層解説

1　極　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土ブロック少量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロック少量

5　黒　　　　色　焼土ブロック少量

6　黒　褐　色　ロームブロック中童，焼土ブロック少量

7　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土ブロック少量

8　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量

9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土ブロック少量

10　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

11暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

12　にぷい赤褐色　砂粒中量，焼土ブロック少量

13　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・砂粒少量

14　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

15　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化材少量

ピット　2か所。Plは深さ約20cmで，出入口施設に伴うピットと考えられる。また，P2は深さ約10cmで，

壁柱穴と考えられる。

覆土　4層からなり，各層にロームブロックや焼土を含む人為堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・粘土粒子微量

3　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量（貼床）

遺物出土状況　出土遺物は土師器片572点（杯232，高台付椀35，嚢303，甑1，手捏土器1），須恵器片17点（杯

7，嚢9，蓋1），礫38点（被熱痕5），鉄淳4点がほぼ全域から散在した状態で出土している。841は南部中

央，842は南壁際やや西寄りのいずれも床面から出土している。843は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，第230号住居跡を掘り込んでいることや，出土土器の形状から，11世紀前半と考えられ

る。

第557図　第222号住居跡出土遺物実測図

第222号住居跡出土遺物観察表（第557図）

0　　　　　　5cm

：　；　：

0　　　　　　　　3cm

：　；　：

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

841土師器小皿8．4 1．5 5．4
長石・赤色

粒子
にぷい黄橙普通

体部ロクロナデ，底部回転糸

切り
南部床面70％

842土師器
高台付

椀
15．8 6．5 ［7，4］

雲母・長石・

石英
にぷい黄橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け
南部床面60％

番号器　種最大径厚　さ孔　径重　量 胎　　　　土 特　　　　　　 徴 出土位置備　　考

843 土玉 0．9 0．8 0．2 0，6 雲母・石英・赤色粒子側面へラ削り，両面穿孔 覆土中
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第223号住居跡（第558図）

位置　調査区北部中央のG12iO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第160・220号住居，第416・419号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　N－1150－Eを主軸とする長軸3・5m，短軸3．1mのほぼ方形である。壁高は最も残りの良い南壁

で27cmを測り，壁はやや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃前から出入り口施設にかけてよく踏み固められている。壁溝は西壁と南壁の一部で確認さ

れている。

竃　2か所0竃1は東壁のほぼ中央部に付設され，壁外への掘り込みはほとんどない。規模は焚口部から煙道

部まで52cm，袖部幅108C皿ほどで，袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床

部は浅い皿状に掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変しているが焼き締まった感じはない。また，煙道は

火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。竃2は北壁のほぼ中央部に付設され，付近の壁面や床面から

竃材の一部の流出とみられる粘土粒子や砂粒が検出されている。煙道部は急な傾斜で立ち上がる形状で，壁外

＿／圧グ‾

0　　　　　　　　　　　　　　2m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第558図　第223号住居跡・出土遺物実測図
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′′ノ∴，′　′′＼．；＼＿　ノ′、．　ノ＼　′＼1・、＿、′・、．；∴　後．′‥ノ、ノ　ハ　′　∴いく　′：′・・ニしノ　ノ　弓㌦し一ブナ′

．′、．′・・－；ノ／、′、／′ノ．　∴　リノ、一．し　′＼（ノ．j　′：、、ハ′′J／）：．∵、、‾／ノ∴言．さ′′1、六

電2土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク小品　焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク・炭化粒J′一少量

2　にぷい赤褐色　焼上プロ、ソク中量．ロームプロ、ソク・尉ヒ物・粘上プロ、ソケ少量

：．　　　′′‘′　′　　　・　′′′・∴　′　言、′、′′′．　∴　一　′∴・′＿．言こ　六、て′二　′　1一、1、、′く′読人、　′、、、」　ノ　　＿

対応する経穴は検出されていない。P　は深さが膵cmで　竃2と対蜂する南壁際に位置してお酌　出Å　持施

－′‾；・、・告．′、ら　　－　∴　＿　′　′ン′、一㍉′、；‥、．・′こ　　′こ、′．′ら′．′・人．ノ、ノ、．・′）ら

日，′∴ノ′∴′　　　　∴ノ・ノソ1ノ∫．′t l一・多・こ　′’′′′言　ノ．ノン・㌦′ノ上′いニノ、、ノ了′、＿′　ノ、′、言∴　い；・、′ご

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量．焼上プロ、ソク・炭化粒J’1少量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物少；‡I：

：1黒　褐　色　ロームブロック中㍑　焼上プロ、ソク・炭化粒J’1少量

11黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク中量．粘上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

5　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒j’・少量

・・　　　　　　　　′－．，・′、・　　　′　′・、　′　．・　工、ノ　　　　′　ノ、　　　　、　、　　′′　こ、

′　　り一′ノ　　′　　′′・‘．．　、一．。′l∴′′．′　　二、ノ、　　l・．了・・t′．′　リ。′′－‾　　．・1、、ら　∴ノー一．く小　′

l′二言∵一、　　一、、′：、∴！！、′′・′男′　　′′・′　、′　′　′、′ノ、′－1′ノ′、．、　　、　㌦一、一‘′′、′ノ．．！ニ

れることから，支脚として使用されたものと考えられる、、

ノrノノ言・、ノ、！ノ′．　－、・・∴　つ・．　′∴′　′′・ノ：．　ノ′　．′ノ了′　t，′．、l；　八一′　・ノ′一：‥

′　、；了、．、　二、　ノ′、′．　‾㌧′・・づ′′∴′　ノ：・ハ　　・．・′一、．、）し　∴ろく　　．．ノ．！∴一　ごノ　・∵、立′ユ

′．‾、／ノ：′・・ノ　′′　′　　　ノ′　′　ノく　！・、′、′　　′、′　．ノ′　ノノこj、、・∴摘．ノバ　′／．　、・．・′．．．．．′、．′．′．′．

′　′∴工て　′・、ノ　．　　　　′′′′　ノ、‥　　、二・／ノ、，　二　、　六　J二′　　′、．こ．′工レ′．、一ノ．ノ　k∴′・′．

能性も考えられる、、

．一／∵∵‘　－1．　．′一夕∴言′、′、　∴‥∴く：

番号 種　別 器　種 日　経 器 可 底 可 胎 」‖ 色　 調 焼成！ 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

2735 須恵器 林 ［摘．2］

5車

普通
底部回転へラ切り後一方向の
ヘラ削り，休部下端手持ちへ
ラ削り

竃火床部 50％

‡㌔ノlJ‾、　　∴′′；∴！．

位置　調査区北部中央のG13111区に位置し，平出部に立地している。．

重複関係　第156・213・22（用・住居跡をそれぞれ据膏込んでいる、－、

＿、ニ／一　上、＼　ム　　　予、：一一言）て　一°一、ノ∴－ノ　上告・し′．、＼．∴′ノ′十、。子；．′て．lll　‾′⊥∴－、．∴・

どで，壁は外傾して立ち上がっているこ

床　ほぼ、上田で，西壁際から中央部にかけてよく踏み固められている．つ勘昔は認められない。

磯　東壁の南寄りを購cmほど掘　込んで付設されているが　遺存状態が慧いために火床部の一部と煙道部が確

認できただけである。火床部はほぼ床面と同じ高さの地山南をそのまま健用し蟄　煙道は外傾して緩やかに立ち

上がる。なお　竃前の床面が赤変硬化し　焼土が散在していることから　作　替えて火床部を移した可能性が

考えられる、－、

－73ご・′′1＿lPP－



竜土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　検出されていない。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土眉解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片214点（杯69，小皿5，斐140），須恵器片19点（杯13，蓋1，嚢5），灰粕陶器片2点

（椀）がほぼ全域から散在した状態で出土している。完形の2736は竃火床部から正位で出土しているが，被熟

痕が認められないことから，本跡廃絶時に遺棄したものと考えられる。2737は中央部北壁寄りの床面，2801は

西壁際の床面からそれぞれ正位の状態で出土しており，本跡廃絶時に投棄したものと考えられる。なお，覆土

中より出土した灰粕陶器片は，いずれも猿投産窯笹90号窯式のものと考えられる。また，須恵器細片は破断面

が摩滅しており，混入したものである。

所見　本跡からは小形化した小皿片が出現していることや，土師器杯の形状から，時期は11世紀前半と考えら

れる。

＿＿j＝≡Fr‾‾

＿＿竺＿岨4m

C　　　　　28022736

‾‾で五重グ‾

笥ミ≡芋三雲7〒：早雲1

第559図　第224号住居跡・出土遺物実測図
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2737　2801

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

『・こ1－三二

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」



ノ　ブ　′　′　　　　　　　　ち　ノ・′、・、　‥、、′　く

番号　種別i器橙桓径極高匪可胎　ま小言可嘉 手法の特徴　恒朗潤い清　孝

軒聖檀恒恒「下 体部内働タロナデ唇紺唇
2閏土師中小e車中8雲母 讐醜糸切働タロ竃嫡薗　㌶

2車師器小皿巨車車8i赤色粒子 警撃醜踊り働ク纏漂壁翻％

雷車師器小中や車oiの齢赤隼ぷい橙普通讐纏綿瀾ロタロ酋壁際輌！翻％

・、　　　　　’L）㍗′　′　さ

＿　；’／＼ノ′　－ノ′　ン∵∵了　　ハ′′、‘：・・・′　√′　　′　　∴　′′．・′、′　　′′）

ノ・．言C　．‥・り‥　　　．），．　了′！′・．∴′＼　′、、　′．

′　‥　′　′′∴　　　∴　　　　　′　　　　　′、　　′－．：　　　′．、．　　．

′、；・　ノ′　′・′′、∴一　′′．′　、　＼′　　　′　　　′　′　′′．′；　∴こィノ．‖1、′′　ハ、－′．ニJ　　　、′．′．　二．

I　′、ノ　　′′　　　　′、　　　／　　　′　　　　′　　′　　　　　　′ノ′′

∴1　　　　　　ノ　．ノ．　ノ′　　ノ二．′　　　′こ′　′．．・　　・：　一　　　　′

、．、　　　　　＼　　　　′　′　　／′′　′　　ノ　′′　、一．　．　　　　　　　　一′　　　′　　／、．′

、　′′ノ　　　′1′　へ′′ノ　　′　ノ　、　．　　　　　＿　′、、．　′′∴．′　　ノ　′．．．　　　・一・・′∴

／、　′　　　、　　　′　　　　　　ノ　．、′　　′　　∴　′　　　　　′′。、／′　　　．／　ノ　　　′

竃土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒j’－・粘上粒J′・少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼上ブロック少量

：j　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・ローム粒J’l・粘博打・少lll：

・1　暗　褐　色　焼上プロ・ソク中量．．ロームプロ・ソク少量

5　褐　　　色　ロームプロ、ソク中蔓

（う　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック・机上プロ・ソク少量

C）、、・

D

露”

∴ノ蔦昌（：∴′㍉′　′・．．シ言、ノノー　′

！溜

－736－

U

1

0　　　　　　　　　　　　　　　2m獲
0　　　　　　　　　　　　　　1m獲



ピット　検出されていない。

覆土　2層からなり，ロームブロックや焼土を多く含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片2点（高台付椀1，嚢1），支脚1点が出土している。

所見　出土した土器はいずれも平安時代の所産と考えられ，東電を有する住居形態と重複関係から見て，時期

は10世紀中葉と考えられる。

第226号住居跡（第561・562図）

位置　調査区北部中央のG13il区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第157・235号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　N－840－Eを主軸とする一辺2・9m前後の方形である。壁高は最も残りの良い部分で16cmほどで

あり，各壁とも外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている0壁溝は竃北側の東壁から西壁にかけて確認でき，本来は

周回していたものと推定できる。

竜　東壁のほぼ中央部に付設され・焚口部から煙道部まで84cm，袖部幅80cmほどである。壁外への掘り込みは

30cmほどで，天井部は崩落しているため遺存せず，土層断面図中の第2層が崩落土に相当し，粘土粒子や砂粒

を多く含んでいる0袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築され，火床部は浅い皿状に掘り

くぼめられて・火熟を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から媛やかに外傾して立ち上がる。

′　．

第561図　第226号住居跡実測図
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竜土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗赤褐色
5　暗　褐　色

6　暗赤褐色

焼土ブロック中墓，炭化物少量，ローム粒子微量

炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
焼土ブロック中量，ロームブロック少量

焼土ブロック多量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子少量

8　暗　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

ピット　検出されていない。

覆土　7層からなり，ロームブロックや焼土を多く含んだ不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック少量

7　黒　　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片308点（杯69，高台付椀1，小皿2，襲236），須恵器片8点（杯5，嚢3），埴輪片5

点，礫42点（被熱痕あり，2点に砥面あり），鉄製品1点（刀子），鉄棒1点がほぼ全域から散在した状態で出

土している。2738は西壁際床面，2739は竃手前から東壁際にかけての覆土下層より出土した破片15点が接合し

たものである。2740は竃火床部から東壁際下層にかけて出土した破片5点が接合したもので，被熱痕が認めら

れ，竃材として利用されたものと考えられる。2740以外の遺物は，本跡廃絶時に投棄されたものと考えられる。

なお，南西コーナー部に多数の火熱を受けた礫と共に焼土塊が検出されており，廃絶時の埋め戻しの段階で投

棄されたものと考えられる。

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第562図　第226号住居跡出土遺物実測図
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′一′、′ノ　′　　′‥．．‘′ノ言、、ハ、∴　．トノ∴′′．．′、・′ノ　′ノ、　・　′1　′　ィ．・・一j′、′）

′・′′　　　　－ノ∴ノ、！′′ニ′　一ノン　ノ′′．一着、工′′、′、ノノ・′′こ′：ノ・′　－・′、∴、　、．ノ．、・・ノ′ノミJ・一∴、ノ、ノ　′　′ノ　　∴

使用されていた可能性がある。、

／．ノブ、′・ノ　　、，．ク′言′＼、　′二　言′　く

朗十陸別極種打可器高極径胎　可色　言中舶 手法の特徴 i出土位置障
2車 師器憧付14小 諸恒

雲母　　　　にぷい褐　普通底部へラ切り後予納貼細ナ　酋壁際床面灘％
ナデ，休部外面ロクロナデ

2関車師中 形聾l可 捌恒 雲母の最中褐　唇 讐夕滴へラ削娠内面へ璃禁竃巨％

番可種別！器種極高座径！厚さ！胎　土色　　調焼成！手法の特徴 ！出土位置備　　考

2叫 海賊「詣巨鵬車納車昔ほ㌢紆

i
にぷい橙

孟膵 ㌶ 鵠 譜 糎 鵠
30％

＿′　　　　一　　二　　　′

′　　　　′、′　′く　′‥．′、二！′、　′　　′ぐ　　＿　　＿　　′　．．　′　　　　　ノ、：′

′∴言　．・′／′　・　′一　　′ノ′′、ノ′′ノ′・　　　′．、　′　　∴　　′．．′　′　　．・′．

‾　　　Y；　ノ　′・∴：′′；ノノ　　　′　′　ハ′、、、′ふ、、、　　ユ　　ー　′∴、：ノ・二　′、′　　・

′′／、′　、、・′　ユー　ノ　　′－・ノノ　　　J、′り′‾　′　　　　ノ、　′　一、′，　ハ　′　′、・′　ケ、ノ′‾・・．．r二く、′、

ち上がっている。

－了　∴・し、、－　ノご　‥デ　ーこ　′　′′・′、′ノ′′ノ、‾　′：）　＿∴　　　′　・．′一l　′　′′．工、′t7㌦′十1　ノ．ノ、

周回していたものと推定できる、－、

／＼′′ノノ′ナ　ノ∴－　′　′㍉′　′／．′′′′∴　　州主′－＼二′、　′′．′　′　ノJノ　′ノ・′ノ′－・訂㌦f誉声∴：、′′／ノ

床面には粘土粒子や砂粒が散在してお酌竃材の一部と考えられる。火床部は床面と同じ高さの地山繭をその

まま使用しており，火熱を受けて赤変碩化している．、一・、

：ノ　　′／′、・ノ‾　－．　′・′ユ′、∴、・′ノ　′　　　／一、　六′・上′′言　′告誉－∴）、ブ：∴妄読　∴了：′：∵ユて在フこ、…

登　竜と束摘する酋壁際に位置し　出入　狩施設に伴　ピットと考えられる。㌘　抄P　は深さがそれぞれ8

川・30cmで，一性格は判然としない，、、．

．　　　′′′′′ノ′ム　ー′　　　′　ノlt　ノン′て・′ノ　′主を′：′ノ′・′′′一、′’′∴ノノ＼′了一′、′・・ノ＼ノ′∴：一．、㌧′二六

土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒j’・少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・尉ヒ粒J’・少量，焼廿1月微量

：1暗　褐　色　ロームブロック中量．焼上ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

、≒‘之’・ノ　　．l．一一一／．′　r∴．　一‘ノ、′：　∴・、．′上　　′・、・間　髪′‘′・三・、、ノ‥　′．　一ノふ　．∴ノ′　∴J l

の　礫2鰯　被熱痕あの　瓦片　点　平瓦カ）がほぼ全域から散在した状態で出土している。2閥は南壁際

′′ノ∴ノ．み、′ノ、‘、′′∴′、∴＼一　　一＿．ノ′く）′‾：′・一　′∴ノ、つニ）－′　′′ノ′六二㌦：′・つ－＿．∴、、′、／ノ　　′．．ノ

は　本跡廃絶時に遺棄された　のと考えられる。2銅は竃前の覆土下層から出土してお酌重複関係にある第

′嘲′′・．′　∵∵．ノ・∴′ン．′．　言・′．′．′．′′、ノー　上∴／′　　′　′∴㌦′一　ハ　′　′ノ、／∴∴言．
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考えられる。

C

A

D

第563図　第230号住居跡・出土遺物実測図

第230号住居跡出土遺物観察表（第563図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2741土師器坤こ10．83．26．9雲母・長石にぷい橙普通
底部回転へラ切り後，ナデ，

体部ロクロナデ
南壁際床面

100％

PL231

2742土師器
高台付

椀14．77．08．5
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

底部回転へラ切り後高台貼り

付け，ナデ，体部下端回転へ

ラ削り

南西コーナ

ー部床面
75％

2743土師器小皿8．31．65．5赤色粒子にぷい黄橙普通
底部回転糸切り，体部ロクロ

ナデ
竃前下層

95％

PL231

－740－



第234号住居跡（第564・565図）

位置　調査区北部のG12j9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第8・10号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　長軸は約3・7m，短軸は約3・3mの長方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は15C皿前後で，

やや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は一部で重複のために確認できないが，周回してい

たものと考えられる。

竜　北壁の中央部東寄りに付設されている。袖部及び焚口部は重複のために掘り込まれており，規模は確認で

きないが，壁外への掘り込みは約50cmで，煙道は緩やかに外傾して立ち上がっている。

埴土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック多量

ピット　5か所。Pl・P2は深さ約10cmと浅いが，コーナー部に配されていることから柱穴と考えられる。

P3は深さ約12cmで，出入口施設に伴うピットと考えられる。P4・P5の性格は不明である。

覆土　5層からなり，各層にロームブロックや焼土を含む人為堆積である。

J

第564図　第234号住居跡実測図
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土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土遺物は土師器片92点（杯51，高台付椀5，嚢36），須恵器片19点（杯4，要15），灰粕陶器

片2点（椀1，皿1），土製品1点（不明），鉄製品3点（鉄1，棒状金具2）が北東部から南西部にかけて散

在した状態で出土している。867は北東部の床面から出土している。また，870は中央部，871～873は北東部，869・

874・875は南西部のそれぞれ覆土下層から出土している。さらに，1331の灰粕陶器は竃前の覆土下層から出土

しており，折戸53号窯式併行と考えられる。

所見　時期は，出土土器の形状から10世紀前葉と考えられる。

第565図　第234号住居跡出土遺物実測図

第234号住居跡出土遺物観察表（第565図）

10m

舵
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

866土師器杯［12．8］（3淵）－雲母にぷい黄橙普通ロタロナデ 覆土中
5％体部外

面墨書「□」

－742－



番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 山千位置 備　　 考

867 士 師器 林 〔12 ．工 3 ．3 ［7．4］ 石英 にぷい黄橙 普 通 ロクロナデ，内面へ ラ磨 き 北東部床面 35％

868 士 帥器 杯 13．6 4．3 7．2 雲母 ・石英 黒褐 普通 ロクロナ デ 覆土中 60％

869 士 師器
高台付

椀
白5．4］ 6．3 8 ．2

長有 ・右 英・

赤色粒子
にぷい黄橙 普通 ロクロナデ， 内面へ ラ磨 き 南 西部下層 10％

87 0 士師器
高台付

椀 － （3．0→ 9 ．5 長右 ・石英 にぷい赤褐 普通
底 部へ ラ切 り後，高 台貼 り付

け，内面へ ラ磨 き
中央部下層 40％

87 1 士師器 嚢 － （10 ．5） － 雲母・長石濁 英 貴族 普通 体部外 面平行叩 き 北東部下層 5 ％

87 2 士 師器 婆 － （日 ．＝ － 霊性 長石・右奥 黄灰 普通 体部外面 平行叩 き 北東部下層 5 ％

13 31 吠 ・柚陶器 皿 〔13．81 2．7 6．0 緻密 灰 ・吠 オ

リーブ
良好

底部 回転糸切 り，軸は漬け掛

け
竃 前下層 70％

PL 2」6

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 ！　 特　　　　　　 徴
出士位 置 備　　 考

873 棒状 金具 （ユ4．5） 0 ．8 0．6 （13．2） 鉄　 恒 方形
北東部 下層

874 鉄 （11潮 1 ．寸 0．ヰ ぐ13．両 鉄 ！茎 部一部欠損，長三角形 式 カ
南西部下層

875 棒状金具 （3 ．9） 0 ．3 0 ．3 （1．2） 鉄 i断面長 方形
南西部下層

第調号健贋静（第566回）

位置　調査区北部のG臓拍区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第157・226号住居に据il）込まれている。

配も。′　㍉率ノ、上中工　－、ふ－；樟　1、ソ号‥∴．、・l一く′ノ′子ら　　頼居辛．二＼　高　一　ニ「、J読　言．一・人六　十‥一

低く，外傾して＿立ち上がっている。「．

床　ほぼ平坦でタ　竃の前面から西壁付近にかけて硬化商の広が　が見られる。壁溝は第蟻号住居に掘　込ま

れた部分を除　確認されてお酌　本来は周回していたと考えられる。

磯　東壁の中央部に砂質粘土で構築されてお娠焚m部から煙道部まで鋪cm　両袖部幅的祁cmで　壁外への掘

込みは渕cmである。遺存状態は窓も　天井部は崩落している。袖部は東壁に砂質粘土を貼り翻すた痕跡がわ

ずかに確認される程度である。竃付近の床面には電解と思われる粘ま載予や砂魔が散在してお酌　意図的に壊

された可能性が考えられる。火床部は床面と同じ高さの地山南をそのまま使用しタ　その部分は火熱を受けて赤

変硬化している。また　煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

2　黒　褐　色　焼L二粒戸出i∴　ロームプロ、ソク・炭化粒j’・少量

：う　暗赤褐色　焼‖勘’一多量．ロームプロ・ソク・炭化粒子・砂質粘上ブロック少量

・－1黒　　　色　ロームブロック・焼上ブロック・炭化粒子少量

5　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック微量

（う　暗赤褐色　焼上プロ、ソク小品　ローム粒！一少量

貯蔵究　長径墟cm　短径器cmの楕円形で　南東コーナー部に付設されタ深さは28cmである。底面形状は長方形

を呈し，壁は外傾してl立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J十日古　焼巨粒子一・歳化粒千少＿；－呈：

2　黒　褐　色　ローム粒千・焼上位f・・炭化粒J’・少；‾‡‾呈二

3　黒　褐　色　ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック0焼土粒子中量

6　褐　　　色　ローム粒子多量

一一一一74＿3－



覆土　3層からなり，各層にロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

3　黒　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片86点（杯47，高台付椀7，小皿2，整30），須恵器片2点（嚢），礫3点（被熟痕）が

出土したが，ほとんどが覆土下層からのものであり，床面から確認された遺物は少ない。また，竃内と竃周辺

の破片が接合した3501は火熱を受けておらず，本跡廃絶後の埋め戻す段階で投棄されたものと考えられる。

所見　当遺跡におけるこの時期の住居跡は，小形で竪穴部に主柱穴を持たず，主軸方向が東を指すものが多く，

本跡もその典型である。また，須恵器を用いなくなっていることや小皿片が出土していること，杯や嚢の形状

から，時期は10世紀後葉と考えられる。

第566図　第235号住居跡・出土遺物実測図
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∴フく言′　′　中　・・号∴l言くノ、工、′；′、いて．

番号　 種 別 極 穫桓 径！器 高 底 径i 胎　 土 i色　 調i焼成i 手 法 の 特 徴 i 出土位置　 備　 考

3鍋　 土師器　 高 相　 朗　 摘 ［6・6　 雲母の長石 明赤褐　 普通 票 讐 切 後 高融的 畿 篭 。 脇

350 土師器 高 相　 巨 扇 許 白色 にぷい褐 普通i票 讐 切 後 … 南部下層 ト ％

一言′　　′、．、∴∴ノ．∴、、、′ソノ

∴三　∴／ご／亘ノ．′男　、；C、′　′ノ（∴言し　㌦　′、・．ノ∴∴、′　ら

重複関係　第別号住居跡を掘　込み　第封　殺別号住屠　第蟻号藩　第蟻号士坑に掘　込まれてい

る。

規模藍形状　第飢針旨住居跡と重複している東側は壁部を正確に捉える這とはで　ず　遺存している酋

′　ノ‘・了′　′′　′、黒∵こ：ノ　ヘノー1、，ソ了、・一・′′ノ・．＼＼、、　：′、ノ、一；；ユー　jノンニ　∴∴　〉こ、∴．‥～′・・′：、・′バ∴・．－′

・′‥ご′‾　招′′：・1：′′′、・　′‾・　、・＼′；′し　‾、　ソ　′．、∴　‥．ノ　ノ′．、ノ、　′′

工工．ノ、、′J′く′′　六、′、ノ∴八・ノ、；′、7了∴′ノ　∴、′、

‥　工′′‥言・一一守〃ン、・√′∴‾・二√　′′．・＿ノ　′ノ′・　－′力㌦ヘノ∴‥‘∵二∵つ∴　　ノ・：＝　′・′こ、、′ノ言．．′、

‘豆ニ∴ノ　′′当ゝ一・∴六！、ノ了二　′1、　　いノ‾‾、ノソ十、㌧ん＼∴／つ了l　一手ノ、′‾′ら　‾さ′－：、‾′∴∴！′！ノ

言上′、！‘′：・、‾＼′．∴′、ユて′∴∵　乙　ノ、ノ　′：’工．′予、∴1．：∴∴斗・ノ、∴十∴∴く　つ′∴豆′宮十・、

、／・一ノ　ノ‘′′　‥・；ノら石、・・・一∴′、大　　工′言′　ノ、・′J／1．ノ、・’′′、・上　′′予l．′′・当ソい，・∴て　－C－：′／言

等摩　焼　締まってお酌使用頻度の高さが　かがわれる。煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。

電土層解説

1　黒　褐　色　焼‖こ11つ’一中㍍∴　ロームプロ、ソク少量

2　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

3　暗　褐　色　焼1∵ブロック中軋　炭化物少量，ローム粒自微量

11暗　褐　色　焼上ブロック中危　炭化物少量

5　褐　　　色　砂質粘i二ブロック中量，ロームブロック少量

（う　暗赤褐色　ロームブロック中鼠　砂質粘い粒子少量

7　赤　褐　色　焼上プロ、ソク中量，炭化粒！・微量

尊堂　3層からなり，各層にロームブロックや焼士を含むÅ為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ・ソク少軋　焼士ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

：弓　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

：、∴祝　　ノ言．　目し阜　∴∴・十㌦　∴・′十′独∴Jf．′　　3ふ、言．ノー・・∴！ノノー　翌∴　　高一　デ、・・ノ′　′ノく：－日工

器片　点　椀）土製品器鰯　支卿）礫　点　被熱痕　が覆土下層を中心に出土しているが　これらの大半は

住居廃絶後に投棄された細片でタ破断面が摩滅している　のも多ら本跡廃絶後の埋め戻しの段階で竣土中に

混入したものと考えられる。3504は南壁付近の床面からまとまって出土した6片が接合したもので，完形に近

い状態で復元されたことから　住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所農　本跡は，床面がほぼ全域わたって硬化していることや竃の火床面から見て　存続期間が長い可能性が考

えられる。また，伴出遺物が少なく時期は明確ではないが資床面から出土した遺物の形状から摘世紀前葉と考

えられる。

－745一一
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第567図　第241号住居跡出土遺物実測図
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第241号住居跡出土遺物観察表（第567図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3504 土師器 杯 12．0 3．8 7．3
雲母・長石・

石英
にぷい褐普通体部内面へラ磨き 南部床面 95％

PL231

3505 土師器
高台付

杯
13．8 4．6 8．0 雲母 にぷい黄褐普通休部内面へラ磨き 南部床面 70％

3507 須恵器 嚢 － （9．の － 雲母・長石灰 普通
体部外面格子目叩き，内面当

て具痕
覆土中 5％

－746－



第244号住居跡（第568図）

位置　調査区北部のH12C6区に位置し，平坦部に立地している。　　　、、

重複関係　第247号住居へ作り替えが行われ，第15号溝，第166号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　遺存部が少なく平面形状は明確ではないが，第247号住居が本跡の北壁と西壁をそのまま

利用して建て替えている可能性が高く，N－980－Eを主軸とする長軸約4mの方形または長方形と推

定され，壁高は6cmと低く，外傾して立ち上がっている。

床　道春部が少ないため詳細は不明であるが，第247号住居の床と高さが等しく，また，遺存している

壁の際から壁溝が確認されている。南東部にわずかなくぼみがある。

竃　東壁南寄りに構築されているが，第247号住居に壊されてほとんど遺存しておらず，火床と思われ

る直径12cmほどの焼土層が確認されただけである。火床部は浅い皿状を呈しており，火熱による焼き

締まった感じは見られなかった。作り替えと考えられる第247号住居の竃が南東コーナー部に本跡の竃

と一部重なるように付設されているが，本跡の竃袖部を再利用しているような痕跡はなかった。

第568図　第244・247号住居跡実測図

－747－
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ピット　明らかに本跡に伴うと考えられるピットは存在せず，本跡を掘り込んでいる第247号住居のピットの

中で，Pl～P4は，位置的に本跡の主柱穴であったものを再度利用している可能性が考えられる。

覆土　重複のため残存部分が少なく堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片4点（襲），土製品11点（支脚）が竃付近の床面から出土している。

所見　本跡は第247号住居跡へと作り替えが行われており，伴出遺物はほとんど出土していないが，時期は10

世紀後葉に比定される第247号住居跡とほぼ同時期かそれ以前と考えられる。

第246号住居跡（第569図）

位置　調査区北部南寄りのH12e5区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第169号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　大部分が調査区域外に延びているため，全体の様相は把握できないが，南北軸2．2m，東西軸0．8

mだけが確認できた。確認された壁高は16cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，硬化面や壁溝は認められない。

竜　北壁の中央部に付設されていると思われるが，調査区域外に延びるため右袖部の一部が検出されただけで

ある。

ピット　3か所。主柱穴はPlが相当し，深さは40cmである。P2は深さ54cmであるが，P2・P3とも性格

第569図　第246号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」
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は不明である、、＿

尊皇　2層のみ確認された。道春部が少なも　堆積状況は判然としない。

土層解説

1黒　褐　色　　ロームブロック・焼上プロ・ソク・炭化粒J’・少量

2　褐　　　色　　ロームプロ・ソク　昌‡L　焼‖笹子少量

‾喜　一′　′七　、、：＿読′∵ノ∴：　・′′　′‥、∴）・＿　　∴　ノ　ン′、　ノ′　ノ′　∴ソ／：．・二一′′言一／1

′′・、、く′、∴′′∴．′ノ了ノ、ノノ∴、、：こ、言、′／、∴ノノ′ノー　．．フノ　′ノ　　．‾、ら

′＼′′言、∴∴つy L了∵ノくこ中了　了弓㍉、し／∴一、ノノ　言・／＼′′・、（ら．∴　ニ：い∴モノヨ′　∴　．1，言′　ソノ言′、J＼．

時期はt）世紀後葉と考えられる、、．

第別号住居跡出土遺物観察養　第捕囲）

堅江華空っ牟華巨＝可器高序言可議了寺 色　調！焼成！ 手法の特徴 i出土位置i備　考
3車 師器巨 斗 司 ㌦ 巨可 盃 恋 橙　 普通体部外面下端e底部へラ削り北東部下層i35％

一、、ノ・′　　　　．∴　′∴　∴～、／・

∫十　′く　二親ソ．　㍉‘、′く′　√・・t Lノ　　′ノ・工、・′一．ノ∴　′1

‘1′一∴ごノ、ふ′～－　ノ∴′摘．ソ．予1∴、、′＼．ろ＼工二、′ノ　　ノノ，∫．り・∴　′・′、ノ、′　、′、．てノ

・．∴　言．l　‥　　　、′　　′‥、′ノ、．ノ．ク、　　　′・ごハ＼　一、、　、‥言．　。（′：＿・・、′一

存部はほぼ直立して立ち上がっている、1、

二′二、㌦、‾　　ノ、工∴　′ノ　ー；∴二　ノ′′、∴‘′．．、：；′　一　一．メ、・・∴　′、　　㌫′，、、′．′．

′∴〈′・′、・　ノ　′′、′′　ごノ′’l、一　、・一′、一ノー　　′．ノ　∴　　工／ノ・ノーノー　＿．∴、∴′）′　　　r：，、′・：：、

言・’′ノ′　－′　′　ノ′、一、二、′′′．穴ノ　∴、く　・′　　　　・′　　ご　　′．・‥′ノ・．‘・ノノリ（．ノ：、∴　′、，・′－：′：．

考えられ　火熱を受けて赤愛硬化している。また　火床部の奥には雲母片岩が下部を埋め込まれた状態で設

置され　支脚として利用された　のであ娠　煙道はそこから急な傾斜で立ち上がって齢る。

奄土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少［寸呈：

2　黒　　　色　ロームブロック・焼上ブロック・粘＿上ブロック少昌一；二

二j　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J’一・粘上ブロック少結　ロームブ［トソク微量

4　暗赤褐色　廃土粒子多義野　鼠化粒子少量

5　黒　褐　色　粘l斗白’中量．ロームプロ、ソク・焼＝位√少量

′′　　　′′・・一　：　一‾、・・．子′こノ、了　上′‘上　′ノ∴′：．ノ′・・・・7′、／∴「．＼∵－′）ノ　　′・工｝∴ノJ／ノ！ノ　′′高、・、

不明である、、

r J・．㌧　′　／：／、′・′了　′、′∴′．．′　　′′一，’、、′ち′二

土層解説

l　黒　　　色　ローム粒J∵・炭化物・焼上プロ・ソク微量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　焼上プロ、‥ノク・炭化物微：‡i：

：j　暗　褐　色　ローム粒J’・中量

4　褐　　　色　ローム粒子少量

、l弓　・∴　・／・′′ノ　ー′‘′　　、′、～′｝く　∴♪、′、・′＋＋仁一、′′　・‾　′′、　　′′　ン　　ニー

‥′‘　　　ノ　′　　′ノミ∴、・　′．、、　　　ノ　′′′′ノ　　　　　　　∴．・　　　　′′．、　　　　　ハ

、・′－′　右′′し∴　′∴、′　′　＿‥、′’ノノ　ノ　′一：／．　′′．　′‥一′′∴、∴　′ハ′　′　∴∵′十　ノ／．、′′．′一　∴ノ．
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と推測される。また，覆土中から出土した須恵器は，細片で破断面が摩滅しており，混入したものと考えられ

る。なお，3508は，中央部西寄りの床面から出土しており，本跡廃絶時に遺棄されたと考えられる。

所見　小皿や要の形状から，時期は10世紀復業と考えられる。本跡は第244号住居跡の南壁をそのまま生かし

て構築され，また双方の竃が南東コーナー部付近に付設されていることなどから，作り替えが行われたと考え

られる。

第570図　第247号住居跡出土遺物実測図

第247号住居跡出土遺物観察表（第570図）

0　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3508土師器
高台付

椀15．75．57．8
雲母灰褐普通

底部回転糸切り後，高台貼り

付け，ナデ
中央部床面

70％

PL231

3732土師器小皿9．21．66．1長石褐普通底部回転糸切り 東部床面
100％

PL231

第251号住居跡（第571図）

位置　調査区北部のH12a7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第233・250・263・266号住居跡を掘り込み，第452・458号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　覆土が浅いため正確には捉えられないが，西壁部と竃の位置から，N－920－Eを主軸とする長

軸約2・7mの方形または長方形と推定される。遺存している西壁高は10cmで，ゆるやかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，それほど硬化した部分は認められず，また，壁溝も確認されていない。

竜　東壁の中央部に構築されていたと考えられ，焚口部から煙道部まで78C皿，両袖部幅約60cmである。南部分

が第458号土坑に壊されており，右袖部や天井部，焚口部の部分は遺存していない。火床部は床面と同じ地山

面をそのまま使用し，赤変硬化している。煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。

埴土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

3　極　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

7　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

8　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
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覆土　ローム粒子が均一に堆積している単一層で，自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片269点（杯191，高台付椀5，小皿4，聾69）が中央部の床面と覆土下層から散在した

状態で出土している。3509は中央部の床面から出土しており，本跡廃絶時に遺棄されたと考えられる。

所見　高台付椀や小皿，嚢の形状から，時期は10世紀後乗と考えられる。なお，当遺跡では古墳時代から平安

時代にかけての住居跡が多数確認され，大半が人為堆積の状況を示しているが，10世紀後葉から11世紀前菜に

比定される住居跡は自然堆積状況を示すものもあり，集落の変遷を考える上で興味深い。

●

3509

l

SI263　1

＼

＼

＼一一　　　　　　　sI250

＼　＼

＼　＼

l

l

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿」

第571図　第251号住居跡・出土遺物実測図

第251号住居跡出土遺物観察表（第571図）

0　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3509 土師器
高台付

坤こ 14．8 （4，6） － 雲母・長石にぷい橙不良
底部回転糸切り後，高台貼り

付け，ナデ 中央部床面
80％

PL231

3510 土師器
高台付

椀 － （2．の［7．0］雲母 黒褐 普通体部内面へラ磨き 東部下層 20％
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番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　　 考

351 1 土師器
高台付

椀 － （2．5） 7 ．8
雲母・長石 ・

石 英
にぷ い褐 普通

底部 回転糸切 り後，高 台貼 り

付 けナデ
中央部 中層 20％

第254号住居跡（第572図）

位置　調査区北部のG12h6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第255号住居跡を掘り込み，第256号住居に掘り込まれている。

規模と形状　覆土が浅いため平面形状は明確に捉えられないが，主軸方向はN－1000－Eで長軸約3・5m，短

軸約2．7mの南北に長い長方形と推定される。壁は遺存していないため立ち上がりは不明である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁の中央部に構築されていたと考えられ，焚口部から煙道部まで約96cm，両袖部幅約118cmである。天

井部は崩落しており，袖部も基部が確認されただけである。しかし，付近の床面に粘土粒子や砂粒と一緒に火

熱を受けた土器片が散在しており，竃廃絶時に意図的に壊された可能性が考えられる。火床部は皿状に浅く掘

りくぼめられているが，焼き締まった感じはなく，煙道は外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　褐　　　色

4　灰　黄　色

5　灰　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

㊨

Sl256

l

l

l

ll

l

l3品2

1

ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

砂粒・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化物微量

ロームブロック炭化物微量

焼土粒子中量，ロームブロック少量

・Jもヾ・

－llllll－＿　－一一　－．一．・－．

一／′＼

く「0、

／八
／

タ
＼
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／
／
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・．ヽ
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I

可

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第572図　第254号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　遺構確認段階で・部床面が露出した状態で検出されたため．堆積状況は不明である＿、、

、ご・少．　∴′　　∴∴告　‥）－　∴∵・′、！J Uン・′　′、．）　ノー　　　主∴ノl・′．、‥、二′、　I、一ノ　∴、∴′言ノ号こ

ら中央部にかけて出土してお酌　竃内に　火熱を受けていない琢寿の破片が多数確認されている。これらのほ

とんどは住居・廃絶時に投棄されたものと考えられ，図示した351，2と3513が相当する√

一　∴　．′！日日′ノ、）一ノー了．＿　′二や′、トのl　：∴・ノ：、ゝノ’二、、・′十、ノl十、．日∴、声∴悠工一・二行　ふ完　∵二二

本捗を掘　込んでいる第筋骨住居　はぼ同時期ではあるが　土層から判断し　本跡の方が古い住居であると

判断した．、、．

第翫号住居跡出土遺物観察慕　第㍍図）

離 車 陸 別 極 種 口 径序バ可底 径「胎　 二王 序　 詞 焼成！ 手 法 の 特 徴　 恒 瑠 璃 日清　 考

器12　土師器　　 棒 日用 巨　 巨 2　雲母　　 橙 普通 底部纏 へラ切 後 げ 極 部下層　 恒％

351車 師器淘付 恒 巨中 桐 中 普通底部掛 ラ切後げ 東部床面ト％

∴掠こ′∴　∴ノ∴　工：′、∴　′′′

位置　調査区北部のG＿12116区に位置し，平川部に立地している、。

重複関係　第27生月二坑を据i）込み，第254・256射机上　第1（iO号十坑に掘り込まれている。）

∴音／．ノ、言・・章′ら；ニ　：－：了′′ユ　∴、こ′ノノ／・「‘　＿・′：J∴＼l、　‥・′7言・．‥ノ二ノ′∴、ご　′ノ　′・上、′

立ち上がっている＿二、

一、、′言二、′一　一、・・．㌦：＼十一′′1こし　∴リ卜∴．ノ弓ノノノ、∴く．一豆・、J′JJ′′、一、／：）‘ト工作工　ノ∴二一一　′′　、ノ　　′′／∴ノ、

にわずかなくぼみが2か所確認されている。つ

竃　北壁を壁外に渕cmほど掘　込んで構築されている。天井部は崩落してお酌　磯部は北壁に砂質粘土を貼り

翻すた痕跡がわずかに確認される程度である。火床部は床面を摘cmほど恩状に浅　掘り　ぼめて作られてお酌

火床面は赤変している。煙道は火床部から外傾して立ち上がる。

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量，粘巨粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼上ブロック・炭化粒J’一少E－f芸：

こう　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック多量

覆土　4屑からなり，ロームブロックや炭化物を含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である、「

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少置

こう　黒　褐　色　炭化物中量，ローム粒子少量

ご1　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　土師器片20点　棒の　高台相棒膵　聾は幻　須恵器片は点　喪主　石器　点　砥石）銑淫3

点が中央部の覆土中層から下層を中心に出土しておりタ　これらは本跡廃絶後に投棄されたものと考えられる。

351∠1は南東部の覆土下層から［廿1一二している。

所見　杯や嚢の形状から，時期は9世紀後葉と考えられる。
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④

第573回　第255号住居跡・出土遺物実測図

第255号住居跡出土遺物観察表（第573図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

10cm

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3514 土師器
高台付

杯
［16．0］（6．0） － 雲母 にぷい褐普通体部外面へラ磨き，内面ナデ南西部下層40％

第256号住居跡（第574・575図）

位置　調査区北部のG12h6区に位置し，平退部に立地している。

重複関係　第254・255号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　覆土が薄く，一部床面が露出した状態で検出されたため平面形状は明確に捉えられないが，N－

00を主軸とする長軸約3・6m，短軸3・Omの長方形と推測される。壁は道春していないため立ち上がりは不明
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である。

床　ほぼ平坦で，4本の主柱穴の内側がよく踏み固められている。P5付近の床面でわずかなくぼみが確認さ

れているが，詳細は不明である。。

寵　北壁の中央部に構築されていたと考えられ，焚口部から煙道部まで約96C叫両袖部幅約116cmである。天

井部は崩落しており，袖部はその痕跡が認められるだけである。火床部には焼土ブロックのほかにロームブロッ

クも多く含まれ，明確に火床面を捉えることはできなかった。また煙道は，上部が削片されているため外傾し

て立ち上がる様子が若干認められる程度である。

寵土眉解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
3　暗　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子・砂粒・粘土ブロック少量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは20～48cmである。P5は南壁際の中央部に位置してお

り，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は南西コーナー部に位置し，深さ38cmであるが，性格は不

明である。
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第574回　第256号住居跡実測図
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覆土　4層からなり，各層に焼土を含む人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物・砂粒・粘土ブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子・砂粒・粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片277点（杯177，高台付椀17，棄83），須恵器片22点（嚢21，甑1）が覆土下層と床面

を中心に，ほぼ全域に散在した状態で出土している。3515はP6の覆土下層から出土しているが，土師器嚢片

や石も一緒に出土しており，完形であるものの投棄された可能性が高い。

所見　土師器嚢の口緑端部の形状や杯の形状などから，時期は10世紀後葉と考えられる。なお，当該期の住居

跡は本跡の位置する調査区北部に密集しており，集落はさらに調査区域外の北西方向へ広がるものと推測され

る。

＼「一上＝＝＝：才
ヽ　　　ヽ

〒三上

第575号　第256号住居跡出土遺物実測図

第256号住居跡出土遺物観察表（第575図）

－⊂二二7　3519

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3515土師器珂こ11．23．57．4雲母にぷい褐普通底部回転へラ切り後，ナデP6下層
100％

PL232

3516土師器杯［11．2］2．8［6．2］雲母橙
二次

焼成

休部内面へラ磨き，底部回転

へラ切り後，ナデ
奄火床部

20％

刻書「ロ」

3519土師器杯－（0．7）－雲母
にぷい橙普通底部の調整不明 覆土中

5％　へラ

記号「＋」

3517土師器
高台付

椀
［14．2］7．8［8．0］雲母にぷい橙普通

底部回転糸切り後，高台貼り

付け，ナデ
北東部中層30％

3518土師器
高台付

椀－（1．2）－雲母にぷい橙普通
底部回転糸切り後，高台貼り

付け，ナデ
竜火床部

5％　へラ

記号「＋」

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

3520不明（4．8）（1．3）（0．4）（4．9）鉄円状に屈曲するが，全体的に扁平である。覆土中
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第257号住居跡（第576～583図）

位置　調査区北部のG12f7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第258号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸5・Om，短軸3・8mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は30－38cm

で，ほぼ直立して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部と竃西側がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで84C叫　袖部幅96cmで，壁外への掘り込

みは20cmである。土層断面図中，第6層が粘土や焼土のブロックを多く含んでおり，天井部の崩落土と考えら

れる。左袖部は2枚の丸瓦を芯材としてその周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されているが，右袖部は道春状

態が悪く，また瓦も確認されていない。しかし，竃周辺から瓦が確認されており，東袖部も西袖部同様瓦を芯

材として使用していたと想定される。火床部は，床面を約20cmほど掘りくぼめた後，焼土混じりのローム土を

床面と同じ高さまで埋め戻して使用している。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

第576図　第257号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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寵土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子ブロック少量　　　　5　極暗褐色　ロームブロック中量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　　　　　6　褐　灰　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　7　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量　　　　　　8　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土ブロック少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは32～40cmである。P5は深さ21C皿で，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，各層にロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　　3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量

焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量　　4　暗　褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片1047点（杯153，高台付杯3，嚢891），須恵器片61点（杯17，嚢40，蓋4），灰粕陶器

片3点（長頸瓶），緑粕陶器片2点（段皿，椀），石器1点（砥石），瓦片39点，鉄製品1点（不明），礫1点（被

熱痕）が竃周辺から中央部を中心に散在しているが，瓦を除いて完形遺物はなく，すべて破片である。3530と

3531は竃左袖部の芯材として使用された状況で出土しているが，中央部の床面にも多数の瓦（3532～3541）が

確認されている。これらは火熟を受けているものが多く，竃の芯材あるいは補強材として使用されたものと推

測されるが，瓦の出土範囲が広く，一部重ねられた状態で出土しているものもあり，本跡廃絶時に意図的に壊

した可能性が考えられる。また，3521は，覆土下層から出土しているが，埋め戻す段階で埋土とともに混入し

ていたものと考えられ，灰粕陶器片3点と緑粕陶器片2点は覆土上層から出土しており，本跡廃絶後，埋没過

程で投棄されたと考えられる。

所見　坪や賓の形状から見て，時期は8世紀中葉と考えられる。

3526

轡′’もt轡。529
第577図　第257号住居跡出土遺物実測図（1）
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第578図　第257号住居跡出土遺物実測図（2）
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第579図　第257号住居跡出土遺物実測図（3）
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第580図　第257号住居跡出土遺物実測図（4）
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第581図　第257号住居跡出土遺物実測図（5）
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第582図　第257号住居跡出土遺物実測図（6）
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第25号住居跡出土遺物観察表　第㍍～猶図）

番号 種 別 極 種 口 径 序『 可 底 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出士位置 備　　 考

3521 須離 つ　 埠 ［鵬 日 用 巨 細 長石 灰自 普通 体部内・外面ロクロナデ 南東部下層 40％

3522 土瞞 つ　 聾 腺 可 触 可 雲母 ・長有 にぷい黄橙 普通 ‖縁部内・外面ロクロナデ 覆土下層 20％

969
士瞞 巨 20車 ・5）i

長石 ・石英 橙 普通 休部外面へラ削り，＝縁部横
ナデ 電左袖部 腑％

967
土瞞 i 甑 他 項 胎 可 長有 ・石英 明褐 普通 口縁部横ナデ 中央部床面 10％

3523 緑粕陶器 i 段皿 恒 可 緻密 灰自・浅黄 普通 目線部内 ・外面ロクロナデ 北東部上層 20％

377∴1 緑粕陶器 i 椀 恒 可 緻密 緑軸 普通 休部ロクロナデ 覆土上層 5％

3524
須鮪 巨 可

長石 吠自 普通 休部外面格子目叩き，内面同
心円状の当て具痕あり 北東部中層 5 ％

3525
須鮪 巨 巨 湖 i

長石 黄白 普通 休部外面格千日叩き，内面同
心円状の当て具痕あり 北西部下層 5％

3526
須恵器 ！ 聾 巨 3）

長有 灰 普通 休部外面格子目叩き，内面同
心円状の当て具痕あり 覆上申 5％

3527 須恵器　　 聾 （3．6） 長有・右英 灰 普通 頭部外面二条の沈線，格子目
叩き 北西部中層 5％

3528
須鮪 巨

「お扇
l

I砂粒
l

褐灰 普通 頭部外面∴条の沈線，格子目
叩き 竜覆士中 5 ％

3529
須鮪 巨

（L 2） 砂粒 灰

i

普通 休部外面格子目叩き，内面剥
落顕著 南西部下層 5％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質　 お　 よ　 び　 特　 徴 出士位置 備　　　 考

3 53 2 軒丸瓦 （3 8．0） 17 ．7 J．2 （2 ，90 0） 凸面 平行叩 き， 凹面布 目痕∴ 針孔経 0 ．6川 中央部 床面 60％　 二次焼成

3 53 7 軒丸瓦 （2 3．8） ね5．3） 2 ．8 （1 ，9 00） 凸面へ ラ削 り， 凹面 布 目痕 中央部床面 4 0％　 二次焼成

35 30 丸九 3 3．0 2 0．7 3 ．5 3 ，4 80 凸面へ ラ削 り， 凹面布 目痕 竃左袖部 100％「∴次焼成

35 3ユ 丸瓦 32 や5 川．7 2 ．2 （2 諸購） 凸面 へラ削 り，凹面 布目痕 寵左 裾部 7 0％　 二次焼 成

3 5 33 丸元 射 ．4 （ま9ず2） 3 ．5 （3タ6 00） 凸面 平行叩 き，凹面 布目痕 中央部床面 90％　 二次焼 成

3 53 4 丸瓦 4 0 ．8 （19 ．3） 1 ．7 （2，27 0） 凸面平 行叩 き，凹面布 目痕 中央 部床面 80％

3 53 5 丸瓦 （2 7．の 17 ．5 1．7 2，22 0 凸面平行叩 き，凹面布 目痕 中央 部床 面 70％　 二次焼成

3 53 6 丸瓦 （3 0誹 18 ．4 2．2 （2 ，15 0） 凸面平 行叩 き， 凹面 布 目痕∴ 糸切 り痕残す 中央部床 面 70％　 二次焼成

35 38 i
丸瓦 （2 6湖 （17。0） 2．0 柏，6 90） 凸面平行叩 き，凹面布 目痕 中央 部床面 60％

35 39 婁斗瓦 37 ．3 2上 2 2 ．6 3，3 10 凸面縄 目叩 き，凹面 布目痕 中央部床面 9 5％　 二次焼成

354 0 婁斗 丸 36 ．2 1 6識 3 ．3 3，0 30 凸面縄 目叩 き，凹面布 目痕 中央部床面 9 5％　 二 次焼 成

3 5姐 平瓦 ぐ1（L の ＝信の 2 ．2 （ 82 0ラ 凹面布 目痕 ，凸面 平行叩 き 中央 部床面 購％

番可 器 種 長　 さ 幅 摩 可 重 量 材　 質　 お　 よ　 び　 特　 徴 出土位置 「 備＋ 考

3m 「 締 ぐ1上31 5サ2 2e5 日 7 ・7 凝灰岩，断面は方形を呈し，規格性が強い 覆土中 i
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窮霧考健贋捗（第584図）

位置　調査区北部のH鼠2C5区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第248号住居跡を掘　込み　第飢号住居　第蟻号溝に掘　込まれている。

規模と形状　長軸約・m　短如約・mの長方儲行嵩。主潮け封句は鳶「㍉㌢㌧㍉Eである。西壁高は蟻cmで　ゆる

やかに外傾して立ち上がっている、、

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められ，床面全体に焼士ブロックが散在している。

魔　北壁中央部付近の床面に砂質粘土が散在し，竃があったことが想定されるが　第蟻号溝に掘　込まれてお

り，遺存していない．

ぽッ睦　確か所。主柱穴はPl～P4が相当し　深さは蟻～鋼cmである。

尊皇　2層からなり，焼士ブロックや炭化粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼上ブロック・炭化粒J’1少量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

遺物出藍状況　土師器片器点　捧凱嚢諏）須恵器片　点　聾　が覆土中から出土しているが撃床面から確

認された土器射孟ほとんどない。これらは投棄されたと考えられ芦　また，破断廟が摩滅している土器は，本跡

廃絶後の埋め戻しの段階で埋土とともに混入したものと考えられる。

所凰　床面から焼土が検出され，土器類などはあらかじめ持ち出されていることから見てタ住居廃絶に伴った

焼失住居と考えられる。なおタ　出土土器が平安時代の所産と考えられることや，近接する第295号住居跡と住

居形態や主導由方向が近似することから，時期は9世紀代の可能性が高い。

第262号住居跡（第585図）

位置　調査区北部のG12aO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第鋼号住居跡を掘　込み　第翻号住居に掘　込まれている。

規模と形状　長軸の短軸ともに306mの北西コーナー部が若干張り出した方形で，主軸方向は別∴㍉㌻㌧つ私であ

－766－



る。壁高は2～27cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，竃の前面から出入り口施設にかけ硬化面が広がっている。

竜　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで100C皿，袖吾帥酌8cm，壁外への掘り込

みは24cmである。遺存状態が悪く，袖部は基部が遺存している程度である。火床部は床面と同じ地山面をその

まま使用しており，火床面は赤変硬化している。煙道は外傾して立ち上がっている。

第585図　第262号住居跡・出土遺物実測図
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電土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J∴焼上ブロック中量，炭化粒J’一・粘l∵ブロック少量

2　暗　褐　色　焼巨粒子・・粘上プロ、ソク申鼠　ロームプロ、ソク・炭化粒r一少量

3　暗　褐　色　焼上プロ・ソクl巨鼠　ローム粒J二・炭化物・粘Lプロ・ソク少量

11褐　　　色　焼上プロ、ソク・尉ヒ粒子中鼠　ロームブロック・粘上ブロック少量

5　灰　褐　色　焼上プロ、ソク・粘土プロ・ソク中量，炭化物少鼠　ロームプロ・ソク微量

6　暗赤褐色　焼土ブロックe炭化物中量，粘土粒子少量

7　灰　褐　色　焼上プロ、ソク中一鼠　炭化物少鼠　ロームプロ・ソク微量

8　灰　褐　色　粘土ブロック多量，焼士粒子少量，ロームブロック微量

〔）灰　褐　色　焼i二プロ、ソク中量，粘土粒J二少鼠　ローム粒f一・尉ヒ物微量

ぽッ終　2か所。Pl e P2は深さ2鼠cmo抽mで学南壁際の中央部に竃に対し一直線上に並んで位置しておりタ

出入りIl施設に伴うピットと考えられる。

尊皇　3層からなり汐　焼土や炭化粒子を含むÅ為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’一・焼目白’・・炭化粒J’－少量

2　黒　褐　色　焼上粒J’・・炭化粒J’一少量∴　ローム粒自微量

ニi　黒　褐　色　ローム粒J’・・炭化粒J’－少量

遺物出藍状況　土師器片鑑査　嚢銅　棒の　須恵器片凱点　種蟻　登は　蓋の　礫　点　被熱痕　が床面と

覆土下層を中心に散在している状態で出土している。器張は床中央部の径2mの範囲内で検出された破片が接

合したもので蟄　35崩は竃内から中央部にかけて広範囲に点在する破片が接合したものである。偽に竃内から火

熟を受けていない塚類の破片が多数出土してお酌　これらは本跡廃絶徽　早い段階で投棄されたものと考えら

れる。中央部の床面から出土している滋媚は　底部内面に朱墨痕　外商に墨痕が認められ　外面に擦痕　見ら

れることから硯に転用されたものと考えられる．

所凰　竪穴部に主柱穴を持たず　出入　持施設にピットを　か所用いているだけであ娠健勝具に須恵器が多

使用されていることや出土土器の形状から見て，時期は8世紀中葉と考えられる。

第262号住居跡出土遺物観察表（第585回）

番号 種　 別 器　 種 目 可 凍 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 i 手 法 の 特 徴
出十位置 備　　 考

3545 須恵器 杯
ま3 09 巨 7

9．2
雲母・長石・

石英
明赤褐灰

普通 票 莞 ラ切 敬 二方向
中央部下層

80％

PL 232

3546 須恵器 林 肌 日鋼
－ 長右 黄灰

普通 ！体部内 0外離 クロナヂ
竃中中央部下層 40％

3547 須恵器
高台付

杯

！（3．2）

6 譲 長石 褐灰
普通 鸞 誓 切 胤 高鍋

中央部床面
20％　 転用
軋 朱墨・墨

の痕跡あり

第詣驚健腰妙　第猶囲）

位置　調査区北部のFは拍区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第27号住居跡を掘　込み　第邦号住居に掘　込まれている。

ハ′去′・弓′ぺ　ふ㍉＼・、1：′・有　十、ユの．十l∴工、′一・、－′再三∵　やいl・－′言十三ヾ　－．、　∴、音読　年言悠′　・，、、－

で，東壁が外傾しているほかはほぼ直立して‾立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められ芦　壁溝が周回している。

寵　北壁の中央部に砂質粘土で構築されてお酌　焚日部から煙道部まで粥cm　磯部幅犯cm　壁外への掘り込み

は50cmである。天井部は崩落しており　土層断面図中の第摘～摘層が崩落土に相当する。両袖部には土師器婆

が芯材として健用され　左裾部は逆位で　右裾部は正位で据えられている。火床部は地山を若干掘りくぼめて

－768－
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使用してお酌　赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾した後　急な傾斜で立ち上がっている。

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼上プロ、ソク少量

コ　極　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼‖位√少量

：1　暗　褐　色　ローム粒子「「l結　焼上プロ、ソク少量

4　褐　　　　色　粘土ブロック多量夕　焼土ブロック少量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子多義，粘土ブロック少量

6　黒　褐　色　焼土粒子中農

7　褐　　　　色　ローム粒√多量

8　黒　　　　色　ロームプロ・ソクI恒星∴　焼上ブロック少量

9　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼士粒子中量
蟻　にぷい赤褐色　粘土東予多量テ　焼土ブロック少量

は　暗　赤　褐　色　粘土粒子多義，焼土ブロック中量
12　暗　赤　褐　色　粘土粒子多量幾　焼士ブロック中量

13　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量，炭化物少量
「1暗　褐　色　炭化粒J’・少量．焼上プロ、ソク微量

蟻　灰　褐　色　粘土粒子多量　焼土ブロック少量

了、ン、　こ′　子　　う、工完ノ、　み㌧、：、一日′　六二′㌦こ㌫＼、雨、．∴′・J言）；ノ、＿′I∵、′昌、ソ）ご　′言がノ／抑l、二

められ汐　据え替えが行われたことが想定される。P　は深さ錆cmで　南壁際の中央部に位置してお酌　出入り

口施設に伴うピットと考えられる。、

啓豊　摘層からな娠　レンズ状の堆積状況を嘉した自然堆積である。第9層はロームを主体とした貼床部であ

る，、・、

土層解説

1　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク微量

2　黒　　　色　ロームブロック微量

：i　黒　　　色　ローム粒J’・・焼上プロ‥ノク微量

・l　黒　　　色　ローム粒J’中量

5　黒　　　色　ローム粒子微量二

（i　黒　褐　色　ローム粒千少量

7　黒　褐　色　ローム粒J’－少量，焼上ブロック微量

8　黒　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子微量

！）黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼悌打・少量

1（）暗　　　色　ロームプロ、ソク微量

．、l′ン　　ニ∴ノ　l－、ノ‥　．　∴　上．、ノ．′　）一　㌧′‥ノ．・・、′　′′こ．：ノ∴′ノ　だ　工‥　缶？∴こ．′′ノ　ノ∴

の覆土中層と下層から主に出土しているが　床面から確認された遺物は少なら　図示した遺物　覆土上層から

下層にかけて出土したものである。太部分の遺物は住居廃絶後投棄されたものや流入したものが主体であ娠

本跡に伴出遣物は少ないものと考えられる、1、

所農　本跡は主柱穴の圧痕から櫨の据え替えが行われたと考えられるが撃　床面に拡張した痕跡は認められな

かった√　杯や悪の形状から。時期は8世紀中葉と考えられる、、

第邦号住居跡出土遺物観察表　第猶囲）

番可 種 別 ！券 種桓 径 器 可 底 可 胎　 二日 色　 調 焼成！ 手 法 の特 徴　 恒 朗 潤 い清　 孝

溺舶須恵器　蓋恒 可 つ拓　 匡 不良！天竺 竺 ㍉ 「膠 輌 ‰
器甜　 須恵器　 量　 巨1摘 糾 i　 長石　 極 普通 天井頂部へラ削り　　 極 壁際下層極 ％

誤狙　 須恵器　 聾 i 痛 ！　 雲母e長石極 黄褐 普通 体部外面同心翻脚 瞳　 北西部下層！

糾 い…中長可　幅 摩可重義i材　質i　 特　　　　　　 徴　 ！出土位置i備　 考
3叫 酎胤可餉‖ 椚 璧⊥聖⊥＿生」堅型と二＝＝二二「‾…丁靂嘉可
3553 ！ 不明　 巨 や5 巨 3 83 巨 の5　　 銅　 管金具力　　　　　　　　　 極 壁際床可

ナ㌦′　∴一′∴．一　　第バ／は－．

位置　調査区北部のFは摘区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第2（汀ぢ・住居跡を掘り込んでいる。－

′　二㍉言㌦：：∵－完　′ノ′・－．：′／ノ　∴－．′　′　L　∴∴、′　′′′′しノ．／＼′′・、∴′．′．′′．㍑・．三′、．了　ノ、′：．′∴

－770－－－
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第587図　第265号住居跡・出土遺物実測図
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床　遺存している部分はほぼ平坦で，全体的に軟弱である。

電　撹乱により確認できなかった．

貯蔵究　東部に付設され　平面形は長径l摘cm　短径鮒cmの楕円形を望し　深さは8cmと浅い。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　焼士ブロック中量．ロームブロック・炭化粒J’・少：妻＿；：

2　極暗褐色　焼士プロ、ソクl巨量．ローム粒J’一・歳化粒J’・少：fi：

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼＝位千少量二

啓豊　遺構確認段階で一部床面が露出した状態で検出されたため，堆積状況は不明である。

：、；女、：・ふ上　目一雨ら浮．、了、罰、‥言′・′；子守　∴∴　了fL一一　三二五、日．！；－i　ノ、リ’了、阜ノ・、∴　∴

長頸瓶1嚢の　灰粕陶器片　点　椀上　鉄製品　点　不明上磯　点　被熟痕）が，主に北部から出土して

いる。太半が細片で　撹乱部付近から出土している土器片が多ら　ほとんどが投棄されたり混入したものと考

えられ，本跡に伴出遺物は少ない。

所凰　伴出遺物が少なく不明であるが診　太半が平安時代の所産であることから，時期は太きく9世紀複葉から

10世紀前葉の間と推測される．

第26号住居跡出土遺物観察義　第粥囲）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 鷹　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

3 554 士師 器 杯 12 。9 3．4 7．J 雲母 ・石 英 明赤褐 普通
底部回転へ ラ切 り後，∴方向

のヘ ラ削 り
北 部下層 60％

35 55 土師器 小 形莞 白2 ．7］ （5．9） － 雲母 ・長石 にぷい赤褐 普通 ＝縁 部内 ・外面 ロクロナデ 南部下層 10％

38 31 須 恵器 林 13 ．1 3 ．7 6 ．0 雲母 ・有英 吠 自 普通 休 部下端手持 ちへ ラ削 り 将士 中 8 5％

38 32 士 師器 婆 1飢渇 3 1諸 8．1 長 有∴ 石英 赤褐 普通
目線 部横ナデ，休部 内面へ ラ

ナデ
将士中 9 0％

3 8 33 灰 軸陶器 椀 「2 2．6］ （2 滴 緻密 貴族 普通 体部 ロクロ整形 覆士中 5 ％

番号 器　 種 長 可　 申扇　 極目 重　量 材　　 質 特　　　　　 徴　　 中 土位置 備　　 考

3557 不明 鶴 可 紺 朝 日 紺 （1寸．の 鉄 断輌 角形で先端尖る　　　　 ！西部床面

工．工三へ　了　き∴一ノ　工一1頑一　点㍉ノく：′

‾、喜一＿　言／∴：ノく′・六∵′ノ工∴！．′　ぺ′　′り　一　　′ノ∵′・り工∴‾、＼亮

．一宏烹今七　二十∴＼－工つう・ノ‥．′：し・：）、‥′∴∴㍊了斗つ十！、∴し、′∴

、了主言．右ノく’÷中音言∴－r：1工・．ト豆′′、言，1、′ノ左ノ′，・三、－、軸ノ了－′よ＼・′lい、裁′く）′l√　LJ＿こ十バこ、′、－！　上′一・

直立する。、

應　ほぼ平坦であるがラ南部には楕円形の掘　込みが認められる。また　それほど硬催した部分は認められずタ

壁溝も確認されていない。．

竃　検出されていない。二．

ぽッ紅　2か所。深さ約28～罰cmで　いずれ　形状から枝先と考えられるが　位置が不規則であ娠　詳細は不

明である。

覆土（；層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

一一772－



土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中呈，焼土ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
6　黒　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

∈≡買799

0　　　　　　5cm

：　；　：

第588図　第266号住居跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片41点（杯10，高台付椀1，小皿5，嚢25），須恵器片5点（嚢），灰和陶器片1点（椀）

が，主に覆土中から出土している。大半は破断面が摩滅した細片で，住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入した

と推測され，伴出した土器は，床面から出土した小皿片だけである。

所見　出土した小皿はいずれも口径が9cm未満で小形化しており，時期は11世紀前半と考えられる。また，当

遺跡では，本跡と規模や形状が類似した遺構が数軒確認されているが，その大半は11世紀代以降に位置付けさ

れる。これらの遺構の特徴として竃が検出されていないことや伴出遺物がほとんど確認されないことが挙げら

れるが，床面については硬化している場合と，それほど硬化していない場合とに二分される。当該期の住居か

ら置き竃片が検出されている例があることから，硬化した床面を持つ場合は住居跡と判断したが，本跡のよう

に硬化していない場合は板床などの床材が設置された住居も想定され，居住施設以外の目的で建てられた可能

性もあると想定される。

第589図　第266号住居跡実測図
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第266号住居跡出土遺物観察表（第588図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

3 79 9 土 師器 小 皿 ［7 ．扇 2．1 4 ．7
雲 母 ・赤 色

粒 子
灰 黄 褐 普 通

底 部 回転 糸 切 り， 体 部 ロ ク ロ

ナ デ
覆 土 中 4 0％

第267号住居跡（第590～592図）

位置　調査区北部のF12h8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第270・273号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺が3．5m前後の方形で，主軸方向はN－190－Eである。壁高は25～30cmで，やや外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められ，壁溝は周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで約130cm，袖部幅約100cm，壁外への掘り込

みは約80cmである。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は急な

傾斜で立ち上がっている。

第590図　第267号住居跡実測図

－774－
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雫≡「「訝1。。。　、∈≡」二苛1。。4

第591図　第267号住居跡出土遺物実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　10cm獲
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篭土層解説

1　椀暗褐色　焼上ブロック・砂質粘上プロ・ソク多量．1ローム粒J’・・炭化粒J’一中：－11：

2　黒　褐　色　焼上プロ、ソク申軋　ロームプロ、ソク・炭化粒J’・少量

こう　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・砂粒中量．ロームプロ、ソク・炭化粒J’・少旨＿1：

・1一　軒甘赤褐色　焼上プロ、ソク多量，砂質粘上プロ、ソク中量．ロームプロいノク・炭化物少量

5　暗赤褐色

6　極暗赤褐色
7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

lt1吠　赤　色

砂質粘上プロ、ソク多量，ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化物少量

砂質粘上ブロック中量．ロームブロック・焼上プロ・ソク・炭化物少量

ロームブロック・焼上プロ、ソク多量．炭化粒J’一少量

ロームブロック多量，焼土ブロック中農

ロームプロ、ソク【巨星．焼士プロ・ソク・炭化粒J’一少量

焼上ブロック多軋　ロームプロ、ソク・炭化物少量

覆土　5層からなり，各層にロームプロ、ノクや焼上を含む人為堆積である－・
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土層解説

1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

遺物出土状況

付埠3，瓶2，

ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土ブロック微量

ロームブロック・焼士ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中農，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

出土遺物は土師器片1214点（捧510，高台付杯24，嚢670，鉢10），須恵器片65点（杯36，高台

棄18，甑3，蓋3），灰粕陶器片2点（椀1，長頸瓶1），緩和陶器片2点（椀1，血1），鉄

製品1点（刀子），石器3点（砥石），焼成粘土塊19息礫17点がほぼ全域から散在した状態で出土している。

988。989は竃内の覆土軋990は北西部の覆土中層，991は南東部の覆土中層，992は西部の覆土下層，994は竃

前の覆土下層，1001は覆土中，1002は南東部の床軋1003は覆土軋1332。1334e1335は竃内の覆土中からそ

れぞれ出土している。また，993は南部の覆土軋　995は竃前と中央部の床軋　996は中央部の覆土下層と覆土

軋　997は中央部の床面と西部の南東部の覆土下層，998は中央部と東部の床面から出土した破片がそれぞれ接

合したものである。さらに，99961000は，南東部の覆土上層から竃前の床面にかけて散在した状態で出土し

た数点の破片が接合したものである。これらの遺物は，ほとんどが住居廃絶に伴って遺棄または投棄されたも

のと考えられる。1332～1335の灰粕。緩和陶器片は，いずれも猿投産で，窯笹90号窯式併行と考えられる。

所見　本跡は南東部の床面に焼士が薄く広がっており，その中から出土した土器は二次焼成を受けていること

から，廃絶に伴う焼失住居と想定される。時期は，出土土器の形状から10世紀前葉と考えられる。

第267号住居跡出土遺物観察表（第59巨592図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

98 8 土 師 器 林 ［12 ．7］ 3．7 ［7 ．0］
雲 母 e 赤 色

粒子
にぷ い橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ ， 底 部 回転 へ ラ切

り
竃 内 覆 土 中 30％

99 0 土 師 器 林 － （1．9） 7．0
雲 母 ・石英 ・

白色粒 子
にぷい黄橙 普 通

底 部 回転 糸 切 り， 体 部 下 端 へ

ラ削 り
北 西 部 中層 60％

99 1 土 師器 林 ［12．6］ 3 ．4 6．0 雲 母 を石 英 にぷい黄橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ 南 東 部 中層 4 0％

9 92 土 師 器 林 ［1 2．1］ 4 ．2 8 ．1
石 英 ・赤 色

粒 子
に ぷ い 橙 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り後 ， ヘ ラ削

り
西 部 下 層 5 0％

9 93 圭 師 器
高 台 付

椀
［13 ．1］ 5．3 ［7 ．8］

雲 母 ・赤 色

粒 子
橙 普 通

器 面 荒 れ ， 底 部 回転 へ ラ切 り

後 ， 高 台 貼 り付 け 覆 土 中 左0％

99 4 土 師 器
高 台 付

椀
白3 ．8］ 5．5 6 ．8

雲 母 ・石英 ・

赤 色粒 子
にぷい黄橙 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼

り付 け
竃 前 下 層 50％

99 5 土 師 器
高 台 付

椀
［14 ．0］ （4 言） － 雲 母 ・石 英 にぷい赤褐 普 通 ロ ク ロ ナ デ 中央 部 床 面 50％

996 土 師器
高 台 付

椀
16．0 6 ．5 9．8 雲 母 e石 英 にぷい黄橙 普 通

底 部 回転 へ ラ 切 り後 ， 高 台 貼

り付 け
中 央 部 下 層 70％

9 97 土 師 器 鉢 ［1 8．9］ 13 ．5 12 ．8 雲 母 ・石 英 灰 自 普 通 底 部 へ ラ削 り， 目 線 部 横 ナ デ 中 央 部 床 面 6 0％

9 98 土 師 器 襲 ［20 ．0］ （2 0．9） －
雲 母 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
明 褐 普 通 体 部 内 面 ナ デ ， 目線 部 横 ナ デ

中 央 ・東 部

床 面
2 0％

99 9 土 師 器 嚢 20 ．0 （2 5．8） －
雲 母 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
明 赤 褐 普 通 体 部 内 面 ナ デ， 目線 部横 ナ デ

南 東 ・中 央

部 上 層 6 0％

10 00 土 師 器 嚢 20 ．6 （26 ．4） － 雲 母 ・石 英 にぷ い褐 普 通 口唇 部外 方 へ つ まみ 上 げ 南東・中央部上層 40％

9 8 9 須 恵 器 杯 ［12．4］ 3 ．7 5．6 長 石 ・石 英 に ぷ い橙
二 次

焼 成

ロ ク ロ ナ デ ， 体 部 下 端 へ ラ 削

り
竃 内覆 土 中 40％

100 1 須 恵 器 瓶 類 － （8 ．5） － 長 石 ・石 英 黄 灰 普通 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 中 10％

100 2 須 恵 器 婆 － （12．3） － 長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 体 部 外 面 平 行 叩 き 南 東 部 床 面 5 ％

1 33 2 灰 粕 陶 器 椀 ［1 6．6］ 5．4 ［7 ．6］ 緻 密 灰 黄 良 好 ロ ク ロナ デ 竃 内 覆 土 中 4 0％ 猿 投 産

1 33 3 灰 寒由陶 器 長 頸 瓶 ［8 ．4］ （1．6） － 赦 密 灰 黄 良 好 ロ ク ロナ デ 北 部 床 面 5 ％ 猿 投 産
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番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成や 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

1334 糸銅由陶器 椀 － （1．6） ［6．9］ 緻密 暗灰黄 良好 】
ロクロナデ，内面へラ磨き 竃内覆土中 5％猿投産

1335 緑軸陶器 皿 （1．0） ［6．2］ 緻密 灰 良好 ロクロナデ，内面へラ磨き 竃内務土中 5％猿投産

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出士位 置 備　　 考

100 3 刀子 （6．4） 1．0 0．4 （6 ．7） 鉄 切先 ・茎尻欠損，背 関 覆土中

第錆号住居跡　第593図）

位置　調査区北部のG13f8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第118・268号住居跡を掘り込み．第350号土坑，第8号溝に掘り込まれている。「

規模と形状　長軸約3．5111，－短軸約2．4111の長方形で、圭軸方向はN－1040－EであるJ壁高は5～17cInで，ほ

ぼ直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は確認されなかった。

電　東壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚日部から煙道部まで80cm，袖部幅120C恥　壁外への掘り込

みは44cmである。天井部は崩落して，袖部も遺存状態が悪く，壁面に貼用事ナられた白色粘土と砂粒を主体と

する灰褐色土が，その痕跡として残っているだけである。火床部は浅い皿状を皇しているが，焼き締まった感

じはなく，火床面には火熱を受けて赤変している日抽器杯が‾重なり合って出上しておl主　文脚として使用され

たものと考えられる。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　炭化物中農，ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物少量

穫豊　3層からなり，各層に焼士ブロックを含む人為堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック0焼土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片221点（杯41，高台付杯1，鉢10，慧169），須恵器片29点（杯25，高台付杯1，悪3），

灰軸陶器片主点（瓶）が南西部の覆土中層から下層を中心に出土しており，本跡廃絶後に投棄されたと考えら

れ，3558～35鋸が相当する。3562は中央部床面から出土しているもののタ　残存部が少なく投棄された可能性が
l　．．

構い。

所見　本跡は，床が軟弱であることや竃の火床部に使用した痕跡があまり見られないことなどから，存続期間

は短かったと推測される。時期は，出土遺物の形状から9世紀後薬と考えられる。

第269号住居跡出土遺物観察表（第593図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 5 58 土 師 器 土不 ［1 1．0］ 3 ．7 7 ．9 雲 母 にぷい赤褐 普 通 体 部 内 面 へ ラ磨 き 南 西 部 下 層
70％

P L 2 32

3 55 9 土 師 器 林 ［13 ．4］ 3．9 ［7 ．0］ 雲 母 ・長 石 にぷ い褐 普 通 体 部 内 面 へ ラ磨 き 南 西 部 下 層 4 5％
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第593図　第269号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種 別i器 橙桓 径極 萬極 径 胎　 士 i色　 調i焼成i 手法の特徴　 恒朗潤 い清　 孝

4923
土師器 高志畑 鵬 回 … 雲母の石英 にぷ減褐普通i 部切胤 後 高酬 西部欄 i還蓋禁

3560
須恵器巨 恒 序 序 長石　 にぷ磯 普通i豊 禁 ラ切 胤 二方向西部下層 i舗％

3561 響 車 斗 可 酬 序 翠紆唇尋 普通睦竺竺 ∴「謡可恵

3562 響年中 触車中 慧8長石の明赤褐 普通i讐譜へラげ 晰 位摘部床面警＿

′’－　　　′、　′′　∴　　′　　ノ

∴′、l′ご　　　∴　　ノ　　′　‘　．　　　　二　　一　、．・：ニ

・∴－、′　．′ノ　′・・′′′∴、．．、、－′．　′　　′　　′．′　′　一′、、、、／5

、・′　　　′＿　　　　　∴　　・・　．′　；・　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　．

ほぼ直立する、、

∵‾　　　　　・′′　　　　∴　　′　　　　　′　　　　∴　‘　　　　　　　　　　　　∴　　、．一

ていたものと考えられる、「

′、・・ノ、　′　′ミ　　　　　　　　　′　　′′、　　　　　　　　　　　　　　、′、・ソ　／　′

′′・、．∴′　　　　′：′：／、ノ、′　　′　　　　一、．　一　′　．　′　，　　　′・ノ　′　、′　′．、　　　　　　　　　　・

外傾して立ち上がっている、、

電土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソケ・粘‖ネロ・少量

コ　黒　褐　色　U－ムプロ、ソク・焼上プロ・ソク少量

：i　暗赤褐色　焼上ブロック・砂質粘上プロ、ソク少量

へ1暗　赤　褐　色　粘日立子り亘古　焼上プロ、ソク・砂粒少量

う　黒　褐　色　粘出自’一・尿中軋焼上プロ、ソク少量．炭化物微量

6　灰　褐　色　焼土粒子中量夕砂質粘土プロッタ少量，炭化粒子微量

7　黒　褐　色　砂質枯上プロ、ソクー目上焼日章J’・少品炭化粒自微量

8　暗　褐　色　ローム粒J’・・焼廿日′・・砂粒少量．炭化粒J′・微量

～）灰　褐　色　砂質粘上ブロック鋸‡呈∴　焼‖位「中量．ローム粒

J’・・炭化粒子少量

川　極暗褐色　U－ム粒J∴焼目白’・・尉ヒ粒「1秒粒少量

m　暗　褐　色　ローム粒子少量　廃土粒子も炭化粒子微量

12　暗　褐　色　ローム粒√・砂粒少結　焼吊有子微量

13　褐　　　色　ローム粒J’・・焼博打l・砂質粘l二ブロック少量

‖　暗　褐　色　ローム粒J’・・焼日も白’一・砂質粘l∵プロ、ソク少軋

炭化粒子微量

15　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠ロームブロック少量，炭化物微量

1（う　黒　褐　色　焼日章r中量

′ノ言　　．　　　ノー　∴　′　′こ　　、　　　∴　　　　′・．′　ノ、一一　イ／て・′J′、㍉′′′，　　′′ソノ′ノ．′二′′

るビットは認められない、、．

、－　　　、・・′　一、′一　′　t．ミ　　　　　′　ノ　　′ンハノ、′．′　′　　ノ　．、．、、あ売

土層解説

l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼目白’一・歳化粒自微量

2　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼出自’・・炭化粒自微量

こう　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼l二プロ、ソク微量

i　黒　褐　色　ロームブロック・焼日詰つ’・微；‡l：

5　黒　褐　色　焼十プロ、ソク・炭化粒J’・少量，ロームプロ・ソク・

砂質粘土ブロック微量

一　　　　　　　　　　′′．　－′・　ノ　　　′・′、　　‘ノ、　ニ′　　　鰯．′　上　＿／，　　　一′、、　一、

′、′　．・．　　　′　　ノ・′・′　ノ　・・　　シ　　′ノ　ノ　　　　　ーてん′　　工　　′　　　　7．Jく′　．ノ＼く　　　′∴　′′　了

ノ、′ノミノ　′．了　′　′・、　　　‾、　′′　　∴、′人／、、′．′＼．：・′　　∴∴完ノ骨　吊んレノれ　一　　　、

、、ノ　′・’ソ言　‥　′，′　　′′・　　、　ノ′　　′・　　∴　′、′告′・　r H言上朽ノ享、三　　　　　　．

、・・′ノ、‾・′ノノ㍉　・′′∴．　　′！′′．′′　′　くノ　′∴′ノ．・・ノノ′′．　一　′．　　’∴・∴）∴；日昌t∴　　・′　．′

ノ・リンノ　　　　′ノ　・・‾、′′．．，・、′∴ノ′′・上ノ　′、　二．、く′　′・ノ上て　㌧たる

；り′′、∴　‾．了．　　　　ノ：、′′　　　ツ　　　ー．∵′．．、∴、′　．′：く　′′；て∴　′′．′　　一．．′

器の形状から，9世紀前葉と推測される、、
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第594図　第270号住居跡・出土遺物実測図
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保管
／、、矧、三く　：‘j′、′′　′∴リ、　∴　工ノ、）く

‥十　　　一こ′　　　つ了ノ予主、∴′‥′　　′，了

I、－：：

紆

監慧

C1

1016

：ノ、；：

号　音

1018 0　　　　　　　　　　　　　10cm

陵痙

射り種別器　種‖　律器　高紅可胎　 圭色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出士位置 備　　考

1008　須恵器 林 ［13。4］「針が
浮中 石さ石英

灰 普通
UクUナデ，休部下端へラ削
り

北東部床面20％

摘傭　須恵器 林 白2ぜ8］「乱射言．正　長右・石英灰 普通
ロケロナデ，休部下端へラ削

り
穫土中

20％
火碑有り

拍車 恵器
林 ［ま3。6］寸．†

［摘 唇
灰黄 普通

ロケUナデ，底部回転へラ切

り
北東部床面20％

相中 恵器高台付
林

！＋＋＋； ［
（2。6ラ

［可 砂粒 ！
灰 普通

底部回転へラ切り後，高台貼
り付け

！
電両得士中

舗％　底部

外面朱墨痕

蟻は　須恵器 孟 ヱ3．5 （2。温） 極∴ 灰 普通天井部回転へラ削り 竃左舶脇下層鋪％

膵臓　土師器 聾 ［19。3］（10．5→ 軽症摘 明褐 普通口唇部つまみ上げ 電手前下層摘％

親4i須恵器
婆 － （17．7→ 棒針摘 黄灰 普通休部外面平行叩き 竃火床部中層摘％

鋸函鵬器 椀 ［12。8］「乱射 ！砂粒
吠白 普通ロクロナデ 将士中 5％猿投産

職中潮礪 椀 － （2．2） i砂粒
吠白 普通ロクロナデ 将士中 5％猿投産

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ重　量 材　　質 特　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　考

鼠鋸6 簸 LO．7十 0．リ 0．8 「娠郎 鉄 茎部欠損芦　圭頭婁箭式 竜左袖部脇下層

1（＝7 鎌 線凍 2．寸 針4 （2信郎 鉄 柚付部欠損 北西部床面

i飢8 釘 （4．2） 1．2 0．5 （8。5） 鉄 頭部は薄く叩き伸ばされ，屈曲する 北西部床面

∴　五′、′・1．1、′∴：肺、ズ

位置　調査区北部のF12117区に位置し∴平川部に立地している．、、

′く　ノ′∴　∴；′‘；′）・ノ′・十′．′　′　′、人　∴　′′・′　′ノ　　′－‥　′　′・1二ノ、、ら

、－‡　・’∴　＿、「・・高上　・1′∴　言　・・ノ．～∴＼　，　㍉、二ノ：・　∴、′′・・ご　　∴

して立ち上がっている。・、

床　ほぼ、上田であるが，f酎ヒしている中央部が着l高くなっている∴＿

一　ノ、・′′ノ・ノ・′J′＼ノ．ノ、′′　′シ∵、」・、・・′′二　つ‥・．・）′　二ノ′、　／ノ・・言・′・′′、∴LJ′こ・　r・十、）、ト、　　鯨′、の

掘　込みは認められない。天井部は崩落してお酌　土層断面図中の　第　の　層が崩落土に欄当する。磯部は

ノ‥：‥HJ一日　‾、一一一二1‾ノ　こ　　′．∴　′　て、、‥j、∴′　′、’∴∴′、二′‘′．一し、’／二、ノノ　りL　へ．′、、、‥′ぺ、　ノ′、．　一　ノ、

床面は一部赤変しているが　焼け締まった感じはない。煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。

－782－



埴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量

2　極暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
3　黒　褐　色　焼士ブロック・ローム粒子少量

4　黒　　　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
5　赤　褐　色　焼土粒子多量

6　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロック微量
7　極暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

8　極暗褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
9　黒　褐　色　ロームブロック少量

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

11黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

覆土　6層からなり，不規則なブロック状の堆積の人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片94点（高台付椀1，要93），須恵器片5点（杯），礫2点（被熟痕）が竃内と竃周辺の

へ／ケ揮

0　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第596図　第272号住居跡・出土遺物実測図
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床面から主に出土しており，遺物の92％を占める土師器嚢片は，出土位置から竃で使用されていたと考えられ

る。須恵器の杯類は覆土上層から下層にかけて検出されており，本跡廃絶後，埋没過程で投棄されたと考えら

れる。

所見　床面から出土している高台付椀や賓片から，時期は10世紀後葉の可能性が高い。

第272号住居跡出土遺物観察表（第596回）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 56 3 土 師 器
高 台 付

椀 － （3 ．7） 5 ．0 雲 母 ・長 石 明 赤 褐 普通 体 部 内 ・外 面 へ ラ磨 き 南 壁 際 下 層 60 ％

35 64 土 師 器 要 ［24 ．4 ］ （15 ．5） －
雲 母 ・長 石 ・

石 英
に ぷ い 褐 普通 休 部 内 面 ナデ ， 外 面 へ ラ 削 り 中央 部 下 層 30 ％

第275号住居跡（第597図）

位置　調査区北部西寄りのF12h7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第273号住居跡を掘り込み，第272号住居に掘り込まれている。

規模と形状　遺存している竃の位置と，北・西壁の状況から，N－00を主軸とする一辺約3・Omの方形と推定

される。遺存状態が悪く，壁高は明確に確認できなかった。

床　ほぼ平坦で，北西部から東南部にかけてよく踏み固められている。壁溝は北西部から南西部にかけて検出

されている。

竃　北壁の中央やや東寄りに付設され，規模は焚口部から煙道部まで約60cm，袖部幅90cmで，壁外への掘り込

みは約20cmである。火床部は床面とほぼ同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　1か所。深さは20cmで，性格は不明である。

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第597図　第275号住居跡・出土遺物実測図
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′′＼・′　　‾　∵1　ノ　′・　　・′　二ノ、、′′、．ノ　憾！’！∴′・モノ′）′　点′　′′、．∴　　　、、ノー∴　ノ∴ノ∴・∴′′・し′′′く

′′写　、　′∴′．　削、一、、′　　　P　．′∴言’′′，′ノン’′　　リノぐ′一′　・．ノ．′言つ　′てJ

電土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ・ソク少量．焼上プロ、ソク微；－1：

2　にぷい赤褐色　廃土粒子多量

こi　暗　褐　色　焼上ブロック少量、ロームブロック微EiI：

・i　褐　　　　色　焼＝位√中量．ローム粒J’一少量

う　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・砂粒少量、ロームプロ、ソク微量

6　灰　褐　色　粘土粒子多量撃　焼土粒子少量

7　黒　褐　色　焼吊l号一少結　ロームブロックつ砂粒微量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼吊白’・・炭化材微量

さ）灰　褐　色　砂粒多量．ロームブロック・焼出目・少量

用　にぷい赤褐色　焼土粒子多量幾　粘土粒子中量

11黒　視　色　ローム粒自微量

12　赤　褐　色　焼廿日㌧・粘l∵プロ・ソク多結　ローム粒J’・少［tl：

1：う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク微量

111暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

：′　　　′′′，ノ‾：‾′．ユニ、二、　′三′、フ㍉′ノ′　′、ナ、‥l′一日　ノ　が、′　実∵ノ　ノ、。′．／く′

穫蓋　遺構確認段階で竃周辺を除　削平されてお酌　堆積状況は不明である。

：、三号「一′′ノ　　ー　一十r　′♪∴　ノ′、′　・′、′‘・・メ′　∴JL‥　　工・「．∴．・　′－！十、、′′言上　　′∴・一．ノ・

レ昌一LJ．‥′一′／ノノ＼告ノ　了・、∴、′てユ　リ二二一′‥′一∴有て　∴／二言！、′ノ、∵′∴・），′、：’7ノ、．・ノ　＿ノ・－、′て　言上十∴上目

ノ言■三ノノ‥・　　言＼′∴＿ノノー・′　′ノ′　ノ・信′・言′＼．、　＿　∴こ、）・人ノく・．・、・一　ノ、削ご　′、／′、．、二、、．l．」人Jノ、

部からそれぞれ出土している。また　投棄された径約鋼cmの礫が竃内から検出されている。
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第598図　第279号住居跡・出土遺物実測図
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所見　出土した羽口は，長さ51cm，幅11cmと大きなものであり，その形状から本跡周辺に大形の鉄生産遺構が

あったことが想定され，当遺跡を考える上で貴重な資料である。また，杯や小皿，嚢などの形状から，時期は

11世紀前半と考えられる。

第599図　第279号住居跡出土遣物実測図

第279号住居跡出土遺物観察表（第598・599図）

10cm

呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　」

番号 種　別 器　種口　径器　高底　径 胎　　土 色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

70％

70％

PL232

3578 土師器 杯 13．7 4．0 6．2 雲母 にぷい橙普通底部回転糸切り 中央部床面

3579 土師器
高台付

杯 15．3 5，2 6．5 雲母 にぷい橙普通
底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ 中央部床面

3580 土師器 小皿 8．8 1．3 5．5 長石 にぷい褐普通底部回転糸切り 薗焚口部 60％　灯明

皿に転用

3581 土師器 嚢 ［27．5］（16．0） － 長石・石英灰褐 普通体部内面ナデ，外面へラ磨き北東部床面30％

番号器　種 長　さ 幅 厚　さ孔　径 重　　量 材　　質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　考

3582 羽口 51．0 11．0 8．4 3．4 5233 土 先端部欠損，断面長方形 中央部床面

3583 羽口 24．0 （外径）7．5 3．0 2325 土 先端部鉄揮融着，断面円形 毯火床部 支脚に転用

第280号住居跡（第600・601図）

位置　調査区北部のG12f2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第287号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南北軸は約3・6m，東西軸は西側が調査区城外に延びているために約3．2mだけが確認でき，平面

形は方形または長方形と想定される。主軸方向はN－1020－Eである。壁高は約45cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は北・東壁の一部で認められる。

竃　東壁の北寄りに付設されており，規模は焚口部から煙道部まで約105cm，袖部幅約90C皿，壁外への掘り込

みは約30cmである。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熟を受けて赤変硬化している。煙道は，急

な傾斜で立ち上がっている。
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埴土層解説

1　黒　　　色

2　黒　　　色

3　灰　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　赤　褐　色

粘土粒子中量，焼土ブロック少量

焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量

粘土粒子多量，焼土ブロック少量

焼土ブロック少量，粘土粒子微量

砂質粘土ブロック多量

焼土ブロック中量，粘土粒子少量

粘土粒子多量，焼土ブロック中量

焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量

9

10

黒

褐

色　焼土粒子中量，ロームブロック少量

色　ローム粒子多量

11暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量

12　暗赤褐色　焼土粒子多量，砂質粘土ブロック少量

13　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量

14　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

15　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

ピット　3か所。Pl～P3はいずれも深さ10cm前後と浅く，性格は不明である。

覆土12層からなり，ブロック状の堆積をした人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
4　黒　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

6　黒　　　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　　　色

11極暗褐色

12　黒　褐　色

ローム粒子中量
ローム粒子微量

ロームブロック中量，砂質粘土ブロック少量
ロームブロック中量，焼土ブロック微量

ロームブロック多量，焼土ブロック少量
ロームブロック少量

遺物出土状況　出土遺物は土師器片282点（杯42，聾240），須恵器片8点（杯1，瓶1，嚢6）がほぼ全域か

ら散在した状態で出土している。1025・1026はそれぞれ竃火床部の覆土下・中層から，横位で出土している。

＿＿生＿43．4m

第600図　第280号住居跡・出土遺物実測図
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また、1023は北東部床面∴1028つ03‾1は北部床面．102＝ま南東部床面からそれぞれ出上している、－、これらは住

居廃絶に伴い遺棄されたものと考えられる。さらに汐　摘2ほ竃前中層学　閥銅の摘灘は南部上層，1033は竃火床

部覆土上層からそれぞれ出土している。これらは撃　住居廃絶後の埋没過程で投棄されたものと考えられる。

所凰　本跡は焼士の広がりから焼失住居と考えられラ　土器の出土状況を土層断面に対応させると汐　覆土下層か

ら出上した遣物は焼失前に遺棄され「覆土中層以上から出上した上器は焼失後に投棄されたものと考えられる、、

時期は芦　出土土器の形状と東壁の北寄　に竃を付設した遺構の形態から摘世紀複葉と考えられる。

第評者住居跡出土遺物観察表　第翻　砂腑図）

番 号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

10 2 3 土 師 器 林 10 ．バ 3 識 － 長石・赤色粒子 灰 黄 褐 普 通 器 面 荒 れ 北 東 部昧 面 90％ P L 23 2

10 3 1 士 師 器 林 「†十 0 1 寸．7 ［ 8。0］ 雲 母 ・有 英 にぷい黄橙 普通
ロ ク ロ ナ デ ，底 部 回 転 へ ラ切

り
北 部 床 面 4 0％

且0 25 土 師 器 婆 18．8 35 。5 5．0
雲 母 ・右 英 ・

赤 色 粒子
に ぷ い 褐 普 通

底 部 外 面 へ ラ ナ デ 、辺 部 構 ナ

デ
竃火床部中層 摘 ％

P L 2 33

10 26 士 師 器 聾 「1 7．圭 3 5諸 6 諸
霊 母 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
にぷい黄褐 普 通

底 部 外 面 へ ラ ナ デ， 辺 部 構 ナ

デ
竃火床 部中層 8 0％

1 02 7 土 師 器 聾 豆 2．0 1 （2 1湖 －
霊 母 ・右 奥 ・

赤 色 粒 子
にぷい黄褐 普 通

休 部 内 面 へ ラナ デ ， 目線 部横

ナ デ
竃 前 中 層 2 0％

温02 8 士 師 器 嚢 － （1 1諸） 臥識
石 英 ・赤 色

粒 子
橙 普 通

底部 外 面 へ ラ削 り， 休 部 内 面

へ ラ ナ デ
北 部 床 面 40％

10 2 9 土 師 器 甑 24 ．2 26 ．8 ［9．2］ 石 英・赤色粒子 にぷい黄褐 普 通 目線 部 楯 ナ デ ， 単孔 式 南 東 部 床 面 80％ P L 黒 2

10 30 士 師 器
千 捏

土 器 9．4 4 月 7．1 長 有 ・有 英 にぷ い褐 普 通 底 部 へ ラ 切 星　 目線 部 植 ナ ナ 南部 上 層
摘 ％

P L 232

l鵬 4 須 恵 器 長 瀬 瓶 － （8 誹 持　 戒 右英・白色粒子 灰 黄 褐 普 通 ロ ケ ロ ナ デ ， 高 台貼 り付 け 南 部 上 層 摘 ％

摘3 3 須恵 器 攣 － 上告 釦 － 長 有 ・有 英 褐 灰 普 通
外 面 擬 格 子 状 叩 き ， 内 面 当 て

具 痕
竃火床部上層 5 ％

く∴‥、′′′　㌔　　ノ：L言．ノ　′∴：く，

∴　　　′．Jノ∴′く　∴ソ言’＿フ：、、／く′、′′－・．　′∴∴・′ノ・－ノ、、′　ノてj

重複関係　第285号仕Il朋亦をj伸）込み，第263号十坑に握り込まれている、－＿

・、六′ノ　上　、題年1　ノ・・∴‥㌦、′．、男い′ノ言、　　一・、‥！完、＼　く！、、｝、′♭ノ′て）・∴∴ン工、　言・二

して立ち上がっている、、

∴、ハ．　　　ノ　‥：1〃ノ‥・／′、．二　∴、′‘．′ノノミ　′．′・・．J　ノ、日工　　′こ．、′‥・　′　′　　′ノノり．

面でわずかなくぼみが碓認されている．∴

′′　の　ノ、　′ノー了∴・、∴∴、′′　　∴ノ’く・・∴7二．、一・、、’∴言、∴：　′、・．．’一一　∴　十、、・つ、′、、′ノノ　　′　′、ノ′ノ

√　′・：、1。ノ・′∴　′、∴′．、‥1いノ　　　　∴、ズ　′ノ∴　　　′・′∴ノ．′シ　′、′　∴′′J t一　二′′ノ　ー！．・ノ∴∴、∴、

′了．二′ノ∴牛、一、‾　′′′　ソ∴′．、一つ、：′、′ノて　一言、こ－　メ．ノノ！　一、／て；／1　′ノ　＿こて・いノ′∴・く　一∵；／J、　．′一　′・・、

火床部から外傾して立ち上がっている．、、L

電土層解説

1　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J’1・粘上プロ・ソク少量．ロームブロック微；li：

2　暗　褐　色　粘土ブロック中量

こう　暗　褐　色　焼1一二プロ、ソク・炭化粒J’・・粘上ブロック少凱　ローム粒自微量

4　暗　褐　色　廃土ブロック中量，ロームブロックの炭化粒子の粘土ブロックせ灰少量

う　黒　褐　色　焼上ブロック・炭化粒J’中量．ローム粒J’一少量、粘吊、1つつ故量

（i　暗　褐　色　焼上プロ・ソク小甘．炭化粒J’・少量，1ローム粒自微量

7　暗　赤　色　焼上ブロック中結　ロームブロック・炭化粒J’一・粘上プロ、ソク少：重し

8　黒　赤　色　ローム粒J′－・焼＿上プロ、ソク少量．粘1斗白’一微量

l一・一7り（〕F－・PF－′
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第603図　第284号住居跡出土遺物実測図

＼』二二 ＿＿＿∠‥ノノ

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さ約12～42cmである。P5・P6は深さ約10～12cmで，位

置と形状から補助柱穴の可能性が高い。

覆土　3層からなり，各層にロームブロックを含む人為堆積である。土層断面図中の第3層は壁溝部の土層で

ある。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片275点（杯152，高台付椀14，小皿3，嚢106），須恵器片24点（杯7，嚢17），灰粕陶

器片1点（広口壷）が，中央部から竃周辺の床面と覆土上～下層にかけて出土している。本跡廃絶時に遺棄さ

れた土器片の多くは，竃前面と竃右側の床面から出土し，本跡廃絶後に投棄された土器片の多くは，竃や竃付

近の覆土上層から下層にかけて散在する。前者は3585・3589・3590・3932が相当し，後者は3584・3592が相当

する。須恵器片はいずれも細片で，埋め戻す段階で埋土とともに混入したと考えられる。

所見　高台付椀の形状や小皿が出現することなどから見て，時期は10世紀後葉と考えられる。
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二、　　　，　　．1ノ‘：　　　　′　一　　　　′

番号　種別；器橙桓径極高i底径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出士位置備　　考
器鋸　土師器　塚　目0日・中　の6雲母磁石藩英橙普通底部糸切り離し 南東部覆土中層狛％
器車師器　中車中09雲母・赤色

粒子橙普通底部回転へラ切り後、1方向
のヘラナデ

北東部床面95％
PL232

35車瀾巨巨可招巨
雲母・長石明褐吠普通

底部回転へラ切り後．多方向
のナデ

竃火床部底面80％
PL233

3年瀾巨斗可m巨雲母・赤色
粒子

橙普通底部回転へラ切り後．一方向
のヘラナデ

南東部上層70％
黒斑あり

35車師器巨恒巨中温霊母・赤色
粒子橙普通底部回転へラ切り桧．・方向

のヘラナデ
西部床面50％

358車摘憧付恒巨車3
雲母にぷい橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼
り付け，ナデ 北東部床面逢5％

PL233
3車師器i高志付恒巨車9雲母・赤色

粒子
橙普通底部回転へラ切年軋　高台貼

り付け，ナデ
電千前床面50％

PL233
3中綿中豊匡可可錮雲母・赤色

I粒子橙普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け，ナデ 南東部上層60％

尋躇可整序中項 雲母・長右・
石英

橙！普通！目線部植ナデ，休部外面へラ
ナデ

磁針や史郎！

覆土上可動25％

尋城中婆極小項
雲母・長石明褐普通目線部構ナデ，休部外面へラ

ナデ
中央部将士
中摘％

尋翻中庸「巨可聖
緻密伏白・灰

貴普通底部高台貼り付け後，ナデ，紬は流し掛け 北東部床面10％

・－∴、　3　－　：．′′　　′′　′　′

十′、ノ′　∴　∴ノ∵／、　日‘　　　′′　‥’－・′．′、／二．

重複関係　第28こノ1封日吉に捕り込まれている、、

．ハノ．1一　　　・‥　′，ソJノ　言　　　．ノ．　ご∴　　∴　　、′′∴　　　　－．、J二、　．．・＿、′．

がっているし、L

床　ほぼ、印tで，中央部と両竃の前面がよく踏み固められている、つ酎酎ま，第284号住居に掘り込まれた部分

を除いて確認され，本来は周回していたと考えられる、。

竃　電1は北壁部言電2は東壁部のそれぞれ北東コーナー部寄りに砂質粘士で構築されている言芯1は両袖部

／∴一す、亨ノ′1‘歳　′′・′∴　′へ月lJ　′′／存！．′　ノ　′　′・三∴・′．′～、　一㍉一′．ケ　′、ウニ．，′！、ノハ悠∴ミノ品∴∴J言ノ　ノ、′

床部は，床面を約8cmほど皿状に据i）くぼめられ，灰混じりの焼上が確認された日剛断面図中の第5層の工面

が火床面と考えられる．、一、．また∴煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている㍉　竃2は，焚l涌；から煙道部まで約

1＿00cm，袖部幅約78C乱・壁外への据l）込みは約60cmである。天井部は崩落しているが，袖部の遺‾f再夫態は良好

で，内側は赤変している、′、火床部は，床面を約5cmほどl‾l侶餌二据i）くぼめられ，ブロック状に梗化している。

また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。、．なお，電2付近の床面には、竃相と思われる精工粒子や

砂粒が散在しており∴意図的に壊されたと考えられる．。

電1土層解説
1　黒　　　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク少量

2　黒　褐　色　ローームプロ、ソク少結　焼上プロ、ソク微量

：1黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

4　極暗褐色　焼土ブロック多量，灰少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック多量

ピット　3か所し、Pl～I〕3は深さ12、16cmで，形状から見て柱穴と考えられるが，位置が不規則であり，詳

細は不明である、、
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第604図　第285号住居跡・出土遣物実測図
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第605図　第285号住居跡出土遺物実測図

電2土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
黒

暗

黒

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・灰少量

赤褐色　焼土ブロック中呈，炭化粒子・砂質粘土ブロック少量

褐　色　焼土ブロック中墓，ロームブロック少量

一三
⊂⊃⊂〕3603

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

8　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴　長軸約72cm，短軸約52cmの楕円形で，南東コーナー部に付設され，深さは約28cmである。底面形状は

円形を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　　　色　ローム粒子中量

覆土　4層からなり，各層にロームブロックを含む人為堆積である。土層断面図中の第9層は，壁溝部の土層

である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量
4　褐　　　色　ローム粒子中量

造物出土状況　土師器片1198点（杯523，高台付椀55，嚢620），須恵器片46点（杯23，嚢23），線粕陶器片1点

（稜椀），土製品1点（紡錘車）が，竃や貯蔵穴周辺の床面と覆土下層を中心に出土している。図示した土器

の内，3594～3596は貯蔵穴から出土しているが，いずれも覆土中から検出されたもので，本跡廃絶後に流れ込

んだと考えられる。また，3597と3601は，竃火床部から出土しているが，3597は火熱を受けておらず，投棄さ

れたもので，3601はつぶれた状態で出土しており，本跡廃絶時に遺棄されたと考えられる。

所見　土師器杯の形状などから見て，時期は10世紀中葉と考えられる。また，本跡からは「□庄」と墨書され

た杯が出土しているが，当遺跡において9軒の住居跡から同様の墨書（「庄」・「南庄」）が確認されている。い

ずれも同時期に比定される住居跡から出土したもので，杯に墨書されている。当遺跡あるいは周辺の地域が荘

園に属していた可能性があることを示す資料である。
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墾十陸別極橙日可庵高底径！胎　土i色　調i焼成i手法の特徴！出土位置i備　考

器錮　土師器　　棒鉦2巨2ぁl雲母　巨ぷ噛褐普通底部纏へラ切後ナデi貯猷覆土桶巨5％

∴辛口　士帥器　　林［14濾‖＋連詩…農の赤色にぷい橙普通体部内面へラ磨き　　讐穴覆土3㌢庄吉

器粥　土師器　高台付
椀
［尋㌦アサ再の赤色恒い橙回底部高台…け後げ謂穴覆土壷％

35鮮　土師器　高海相
椀
輌序ァ66芸の赤色にぶ率普通細誓切後掴匿床部穫鋪％

35車師器摩彗恒
雲母　　　　にぷい橙　普通　体部内商へラ磨き

器中幡　聾
鵬　級が雲母癒着橙　　普通　部内面ノ潮虻具によるナ竃覆土中　郡％

罰輌　土師器　　婆加中細」二極車重逐＝コ車重車重茹毒前「重義遠車0％
器車師器　婆恒 回警慧撃撃横位のヘラ状工具に麿床部覆i50％

溝鵬　緩和陶器　稜椀［融中細 緻密　極白濁緑良好恒は刷毛塗り　　 ！南郷魁上中％

番可器種径！厚さ極径極量i材　質！　特　　　　 徴 出土位置i備　考

溝消　紡錘車 ぁ　巨　いせ日払　　士　巨面に剥離痕あり 南西部覆土上層！

′

′　　′　　　　　　　　　　　　　　　′′　　、　′

重複関係　肛1＿52号上坑に握り込まれている、、．

ハご′．J　　、．・㌧　′　一　　′　ニ′　／、、工、′　言　　・′　　　　　ノ　　　　′ノ．：　　．、、′‾

．’　　　　′　　′．　　∴　　′　ノ　　　　ノ．・・　　　′′′　′‥′，．、

′　　　　　′　　　　　　　′　　　　　、・′　　　　　ノ　′　　　　　′　　　′　　　　′　　　′　　＝　一‘r　′　　／′

．′∴　‥一、　　′　．・　ノ　′　′　　　′、　　　二　′′ノ　∴′′　ノ　　　　二．′．　＿、、‥・′　，　　　′　′、

から緩やかに立ち上がっている．．、、

′・′　　　　　　　　　　　ノ　′　　′′　　　ノ、　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ　I J　　　′　　ノ

′　　′　　　　　　　　　　1′　　　・・　！・ノ　　′　ノ　　ノ　　、′′　ノ　　　　　　′　′　　　ノン′

土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少；古　損じ粒自微量

2　黒　褐　色　ローームプロ、ソク申；li：

3　黒　　　色　ロームブロック中量．焼上プロ、ソク少：1－呈：

・1暗　褐　色　ローム粒J’一多軋　焼上プロ、ソク微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量

－　　　　　　　　　「　　・ノ　．，　　′‘　　　　　ノ、　′、　　ノ　′　…一　ノ　　　　　　　　＿

こ　　　　．′∴・　′　′・　　　′　．′．∴∴．ご′′　′一1．、、′‥、　　一、′　　′　′∴．ノ　′′、′ィ．′

ノ　ー　　　′　　‥、′　　ノ′ノ　∴　ノ　　　ー、′′　　　∴．．ノ、′一！′　／：．　′‥．ノ　′

′′′・′′　′一　′！ノて　一　′∴　∵　∴　・　：′ノ　′　’男上　　／．．ン　′．　　、∴′　　一′六．′　′つ

．、　　　一　　‾一　∴　　て　′　　一・′　　′′　ご　／、・′√′・ノブ：、＿　・・‥）・．′′　一朗㌧・　　　：、一　4：ノ　告ノ

′・　　　　∴　　　　　　　　　ブ　　・・ノ′・・　　　　‘．∴　　！・俊　　　！　ノ　′　　　　　　　、　ノ　　．′

′ノ′‾　　　′　　ノノ　　　　′．　　　　′　′・　′．′．、・．・、　′∴

l－1一一一ムー796－・・・l一一一V



所見　時期は，遺構の形態と出土土器の形状から10世紀前葉と考えられる。

⑥　　l

く三一・I・

第606図　第286号住居跡・出土遺物実測図

第286号住居跡出土遺物観察表（第606・607図）

可

ぐu
uつ

さと

Cの

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

＼醸し＿＿＿

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

1059土師器杯12．83．4 石英にぷい橙
二次

焼成
器面荒れ，底部回転へラ切り

窃下層部下

層

100％

PL233

1061土師器杯 （1．4）［7．0］
雲母・石英・

赤色粒子

にぷい黄

橙
普通底部回転へラ切り後ナデ覆土中

15％　休部

下端墨書

「□」

1062土師器1不［14．2］3．9［8，0］雲母・石英灰黄普通
ロクロナデ，底部回転へラ切

り 南東部下層

40％　体部

外面墨書

「□」

1063土師器杯［18．0］（5．6）－書跡石英・赤色拉子にぷい赤褐普通ロクロナデ，内面へラ磨き北東部下層30％

1060須恵器杯13．54．0 6．5砂粒灰
二次

焼成

ロクロナデ，底部回転へラ切

り
竃火床面100％

－797－



第607図　第286号住居跡出土遺物実測図

0　　5cm

亡と＿＿＿！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

⑳
ミラ

⑳。69
0　　　　　　5cm

E－i・」

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

106 4 土師器
高台付

椀
14．0 4 ．0 －

雲母 ・石英 ・

赤色粒子
にぷい黄橙 普 通

底部回転へ ラ切 り後，高台貼

り付け
北 東部下層 60％

106 6 土師器 鉢 ［25．0］ （13 ，3） － 砂粒 にぷい橙 普通
口緑部内面荒 れ，休 部内面へ

ラ磨 き
北 東部下層 10％

106 7 土師器 要 － 23 ．2 － 雲母 ・石英 にぷい橙 普通
体部外面指頭痕 ，内面へ ラナ

デ
北 東部床面 50％

10 68 須 恵器 要 － （6 ．0） －
雲母 ・石英 ・

赤色粒子
灰褐 普通 休部外面平行叩 き 覆土 中 5 ％

番号 器　 種 径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

1069 紡錘 車 5 ．9 2．2 1．1 70 砂粒 半球状 を里 し，両面穿孔 P l 上 層

－798－



番号 審 種 序 さ「 幅　 桓→ 重 量 i 材　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

†070 砥石　 巨 ・7 日 07　 は 1 ㈱ 可　 砂岩 砥面2面，その他は剥離面，被熱痕有り 竃付近上層

第調号住居跡　第醐図）

位置　調査区北部のGl蝕　区に位置しタ　平坦部に立地している。

、言丈ぐ・言′・ハ　長軸的i言∴　′、・′高十日、i二・月′ノ′・工、再ノJ中主ヽ：再　E∵、あら・∴．．∴よ章l）いて　ソ五一ノ

て立ち上がっている、一、．．

床　平坦で芦　中央部が踏み固められ，焼失による焼士ブロックが散在している。

焼土塊土層

1黒　褐　色　ロームプロ・ソク中量，焼上プロ・ソク・炭化物少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中農

3　明　褐　色　焼土粒子多量，炭化物微量

竃　竃lは東壁中央部やや南寄りに構築され，竃2は竃lの廃絶後学左裾部を再利用して東壁中央部に再構築

されている。竃　は意図的に壊されているためほとんど遣存しておらず撃　火床商だけが確認された。竃2ほタ

楽日部から煙道部まで約100cm，磯部幅約80cmタ壁外への掘　込みは約謂cmである。天井部は崩落しているがタ

袖部の道春状態は良好で，内側は赤愛している。火床部は胤状に浅く掘りくぼめられているが，焼き締まった

感じはない、、また．燻道は火床部から外傾して立ち上が／－〕ている＿、、

竃2土層解説

1暗赤褐色　焼上プロ、ソク中量．ローム粒J’・少甘．炭化物・粘上粒イ・微量
2　黒　褐　色　焼上ブU、ソク中量　t」－ムプロ、ソク・炭化物微量

ぽッ睦　3か所。P O P　は深さ摘～ほcmで　主柱穴の可能性があるがタ　北側に禰対する位置に主柱穴は検

出されず，詳細は不明である。P　は　深さ約はcmで　西壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴う

ビットと考えられる、＿．

貯蔵究　長軸約8紋m　短軸的柑cmの楕円形で　北東コーナー部に付設され　深さは約蟻cmである。底面形状は

長方形を呈し，壁は外傾して立ち上がっている、、

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化物0粘土ブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子多量

3　黒　　　色　ロームブロック微量

覆豊　　層からな娠　焼土や炭化物を各層に含み　不規則なブロック状の堆積を示したÅ為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク申結　焼l二ブロック・炭化物少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量∴　焼上プロ、ソク・炭化物少量

3　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ローム粒子多義，廃土ブロック少量夕　炭化物微量

‡ご‥役・ゝ∴、工　一曲／．′．∴‘乱立　二′、∵㍉一　言′了。′ィ、∴　乳、ブ1ト　三言ふて∴：一′r∴、二′丁、…リ　ー′、ノ、盈・＿～　吠′用量．一

片2点（短頸意）が，住居跡全体に散在している。その太半が破片で，残存率が50％以上に達する土器はない

ため，投棄されたものや埋土中に混入していたものが主体となっていると考えられ　投棄された時期に違いが

認められる。焼失段階以前に投棄された遺物は，焼土層の下から出土した3610と3611が欄当し芦　火熱を受けて

いる。焼失後投棄された遺物は3609の361403615が相当し，覆土上層から出土している。

一一一一一7亡）Pl一一一一一一一一一



2　　　　　　　　　　2　　　　　　3

3610

星　　　　．‖

憲三；…・二

く／＼二

亀
3609

旦43．4m

‾詞匡≡≡戸7‾‾‾
K

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

‾ll十、三：：＿

第608図　第288号住居跡出土遺物実測図

寒2頂。屯。

－800－

だ

0　　　　　　　　　　　　　　10m
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リ、；ノ′．｝・ノ・・′′1弓　て．・今一　・、㍉　一二；、．か、′、一ll　、こ′　　　′′　レ・　　　・、　′∴　‘、／」′・

失住居と考えられる。伴出遺物が少ないため時期は特定できないがタ床面から出土した土師器棒に「［コ庄」と

：一二㌦∴、・′′言　一・′＼一　　‥：ソtの′4、へ、ノ　∴、′　∴有言－′言　一ノ1、′了′、　再甘．：′′、∴∴：∴∴一′こj

第288号住居跡出土遺物観察表　第6瞞固）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

3604 士師器 林 ［14．2］ 3 ．3 ［9．2］ 雲母 にぷい黄褐 普通 休部内面へラ磨 き 南壁際床面
20％ P L250

墨吉 「圧」

3605 士師器 林

i

（2 潮
雲母・長有・

有英

にぷい黄

褐
普通 体部内 ・外面ロクロナデ 貯蔵穴穫土

中

Ⅲ％ PL 2m
漫登
蔓良さ　巨ヨ
「ロ南」ヵ

3606 士帥器 林 － （3．2） －
雲母・長石・
石英

明褐 普通 休部内面へラ磨き 北東部将士
下層

川％　 墨書
「圧」

3607 士師器
高台什

林
白4 ．8］ （4 潮

－ 雲母 ・長石 明赤褐 普通
底部回転へラ切り後，高台貼
り付け，ナデ 竃火床部 30％

3608 士師器
高台付
林

「は．6〕 3 ．2 6。8 長有 黒 普通 底部高台貼 り付け後，ナデ
南壁西より

床面
40％

3609 士柚器 嚢 － （5 ．9）
－ 雲母 橙 普通 体部内 ・外面ナデ 竃火床部覆土中 10％

3610 士師器 聾 － （7．1） － 雲母・赤色粒子 橙 普通 体部内 ・外面ナデ 中央部床面 10％

36は 士師器 聾 － （5．7） － 雲母・長石・石英 にぷい褐 普通 体部内 ・外面ナデ 竃前床面 10％

3飢2 士帥器 嚢 － （5識） － 雲餅長石を石英 明赤褐 普通 休部内面へラナデ，外面ナデ 南東部覆土下層 摘％

罰13　 土瞞 嚢 － （6潮 － 雲母や長石e石英 赤褐 普通 体部内 ・外面ナデ 電将士中 川％

罰摘　 土師器 聾 － （3 み2） － 雲母磁石藩英 橙 普通 体部内 ・外面ナデ 貯蔵穴覆土上層 10％

3615　 土師器 整 － （3 潮
】
雲母・長石・
石英

明赤褐 普通
口唇部横ナデ，つまみ上げ顕

著

雷部覆土上 i
摘％

3616 吠紬陶器 長頭瓶 ［12 。2］ （8．7） 緻密
吠黄 ・吠

オリーブ
良好

l

頭部の最小律は肩部との接合
部に持ち，日縁部に向かって

大きく開く，柚は流 し掛け

北部尋

摘％

∴読ニ′二′、＿1｝　′′′′膏′了　′了′｝くノ

ごl．1ィ．、－／く了、∴の　　フ′；′′　r′　　　・．・∵　′　　′、　′：

重複関係　第293・294・297㌢住居跡を掘り込んでいるし、、

′ニ′・一’ジく、ここ－1：rH！主言、、。無・h吉′言　′．の′，つ、‾　、・－．ノ了．工＼　　　、‾∴訂、′こ・・′．．′∴、－　叛．一し　ケ言「

してV立ち上がっている。、

床　ほぼ、上田で，全体的に軟弱である。．

磯　北壁の中央部に砂質粘土で構築されタ　焚打部から煙道部まで約摘舶m　磯部幅約は配m　壁外への掘　込み

は約鋪cmである。道春状態は悪ら　天井部は崩落し　磯部　壁面に貼　榔すられた砂質粘土が痕跡として残っ

ているだけである。また　竃覆土中と竃付近の床面には焼土や粘土のブロックが認められ，意図的に壊された

ことが推測される。火床部には埋士と思われるロームブロックが多く瀾確に火床商を捉えることはできなかっ

た、、、また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている．二、

電土層解説

1黒　褐　色　焼士粒J∴中量，ロームプロ、ソク・炭化物・粘上プロ、ソク少量

2　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一つキロ∵プロ、ソク少量

こう　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J’・・粘‖位「少量

4　暗赤褐色　焼士ブロック多鼠　ロームブロックを炭化粒子の粘土ブロック少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック多鼠　粘土ブロック中量，ローム粒子0炭化粒子少量

一一801－－－－1－－－－－



④

十

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第609回　第292号住居跡出土遺物実測図
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第610図　第292号住居跡出土遺物実測図

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

8　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック中量，炭化物少量

9　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロック少量

10　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量

ピット　検出されていない。

覆土　8層からなり，ロームや焼土のブロックを各層に含む人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　赤　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　　　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
焼土ブロック・炭化物・粘土粒子中量，ロームブロック少量

焼土粒子多量，ロームブロック・炭化物少量
焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック中呈，炭化粒子少量

ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

遺物出土状況　土師器片443点（杯63，高台付杯4，嚢376），須恵器片17点（杯12，蓋2，嚢3），土製品1点

（紡錘車）鉄製品1点（釘）が，中央部から竃周辺の，覆土中・下層を中心に出土しているが，床面から検出

された遺物は少ない。竃内からは杯類が多数検出されているが，いずれも火熱を受けておらず，また，竃内と

竃周辺の破片が接合した土器3622も認められることから，これらの大半は，本跡廃絶後の埋め戻す段階で投棄
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されたものと考えられる。また夢　遺物には遺構確認商と覆土下層から出土した破片が接合したものもあり芦埋

め戻し作業が一度に行われたと推測され，中央部やや南東コーナー部寄りから出土している3飢9が禰当する。

なお，須恵器片は．いずれも細片で．厘土中に混入していたと考えられる、丁．

．′、′ノ′ノ＼、～．∵了子、；′∴、．′′、．ノ．　．・い・ここ′　∴’冥、．二　〈′、．′．い・ふ　・’、之，・・：、・・′．′、′：了・．∴・′′′

らほ，須恵器の製作技法を残した土師器の鉢や聾が現れ，また　煮炊　具類に須恵器をほとんど用齢を　なっ

‾、’∴　　∴∴　、．′一ら－、ノ・／＼．こ，′Jの二’∴：　二・一　　二′、、′－1リノ′～言′ソ′、・∴、′、ユ㍉六′てニ

：．∴，′′．　′．′　　　二一十㌧午∵、言′′∴　′了′Y

番号 種 別 極 種 日　経 器　高 底 可 胎　 二日 色　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

36ユ7
土師器 巨

12．8 寸．6
中 断 中

普通 底部回転へラ切り札　ナデ 南壁際覆土
中層

1鋸％
PL233

3618 － 「躯の
中 馴 尋 抑 褐

普通底部回転へラ切り後，高台貼
り付け，ナデ 北東部床面 50％

硯に転用

3619
土瞞 巨

22．0 17．0
！

鋸 唇 欄 車 凋
普通休部外面下端横位のヘラ削り東部覆土下

！層
70％
PL233

3620
土瞞 巨

20．4 （29滴
腺 当 醐

普通体部外面下端横位のヘラ削り電将士中・
西部床面 50％

3621
土師中 形嚢

拍2。2］ 15。7
凧 橿 瀞 唇 褐

普通 休部外面中位以下横位のヘラ
削り 電覆土申 30％

3622 ヱ3。2 「乱射
！雲母儲 i明赤褐

普通 口唇部楯ナデ，休部外面へラ
ナデ

北東部床面 舶％

番可 器種i 径　 極目 孔可重畳恒オ　 質 特　　　 徴　 ！ 出土位置 ！備　 考

罰23　土錘　恒 や5　巨の7 … 巨細 i 土 断面円形　　　　　 ！竃前覆土上層 ！

粥飢　紡錘車！持戒　恒も8 ［信紅　　鵬　　　 士 路の欠損　　　　　 東部餞士上層　桓底部を転用

番可 器 饉 長　さ 幅 卑　さ 重　量 材　　 質 特　　　　 徴　　 目 地 服 備　　 考

3寝5　　 釘 （12。0） 紅潮 紅潮 （14。3） 鉄 断面鵬 乳 木質遺存　　　　 i西部覆土中層

′／′　　′

位置　調査区北部のIl12ぐ3区に位置し∴辛」一里制こ立地している。．

重複関係　第2根号住居跡を据i）込み，第15揖拝・第258・28一緒つ二坑に掘り込まれている。、．

′′　　・　　　′　′　　　　　′　　　ノ　′一′　　　ノ　　′ノ　ノ、　′　′：．ノ　′‘、・／′　　　′・一

．、　　　　　．′　．・　、‘ノ′一　・　　　′　　　∴　、、　　′・l　′　　・′　　′・三　・′　て／

′　　　　　′　　′・　　　　　　　　　．　・・　　　　　′！′　　′　　′　　　　′　　　、・ノ′－　′′、．

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　′′－　ノ　′・し　く　・、′ノ　　　　′‾　．′　′′　　′　・・′∴　ノ

′　　　　　‘′　　　′　　ノ　　　′′　　　　・・′　　　′、・・′　ノ　∴∴′ノ′　　六ノ．、、′了　′′　′　　　ノ

ノ′　　ノ　　　　　ノ′　　　′・　′　　　′　　′　　　　　　　、て　十：′′　・・っ　′　ノノ　ソ．　　　レノ′．　′　　一　一

日吊が削片されているため外傾して立ち上がる様子が若十認められる程度である∴

竃土層解説

l　赤　褐　色　焼土粒子多量夕　炭化粒子少量

2　褐　　　色　ロームプロ、ソク多量．炭化粒自微量

∴；黒　褐　色　炭化物・粘上プロ、ソク少量．焼「プロ、ソク微量

－1　暗　褐　色　ローム粒J’一・歳化粒J’・少量

一一一11－711－8併「一一一A一一一一一



ピット　2か所。径38～52cmで，主柱穴の可能性があるが，南側に相対する位置に主柱穴は検出されず，詳細

は不明である。

覆土　一部床面が露出した状態で検出されたため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片37点（杯4，嚢33）が床面から出土しているが，すべて破片であり，本跡廃絶直後に

投棄されたと考えられる。3626は南東コーナー部から出土した資料である。

所見　伴出遺物が少なく，時期は明確ではないが，土師器鉢などの形状からみて，9世紀後葉から10世紀初頭

の間と推測される。

④

∈　　つ

第611図　第295号住居跡・出土遺物実測図

第295号住居跡出土遺物観察表（第611図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3626土師器小形要［17．2］（2．1）－雲母にぷい褐普通休部内面へラ磨き 南東部床面10％
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第296号住居跡（第612図）

位置　調査区中央部のI14f3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第354・363・441号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺約2．5m方形で，主軸方向はN－960－Wである。床面がほぼ露出した状態で検出されたため，

壁の立ち上がりは不明である。

床　ほぼ平坦で，それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　西壁の中央部に砂質粘土で構築されているが，遺存状態は悪く，壁外へ約55cmほど掘り込まれているのが

確認されただけである。なお，煙道は外傾して立ち上がっている。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さ10～24cmである。P5は深さ約12cmで，東壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　検出されていない。

所見　重複関係から，時期は10世紀後葉以降と推測される。

／　　‾．‾、．一一

／

／　　Sl441
1

第612図　第296号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第299号住居跡（第613図）

位置　調査区北部のH12d4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第180号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸は約3．4mで，南部が調査区域外に延びているため，南北軸は約3・6mだけが碓認でき，N

－95。－Eを主軸とする一辺3．4m前後の方形あるいは長方形と推測される。壁高は14～20cmで，外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，全体的に軟弱である。壁溝が周回しており，また，南壁やや北寄りの位置から中央部にかけ

て一本の仕切り溝が北壁に平行して延びている。また，北壁に径約40cmの焼土塊が検出されたが，床面に火熟
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を受けた痕跡は認められない。

焼土塊土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

3　黒　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量

4　褐　　　色　ロームブロック多量

竃　東壁の南部に砂質粘土で構築され，焚口部から煙道部まで約136C恥　袖部幅約98cm，壁外への掘り込みは

約94C皿である。天井部は崩落し，土層断面図中の第2～5，8～10層が崩落土に相当する。袖部の遺存状態は

良好で，内側は赤変している。火床部は床面を約6cmほど掘り下げて使用し，火床部は赤く焼き締まっている。

また煙道は，火床部から外傾して立ち上がっている。

可　　oI o

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第613図　第299号住居跡・出土遺物実測図
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竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量夕　廃土ブロック∵炭化粒子少還

2　黒　　　色　ロームプロlソク・焼上ブtコ、ソク・尉ヒ粒J∴粘日量√少量

3　黒　　　色　ロームブロック0焼土ブロックの炭化粒子も粘土ブロック少量

－1暗赤褐色　焼上プロ・ソク・粘上プロ・、ノク中量．ロームプロ、ソク少量

う　黒　　　色　焼上プロ、ソク小品　ロームプロ、ソク・炭化粒J’・少量

6　窯　褐　色　廃土粒子少農

γ　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク少量

8　暗　褐　色　焼士ブロックの炭化粒子e粘土粒子少量

9　暗　褐　色　焼土粒子を炭化粒子。粘土ブロック少量

10　灰　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子。粘土ブロック微量

ぽッ紅　2か所。いずれも北壁際に位置しておりラ　位置と形状から見て壁桂穴と考えられる。

澤蓋　　層からな勘　各層にロームプロッタと焼土を含むÅ為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼日章了一・歳化粒J’・少；il：

コ　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼‖位「・炭化粒J’・・粘上粒J’l少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・廃土ブロック少量

・l　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・粘目白’・少量

ヾ－1－　′、∴′ニ　・＿・i・上′　言｝′・、ノノ　　　∴’、年隼′　′∴・．‥　∴ソバ　　壬∴∴、．／、′，∴、・′′、　九　・ノ言声工、

点　椀上　銑淫乱蕉　礫　点　被熱痕）がタ　竃内と竃周辺や北壁付近の覆土下層を中心に出土している。太

半は本跡廃絶後に投棄されたものと推測され学　竃の覆土中と北壁際の焼土塊内及び北西コーナー部から出土し

た破片が接合した3628が禰当する。また　須恵器片や灰粕陶器片は　埋土中に混入していだと考えられる。

所魔　球や、血の形状などから見て　時期は摘健虎後葉と推測される。また　当該期集落の特徴のひとつであ

る東壁部に竃を付設した住居形態は撃　以後夕　北壁部へと推移してい。

第錮号住居跡出土遺物観察表　第鋸図）

番 号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出十 位 置 備　　 考

36 27 工 師 器
高 台付

椀
［9 ．鋸 3．8 5 諸 雲 母 橙 普 通 休 部 内面 へ ラ 磨 き 東 部 覆 上 中 ㈹ ％

3 62 8 士 師器 小 皿 9．5 1．リ
i

5。6 雲 母 ・長 有 樟 普 通 底 部 回転 糸 切 り粧 し
電将士中 ・北

部覆土下層
70％

第調号健贋跡　第飢囲）

位置　調査区中央部のHはg　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第302号住居跡を振り込み，第303号住居に握り込まれている．、11

規模藍形状　南西部が調査区域外に延び汐　また南東部が第渕号住居に掘　込まれているため　明確に規模と

形状を捉えることばで　ないが　遺存している北コーナー壁と竃の位置から　N…醐○…Eを主軸とする一辺

約。m前後の方形あるいは長方形と推測される。壁高は約鋼cmで　外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ、円里で．中央部が踏み回められている。、

篭　東壁の中央部に砂質粘土で構築されているがタ　意図的に壊された上に第303号住居跡に南東部が掘り込ま

れ資　規模は明確に捉えられなかった。東壁には砂質粘土を貼り付けた袖部の痕跡がわずかに確認され学　火床部

と想定される位置には，焼士ブロックのほかにロームブロックも多く含まれているため芦　明確に火床部を捉え

ることはできなかった。また煙道は芦　上部が第303号住居に壊されているが，外傾して立ち上がる梯子が若干

認められた。
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竜土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

4　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

ー1
∴／・l一′∴

第614図　第301号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

ノア

ゴ

／′オ

ノオ

ノ刀

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」
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ピット　検出されていない、、

穫蓋　5層からな娠　各層にロームブロックを含むÅ為堆積である。

土層解説

1窯　褐　色　ロームブロック0焼土粒子0炭化粒子少量

ご　黒　褐　色　ロームブU㌧ソク少量．焼日章√・炭化粒自微量

3　暗　褐　色　ロームブロックe焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロックも炭化粒子の粘土粒子少量
5　黒　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

遺物出藍状洗　二摘帽階調点移机㌦　高踏柳恥』碧如）撃瓦片1点（丸瓦）が芦　中央部と竃周辺の種土中の

下層を中心に出土している。太半は本跡廃絶後の埋め戻す段階で投棄されたと考えられ　中央部の覆土上層か

ら出土した3636が欄当する。また，363卦は竃内と竃前面の床面から出土しているが，本跡廃棄時に遺棄された

可能性が高い、、．

所凰　伴出遺物が少ないため時期は明確ではないが　住居の規模や形態などから見てタ　9世紀複葉と考えられ

る。

第識者住居跡出土遺物観察表　第根因）

番可 種 別 器　種 打 可 器 高 縮 可 胎　 士 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出士位置 備　　 考
講 車 師器

埠
払 2 巨 0 巨 8 橿 蘭

にふい橙 普通 底部回転へラ切り後，ナデ 竃前床面 繍％

曇 望 ＿＿
婆

1中 22・3）
にぷい褐 普通 体部外商下端へラ削り 竜将士中 20％

∴‥　＿＿＿　＿　＿＿＿　＿＿　　＿　　＿∴

∴工上一・、∴　　吉、；′∴、．鋸

位置　調査区中央部のHは鵬区に位置し　平坦部に立地している。

一一王二了∴　・′．∴・′′ン　昌、′∴；・′ノ．ニ・十′、ノ、有、1′ノ′′′，　′・．′，一　㌦、ノ　三㌦∵㌦　∴

規模と形状　南西部が調査区域外に延びているが　道春部から長軸的。m　短軸約もmの南北に長い長方形

で　主軸方向はN…　Oと推測される。壁高は約測cmで　外傾して立ち上がっている。
－

床　ほぼ、印tで，壁際を除いた床面全体が硬化している、・．

竃　検出されていない、、－、

ピット　検出されていないこ

援豊　　層からな娠　ロームブロックを主体とし芦　各層に焼士を含む人為堆積である。

土層解説

1　窯　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

－1　黒　　　色

5　窯　褐　色

（う　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼士粒子微量

ロームプロ、ソク・焼出自’一少量

ロームブロック中量，焼士粒子少量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物少；－l：

ローム粒J’・中量　焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

ロームプロ・ソク・焼目白’・・炭化粒J’一少量

－lF1－81（「一一一一



二三‘を　∴・l、ノ．　∴・庸二いく出∴、、J仕上、高台‖簸P　′中：1・、、ノー　恒．，し・、持つ（工、丁年‾；・・．一′、中ィ、・　上

射　線粕陶器片　点　椀上磯　点　被熟痕のが撃　中央部から北部にかけての覆土中の下層を中心に出土し

ている。これらの太半は　本跡廃絶後に投棄された娠　本跡廃絶後の埋め戻しの段階で埋土中に混入したと考

えられ，前者は3637の3638⑳3642が相当し　後者は須恵器片が相当する。なおラ　罰3ほ中央部の床面から完形

で出土してお酌　住居廃絶時に遺棄されたと考えられる。

所農　本跡は竃が認められずヲ　形状も南北軸が東西朝の。倍と長も　このよ　な住居形態は　当遺跡には存

在していない。また夢床面は平坦で全体が硬化し，多　の供膳異類　出土しているため学工房跡や倉庫などの

収納施設とは考えにくも置竃を備えた住居の可能性　考えられる。土師器棒や小皿の形状などから見てタ時

期は11世紀前半と考えられる！、

ゝノ：∴古く　工、：r言ン了㍉，・J勇′ノ二：悠‥′く

第測号住居跡出土遺物観察表（第飢図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

‾‥　＿∴l　二二l、一　一二

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　の　特　 徴 出士位置 備　　 考

3637 士師器
高台什

椀 16．5 7。2 〔8．0〕 雲母・石英 明赤褐 普通
底部回転糸切り後，高台貼り

付け，ナデ

北部覆土上

層

50％

PL233

3638 工師器
高台付

椀
［15．1］ 5．9 6。8 雲母 明褐 普通 体部内・外面へラ磨き 北部覆土上

層
50％

3639 土師器 小皿 8．7 2．2 4．8
雲母 ・赤色

粒子
にぷい橙 普通 底部回転糸切り離し

中央部覆土

下層

川0％

PL233

3640 土師器 小皿 8．8 2．6 5．0 雲母・長石 にぷい橙 普通 底部回転糸切り離し 北部覆土上層 70％

3641 士帥器 小皿 （9滴 2．2 4．2 雲母・長石 赤褐 普通 底部回転系切り離し 東部覆土下層 50％

3933

納 陶器 ！
椀 …

；

紅潮 路戒 緻密
灰黄 ・オ

リーブ灰
良好

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ

東部覆土上

層
10％

・一一一811一一一



3638　＼七＝＝上≡♂
3933

＼㌧＿孝三

第616図　第303号住居跡・出土遺物実測図

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　質特　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　　考

3642紡錘車（7．7）1．6 1．181．9土両面から穿孔している，外面剥離部分あり北東部覆土上層杯底部を転用

3643紡錘車（5．3）1．0 1．023．2土両面から穿孔している 北東部覆土上層杯底部を転用

第306号住居跡（第617・618図）

位置　調査区中央部のH12g6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第305号住居跡・第209号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　東西軸は約4・7mであるが，北部は調査区域外に延びているため，南北軸は約2．5mだけが確認で

きた。遣存している壁やピットの位置などから，N－90－Eを主軸とする方形または長方形と推測される。

床　ほぼ平坦で，4本の主柱穴の内側がよく踏み固められている。壁溝は調査区域外で不明であるが，ほぼ周

回していたと考えられる。

竃　確認されていないが，調査区城外に位置する北壁部に構築されていたと推測される。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さ40～58cmである。P5は深さ約24cmで，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土11層からなり，ロームブロックや焼土ブロックを主体とした人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

－812－



4

5

6

7

8

9

10

11

極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
褐　　　色　ローム粒子多量

黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少壷

黒　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック・粘土粒子少量
黒

暗

褐　色　ロームブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子少量
褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片9点（嚢），須恵器片27点 （杯7，嚢19，甑1）が，全域の覆土下層を中心に出土し

ている。図示した土器の中では，3647・3649は南壁際，3646は西壁際のいずれも床面から完形に近い状態で出

土しており，本跡に伴う土器と考えられる。その他のほとんどは覆土下層から出土したもので，本跡廃絶後の

早い段階で投棄されたと考えられる。3652・3653は遺構確認面から出土しており，耕作等による混入と考えら

れる。

所見　当遺跡におけるこの時期の住居や掘立柱建物は，主軸方向が真北よりやや東を指すものが多く，本跡も

その典型である0また，供膳具に須恵器が使用され，土師器がないことや須恵器の杯の形状などから見て，時

期は8世紀後葉と考えられる。

第617図　第306号住居跡実測図

－813－

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第618図　第306号住居跡出土遺物実測図

第306号住居跡出土遺物観察表（第618図）

10m

▽　3658　　　　L＿＿＿＿＿＿⊥　l

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

3645 須恵器 杯 13．1 4．1 8．7
雲母・長石・

石英
灰黄 普通底部回転へラ切り後，ナデ

東壁際床面・

P5覆土下層
90％

3646 須恵器 杯 11．0 4．0 7．4 雲母・石英灰 普通
底部回転へラ切り後，一方向

のヘラナデ

西壁際覆土

下層

100％

PL234

3654 須恵器 杯 －（1．0）7．3 雲母 窯褐 普通底部回転糸切り離し 南壁際覆土下層20％

3656 須恵器 杯 －（2．4）7．0 雲母・長石黄灰 普通底部回転へラ切り後，ナデ
南部覆土中

層

20％底部へ

ラ記号「＋」

3657 須恵器 呵こ （2．3）［8．0］雲母・長石明灰黄普通底部回転へラ切り後，ナデ南東部覆土中層10％

－814－



番号　 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

364 7　 須恵器
高台付

林 11．4 4．3 6 J 雲母 灰 普通
底部回転へ ラ切 り後，高台貼

り付け， ナデ
南壁 際床 面

90％

PL 23 4

3 64 8　 須恵器
高台付

林
［ユ3 ．2］ 寸．7 8 。0 長有 灰 普通

底 部回転へ ラ切　 後　 高台貼

り付け，ナデ
南西部床 面 50％

3錮　　 須恵器 蓋 14 ．6 5．3 －
雲母 ・長有 ・

石英
黄灰 良好 天井 部ロク ロナデ

南壁際覆土

下層
90％

36 50　 須 恵器 蓋 ［15 。3］ （2 ．6） － 長有 灰 普通 天井部 へラ削 り 北部覆土下層 40％　自然粕

365 1　 須恵 器 矩 頭壷 白2戒 ユ8 ．7 H 。4 長有 灰 普通
口唇 部 ・休 部内外面 ロクロナ

デ

中央部・南西

部覆土中層

40％

PL 23 4

3 6 52　線粕 陶器 輪花椀 （2。6） － － 緻密 吠「十 緑吠 良好 口唇部 に くびれを有する 東部覆土上層 摘％

365 3　線粕 陶器 投 皿 （1．5） － － 緻 密
黄吠 ・緑

灰
良好

体 部内面 に段 を持つ ラ　印刻花

紋 あ り

南部覆土 下

層
10％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

3658 刀子 （10．2） （L 3） 細。5） （11．5） 鉄 刃部，u一部欠損 中央部覆土下層

∴；　二　㌦よ　∴′‥、′、X、

位置　調査区中央部の日蝕　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第：110号仕居跡を握り込んでいる、・、

規模と形状　南北朝は約のmで　西側部分が調査区域タもに延びているため㍉東商儲鵬瀦拍識mだけが確認でき芦

N…700－Eを主軸とする一辺o m前後の方形あるいは長方形と推測される。壁高は約渕cmで　外傾して立ち

上がっている、、

床　全体的に軟弱でタ　床面を明確に捉えることはできなかったが，ほぼ平坦と推測される。

竃　東壁の中央部に砂質粘土で構築され，楽日部から煙道部まで的鑓cm　袖部幅的錮cm　壁外への掘り込みは

約42cmである。天井部と両袖部の内側は崩落し学　士層断面図中の第鼠～3層がこれらに相当する。火床部は浅

い血状を里しており，火熱を受けているが　焼　締まった感じはない。また　煙道は火床部から外傾して立ち

上がっている、、．

電土層解説
1　暗赤貼色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・粘上プロ、ソク少量
2　赤　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘＝位r少量
3　暗赤褐色　ロームブロック。焼土ブロック0炭化粒子の粘土ブロック少量
4　暗赤褐色
5　赤　褐　色

6　赤　褐　色

7　黒　褐　色

8　極　暗　褐

9　暗　褐　色

焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

焼上ブし「ソク少品　炭化粒自微量

焼土ブロック中墓，炭化粒子微量

焼士ブロック中量，ローム粒子の炭化粒子少量

色　焼土ブロック中量，ロームブロックe炭化粒子少量

ローム粒J’l・焼上ブロック・炭化粒J’一少量

ピット　検出されていない、－、

啓豊　5層からなり，ロームや焼士のブロックを主体としたÅ為堆積である。

土層解説

1　窯　褐　色　ローム粒子。焼士粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化物微量

3　窯　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

4　褐　　　色　ロームブロックe焼土粒子少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック0焼土粒子e炭化粒子少量

遺物出立状況　土師器鋸点　棄）須恵器片黒点　棒鋼　婆射　線粕陶器片1点（血）タ　瓦片1点巨締結

石器1点（砥石）がタ　主に竃内と竃周辺の覆土中から出土している。これらは，本跡廃絶後に投棄されたと考

…一一一一一1815－－′1－1－



えられ，3662が相当する。また3663は北東部の覆土下層から出土したもので，破断面が一部摩滅していること

から，本跡廃絶時の埋め戻す過程で埋土中に混入したと考えられる。3665や緑粕陶器片は，耕作による撹乱な

どで混入したと考えられる。

所見　当遺跡から出土した瓦は，混入したものも含めると多数出土しているが，当集落内へは竃構築材として

の二次的活用を目的として搬入されたと推測され，当遺跡と近接する新治郡街や，生産地からの搬入が想定さ

－816－

第619図　第311号住居跡・出土遺物実測図
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′　′′ノ　、’∴′ノン′′′ノノ⊥　′一、ノ　ー、一　　．：′・、J　　　′、′1．．、‾　′′了、′ノ′′・′）．三一、　一　．三・一　ノ　′．　′

から見て，時期は！‖目頭己後葉と考えられる、、、

第別号住居跡出土遺物観察表　第根因）

番可 種 別 i器 種桓 径極 高i底 径i胎　 土！色　 調i焼成i 手法の特徴 由雄眉 中衛　考
諦寝 土師器　 婆 i ル車 中　　　　 国 体部外面下端横位のへラ削り慧票志望郎 0％

登 i 巨 が！ 長石　 灰　 普通体部内瀾 ロタロナデ 豊富部覆土i孟禁転用

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 i　　 材　 質　 お　 よ　 び　 特　 徴
出士位置 備　　 考

3665 辛九 （8 詔 鉦凍 （12時　 桓 繭 昌痕，凸面へラ削り
将士中

∴・一一　　一　　　∴．ノ、′　′、′′・、ど

＿　　／√　　′∴　′′′・　ノ　′　′く　㍉　　一　、tノ　∴　・　一　、、．′ノ

∴・・‥・‥　　　＼、′′・－り‘、′′一十一′　′、∴　∴　ノノ′　　・・′　′　二二′　　’′ノ

∴′．ノ　　　・‘、、′′∴．上　　　ノ、．ハ＼、　∴．、し′言・．‥　ノ．、、一　シ　　、・．′′1′、

′∴－’　、√／・‘1、　′　・．′i′　′ン　　′∴′　十′‾十　ノ　　‥　　　ノ　　　ノ、　′ノ　．、

－、ノ′　　　　　′　∴′∴′、′、′・言′′’：言′了；・′ノ　つ．′言！′＿　－・　ノ′．

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築され　焚持部から煙道部まで的摘級m　磯部幅約は艶m　壁外への掘　込み

‘与　こ　・′∴　ノ、ノ　′’′人．トぺ　ノ　　ー　吉、く　ソ∴！i　　　′′言．′ソ：′．、′、／：′・‥十′′・′．ノ・・こ　′′

′、∴′′′÷ノ、、ノ∴　∴ノ、・∴lC　．・、′＿一　ノ　　　ー・　く　ソノ・・ノ　′　ノノ　；′信′、　′∴ノ　つ′、つ∴′ノ

′′、′一一′・′＿、　′′ノ　．‾′’　′－、・∵′′、ノ　ー7′‥′一′：し∵’、　ノ　＿′′′　∴　′′ノ

竃土層解説

l　暗　褐　色　ロー′一ム粒j′・功ヒ‖∵イ少量，炭化粒j’－・粘上ブロック微量

2　擁　暗　褐　色　ローム粒J∴・焼上粒J’‘・炭化粒J’・・粘I∵プロ、ソク少量

3　灰　黄　褐　色　粘土ブロック中量夕　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

・1にぷい赤褐色　焼上位千・砂質粘上プロ、ソク小結　ローム粒J’一少量，炭化粒自微量

う　暗　褐　色　ローム粒J’－・焼上粒J’・つ1日二粒J’1少量，炭化粒子微量

（う　暗　視　色　目－ムブt－J・ソク・焼日三日・・粘出目・少量，炭化粒√微；－I：

7　陽　　　　色　ローム粒J’・・焼‖＼「’‥炭化粒j’‥粘い位！－少量

、ン　　　！ノ、．′・　、′．ノ・－∫J　・、工、．？一二：′′♪ノJl、′∴∴、′t′了．

・．’　　′′　ノ、．′一　二　′ノ　′ノ‥　ノノ・信二久一　　ノ′∴　六′．＿㌧‥′、∴・、′、ご′′、′　ノ、年、、′′．／：ノ・．．言－、・．、．、

芯材の・部流出が見られる、＿、．

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒J’－・焼廿「「・炭化粒J’・少量

2　極　暗　褐　色　ローム粒子0焼土粒子e炭化粒子も粘土粒子少量

3　灰　黄　褐　色　粘土ブロック中星章　焼士粒子e炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　にぷい赤褐色　砂質粘土粒子0焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼士粒子の粘土粒子少量，炭化粒子微量

（う　暗　褐　色　ローム粒J∴焼「粒子・粘土粒「少量．尉ヒ粒Jつ故量
7　褐　　　　色　ローム粒J’－‥地上粒√・炭化粒J’一少量

8　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼「粒つ′・少量

9　褐　　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出羞状況　土師器片529点億5錆　甑自　須恵器楕増税在庫寝　蓋且　盤飢　嚢の　鉄製品　点刀子），

礫2点（被熱病）がタ　竃周辺や東壁付近から北東コーナー部にかけて室に覆土下層から出土している。これら

はタ本跡廃絶後間もなく投棄されたものと考えられ，366983670鋒36mが相当する。またタ3672は支肺に93674

一1一一一一一817l一一一一一一一1－1一一



は袖部構築材にそれぞれ使用されていたもので，いずれも竃内から逆位で出土している。覆土中から出土した

3675は，破断面が摩滅しており，混入したものと考えられる。

所見　供膳具に須恵器が使用され土師器がないことや，杯や盤の形状などから見て，時期は9世紀中葉と考え
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第620図　第317号住居跡・出土遺物実測図
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られる。なお，当遺跡の須恵器製品は，主に当遺跡から北方向約2．8kmに位置する堀の内窯跡群から供給され

ているが，製作技法や胎土の異なる杯類も多数見られ，郡内における他の生産地や郡域を超えた隣接地の検討

が必要である。

3 6 7 3

第621回　第317号住居跡出土遺物実測図

第317号住居跡出土遺物観察表（第620・621図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　　 考

36 67 須 恵 器 坤こ 13 ．4 4 ．6 6 ．8 雲 母 ・長 石 灰 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 一 方 向

の ヘ ラ 削 り
覆 土 中 7 0％

P L 23 4

36 68 須 恵 器 杯 － （2 ．5） ［ 7．0」 雲 母 ・長 石 褐 灰 普 通 底 部 回転 糸 切 り離 し 中央 部 覆 土

下 層
20％

3 66 9 須 恵 器 盤 1 6．9 4 ．6 9 ．5
雲 母 ・長 石 ・

石 英
灰 普 通

底 部 回転 へ ラ 切 り後 ， 高 台貼

り付 け， ナ デ

北 東 部 覆 土

中 層
70％

－819－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

3670 須恵器 盤 ［15．8］ 3．3 8 ．5 雲母 ・長石 灰 黄 普通
底 部回転へ ラ切 り後 ，高台貼

り付 け，ナデ

南壁 際覆土

中層

60％ P L 2 34

硯 に転用

3671 須恵器 盤 ［16．3］ 3．9 ［10 ．9］ 雲母 ・長石 灰 普通
底 部回転へラ切 り後，高台貼

り付 け，ナデ

南東部覆土

中層
45％

367 2 須恵器 宣E － （8．8） 10．4 雲母 ・長石 赤褐 普通 体部 下端 縦位 のヘ ラ削 り 奄覆土中 30％

367 3 土師器 小形要 13 ．9 1 7．0 ［7．1］
雲母 ・長石 ・

石英
褐 普通 体部 内 ・外面 ナデ 寵覆土中

60％

PL 23 4

3 67 4 土師器 襲 20 ．4 （25．0） －
雲母 ・長石 ・

石英
明赤褐 良好 休部外面 下端へ ラ磨 き 竜火床部 30％

36 7 5 須恵器 嚢 － （5 ．3） － 雲母 ・長石 灰 普通
外面格子 目叩 き，内面当て具

痕あ り

東部覆土中

層
5 ％

番号 器　 種 長 さ・幅 厚　 さ 孔　 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

3676 土錘 1．5 1 ．5 0 ．3 2．8 土 断面 円形 覆土上層

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

3677 刀子 （11 ．5） 1．1 0 ．3 （13 ．2） 鉄 刃部，片 関 西壁 際床 面

第319号住居跡（第622・623図）

位置　調査区中央部のH12cO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第328・329号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸約2．5m，短軸約2．4mの方形で，主軸方向はN－980－Eである。壁高は約10cmと低い。

床　ほぼ平坦で，中央部から南部にかけて一部硬化した面が確認された。

第622図　第319号住居跡実測図
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竜　東壁の中央部に砂質粘土で構築され，焚口部から煙道部まで約78C叫袖部幅約62C恥壁外への掘り込みは

約58C皿である0天井部は崩落しているが，袖部の道春状態は良好で，内側は赤変している。火床部は約6cmの

厚さで赤く焼き締まり，皿状を呈している。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

竜土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化物少量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　3か所。いずれも主柱穴で，深さ20～24cmである。主柱穴が想定される南東コーナー部は撹乱を受け

ているため不明である。

覆土　ローム粒子が均一に堆積している単一層で，自然堆積である。

土層解説

1窯褐色ロームプロツク少量

遺物出土状況　土師器片90点（杯2，高台付椀2，小皿10，藍76），須恵器片9点（杯4，嚢5），礫5点（被

熱痕）が出土しているが，大半は竃内から出土したものである。3679は竃火床部から出土しているが，火熟を

受けていないため，本跡廃絶後に投棄されたと推測される03678は撹乱部から出土した資料である。また，須

恵器片は，埋土中に混入していたものと考えられる。

所見　土師器杯や小皿の形状などから見て，時期は10世紀中葉と考えられる。本跡も含め，特に9世紀中葉か

ら10世紀代の住居跡からは多くの凝灰岩が覆土中から検出されているが，大半が火熱を受けており，砥石に転

用されているものも多い。集落内に鍛冶工房も認められることから，これらは，当集落が鉄生産の一大拠点で

あった可能性を示す資料と言える。

第623回　第319号住居跡出土遺物実測図

第319号住居跡出土遺物観察表（第623図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3678 土師器 杯 10．5 2．3 6．7 雲母・石英にぷい黄橙普通底部回転へラ切り後，ナデ撹乱部 50％

3679 土師器 杯 ［16．2］（4．3）－
雲母・長石・

石英
にぷい褐普通体部内・外面ロクロナデ

怒火床部覆

土中
10％

第320号住居跡（第624園）

位置　調査区中央部のH12hO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第323・324・507号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　後世の撹乱を受けており，壁を正確に捉えることはできなかったが，床面に広がった焼土の範囲

－821－



と竃の位置から，N－960－Eを主軸とする一辺約3．3mの方形または長方形と推定される。

床　遺存している部分はほぼ平坦で，床面全体に焼土粒子や炭化物が広がっている。また，それほど硬化した

部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　遺存状態が悪く，天井部や袖部は認められず，白色粘土粒子と砂粒を主体とする灰褐色土が，径約80cmに

わたり円形状に広がっているだけである。火床部と想定される位置には，焼土ブロックのほかにロームブロッ

クも多く含まれ，明確に火床面を捉えることはできなかった。

ピット　検出されていない。

覆土　4層からなり，ロームや焼土のブロックを各層に含む人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片38点（杯4，高杯1，小皿9，聾24），須恵器片1点（杯），礫1点（被熱痕）が，覆

土中から出土している。大半が細片で，投棄あるいは混入したと考えられ，投棄されたものとしては南西部の

床面から出土している3681が相当する。

所見　完形土器がないことや，床面に点在する被熱痕の形跡，土層の堆積状況などからみて，住居廃絶に伴っ
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第624図　第320号住居跡・出土遺物実測図
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た焼失住居と考えられる。また夢　遺物が少ないため時期は明確ではないが　床面に投棄された土師器の塚や婆

の形状から．10世紀中葉と推測される、、、

第霊号佳屠跡出土遺物観察表　第寝図）

番可 種 別 i器 種桓 径極 高 底 可 胎　 二日 色　 調 焼成！ 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考
36尋 土師器 巨 ！100車 8 ・2 匿 を赤色 にぷい褐 普通細 転糸切檎 手持ちへ

北壁際床面 祁％
煤付着

胤 巨 瀾 つ　 婆　 巨融 車 高 i雲母。石英恒 い赤褐 普通！体部内商へラナデ 南西部床面 20％

．、∴′∵．了　∴一　一言、㍉ヽ・；

位置　調査区中央部のIl12it月刈二位置し．、臣旧制二立地している、、

重複関係　第3封号住居跡を振り込み，第264号上坑に掘り込まれている、、

、・；、′　「．、　上　ノ1＼、ぺ二　言1′　′．∴ノr・・．ノ1亘、・′′ノ　　ー・ト　一、／：ノ′一・、し′LLソ了‥＿．7′　－・・ノ　＼＼　ノ：′　　い∴、．・一　′

る一遇約息淵mの方形または長方形と推定される。壁高は摘cmと低ら　立ち上が　は不明である。

床　ほぼ平川であるが，f酎ヒしている中央部が若十高くなっている、、，

篭　北壁の中央部に砂質粘土で構築されてお娠　焚打部から煙道部まで約は紋m　磯部幅的摘鹿m　壁外への掘

り込みは約40cmである。竃付近の床面には電解と思われる焼土ブロックが散在してお酌　意図的に壊された可

能性が高ら　天井部は崩落して　磯部の遺存状態　悪い。火床部は浅い皿状を墨してお酌　土層断面図中の第

層の下面が火床商に禰当し　赤変硬化している部分が確認された。煙道は火床部から外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一・粘上ブロック少量．灰微量

2　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼上ブロック・粘上プロ、ソク少量，炭化粒自微量

：j　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク小結　ロームブロック・炭化粒J’・・粘上ブロック少量

・1赤　裾　色　し1－ムプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J∴・帖上プロ、ソケ少：～i：

5　暗　褐　色　ロームブロックも焼士粒子の粘土粒子少量

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量

7　黒　褐　色　ローム粒子多義，焼土粒子0炭化粒子少量

8　にぷい赤褐色　焼士ブロック中最，ローム粒子の炭化粒子少量

9　暗　赤　褐　色　焼上ブロック中量．ロームブロック・炭化粒J’・少量

10　暗　赤　褐　色　ロームプロ・ソク申結　焼上プロ・ソク・炭化粒J’・少「－1：

11黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

ピット　検仕lきれていない。、

覆土　2層からなり，ロームブロックや粘上を含む，人為堆積である。－、

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼十粒J′l・炭化粒J∴・粘目白’一少量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・粘い粒子少量

、、三つト　一一∴、ん－　■＿出目－；十・、、（！ノ、∴リ　言付　′上平ノ　ブ∴ノ∴　巧五；′　3二黒豆′∴、∴　′籠′，ノー．ノ‥・′′．。熱

病）が，全域の覆土中に散在した状態で出土している。蜜縮二対して捧片が多数を占めてお勘　量的に不自然

であることから，太半は住居廃絶後に投棄されたと推測される。また，覆土中から出土した3点の須恵器の機

片は，破断面が摩滅しておl主　混入したと考えられる∴

所凰　小皿が出現していることや　僕鷹巣に須恵器を用いられな　なっていること　当該期の住居形態の特徴

から，時期はl甘世紀中葉と考えられるご

一一823－



④　　腐当夢。682』土当m
第625図　第325号住居跡・出土遺物実測図

第325号住居跡出土遺物観察表（第625図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

3682土師器土不 －（1．2）－長石 橙 普通体部内面へラ磨き
南西部覆土

上層

5％　墨書

「□」

第328号住居跡（第626図）

位置　調査区中央部のI13cl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第329号住居跡，第1号濠跡を掘り込み，第319号住居，第464号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・8m，短軸3・4mの長方形で，主軸方向はN，370－Wである。壁高は24cmで，外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の前面から出入口部にかけて硬化面が広がっている。壁溝は，南東コーナー部が不明であ

るが，本来は周回していたと考えられる。北西コーナー部及び中央部の北東コーナー寄りの床面でわずかなく

ぼみが確認されているが，詳細は不明である。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約120cm，袖部幅約84cm，壁外への掘

り込みは約18cmである。天井部は崩落しており，土層断面図中の第5層が相当する。袖部の遺存状態は良好で，

内側が火熱を受けて赤変している。火床部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火床面は焼き締まっ

ている。煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

寵土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
2　灰　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

5　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

－824－



ピット1か所。深さ16cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設され，長軸60cm，短軸42cmの楕円形で，深さは40cmである。底面形状は長方形

を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土屑解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第4層には竃材の一部流出が見られる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片4点（杯2，嚢2）が覆土中から出土している。すべて破断面が摩滅した細片で，混

入と考えられる。

所見　床面がよく踏み固められて，また，竃の火床面が厚く焼き締まっていることや，食膳具類はあらかじめ

持ち出されていることなどから見て，比較的長い居住期間を経て廃絶されたものと推測される。なお，伴出遺

物は検出されないため時期は明確ではないが，竪穴部に主柱穴を持たない小形の住居形態であることや，重複

関係からみて，8世紀後菓前後の住居跡と推測される。

－825－
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∴：二　′　　－．ノ．∴∴′′、ズ：

位置　調査区中央部のHlの　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第鍼号住居跡　第錮号圭坑を掘　込んでいる。

．∴・．壬・　′ノ、‘．〈ノ）　jフ′、、J′＿′′、ノ、′、∴、∴一　㌦　′　′㍉ノ）二㌦ノ「ノ、′・′．「！・∵′吉、∵∴、、が。、一十十一

、らノ、・′′・・‥・か．、＼－．′　　∴′二　　　レ　ら　十㌦）′・1、ノ「′一言：∴∴．、／ノ′三一十・∴つ言〇　㌢「エ：LJ！．一言

いないため立ち上がりは不明である、、

床　西部は削平されているため確認で　ないが　はぼ平坦で硬催した床は径約　mの範囲で確認された。

竃　検出されていない、－、

ピット　検出されていない。ニ

覆土　堆積状況は不明である、、

遺物出羞状況　土師器楕悠点　棒杭　婆の　石器　点　砥石）が床面から出土している。すべて細片で，破

断面が摩滅している土器片　あ娠　住居廃絶後に投棄された　のや埋め戻す段階で埋土中に混入した　考えら

れる。3鮒は北西コーナー部と第狙号住居跡から出土した破片が接合した　の汐　罰湖は南西コーナー部から

それぞれ出上している、、

新風　竃は認められず，倉庫的な施設の可能性も考えられるが　当遺跡から置　竃の破片が数点検出されてい

′′　　、　‥∴一′′・lゾー　′・言‾ト十1∵∴　、言′　‾lノノ．・’ノ言、）‥U予上・て′√　∴：ノト　′l、‡一一′イ′、‥・了、一

、．一掃｝′′．　ノし′ノ‘．．′㌧∵・′‘一、、‾　　　∴　・′・／、く∴ノ　．・て－　′、ノ・‾㌧ノ∴㍉′ノ、．　′、！十、・・．．・∴／一㌦．－　′′・、′′．
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第器号住居跡出土遺物観察表　第寝園）

墾十位 別 極凋車 ト可 器 高極 径 胎　 土 ！色　 調i焼成 手 法の特 徴　 恒 士位置 備　　考
尋 胡可 甑 巨掴 巨 中 融 雲母 i 体部下端へラ削り　 ！北西部床面

10％

番号　 器 種 序 さ 幅　 軽 さ 重　 量 廿　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出上位置 備　　 考
諏諏　 砥石　 巨 ・7 1m 「胴 3600 凝灰岩 砥面は3面 南西部床面

第訓導健贋妙　策氾図）

位置　調査区中央部のH臓鐙区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第33日月持し　第203号十坑に据i）込まれている、、

∴ミr三・・五　十汁．工二　言Il年：∴、仇ペ′Ll：一」、－＼′」。－ノ二鳥こ　！：：′∴．・⊥＼、ン）．∵′しン：）′．J、二、′、

と低く，立ち上がりは不明である、－、

′∴　′　‾　　ノ、つ・ゝ・㌧ふ！－　′！ノ、い　ハ十一一、′t、ノブ．′・、しニ′　′一・・・′・∴！′′＼・　′！′：ノー　′一　　二・

コーナー部と中央部の床面でわずかなくぼみが確認されている．、、

竃　北壁の中央部やや東寄鋸こ砂質粘土で構築されているが　竃廃絶時に意図的に壊された可能性が高ら　竃

前の床面に火熱を受けた土器片や竃構築材の粘土粒子や砂粒が散在している。また　竃の太半が削平されてお

酌　検出で　たのは磯部と煙道の一部だけである。火床部が想定される位置には焼土ブロックのほかにローム

ブロックも多く含まれタ　明確に火床面を捉えることはできなかった。煙道は上部が別学されているため　外傾

して立ち上がる様千が若十認められる程度である、、ニ

電土層解説

1　暗　赤　褐　色　焼士凝子の砂質粘土粒子多量，ロームブロックの炭化粒子少登

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

3　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロックの炭化粒子き砂質粘土粒子少量

・1

5

6

7

黒

暗

黒

黒

褐　色　炭化粒J’1中量，焼上プロ、ソク・ローム粒J’・少量

褐　色　焼土ブロック少量

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック。炭化粒子。砂質粘土粒子少量
褐　色　ロームブロック0焼土ブロックe炭化粒子少量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子中量ク　ローム粒子弓削闇翫上砂質粘土粒子少量

！）暗　赤　褐　色　ローム粒√中量．焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

1O　暗　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

11にぷい赤褐色　焼土粒子中軋　ローム粒J’・・粘上プロ、ソク少量

12　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子や粘土ブロック少量

ぽッ睦　　か所。P　は深さ器cmで　位置的に出太　田施設に伴　ピットの可能性が高い。P鼠は深さ28cmで，

形状から柱穴と判断したが．詳細は不明であるご．

覆土　単一1層であるが，覆土が浅く堆積状況は不明である．∴

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子も炭化粒子少量

遺物出藍状況　土師器片63点（塔28，嚢35）須恵器片摘点　棒娠　蓋1短類義の　灰粕陶器片　点　私

意上　鉄製品主査　不明）銑淫　点，礫1点（被熟痕）が，西側部分の床面から室に出土している。太半が機

片で完形に近い状態で検出された遺物はなも　投棄あるいは埋土中に混入していた　の　考えられる。3689は

北西コーナー壁際タ　3688は南東コーナー壁際のレザれも床面から出土しておりタ　住居廃絶後間もなく投棄され

たものと考えられる．。

新風　伴出遺物は少ないがタ住居跡廃絶後間もなく投棄された土師器棒から，時期は9世紀複葉と推測される。

一一一一8271－一一一一一一
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第628図　第342号住居跡・出土遣物実測図

第342号住居跡出土遺物観察表（第628図）

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

40％3688 土師器 杯 ［13．0］3．9 7．8 雲母・長石にぷい橙普通休部内面へラ磨き 南東部床面

3689 灰粕陶器 蓋 5．8 1．7 緻密
灰黄・オ

リーブ灰
良好粕は刷毛塗り 北西壁構部

80％PL235

猿投産

（黒笹14号

窯式）

3690灰粕陶器段皿 ［16淵］（1．7） 緻密
灰自・灰

黄
良好

体部内面に段を有する，粕は

刷毛塗り

東部覆土上

層

10％　猿投

産（黒笹90

号窯式）

－828－



第344号住居跡（第629図）

位置　調査区中央部のI13a8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第517号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・8m，短軸2．6mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－940－Eである。壁高は7－14cm

で，外債して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の前面から出入口部にかけて硬化面が広がっており，壁溝が周回している。

竃　東壁の中央部やや南寄りに砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約108cm，袖部幅約50cm，

壁外への掘り込みは約76cmである。遺存状態が悪く，天井部は崩落しており，袖部は東壁に砂質粘土を貼り付

けた痕跡がわずかに確認される程度である。火床部は浅い皿状を里し，土層断面図中の第2層下面が火床面に

相当すると考えられ，焼き締まっている。煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

④l　　〝

＼、、′＼ノ＼

可　　ul

1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第629図　第344号住居跡・出土遺物実測図
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竃土層解説

1　暗赤褐色　焼上ブU、ソケ・砂質粘上位J’一中量

2　暗赤褐色　廃土ブロック多量

：う　黒　　　色　ローム粒J’－・焼‖こ白’・・砂質粘上粒子少蔓

・1暗赤褐色　焼上プロ・ソク中量．ローム粒J∴・炭化物微量

う　褐　　　色　ローム粒J’・多量．鳩目三白’－少量

ぽッ睦　　か所。P　は深さ膵臓で　壁際の中央部に位置しており夢出入り打施設に伴うピットと考えられる。

㌘2　e P3は形状から柱穴と考えられるが労　相対する東側には柱穴は認められずタ　詳細は不明である。

尊堂　3層からな勘　ロームブロックや炭化粒子を含み　ブロック状の堆積状況を示すÅ為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼‖障子少甘．炭化粒日放量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中計．炭化粒子微量

：1黒　褐　色　ロームプロ、ソク小結　焼‖泣千・歳化物少量

．‾各一　　′′．　・・‖－．｝、‘－ノ　；ィ、∴、∴′・紗：ヶり　　′、・ヽ　∴∴　　主一、．／一二′　′、．ノ、：∫一㌢、′！！、ノ・、

点夕　銑淫2息　礫6点（被熟痕）がタ　中央部と竃付近から出土しているが撃　床面から確認された遺物は少なくタ

太半は覆土下層から検出された　のである。また　竃内と竃周辺の破片が接合した罰犯は火熟を受けておらずタ

本跡廃絶後の埋め戻す段階で投棄されたと考えられる。粥鋸は中央部の床面から出土してお勘　住居廃絶時に

遺棄きれたと考えられる．、・・、

所鳳　、皿の形状から　時期は摘健虎中葉と考えられる。また　当遺跡からは　竃を東壁の南部に付設し　北

側に広い空間を持り本勝と形状が似ている住居跡が多数確認されている。これらの住居跡の特徴は　遺棄され

た遺物がタ　北部よりも中央部や南部から多く出土しタ　北部と中央部を仕切る港が認められる例（第299号住居

跡　があ娠　硬化した床面が本跡のように北部では確認されない例　本跡　第㍍　の贈号住居跡飽）が多いな

どが挙げられる。このような共通点から汐屠住者たちは意識して北部を広く空けて使用したことがうかがわれタ

中央部から南部は　土器類の収納や食事をする空間に充てていた　考えられる。また北側は　これら南側での

用途以外を想定すると　寝室などに充てられていたと推測され撃さらに板床やむしろなどの存在も想定される。

第鍼号佳屠抄出圭遺物観察表　第寝図）

番号 種　 別 器　 種 日　経 器 可 底 可 胎　 士 色　 調 醸 成 手　法　の　特　徴 出士位置 備　　 考

36鋸 土師器 杯 ［14。4］
3e車 中 摘

底部回転系切り離し 中央部床面 40％
砥石転用

3692 士師器 林 16．0
3・車 0

＝ 底部回転系切り離し後，ナデ 竜内・電手
前床面 35％

∴∴十工′“′　′．・こ′言上　′：；＿－ズ′

位置　調査区中央部のHl射　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第131ぢ1住居跡を掘l）込んでいる．。

規模と形状　東西軸は約400mで資北側部分が調査区域外に延びているため　南北軸は約．mだけが確認でき，

N－960…Eを主軸とする一辺4誹m前後の方形あるいは長方形と推測される。壁高は約鋼cmで　外傾して立ち

上がっている。

床　遥存している部分はほぼ平坦で　それほど硬化した部分は認められず撃墜溝も確認されていない。南西コー

ナー部の床面でわずかなくぼみが確認されており，位置的に貯蔵穴の可能性もあるがタ　詳細は不明である。

一一一一・83（主・一一一1



竃　東壁の中央部やや南寄りに砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約96cm，袖部幅約100cm，

壁外への掘り込みは約72cmである0遺存状態が悪く，天井部は崩落しており，袖部は東壁に砂質粘土を貼り付

けた痕跡がわずかに確認される程度である0火床部は床面から20cmほど掘りくぼめた後，焼土混じりのローム

土で床面と同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は焼き締まっている。土層断面図中の第4層上面が

火床面に相当すると考えられる。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

竜土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

5　赤　褐　色　焼土ブロック中呈，ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
6　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　2か所o Plは西壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は深

さ18cmで，形状から柱穴と考えられるが，詳細は不明である。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

一七。。。

◎　虚。2

E　．
－3694

第630図　第345号住居跡実測図

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」
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遺物出土状況　土師器片54点（杯5，柑2，嚢47），須恵器片51点（杯32，高台付杯3，蓋1，短頚壷4，襲

11），鉄製品1点（不明），礫1点（被熱痕）が，竃と竃周辺の床面を中心に出土しており，3694～3696が相当

する。これらの土器片は，いずれも火熱を受けておらず，本跡廃絶後間もなく投棄されたと考えられる。3697・

3698は覆土中から出土しており，本跡廃絶後の埋没段階に投棄されたものと考えられる。

所見　住居廃絶に伴って，食膳具類はあらかじめ持ち出されており，竃も意図的に壊した状況がうかがえる。

また，須恵器杯の出土数や形状から見て，時期は9世紀中葉と考えられる。

－ －－一－

・←
＼ ＼　 ←

3 6

第631図　第345号住居跡出土遺物実測図

第345号住居跡出土遺物観察表（第631図）

ヽ、、
－　　　　　　：：：勺 二一‥こtと

3698

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3693須恵器杯13．54．86．2雲母・長石灰自普通
底部回転へラ切り後，二方向

のヘラナデ
東部覆土中40％

3694須恵器
高台付

杯
13．6（5．4）－長石灰普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ

竃前覆土下

層
90％

3695須恵器
高台付

杯－（3．2）－長石
黄灰普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ
竜中層30％

3696須恵器短頸壷8．57．25．7雲母・石英褐灰普通体部下端手持ちへラ削り
奄内・窺前

覆土下層

85％

PL234

3697須恵器蓋［18．2］（2．2）－長石黄灰普通体部内・外面ロクロナデ南都覆土中10％

3698須恵器蓋－（2．2）－長石
褐灰普通体部内・外面ロクロナデ覆土中10％

－832－
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竃　竃　から竃　への据え替えが行われ　竃　は東壁の中央部やや南寄勘　竃　は北壁の中央部やや薬害　に
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るが学　竃廃絶時に意図的に壊してタ埋め戻されたと考えられ撃　天井部と磯部はいずれ　遺存していない。玉井
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竃1土層解説

且　暗赤褐色　焼土粒子中農タ　ロームブロック少量

2　暗赤褐色　U－ムプロ、ソク・焼上ブtJ・ソケ少量

3　極暗赤褐色　焼士プロッタ中量，炭化物少量

Ll　暗赤褐色　焼上プロ、ソク中量．ローム粒J’・・炭化粒J’・少量

1　黒　褐　色　tlJ－ム粒j’中量．焼上ブLJい′ケ・炭化粒J’一少量

6　黒　褐　色　ローム粒子0焼土ブロックゆ炭化粒子少量

γ　黒　田　色　しトー∴ブし「′ケ中量．帖上粒「少量

竃2土層解説
1　黒　掲　色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　極暗褐色

焼土ブロックをロームブロック中量夕炭化賂子少量

焼上ブtJ・ソク中量　し1－ムブ［上′ケ・炭化物少量

焼土ブロック中乳　炭化物少量

焼上ブロック中量∴「7－ム粒「・炭化粒子少量

ローム粒子中量，焼土ブロックの炭化粒子少量

ローム粒J’l・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

S　極暗赤褐色．ロームブロックの焼土ブロックも炭化粒子少量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量撃　ロームプロッタ少量

10　暗　褐　色　U－ムブU、ソク・力日∵プロ、ソケ少量

11暗赤褐色　焼上ブU‥・′ク小甘．炭化物少量

12　暗′右褐色　母上ブLJリク中量．ローム粒守・・炭化粒J′・少量

13　灰　褐　色　ローム粒子中量学　焼土ブロックの炭化粒子少量

1・11榊満潮色　目－ム粒「・焼lソロ、ソク・炭化粒J′・少量

7　黒　褐　色　ロームブロック中量，粘土粒子少量

8　暗赤褐色l「トー！、プロ・ソク・焼上ブロック・炭化粒J’・少量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック少量

川　黒　褐　色　り－ムブしトソク・焼上プロ、ソク少量

H　暗赤褐色　焼士ブロック中量，炭化物少量
12　暗赤褐色　焼土ブロック中農，ローム粒子の炭化粒子少量

了．′　　ノ∴′　　′　′∴‾一・十‥‾　′　　中両：′lJ　′、　′′ノ　′、う′！．．′　′　′∴　ノ∵　′　′　′　・′∴′

れる．＿、LI当Z・P3は∴形状から柱穴と考えられるが，詳細は不明である．、、．

澤羞　5層からなり資　ロームや焼土のプロッタを各層に含みタ　不規則なプロッタ状の堆積をしたÅ為堆積であ

る、

土層解説

1　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J′l少量

2　暗　褐　色　ロームブロック8焼土ブロック中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

・l　椀暗褐色　しブームプロ、ソク・焼上ブU・ソク・炭化粒」’一・拙上プロ、ノク少量

5　極暗褐色　ロームブロックも焼土粒子の炭化粒子少量

∴4　・’．　・lノ㌻′　′J′・・二′∴′′　　′′‥シーこ．′、・′′　ノ．、′：リ　在日　…∴、JL．．て∴　声：　′′、イーtj、

娠　嚢の　灰粕陶器片　点　椀上　磯　点　被熱痕）が，主に覆土下層から出土してお酌　床面から確認され

た遺物は少ない。これら覆土中から検出された土器片は　本跡廃絶後の埋め戻しの段階で投棄されたと考えら

れる。また資　竃l内から火熱を受けていない土師器塔が出土しているが芦　これらは第2竃へ据え替える段階で

投棄されたと考えられ，粥鱒の影楠が禰当する。また　竃　内から赤愛した土師器鷺片が数点出土しているが，

レザれも完形とはならず，第2竃前面の土器片を含め資　本跡廃絶後間もなく埋め戻しの段階で投棄されたと考

一一1833、一バー1－一一一



えられる。

所見　本跡は竃1から竃2への据え替えを行っているが，竃1内に残された土器片と住居廃絶直後に投棄され

た土器片には時期差はほとんど認められず，竃2の使用期間が短期であったと推測される。また，土師器杯や

嚢の形状から，時期は10世紀後葉と考えられる。

B

C

D

一給．ガ　　　3699

0　　　　　　　　　　　　　2m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第632図　第346号住居跡・出土遺物実測図

第346号住居跡出土遺物観察表（第632図）

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3699 土師器 土不 12．6 3．7 7．8 雲母 にぷい黄橙普通底部回転へラ切り後，ナデ 竃・南部覆

土中層
80％

－834－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

370 0 土 師器 坤こ 12 ．4 3．6 7 ．6 雲母 ・長石 にぷい橙 普通 底 部回転へ ラ切 り後 ，ナデ 竃 覆土 中層 80％ 煤付着

370 1 土師器
高台付

椀
［15 ．3］ 5．1 6 ．9 雲 母 ・長石 橙 普通

底 部回転糸切 り後， 高台貼 り

付 け，ナデ

中央部 ・南

部覆土 下層
50％

第347号住居跡（第633図）

位置　調査区中央部のI13dO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第351号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸約3・4m，短軸約2．5mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－6。－Eである。壁高は16cm

で，外傾して立ち上がっている。

床　後世の撹乱を受けているため詳細は不明であるが，遺存している部分はほぼ平坦で，それほど硬化した部

分は認められず，壁溝は確認された壁下を巡っている。

竃　検出されていない。

ピット　検出されていない。

覆土　3層からなり，ローム粒子が均一に堆積している単一層で，自然堆積である。第3層は，壁溝部の層で

ある。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量

遣物出土状況　土師器片133点（杯51，小皿2，嚢80），須恵器片3点（蓋1，嚢2），礫4点（被熱痕2）が，

全域の覆土中から散在した状態で出土している。大半が細片で，伴出遺物は少なく，埋没過程で投棄されたも

のと考えられる。

手　＿＿＿＿－
Sl351

‾‾、＼　／

⊂＝
l

l

l

「、一一

「、一
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五eっ」／
ll．．一二＿、

二j

・く

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第633回　第347号住居跡・出土遺物実測図

－835－
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と考えられる．一、．

．　　　　　　　　　　　　－て′．・ノ：′モ　ノ、　㌧′．′　′

第義考健應妙　策椚囲）

位置　調査区中央部のI13e8区に位置し，半川部に立地している、一、．．

重複関係　第352弓朝方住居跡を据i）込み，第〔）号据立柱建物跡に掘り込まれている．‥、

規模と形状　重複している舶帖土壁部をl日出二捉えることができず，遺存している両壁と硬化した床の範囲や

竜の位置から．N－2°－Eを巨柚とする長軸約3．7111．短軸約2．：3Illの束順二長い長方形と推定した、壁高は

8cmと低く，立ち上がりは不明である。

床　遣存している部分はほぼ、伸しで一恒夫部から竜の前面にかけて硬化面が広がっている、、唱勘封確認されて

いない、

′′．　ノ、′′、J．、′．．′・ノ’∴　　　　．、一ノ、、j　′　．ノ、‘み　′‘ノJ、・一一‥ご’言、らしこ‥（、　和、．：中l高′・・（、　′

外への握り込みは約2tmである＿．＿　遣存状態は悪く，大作部は崩落しており，柚部は南唯に砂質粘上を貼り付け

た痕跡がわずかに碓認きれる程度である、、、火床部は浅い皿状を皇し，目測新面図中の第川1日、‘面が火床Ifliに相

当すると考えられ　赤変硬催している。火床部の奥には凝灰岩が下部を埋め込まれた状態で据えられ9　支卿と

して使用されたと考えられる－、また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている、・、

竃土層解説

1　黒　褐　色　焼士ブロック少量，ロームブロック微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロックe炭化粒子微量

：1　黒　田　色　ロームブしいノク・焼上ブ［二「ノク少量∴　炭化粒j’・微量

4　暗赤褐色　廃土ブロック中量，炭化粒子の灰少量

1　黒　褐　色　U－ムプロ・ソク・焼上プロ、ソク少量．炭化物微量

ピット　検出されていない．。

覆土　3層からなり，不規則なプロ、ソク状の堆積をした人力堆積である．∴

土層解説

1　黒　掲　色　ロームプロ、ソク少量．焼日章千・歳化粒f一微量

二　極暗褐色　ロームプロ、ソク少量、焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中豊

；　　ニ　　　　　／，′　　　′　′　　一′、　∴　　　仁一　′・・　　　　′′’　　翌‘　’．　′　　ノ′ら－ノこし　ノ′

内と全域の覆土中に散在した状態で出土している。太半が細片で　撹乱部付近から出土している土器片が多く芦

伴出遣物は少ないが，投棄あるいは混入したものと考えられる、＿、37（〕3は電内から凝広告や上器片数点と・緒に

出土しているが，火熱を受けておらず。本跡廃絶後の埋め戻す段階で投棄されたと考えられる、・

所見　西側に大きな空間を存した特異な形状である、－、また西部の床面は平出で，それほどf酎ヒした部分は認め

られず，板床などの床材の設置も想定される　＝帖器林の形状から，時期は1冊二紀前葉と考えられる、、

一一1－－－1－…－836、1－1一一一一一一
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第634図　第355号住居跡・出土遺物実測図

第355号住居跡出土遣物観察表（第634図）

0　　　　　　　　　　　10cm

ヒこ＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　の　特　 徴 出土位置 備　　 考

3703 土師器 杯 ［14．4］ （3．4） － 雲母 ・長石 にぷい黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 竃火床面 10％

3934 灰粕陶器 皿 ［7．0］ （1．2） 緻密
灰自・乳

白
良好 粕は刷毛塗り 東部床面

10％　 東濃

産 （光ケ丘

1号窯式）

第362号住居跡（第635図）

位置　調査区中央部のI14g2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第354・363号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺3・3mの方形で，主軸方向はN－920－Eである。壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，4本の主柱穴の内側がよく踏み固められている。壁溝は確認されていない。

竃　東壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約82cm，袖部幅約78cm，壁外への掘り

込みは約40cmである。天井部は崩落しており，土層断面図中の第2層が相当する。袖部や火床部の遺存状態は

良好で，両袖部には凝灰岩が芯材として使用されている0火床部は，床面と同じ高さの地山面をそのまま使用

しており・火床面は焼き締まっている。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

－837－
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第635回　第362号住居跡・出土遺物実測図
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電土層解説

l　黒　褐　色　焼上ゾLJ、ソケ少量∴　t」－ムゾLJ・ノク・炭化粒Jつ鋸－i：

2　異　　　色　粘土粒子少量，焼士ブロック微量

ぽッ匪　4か所。深さほほ～黒服で芦　いずれも位置的に主柱穴と考えられる。

尊堂　　層からな勘　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第9層には竃樹の一部流出が見られる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

7　黒　魁　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

ロー＿吊こl白’－・焼「プロ、ソク・炭化粒日放量

ロームプロ、ソク・焼巨粒子一・炭化粒自微量

ロームブtJ・ソク微量

ローム粒J’・・炭化粒召尉II：

U－ムプロ・ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒自微量

ローム粒J’・・焼上プロ・ソク微：－11：

ロームブロック・焼上プロ、ソク微量

ロームプロ、ソク・炭化粒千微量

ロームブロックの廃土ブロックが炭化粒子e粘土粒子微還

∴場　、∴、ノ　　・l′．　－‥　二′、、・′＼′　亙＼　＿　　　　′、－　へ　∴・．′・ラ∵、、′′，ノノーlJ㍉、‘

灰粕陶器片2意　椀上　銑淫　点　石器　点　砥石上　磯告蕉　被熱痕）がタ　竃内と南側の覆土下層を中心に出

、一二　′　′・′一　′．H　とノーィ　．を．∵ノ′ノ、　′∴：三　．・‘，′′∴J工　亡　．　′∴，′　二　′ノ　∵′′、∵∴∴′・．ノ∴

′．．　、ノ′　　‾∴∴∴言　　て　′．　∴・・′∴、∴、言∴′′、．′し　こJの二．㌘′、、．／言．　∴’二　　′・　′、‥言．

内から出土して折るが　火熱を受けてお酌　支脚として健用されていた可能性が高い。

所凰　床面からは凝灰岩　点　砥石鉱産が認められ　銑淫も監査出土してお酌　銑生産に関わる遺構の可能性

／′　　！、：′　′、・；∴　－‾′一、　l・．′　ソノ・′、入、ノ′、．′ノノノ三∴　ノ、、、い′、一　‾　ノー’∴　　主一、／、′∴．　　∴ハ

i帰し川「葉と考えられるし、

第歳号住居跡出土遺物観察表　第椚囲）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の ・特　 徴 出士位置 備　　 考

3704 士帥器 林 †0 ．寸 3．4 6 。4 雲母 にふい橙 普通 休部両面へラ磨き 竃内 60％

3m 5 士帖器
高台付

椀 14 の2 6 識 6。2 雲母 灰黄褐 普通
底部回転糸切 り後，高台貼 り

付け，ナデ
竃内 80％

3706 士帥器 耳皿 9．8 3 諸 ［6．0］ 白色粒子 黒 普通
口唇部、台部．内 ・外面へラ

磨き

北東部将士

下層
85％

P L235

3707 士師器
尋

12，6 13。6 10 ．2 長石 ・石英 にぷい黄橙 普通
休部内面へラナデ，外面下端

へラ削 り
南東部床面 50％

3祁8 士師器 悪 は4 潮 （ユ2凍 －
雲母・長石・

石英
にぷい褐 普通 休部内面へラナデ 南東部床面 10％

1－　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

削　く　－　　、＿ノ　　∴ご　三‘′

位置　調査区中央部のIl∴li4区に位置し∴平川部に立地している、一

重複関係　第3（う5号仕居跡を捕り込んでいる、＿．

∴′　ニ　　、・’‘言　′、∴・：つノ　　ノ．′．三、　l・．′　　∴＼・　　　‾ノ′′．－、　　　　′、二

ち上がりは不明である＿、

床　ほぼ、棚tで一上火部が踏み回められている∴　嘩溝は碓認きれていない、、

t一一…一一一一一一一83（主1一一一



竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約116cm，袖部幅約76cm，壁外への掘

り込みは約52cmである。天井部は崩落しており，土層断面図中の第2層が相当する。袖部の遺存状態は良好で，

内側が赤変している。火床部は浅く皿状に掘りくぼめられているが，焼き締まった感じはなく，明確に火床面

を捉えることはできなかった。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

寵土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量
2　黒　　　色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒子・粘土ブロック微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは7～21cmである。P5は深さ52cmで，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　堆積状況は不明である。

旺
Ij［

、」！　◎＼ヽ　　　′　題「＼

＼吐竺⊇聖「
∴（

第636図　第366号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



、二秒　　－・∴　　・：了∴　－・∴　－～、′；．．＝′、′．J．！一・、そ∴・、ノ　　′、・、、ご、　ニ　　　′∴・、、．－　トくし十　　‥、

全域の覆土中から出土してお酌　床面から出土した土器尉少ない。太半は住居廃絶後に投棄あるいは混入し

′、ノノ十・°三　．′　、こ′、ノ、　．′′′　′　∴　．′　　　、．、′、　　　′　　　－＿′、′ノ　′。・′′、ノ、－′．・一二：　一、

いる、一、

．＼‥、′一／′ノノ　　′・一°言　Y．ノ　　　　　．　　　／ノ′）′・　　て・′、／′　　　ノ、、．∴′ノ　　′、．．ノ・言・ノ、

て土師器杯の体部外商に墨書されてお娠　供膳具であった可能性が高い。また「八万圭「万」などの吉祥を表

す墨書と一緒に検出された例もある。なおタ　書体や筆磯から同一尤物によって書かれだと推測できる墨書は3

点に留ま勘　そのはかは複数太による筆跡である。これらの墨書の意味については明確ではないが言庄　ほ

居宅などを表す可能性が考えられる。またラ　これらの墨書はすべて識字者層によって書かれたものと考えられ

′′′ノ　　′いいノノノ、′ノ‘：：′、′　′・：′′′′　　　　′：、　′′ノ：二　二㍉′′二′′　　・ノ了ノ　　・ノ′ノ．・′、、ノ　ー′′）・三’・∴！・ノ　言

は～‖目頭山前葉と考えられる、、

第罰号佳屠跡出土遺物観察表　第鵬囲）

番可 種 別 器　 種 ＝　 律 器 可 底 径 恒 台　 士 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考
37車 師器

林 …

（30習 i 雲母
にぷい褐 普通 体部内面へラ磨き 将士中 5 ％

墨書 「庄」
37車 纏

棒 －

（′2。3）「 唇 ！
にぷい橙 普通

！
休部内面へラ磨き 将士中 5 ％

墨書 「［コ」

欝膵　 士摘 小彬悪 白3凍 馴 つ 狛日 射 ト 摘 明赤禍 普通 休部外面下端植位のヘラ削り 竃内 40％

第罪考健腰掛　第椙囲）

位置　調査区中央部東欝　のm a　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第朝号住居跡を掘　込み　第罰号掘立桂建物に掘　込まれている。また　耕作による撹乱を受け

ている．、、、

規模と形状　遺存している竃の位置や芦　西も南の東壁からタ　N－60－Eを主軸とする一辺約3。5mの方形と推

定される㍉　碓認きれた嘩高は20cmで，外傾して立ち上がっている＿、

床　ほぼ平坦で，竃の手前から南壁際にかけてよく踏み固められタ　壁溝は南西コーナー部で確認された。

竃　北壁の中央部やや東寄りに付設されているがタ　遺存状態が窓いため　磯部幅l摘cmだけが確認された。

竃土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒子の焼士粒子e粘土粒子少量

2　暗　赤　色　粘土粒子中量，ローム粒子の焼土粒子少量

3．灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子e焼土ブロック少量

4　にぷい褐色　焼土ブロック少数牒－ムブロックの粘土粒子微量

ピット　検出されていない、

覆土　2屑からな星　ブロック状の堆積状況を示した人為堆積と考えられる＿－、

土層解説

1　灰黄褐色　粘土粒子中量，ロームブロックの焼士ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク少量

遺物出藍状況　土師器片94点（杯15，棄79）須恵器片　点　捧娠　嚢の　緑馳陶器片　点，礫7点が出土し

ている。ほとんどが細片で図示できたものは少なく学　394は南部の床面から出土したもので，破断面の摩滅も

見られないことから本跡に伴うと考えられる。また　竃内務土中から出土した線矧喝器楕当も、破片のため図

示できなかったが，胎士から猿投産と考えられる、「．

l一一一一8．－4＿1－－－1一一一



所見　本跡は覆土が薄く・第406号住居跡に掘り込まれ，また，後世の撹乱も受けていることなどから，住居

全体の形状を捉えることはできなかった。住居の規模や南部の床面から出土した杯の形状などから，時期は10

世紀中葉と考えられる。

2　　　　K2　2

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　1m

l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第637図　第371号住居跡・出土遺物実測図

第371号住居跡出土遺物観察表（第637図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿亡＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

394 須恵器 杯 － （2 膏） 7．0 長石 灰 普通
休部ロクロ整形，底部回転へ

ラ切り
南部床面 30％

第377号住居跡（第638図）

位置　調査区中央部のI14d3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第360号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　大半が調査区域外に延びているため，南北軸約3・Om，東西軸約0・7mだけしか確認できず，正確

な規模や形状は捉えられないが，N－40－Eを主軸とする方形あるいは長方形と推測される。壁高は23～33

cmで，外傾して立ち上がっている。

床　遺存している部分はほぼ平坦で，それほど硬化した部分は認められず，また壁溝も確認されていない。

－842－



竜　検出されていない。

ピット　検出されていない。

覆土　5層からなり，ロームや焼土のブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土プロッタ・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

4　暗　褐　色　焼土粒子中量

5　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片72点（杯6，高台付杯2，嚢64），須恵器片4点（杯）が，全域の覆土下層を中心に

出土しており，床面から確認された遺物は少ない。大半は本跡廃絶後の埋め戻す段階で投棄されたと考えられ

る0また，3718と3721は床面から出土しているが，いずれも破片であり，本跡廃絶後間もなく投棄された可能

性が高い。

第638図　第377号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

帯≡
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0　　　　　　　　　　　　10cm
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‘－’∴　ニ′、′．ごl‘ノ′．ノ、　　　、、、・、；’ニ・・て　′　′、′ノ

・′　　　′′　　　‾　一　　　・′ノ．′～．、ノニ　　ー′‘．ト、くり

番号種別極 種口　径器　高底可 胎　土i色　調焼成 手　法　の　特　徴 出士位置 備　　考

3m8
舶 巨

は5．2］3．9 8や2 普通体部外商下端手持ちへラ削り商酋部床面

・卜層

40％
窯斑あり

3m9
舶 巨

［ヱ4ゆ6］3．7
纏や車 母瀾 灰黄

普通体部外薗下端手持ちへラ削り南西部床面20％PL250
墨書「庄」

3720 須恵器　　塚 ［鋳．0］総力
i長石　 巨澗

普通体部内・外面ロケUナデ 西部覆土中・附㌦　墨宮
「工」

3721 土醗つ　襲 は8潮 浮潮 雲母の石英巨ぷい赤褐普通休部内面へラナデ 酋壁際床面10％

、　　　h　′　　′ノ　　′、√

・′、ノミ　　′、　ノ弓　　．：′‥　　′　、　　　　’・　　　　、、′：

‾、・1、．・　′　　　　′　・　－．・・′・・＋．ノ　′　　、∴

ハ　　ご′‥，　　′∴、・’．′！∴′ノ、′′：′　′／！、．　′．、、こ．　　ノ　′、、六　一′こ／ン　′　′．′／．・

、　　　、一　、二　′一′　　′　一′′　．、′∴‘．「　′　　′　′　・・、′、．：’㍉

′　　′－　‾’′、′　　ノ′　′　　、　　　　′　：ノ．一＿’、、′′　′′　一　・二　　　′1．／、、′：‥′：∴、

′　′′：′　　∴一　　　　‾　　∴′′ノ　′　・′、′　′　一‘′・′　‾　′、亡、　′　　′・′′′　・、∴　　　　′、‥　′　′′、′．、．　′

′　　一、′　′　　　　　　　　　　′ノノ　′、．！一、′．／）′／′、′　二　一　ノ′′′　一′．一ノ　　　リ、－．

／　′′　ノ、　、′　　　　　／ノ、一、　、・ノ　ミ　ノ　　ノ　　′　′　ノ　　・い、　　′　∴一、　㌧　′，′一、、′

一°　ソ、・　′　′L′．、′　、、　　′′．、′′ノ　　／‥　′　ノ　：、、エ′・一男′ハ∴，ノー＋）．・t．．、ノバ　　　・

′．′．：′‘．′′∴∴　・・、：′‘∴、・‘．′、・－は′・′　′‘・∴．′一　′・　∴、．‖′！二上．ソ　′ノ、∴、′J．′′

－　　＿′、′　′・′・ご　′、．／′、ノ′′＼．′上目　・・′、・‥　　一　、′′、J′J・丁　子′ノ　　′∴：ノ　　′・・、・）′．、

′　一ノ　／・′．　′ノ′、′　　　′．ノノ　ノ′　′　　り　′・／ノ　′

竃土層解説

1　黒　褐　色　U－ムブし「ノク・焼上ブTJ・ソク少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量ク　焼土ブロック少量

ピット　検出されていない、、、

′′′　ノ　　　　　　′　‥′　　′′ノ　ノ・ノン　　′′　　′　ノノ・　　　・　　ハ　ノ、　′t′．／′

土層解説

1　黒　褐　色　t」－ムプロ・ソク・焼‖位「・炭化粒J’・少量

？　黒　褐　色　ローム粒子少量

：1黒　褐　色　ローム粒J’・中量、炭化粒J’・少量∴　頬∴仁持つ’・微量

－．　　　　ノ　、‘、・′、′　′　　　　；‘．　三′　　′　　　　　　　　　ノーご　′　　牒；　　′リー′．．　　′′

′　′ノ　′　′一ノ　　　　　づ　　　′・ノ′′′　′Jノ　ー、　ノ　　り∴、、′．　　、、′／ふ　ノ、ノ・・・∴　　一．

・′　ハ・　ノノ　′′　　　′　′ノ／′・′／一　．′・ノ・∴′′，　′　　　　　′　　ノ了　／ノ、′有シ　‥　′」、　　′′′

らタ　多　は本跡廃絶後間　なら埋め戻す段階で投棄された　のと考えられる。また　須恵器片や灰粕陶器片

は，厘日中に混入していたものと考えられる

こ　　　し′／∴、′J′′．　言　′′ノ　′・　、．　′′．　′ノ、ノ、一．　′　′、．。′　　．　′′ノ　ー．ハ．、

′　　　一　・′．′′　・′　　　′　　　－　　‘ンJ′、′　　　′、　′　′一′′－！′　′′′、．′′′′′∴′　　　ノ，ノン　ノく

一一一一一一一一一一V8幸「1－1・一一lll



階である。時期は10世紀後葉と位置づけることができる。
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第639図　第378号住居跡・出土遺物実測図

第378号住居跡出土遺物観察表（第639図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3722土師器
高台付

杯
［17．3］（6．5）－雲母にぷい赤褐普通体部内・外面へラ磨き塩火床部40％

－845－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

372 3 土師器 杯 ［16．3］ 4 ．0 7 ．5
雲母 ・長石 ・

石英
橙 普通 底部 回転糸切 り離 し

西壁際覆土

下層
40％

37 24 土師器 杯 ［15j ］ 5 ．0 ［5．0］ 雲母 にぷい褐 普通 体部内 ・外面へ ラ磨 き 撹 乱部 30％

第380号住居跡（第640図）

位置　調査区中央部のI13g6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第715・757号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面の一部が削平されたため，規模及び平面形状は明確ではないが，遺存している床面の範囲と

竃の位置から，N－1000－Eを主軸とする長軸約3．2m，短軸約2．7mの長方形と推定される。

床　北側の床面は削平されて確認できないが，ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められていたと推測される。

竃　東壁の南部に砂質粘土で構築され，焚口部から煙道部まで約56cm，袖部幅約64cm，壁外への掘り込みは約

28cmである。竃の大半が削平され，径約56cmの範囲に，焼土混じりの砂質粘土が広がり，検出できたのは袖部

と火床面だけである。左袖部は基部が認められる程度であるが，右袖部は内側が赤変している様子が確認でき，

火床部は浅い皿状を呈してその部分は赤変硬化しているが，焼き締まった感じはなかった。

ピット　2か所。深さ32～36cmで，いずれも形状から柱穴と判断したが，他は検出されず詳細は不明である。

覆土　一部床面が露出した状態で検出されたため，堆積状況は不明である。

遣物出土状況　土師器片48点（杯15，高台付椀13，嚢20），礫1点（被熱痕）が，全域の床面から散在した状

㊨

一転3h6

l
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第640図　第380号住居跡・出土遺物実測図
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態で出土している。太半が細片で　接合関係にある土器　なら住居廃絶後間　な　投棄された　のと考えら

れる、、3725は中央淵；の床面から出上している、1、．

新風　土師器の棒や嚢の形状などから見て　時期は纏絶後柔と考えられる。当該期に比定される住居は　当

遺跡の南部に比べて中央部から西部にかけた範囲で比較的密集している傾向にある。なおタ　纏雇代に比定さ

れる住居跡の総数はタ　0　世紀代に比べて約　倍と太幅に増えてお酌　当遺跡の繁栄期と言える。

第謂号住居跡出土遺物観察表　第糾図）

番号 種 別 極 種 日 可 器 高極 径 胎　 士 序と　 訴車 蟻 手 法 の 特 徴 ！出土位置 ！備　 考

3725
土師器　 高台付

椀 （2ぷ日日漉ぷ 雲母　　　　 明赤褐　　 普通 体部内面へラ磨き　　　　　 中央部床面 10％

二∴ミさこ′　一∴－‾　言　工′言、、く．

位置　調査区中央部のm地　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第謂号住居跡を掘　込み　第2号井戸に掘　込まれている。

∴ニ′∴圭　・＼lH、′′十ノ　㌦「亘∴－離‥∴・・一＼′、tノノート、∴了′1＼　、∴′ノ′ごノ、′∴∴′・′

cmで．直立して立ち上がっている。、

床　ほぼ平坦で中央部が踏み固められている0南壁中央部付近の床面で後か所のくぼみが確認されているが芦

詳細は不明である、．、

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されているが　煙道部は耕作による撹乱を受けてお酌焚持部から煙道部

′一　ノ　′′　′∴∴ご＼∴こ　年・∴言ノ　ノ＼lソノ、＼ノノ十′　′、・′、、言ノ∴、、′′：′存イ　上　つ　ノ、′　′：：‥：ふ′′仕

士層断面図中の第4層が崩落土に欄当する。袖部の道春状態は良好で　内側は赤愛している。火床部は厚さ的

ほぼにわたって摩　焼　締まって　使用頻度の高さがうかがわれ学士層断面図中の第8層に禰当する。また煙

道は資上部が削平されているため外傾して立ち上がる部分が若干認められた程度である。

竃土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒J’一少量．焼吊、打一・尉ヒ粒自微量
2　暗　褐　色　ローム粒J’ム・焼目白’一少量，炭化物微量

：i　暗　褐　色　焼上ブU、ソク少品lJームプロ、ソク・炭化物微：－i：

・l　暗　褐　色　粘上プロ、ソ川一量、ローム粒j’－・焼＝位十・歳化物つキロ∵プロ、ソク少量
5　褐　　　色　焼上プロ・ソク小結　ローム粒千・尉ヒ物少量

（う　暗　褐　色　焼「粒子少軋　ロームプロ、ソク・炭化粒子微量

7　褐　　　色　ローム粒J’一中量，焼ロム白’－・尉ヒ粒J’一微量

8　暗赤褐色　焼日量√多量．ローム粒J∴炭化粒自微量

9　暗　褐　色　粘土粒子中量ク　ロームブロック0焼士ブロックe炭化粒子少量

ピット　検出されていない、ノー、

尊皇　5層からな娠各層にローム粒子を中量以上含むÅ為堆積で撃第5層には竃材の一部流出が見られる。

土層解説

1　黒J l l t

2　里J l　ヽ1

3　暗

4　暗

5　暗

褐　色　ローム粒子多量，

褐　色　ローム粒子多量．

褐　色　ローム粒戸出I∴

褐　色　ローム粒J’l中量．

褐　色　ローム粒J′・多結

炭化粒子少量，焼土粒子微量

炭化を子中量，焼土粒子微量
炭化粒自微量

焼土粒子e炭化物微量

廃土粒子・粘土ブロック少量

遺物出羞状況　土師器片308点僻56，嚢252），須恵器榊6点僻27　蓋l　聾柑上磯告夜　被熱痕）が，北

東部の上層から下層にかけて出土している。野郎と欝2は北東部の覆土中層夕野錆は中央部の覆土下層から出

土しているが　これらは本跡廃絶後の埋め戻す段階で埋土中に混入していたものと考えられる。

－847－
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第641図　第385号住居跡・出土遺物実測図

－848

0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

3728

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



所凰　出土遺物の摘％以上は埋土中に混入した本跡以前の時期に比定される遺物で　太半の住居跡に同様の状

況が見られる。これは汐当地域に長期に渡って集落が営まれていたことを物語る。なお本跡は　床面がよく踏

み固められていることや竃の火床面の焼き締まり具合から見て，存続期間が長い住居であった可能性が高い。

また　伴出遺物が少ないため　時期は明確ではないが，須恵器の棒や婆の形状などから見て綱摘前葉と考え

られる、、

第謂号住居跡出土遺物観察表　第錮図）

番号 種　 別 器　 種 自 動 極 高
底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

3726 須恵器 林
可 4 eO

［7．0］ 長有 黄灰 普通
目線部 ・体部内 ・外面ロクロ

ナデ

東部覆土中

層
20％

3727 須恵器 塚 （0 滴 ［？。4］ 長有 褐灰 普通 底部回転へラ切 り 東部覆土中
層

10％　 底部

外面刻書

3728 須恵器 整
巨 0）

－ 長石 ・右奥 貴族 普通
外面格子目叩き，内面当て具
痕あり

中央部覆土

下層
蟻％

∴二、　′‥　一、㌦∴：ニ：′

位置　調査区中央部のm射　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第謎　の舶号住居跡を掘　込んでいる。

′＼三′∴　　　′、′言∴　′、ソノ・ノ　上　、㌧ノ′・二＼　　　一、．年1・．工．・，、、、、‾　紬一　、、′＿ニ　／言′．

・、　∴　、　ノ＼‘′ノ：ノ′、ソノノ、∴／∴二㌦l、ム・J！ノ．′・－、′∴　－・｛中上j・－′ノノ　ノ　十　′′l．－′∴∴六　　十、・

された＿、、

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築され　焚打部から煙道部まで約mcm　袖部幅約は紋m　壁外への掘　込み

は約挽mである。道春状態は悪ら竃付近の床面には砂質粘土や土師器の婆片が散在してお娠意図的に壊さ

れたものと考えられる。天井部は崩落し芦袖部は東壁に砂質粘土を粘り付けた痕跡がわずかに確認される程度

である。火床部には焼士ブロックのほかにロームブロックも多く含まれ，明確に火床商を捉えることはできな

かった．＿、また，煙道は急傾斜で立ち上がっている、、

電土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・粘土ブロック少量

2　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック少量

：j　暗　褐　色　ロームブロック・焼上プロ・ソク・粘＝位√少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

5　黒　褐　色　焼士ブロック8炭化粒子0粘土ブロック少量

（う　暗赤褐色　粘欄行中品　焼1∵ブロック・炭化粒J’一少量，ロームプロ、ソク微量

7　里　　　色　ロームブロック少量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量

9　窯　褐　色　焼士粒子の炭化粒子の粘土粒子微量

10　暗赤褐色　粘土粒子多量ラ　ロームブロック微量

は　暗　褐　色　ロームブロック中量

だッ睦　4か所。いずれ　主柱穴で　深さは1～2激mである。

穫蓋　4層からな娠　各層にロームプロッタを含むÅ為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼‖位千少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，砂粒少量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼士ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロック少量

一一一84－9－
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遺物出土状況　上師器片二；35点　叫こ1信　望丁川上　須恵器片（う圧、一言咋17．高台付杯！上　悪l（）主　鉄製品2点（鉱e

不明主　礫lこう点（被熱痕用）が，中央部と北東コーナー部の床面を中心に出上している㍉　中央部から出上した

3730言海束コーナー部から出＿I二した3729・3731は，いずれも住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる．、、．また，

南西コーナー部には他日鬼が検出きれたが，昧Ifliは火熱を受けていないため，上器類とともに投棄されたもの

と考えられる。

所見　須恵器杯の形状などから見て，時期はt‖町紀中葉と考えられる＿、、

第謂号住居跡出土遺物観察表　第錮図）

番号 種　 別 器　 種 日　経 器 高 極 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 ！備　 考

3729 須恵器 杯 拍2潮
当 序

霊母・長有 貴族 普通 底部回転へラ切り後，一方向
のヘラ削り

南東部床面 i舶％

3730 須恵器 高台付
林 白2湖

［

4中 04
長有 灰 普通 底部回転へラ切り軋　高台貼

り付け，ナデ

掌志部覆土 ！購％

番号 器 種 序 き 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出十位置 備　　 考

3731
鉱　 巨 凍 （2潮 0 ．日 （2．1） 鉄 両閃，＋ 一部欠損，鉱身長 ．rm 東部覆土下層

∴、．．工　　　．ノ　　′′：三．′

言．高′－、′ご・ノ、！′の　．：　′〈、′‥　　、’．言′、′＿、ノ　‾、ノ′．

重複関係　第幸13号住居跡を握り込んでいる＿、、

規模と形状　長軸約4．2111，－鯨油的：＝／1．011・1の方形で∴巨軸方向はN，げ一Eである㍉　壁高は約28cmで，ほぼ直

立する、、

床　ほぼ、上田で，中央部がf酎ヒしている、、、壁溝は碓認きれていない、＿、

竜　北東壁の中央部に砂質粘十で構築されており，焚11部から煙道部まで約10こ：′1cm，袖部幅約15こ4cm，壁外への

掘り込みは約70cIllであるJ電付近の床面には竃材と思われる焼上ブロックが散在しておI主　意図的に壊された

可能性が高く，遣存状態は悪い言天圧部は崩落して，士屑断面図中の第1・2・（う層が崩落I」二相当し，袖部

も壁面に貼り付けられた砂質粘土が痕跡として残っているだけである、。火床部と考えられる位置には，理工と

思われるロームブロックが多く，明確に火床面を捉えることはできない．、、また，煙道は外傾して立ち上がる。

電土層解説

1　灰　褐　色　焼上プロ、ソク・帖上プロ、ソク少量，ロームプロ、ソク微量

2　にぷい赤褐色　焼＿1二プロ、ソク・粘上プロ、ソク少量．ロームプロ・ソク・炭化粒自微量

こう　にぷい赤褐色　ロー一一一ム粒J’・・焼上プロ・ソク・炭化粒子少量

4　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量9　ロームブロック微量

5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量タ　ロームブロック微量

（う　にぷい赤褐色　粘上プロ、ソク中量、焼上プロ、ソク・ロームプロ、ソク微量

ピット　5か所こ．主柱穴はPl、P4が相当し，深さ44～72cmである：P5は深さ約32cmで∴南壁際のl巨央部

に位置しており，出入り口部に伴うピットと考えられる二〕

覆土　7層からなi主　ロームブロックを主体とした人為堆積である．‥－　第2層には竃材の－1部流出が見られる．、、、

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中量，焼＿上プロ、ノク・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量

－851－
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第643図　第387号住居跡・出土遺物実測図
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3　黒　褐　色　ロ‰∵ムブロック中量，廃土粒子の炭化粒子微量

4　窯　褐　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック中量，廃土ブロックの炭化粒子微巌

6　窯　褐　色　ロームブロック中畳，焼士粒子少量，炭化粒子微量

ア　黒　褐　色　ロ‰∵ムブロックの焼士粒子少量夕　炭化粒子微量

、l aで　　　′7　　　ノ．　∴．、∴‥　　、．ノ、皇　　子∴　ノ∴）、‥、十鮒　　ノ＼∴　ノ、、、∴　′

斐且お灰軸陶器片　点　椀）タ礫23点が学童に南部の床面と北部の覆土中から出土している。また撃整片に対

して琢片が多数を占めてお酌量的に不自然であることから　太半は住居廃絶後に投棄あるいは混入した　の

′l’∴‾′・・・、・・／十二　∴　，′′．∴レ、ノ　ノ　言′、紺　∴復　　J y言ご　ゝ／∫・、　らフ′　　、．ソノ．／、．

は多数の破片とと　に出土してお娠佳屠廃絶後間　なく一括して投棄されたと推測される。欝器は南部の覆

土中層から出土してお娠　住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入したと考えられる。

所凰　土器の形状から見てタ　時期は8世紀中葉と考えられる。

第謂号住居跡出土遺物観察表　第糾囲）

番号 種 別 極 種 「l 律 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

3735

土瞞 巨

7 ．1 私議 5 ．8
雲母・長有・

石英
明赤褐 普通 底部へラ削り

南部覆土中

層
90％

P L235

3733
須恵器 巨

12 ．7 4 ．3 8 p3 長石 灰 普通 底部回転へラ切り札　 ナデ 中央部床面 90％
P Lゴ二日

3734
須離 つ　 塚

Ⅲ．7 3 。7 丁．パ 長石 ・有薬 灰 普通 底部回転へラ切り後，ナデ 中央部床面 80％

3736
土師可 小形婆

白4。2］ 18．5 私議
霊母・長有・

石英
工ぷい褐 普通 底部木葉痕

P 5 覆土上

層
購％

∴豆・∴－∫　亮・こ∵、・・′

、∫　　㌧ノ、ノ　　ノ、、－′ノ′　　一二　　′日　　′　　ノ　　′ノ　′，、！．日　‾、、′：、

tノー′へ　っ　　、－・∴　ノ　：、一　桁　二、、′ノ∴　言、　・・′　∵、　　　′・ノ言　′　．．・・）′′＼、、ン

傾して立ち上がっている。、、

′、′二　′　＼　・’・′′1′　、－′、ノ′′＼′さ／：′－、一　つ　　ゞ・．、・′　ノ・一　　一′　ノ二、、

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されてお娠焚持部から煙道部まで約鮒cm　磯部幅約鋸cm　壁外

だ｛′・∴　′∴・言ノノ‘，こ、′・・′∴　ノ．予二　言’、′′言′ノ！∴∴．・′、∴′∴　′て　ノ、′　∴、ノン：、　　∴　′

、′　′′∴′　・、・／′ノ′・′ノミ・′　∴′て．1－　㌧′、二7′、ノ　　・、′て．′　　′－ノニ　ノ　ノ∴′、・′　′ノ・′／ノ　つ

．：．∴十　一、∴′．！∴　・′　一、′　′1言∴、・ノ。　り∴　＿・．、′　′′．′なく．∴　′：．ソ．′・、′′．′．′‥∴

／　′、‘・二．ノ‘、一・′、′／．′言．、′．，、‾　′　′ノ．′，′ノ‾∴　′て、

竃土層解説

1　窯　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子の炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子少量，粘土ブロック微量

：ミ　黒　褐　色　尉ヒ粒州境∴　ローム粒J’－・焼上プロ、ソク・粘い粒子少量

11暗赤褐色　焼上プロ、ソク申結　ローム粒J’・・尉ヒ粒J’一・粘出口・′レ量

5　暗赤褐色　廃土粒子の炭化粒子中量ヲ　ローム粒子も粘土ブロック少量

6　黒　褐　色　廃土粒子の炭化物の粘土ブロック少量，ローム粒子微量

ア　黒　褐　色　ロームブロック0廃土ブロック少量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子e焼土ブロックの粘土粒子少量，炭化粒子微量

～）暗　褐　色　ロームプロ、ソク少結　ローム粒r微量

；ン　　′′ニ・j　一一、ノ∴＼・　　ノ　信、：∴　いこ′　′、・・′　∴ニ了．　′・′ノ∴ノー、・了、こ・、；′　十′ノノ　ノ、一二

′・　∴一　′．ノ＼　　－‘′：′　　′∴′　ノ∴／′．　、　′′一∴∴1′、′、、一、．　′ぐ　　ノ　　ー・∵言

－1一一一一一、－85：十1－－－1－1－…
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第644図　第388号住居跡・出土遺物実測図
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してお桁　位置と形状から壁柱穴の紺能性が高い。

尊皇　8層からな娠　ブロック状に堆積したÅ為堆積である。

土層解説
l　望

2　望
J l l t

3　暗

－1　暗

5　望′l l　ヽ

6　望′1111

7　暗

8　暗

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

ローム粒子中量芦　廃土粒子少量　炭化粒子微量
ロ

1コ

1コ

ロ

lコ

U

ロ

ーム粒戸車量．焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

－∴粒√中量．埴上位「・炭化粒「少量

－ムブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量

－ム粒j’・中量．悦上プロ、ソク少量

－ム粒J二・歳化粒Jつ微量

－ム粒J’小結焼上プロ‥ノク・粘上プロ、ソク少；‡i：

－ム粒J’中量，焼上プロ、ソク少量．炭化粒J’－・粘日章√微量

、ニ有一　二．＼∴　l・l言′．′∴　ふノ　ミ・1　∴）：・リt、　行、・′、′リ′′・　ふ．．‘、′、．∴′　！、、．　二ノ、∴

品　点　不明上礫翻意が　覆土中から出土している。3739と3740は南西部芦3741と3閥は東部のいずれも破

片が接合されたもので　これらの土器尉すべて広範囲に渡って出土してお酌住居廃絶後に投棄された　の

と考えられる。また芦　3関は　住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入したと推測される。

所凰　土器片の多くは投棄あるいは混入したものでタ床面から出土した遺物はないため，時期を明確に捉える

ことばで　ない。投棄された土器片から見て　住居を廃絶した時期はタ　健妃中葉と推測される。

第謂号住居跡出土遺物観察表　第掴園）

番可 種 別 器種恒 径i器高医 学恒箋　土「色　 書中彿 千　法　の　特　徴 出溺償 い跨　考
欝車 師器 中 凧 巨 「 橿㌍ 隼 読 唇

底部へラ削り 南西部覆土 7脇
中層

37車 恵器 高畑 0車 6 8中 嗣 中 條　 唇 底部回転へラ切り後∴高台貼
り付け，ナデ

霊部覆土監 4

欝射．　須恵器
響 恒 巨 ［908車 石　 灰黄　 普通底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ
南東部穫土鍋％
中層

欝　　須恵器
蓋 恒 巨 7） i長石 ！ン灰 i普通

天井部右方向の回転へラ削り
苦 部覆土ト％

第調号健贋跡（第645◎錮囲）

∴－／ノ　ー　ノノ・′′ノ．　こ　′日　′′　　　　′　　十、′＿言　、　∴

重複関係　第購号住居跡　第購号井戸跡を掘　込んでいる。

・ハ∴・三　　一、・・一∴′′∴：、言；・・・∴・′、′ノ′　′‥三＼　　ノ．r　∴＼阜　　　′l・．／ノノ・・工′、∴：′、、シ′」

して立ち上がっている

．′ノ　．′′．／′、　一‾′′く　′′　∴′′　ノ　′、′′′、．　：．　、∴′（．、二．′・＼、∴　ノ′一、．．・；ノ　　ノ′　′ノ．′′・

に壁溝が確認された、、

、∴、ソノ　ノ、′　′ノl　　　　十、て′　．ニ　′　ノ、　二がノ・ノー　　∴、′言、、　つ、／、ソノー　′　′、∴　言　ノ　′

ある。天井部は崩落しているが　磯部は内側が赤愛して障るのが確認された。火床部は血状に浅く掘りくぼめ

られ　硬化はしていない　のの　焼　締まっている。火床部には多数の嚢片が投棄されてお酌　また　煙道は

火床部から外傾して立ち上がっている．．

竃土層解説

1暗赤褐色　ロームブロック少鼠　焼十プロ、ソク・炭化物微量

2　榊吊潤色　ロームブロック・焼上プロ、ソク少量言封じ物・粘日章「微量

3　暗赤褐色　ローム粒子を焼土ブロック少量チ　炭化物0粘土粒子微量

－1暗赤褐色　焼上プロ、ソク少量．ローム粒J’・・尉ヒ物微量

う　暗赤褐色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク少量

－1一一一一一一855－一一1一一一一1－



ピット　6か所。主柱穴はPl～P3が相当するが，Plに相対すると予測される南東部分は，検出できなかっ

た。P4は，西壁際の中央部付近に位置しており，出入り口部に伴うピットと考えられる。　P5は，位置と

形状から補助柱穴の可能性が高い。

覆土　5層からなり，ロームブロックを主体にした人為堆積である。第5層は貼り床部の土層である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック中量

造物出土状況　土師器片504点（杯154，高台付椀25，皿3，鉢8，嚢313，甑1），須恵器片68点（杯46，高台

付皿1，蓋3，棄18），土製品1点（土玉），鉄製品1点（不明），石器1点（砥石），鉄津1点，礫10点が，全

域の覆土上層を中心に出土している。3819と3745はいずれも床面，3747は竃内の破片が接合したもので，これ

らは住居廃絶時に遺棄されたと考えられる。このほか，床面から古墳時代に比定される土器片が多数検出され

ているが，いずれも細片であり，住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものと考えられる。

所見　本跡は第40号井戸跡の上に貼床を施し構築されているが，時期差はほとんど見られない。このことから，

本跡を構築する段階で井戸跡の存在を知っていた可能性が高く，貼り床も厚く施されている。時期は10世紀中

葉と考えられる。

第645回　第391号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」
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∠二つ
第646図　第391号住居跡出土遺物実測図

第391号住居跡出土遺物観察表（第645・646図）

0　　　　　　　　　10cm

！　　；　　：

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

3819 土師器 杯 ［16．9］5．2 6．8
雲母・赤色

粒子
橙 普通底部回転糸切り離し 南部床面

50％

油煙付着

－857－



番号　種　別　器　楯 日　経 器 可 底 径恒畜　 土 色　 調i焼成！ 手法の特徴 出土位置！備　 考
3745 土師器 憧 付

－
… 半 可 鍋 豪 にぶ減 j普通細 禁 切り後瀾 占り中央部床面i20％

野購　土師器　　 鉢 ［15．8］
鉦中 庸 ㌍ にぷい褐i普通纏 晋手持ちへラ削り軋 雷部穫土中i30％

野媚　土師器　　 登 20．7
2中 0中 臓 頼 褐 i普通i体部聯 持ちへラ削り 竃内床面　 ㌶ 5

欝媚　土師器　　 婆 －
錮 車 可 諾 強 橙　 普通！掛 方向のヘラ削り 空諸 部穫i50％

撃 車 町 中 長 さ巨編　極言 重　量 材　 質 ！　 特　　　　 徴　 ！ 出土位置 備　　考
聖 ‖ 堅 守 如 中 山 汗 彿 組9捕） 凝灰岩 i砥面摘　　　　　　　 序央部覆土上層

第調号健贋捗　第掴園）

！．′－＼－／′　．！’ソノ　　ノ、　′く一　㌦．　一　　一　′′　1．、、′こ

重複関係　第L′10（トー：15t）号住居跡を握り込んでいる、＿－．＿

∴　寸　、　ノ、・　・、・・∴：ノ、、′′′ノ′　言∵　　　ノ∴．．＼：’∴′′：．　■　、∴ノ‥こ　ご　ン、′・′

て立ち上が／′）ている、．

床　ほぼ平坦で　中央部がよ　踏み固められ　壁際に放して中央部が若干高　なっている。壁藩は確認されて

いない、、＿

ノ二　ノ、’ィ、‥＼ノ′・－．．、′　′∵′．、．、・．．て′、′．、一．′　ノ　；／十　ノ′：ご・二∴、′了、こ　　′∴：：、′′言′、．

ノ　′′・欄　ノ　′　′、∴‘、　　′′′　′‘・ノ′ノ・′、′・∴二・一、・′：′　′．一、′、　ノ　′／／・、了　　rニ′　′　了　立

一ノ　′一・　！　！　　′　′、∴一日　＼　ノ、ノ　ー’∴．′ノ＼　　　．・′・：・く　ノら　・フ′　ニ　′・・、・′′　′、：′・′

も耕作士により壊されタ壁面に貼り柳すられた砂質粘土が痕跡として残っているだけである。火床部が位置す

ると思われる部分も撹乱によりイく明である．、、

竃土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・粘上プロ、ソク少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中農学ローム粒子少量夕粘土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子少量，ローム粒子微量

′　′　　　　　　′　．・’　’カ　′－　′・一　′∴ノ′′、；′：　∴；．′′．　　′　∴　、’′′、、、　　　′・．’、ノノ　・．ノ

．　　一　　　′、′　　′′　‥・．′　　　　′　′て／・′　′．′’ら　　　　ノ　、　　言．ノ、／＼一．　ノ、：　　’’′　′　ノ

考えられるが言詳細は不明である、・

覆土　5層からなi上　ロームブロックや焼上を含んだ人為堆積である．、＿－．

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ・ソク出し　焼‖＼l′つ∴炭化粒自微量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク申品　焼‖＼白’・・炭化粒自微量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

・l　黒　褐　色　ローム粒戸車量

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク、炭化粒J’一少量

∴一一ニ・　＿　∴　　　一一／・：こ、・ノ、．　　∴　；‘）　…′、・／　′　　　ノ、　　　′、′．‘　　∴　　′・・；・；・

南側の覆土下層を中心に出土してお娠　床面から確認された　のは少ない。3指は竃の覆土中層から出土して

′∴′ノ　ーノ′∴ノノ／′。言　′、ノ　　∴∴ノ、ノ、ノ　ノ′ノ′、ノ、′∴l・・㌧；、・、、－ソ∴J．。′一一′；一′′‘．の一′上：：：

されるこ
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第647図　第392号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

所見　大半が埋土中に混入していた土器片の可能性が高く特定が困難であるが，小形の盤がみられることや杯

の形状から，時期は9世紀前葉と考えられる。

第392号住居跡出土遺物観察表（第647図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

37 50 須恵 器 杯 ［13 ．0］ 4．6 ［7．0］ 雲母 ・石英 灰 普通 底部 回転 へ ラ切 り後， ナデ 竃覆土 中層 20％

37 51 須恵器 坤こ ［13．8］ 4 ．2 ［8．4］ 石英 黄灰 普通 底部 回転へ ラ切 り後，ナ デ 竃前覆土 中

層
10％

－859－



、く！‾　　　，　工、、、、・て

位置　調査区中央部南部のm鍼　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第諏号住居跡　第潮音掘立社建物跡を掘　込み　第摘号溝に掘　込まれている。

ノ、ご　壬′　′・、・、．′．1′ノ、′一一　ノ・こ‥、、，′／J　、　　・、、　　∵．．‥．、、′一、．，／ノ1′　∵ノー　＼、．

′　　　；′、ノ′．言ハ′、一、、ノ′　三一∴　・・′二、　．バーく　言」′′′′、、．．∴・、、′し、、・、；′言　、言了．、

立ち上がっている．、、．

〔．’・、　　l／ノ．　ノ、　－∴’、、－　　∴　′・・、′′．′・．、／′ノ　　・・一　　　　一・′　＿：　‾∴　、′′．

．・′．、、′　‾　、＿′、、、　∴′（．．・　：一ハ、）こ　　′．・′　　・．、．ノ　ー、‾「．．　　′′　、′．′ノ．‥　一言′∴、′ハ＼、、、

、．二、　－・・・．ト′・　－．、－　′て′言、＿　　　　′了、′　　′二㍉∴　‾、‥－ノ∴∴、、　′′．　′く′′．、、ミ、く、　り∴ノ・言

し　′J′J′　　′、′∴′　ニ　ー、′、′号　一、‥＿　二　′′．　　∴．、　′′・′・、．二！ノ．′・、‥′′　十㌧、ノ、一　一ノ；′・ノ‾、、：．

竃土層解説

ヱ　窯　褐　色　ローム粒子8焼土粒子少量

2　擁暗褐色　焼上プロ、ソク小品　ローム粒自微量

3　窯　褐　色　ローム粒子の焼士粒子少量

－1　椀暗褐色　焼上ブl‾－ト、′ク中量．ロー！、粒J’・・炭化粒日放量

5　黒　褐　色　焼土ブロック微量

6　暗　褐　色

γ　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

摘　極暗褐色

＝　暗赤掲色

12　赤　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック中量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，焼士粒子少量
U－ムプロ、リク多量

tトームブIJ・ソケ・焼上ブし上′ク・砂粒少；li：

焼目白′中量∴　LJ－ム粒自微量

粘土ブロック多量

1：i　暗赤褐色　ロームブロック・焼上プロ、ソク少量
14　黒　褐　色　焼土粒子少量

15　暗　視　色　ローム粒J′－少量、墟上位「微骨

相　赤　褐　色　焼土ブロック多農学　粘土ブロックの砂粒中量

ユ7　暗赤褐色　焼土粒子多量

摘　暗赤褐色　焼士粒子少量

ノ　　　！′　ノ　　′　㌦言．－　ン、、、＿　　′／′J　ノリ昌　∴：　し＿：ノ∴　∴・・一、；イ′、j了／′！　一　′（∴／＼‥、：′ノ′′こ）

！．・′．ノ　・　′、′　－　′ン、ノ、ノ　ノ二一号ノ　ノ′′　′・′、′、・：・・′、′∴一、、‥ハ′、ノ′・、．′′　ハ上‥‥、J．ノ：

土層解説

I　暗　褐　色　ロームブしい′ク中量

ご　暗　褐　色　U－ムブU、ソク多量

3　極暗褐色　ロームブロックの焼士ブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

ノ　　　　　　　　′・）　　′′、′∴　∴　′、ノ、、　′・′　；‘　　上／言．‥　′′′　　　′　′　一′　．二

′　′　　　　′　　　　′、＿；‥．‥　′・．、ノ　　　′，　‘′し′・、′：．′　ノノ　′　′と－‾ノー　一．：　ノ、一　′′．、

一　　　′ノ　′　　′．．　　ノ　　　ノー、＼、．　ノ　J′　　ニ　　　′’二′　　　　ノ　′　．　′ノ、′－ノ．、・冨　ご　　ノ　∴‥、　　′　∴

′∴∴t、‥　′一子、・、∫・！′、′′　て′　ノ′　　　　一′．ノ，！‘′り　ノ　ー′一　了ノノ　′言′．　／′ノ′′ノ．一一を．．／、′‥：、．′′　・1′’

ノ′ノー　上′．′　′′．　′　　　　∴ノ・ノー　′．‘．′－′．　　　　信∵亘∵ら　よ．与ノ　ノ′言　・／′．！．一舟ノh強

′　　ノ、　　′　一　　　′、．′　ノ′　　し・′／′；．′　ノ、了、・・－　′’′二　ノ′了　了′ノー了∴′′ノ′　′一．′　′ノ、－、う．・・／

ら出土した緑粕陶器射猿投産と考えられ　須恵器片は破断面が摩滅しているためタ　混入したものである。

′　′　　　ノー　′′；了′　一ノ．三′言．　′、i・ノ　′，・∴，－／う′：．わら

一一一1…－18（拍一一一1一一一一一一
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第648図　第394号住居跡・出土遺物実測図
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第諏号住屠跡出土遺物観察表　第錮図）

番号　 種　 別 器　 楯 日 可 器 高 極 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　壮　萬 出十位置 備　　 考

2774　 土師器 林
［13亮車 中 ・9

雲母・長右 にぷい褐 普通 底部回転へラ切上　体部下端
回転へラ削り 竃前床面 舶％

2775　 土師器 捧
［鵬 巨 巨 雲母・長有・

赤色粒子 にぷい黄橙 二次
焼成

回転へラ切り札　 ナデ 芯左柚部 40％

2776　 土師器 林

［13車 4 ［痛 雲母・長石・
有英・赤色
粒子

橙 普通 底部回転へラ切り，体部下端
樫麿へラ削り

中央部床面・
竃火床面 35％

27車 師器
林

可 完 序 雲母・長有・
赤色粒子 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ切り札　 ナデ 中央部床面 購％

27関　 土師器 高台付
椀

［鵬 i 中 せ8 雲母・長石・
石英・赤色
粒千

にぷい橙 二次
焼成

底部回転へラ切り後，高台貼
り付け、休部卜端へラ削り

中央部床面

・卜層
舶％

番号 器　 種 長　 さ 幅　 巨 L 径 重　 量 材　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2780 管状十錘 4 ．3
106　 日 ・3 （9 識） 十 ナデ，にぷい橙色を皇する，端部一部欠損 竃楽日部 二次焼成

－・）’′、〕　∴し　こ∴く

′、‾ど　　＝′’＼ノく・つ、’1リノ　　∴．′・ご　‥′　　一　　′：∴＿・∴一一　、‾　ら

重複関係　第383・3倶）・lr15（昌月日一朝亦を握り込んでいる、＿、

∴、′形、、・－・膵ノ上1∴　ふ11′1′　ノ＿、′ノ′・ヾノ㍉豆二　　一．・－　′　　ば＼　′ト　．、了トら　　　∴入いノ　　、　、！・

して立ち上がっている．、、

床　ほぼ平坦であるが　それほど硬化した部分は認められず　壁港　確認されていない。

、ノ、′　′ノノ　ノ、：）、j一、ノl　′、∴！二言　－‘　‾、′予∴＼′、‾）′　ソ′・、、＝‘′、、∴l・一　了1′ノ′－：　′－′′、こ′ノ　′、　′

外への掘　込みは約鋼cmである。天井部は崩落しているが　磯部は遺存状態が良好で　内側は赤愛している。

火床部は浅い血状を皇してお娠　土層断面図中の第28複層下面が火床面に禰当し　赤変しているが　焼　締

まった感じはない、、また，煙道は急傾斜で立ち上がっている。

電土層解説

l　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク少量

3

4

5

6

窯

窯

暗

暗

褐　色　ローム粒子の焼土粒子少量

褐　色　焼上プロ、ソク中量∴　炭化粒J∴・粘い位√少軋　ローム粒自微量

褐　色　焼目白’・中量，ローム粒J’一・歳化粒月掛－i：

褐　色　焼土ブロック中量芳　炭化粒子の粘土粒子少量

ピット　検出されていない、、．

覆土　3層からな星　ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒j’・・焼上ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒J’・少量，焼上プロ、ソク・炭化粒J′・・粘日量√微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器片温点摘、皿2　高台付椀お　婆の　須恵器首　題　棄）礫　点がタ　覆土中から出土

している。太半が細片で　出土遺物は少なも　ほとんどが投棄されたりタ　住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入

したものである。

所凰　遺物からほ時期を明確に特定できないが主柱穴を持たないことや東壁に竃が付設されていることなどタ

当遺跡における摘世紀複葉期の住居形態の典型を示しているため　この時期を想定したい。

－862－
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第649図　第396号住居跡実測図
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第397号住居跡（第650図）

位置　調査区中央部のJ14cl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第456号住居跡・第30号掘立柱建物跡を掘り込み，第59号井戸，第654・670・671・1514号土坑に掘

り込まれている。

規模と形状　長軸約3・3m，短軸約2・8mの長方形で，主軸方向はN－110－Eである。壁高は約20cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　中央部がよく踏み固められ，壁際に比して中央部が若干低くなっている。壁溝は確認されていない。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されていたと推測されるが，第654号土坑に壊されており，遺存している

部分は右袖部だけである。右袖部は地山を掘り残した基部に砂質粘土を貼り付けて構築されているのが確認さ

れた。

ピット　4か所。いずれも主柱穴で，深さ25～48cmである。

覆土　3層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。第4層には竃材の一部流出が見られる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片96点（杯14，高台付椀7，嚢片65），須恵器片9点（杯7，嚢2），緑粕陶器1点（血），

鉄製品1点（不明），鉄津10点，礫2点が，竜前の床面と全域の覆土中から出土している。大半が細片で，本

跡に伴う遺物は少なく，ほとんどが投棄されたり，住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものである。竃前

の床面から出土している嚢は，砂質粘土と共に検出されており，住居廃絶時に意図的に竃が壊され，これらの

－863－



遺物が散乱したと考えられる。また，3752は，南東部の壁際から数点の賓片と共に検出されており，住居廃絶

後間もなく投棄されたものと考えられる。

所見　住居形態や高台付椀の形状からみて，時期は10世紀中葉と考えられる。

ノ　　　　　l

ノ　　SK1514

虹

第650図　第397号住居跡出土遺物実測図

第397号住居跡出土遺物観察表（第650図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3752土師器
高台付

椀
［15．3］（4．6）－雲母にぷい黄橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ
南東部床面50％

3753土師器
高台付

椀
［14．7］6．1［8．0］雲母・石英にぷい橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ

北西部覆土

中層
30％

第399号住居跡（第651・652図）

位置　調査区中央部東寄りのJ13eO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第383号住居跡を掘り込み，第396・528号住居，第1516号土坑，第30号掘立柱建物に掘り込まれて

いる。

規模と形状　南部が調査区城外に延びているため，東西軸は6．0m，南北軸は4．5mだけが確認できた。遺存し

ている竃の位置や，北・西壁，硬化面の広がりから，N－230－Wを主軸とする方形と推定される。壁高は20

－864－



第651図　第399号住居跡実測図
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cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，ピットの内側から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は確認された壁際を巡って

いる。

竃　北壁の中央部に付設されているが，第396号住居に掘り込まれ，また，後世の耕作を受けているため残存

状態が悪く，左袖部と火床部の一部が確認されただけである。

竜土眉解説

1　褐　灰　色

2　時赤褐色
3　極暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　黒　褐　色

粘土ブロック多量

ローム粒子少量，焼土ブロック微量
焼土ブロック少量

焼土ブロック中量，ロームブロック少量，粘土ブ
ロック微量

ロームブロック・焼土粒子微量

6

7

8

9

10

11

暗　褐　色　ロームブロック微量

褐　灰　色　ロームブロック微量
暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

暗赤褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量
黒 褐　色　ロームブロック微量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは50～60C皿である。P4は深さ53cmで，性格は不明であ

る。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微意

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

鷺－

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量

7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

〈こ二つ
第652図　第399号住居跡出土遺物実測図
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は完形に近い状態で出土していることから　佳屠廃絶時に遺棄されたと考えられる。臓鋼ol霊は中央部の中

層と床面誹321は南東部の覆土中から出土しており芦温321は胎士から猿投産の祈戸53号窯式併行と考えられる。

なお．灰細瑚器片は混入したものである、、

所凰　第罰　0毀号住居跡に掘　込まれてお酌住居全体の様裾は把擬で　ないが　時期は出土土器の形状か

ら8世紀初頭と考えられる∴

第調号住居跡出土遺物観察表　第鵬囲）

番号 種　 別 器　 種 ‖　 律 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 ！焼成 手　 法　 の ・特　 徴 出士位置 備　　 考

1 314 士師器 林 10 ㌶ 3．3 － 長石 ・雲母

i

にぷ い橙　 普通

！

休 部内面 ・目線部横 ナデ 東壁際 下層
10 0％

i P L 2 34

13 15 土 師器 林 †0．1 3 識 －
長石 ・実母 ・

赤色粒子

橙　 唇 休部外面 へラ削 り，内面 ・目

線部 ナデ
東壁際下層 9 5％

P L 2 35

ヱ3 16 士帥器 杯 10 ．寸 3 ．7 …
長石 ・石 英 ・

雲母
にぷい黄橙　 普通

休部外面へ ラ削 り．内面 ・目

線 部ナデ
東壁 際下層 摘 ％

P L 23 5

1 31 7 土師器 塚 「†1 ．扇 3月 －
長石 ・実母 ・

赤色 粒子
休 部外面へ ラ削 り 西壁際 中層 購％

1凱 8 頂点 器 杯 11．0 逢。5 … 石英 灰褐　　　 普通 底部 回転へ ラ切 り 北壁際下層
摘 ％

P L 2 35

13 19 須恵器 林 ユ′L 牒 3 諸 臥㌶
長有 ・有英 ・

角礫

灰　 唇

底部回転へ ラ切 り 北 壁際下層 翻％

P L 23 5

1 32 1 灰 柚陶器 長頭瓶 （2凍 ［8 。8］
雲母 ・黒色

粒子
灰黄　　　 普通

休 部 ロ ケU ナデ， 高台貼 り付

け後 ，ナデ

南東 部覆土

中

摘％猿投産

（祈戸 5 3号

窯式併行）

番号 性　 別　 器　 楯 長　 さ 幅 厚　 さ 胎　　 土 色　 調 ！焼成i 手 法 ．の 特 徴 出土位置 i 備　 考

1320 士帥器　 二足鍋 （14。2） 浮凍 （4滴 有薬・雲母・
赤色粒子

明黄褐 i普通 恒 旨頭痕 輔 部下層 ト ％

番号 器　 楯 長　 さ 幅 厚　 さ 重　　 量 特　　　　　　　　　 攣 出士位置 備　　 考

13 22 平瓦 （10 め5） （8 ．4） 2．1 （250 ．0） 凹面布 目虹　 凸面 ナデ，側面に一部被熱痕有 り 中央部床面

第那　号健腰静　第鵬図）

位置　調査区中央部のm鮎　区に位置し　平坦部に立地している。

＿・乞王つ　∴　ン′売一読、′「有′一′＼ノ′　こ・′ノ早ノ　～′′．ノノ．∴　十十′、ニノ・一、、／′．

、予．了膏・′　∴再上∴言、捌√守一、－、′′′叛′十二、！－1ノ∴′∴＼　′　　了い百言　′‥　√二が言ノC、、、・こ′王

立する．ご

床　遺存している部分はほぼ平坦でタ中央部がよく踏み固められ芦第鼠号濠と重複している部分からは，貼り

床が確認された。壁溝は遺存部分で確認されておりタ本来は層回していたと考えられる。

竃　東壁の中央部やや南寄りに砂質粘土で構築されており資焚打部から煙道部まで約粥cm　磯部幅約粥cm　壁

外への据i）込みは約60eIuである、、．

一一バー867－－



埴土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量，灰微量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

4　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量，灰微量

6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

ピット1か所。深さ約18cmで，西壁際の中央部に位置しており，出入り口部に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，焼土や炭化粒子を含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第653回　第410号住居跡・出土遺物実測図
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3　暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子の炭化物微量

4　窯　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土粒子の炭化物微量

∴∵ち　　、、J．　　／．　糊．　∴′一．′、′・l＿　′　′、．　　∴、　主′∴′・　㍉＼∴l　－、　JLト

、　′　．十′∴．　’し　′－‥／ノ　∴　！、言．　ノ∴、ら　ノ、ノン、十．、ノ．　　∴ノ、、一∴　′‘ノ・′′バノ

住屠廃絶後間もなく芦　投棄されたものと推測される。床面から検出された遺物は少ないが学　中央部から出土し

一　∴　　′′‘′1、′＼・′　＿　、‾；′言‘∫・：、㌫！．＿・′丁、二′、′＿　一！「′．・．′．′ニ：）；′′㍉二；：へ　′　∴　・、、／．′・言‘∴　ノ

検出されてお娠　住居廃絶後　遺棄された　のがピッ　内へ落ち込んだと考えられる。

新風　住居形態や高歯付椀の形状からみて　時期は摘世紀複葉と考えられる。また　竃火床商の検出状況から

竃が長期に，または頻繁に使用された痕跡が認められるご．

′．′　′′ノ・．′′・、．　∴これノ∴′：′・、言．．‘′言・㌧こ・

番可 種 別 器　種 ＝　律 器　高極 径 胎　　 士 色　　 調 焼成i 手 法 の 特 徴 出土位置 i 備　 考

37可 土師器 l
棒

［
は5．2］

】
3き9

恒 i霊母・長石・
石英 にぷい黄褐

［ 中央部床中 ％
普通　底部回転糸切り粧し

37可 士嫡 高台付
椀 ［14．0］ 5㌶ 6。4 雲母 樟

普通細 雷雲切り後瀾 貼り 志願 匿

3756！土師器 小形悪 ［8．8］ （4，3） － 霊母・長有 にぷい楓 ！普通　体部内の　新海ナデ 北部覆土中巨弼

番号 器 種 序 さi 径　 極 径！重 義i 材　 質 i　 特　　　　　 徴 ！ 出土位置 備　　 考

3757 管状土錘巨　 巨 1 巨 7 日 可　 士　 断面円私 両端部へラ削り 中央部床面
3758 i 招 「 用 い 満 目 可　 土 i断面円形 北東部覆土中

．一／　、・・．了．∴L，－　く・

位置　調査区中央部の招鍼　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第射号住居跡　第　号活路を掘　込み　第1号藩，第別　珍消音土坑に掘　込まれている。

．′言．′　　・・ニ′′′ノ　　　　′′　了∴く∴、・′ノ・′．言　：㍉　ノ．　ニ＼　て′．・・．、．r′・ノ′t j▲　‥言，∴ノ：、－‾　′人　工

直立する。

魔　道存している部分はほぼ平坦でヲ　中央部がよく踏み固められている。壁藩は確認されていない。

竃　検出されていない

：ノ　　　′／了′一　　　ノ．‥′′：こ′ノノ　ノ、、・二：‘、′．・、ノ∴ノ　′．1ノ、、′　＝．＿′l′　′’′　ノ　ドイノ．こ．∴／′．　′　二言′

から柱穴と考えられるが言洋細は不明である、－

覆土　2層からなり，ロームプロ、ソクを日本とした大嶽一作債である、、

土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

2　黒　田　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化廿少量

．炉　　′　ノ　　　ー′　′　∴　′．、′・．一ィ、t′　　′、了：：ケ二　Jr∴ト：′　三二工－′ン．′・・・，工！、‾　∴－′、十ノ、、ノ　・・、？1

嚢凱上　磯　点　炭化樹が主に覆土下層から出土している。これらは埋土中に混入していた　のが中心となっ

てお酌　続いて投棄された　のが多も　遺棄された遺物は少ない。欝5は北壁際　炭化柳　中央部のいずれも

覆トト層から出上しており，住居廃絶後に投棄されたと考えられる∴

一一一一一一一一一一一一8倶）－…一一



所見　住居形態や高台付椀の形状からみて，時期は11世紀前半と考えられる。

第654図　第411号住居跡・出土遺物実測図

第411号住居跡出土遺物観察表（第654図）

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3759 土師器 杯 ［16．2］6．0 ［7諸］雲母・石英橙 普通体部内・外面へラ磨き
北西部覆土

下層
40％

第413号住居跡（第655図）

位置　調査区中央部のJ12d7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第465・584号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南北軸は4・17mで，西側部分が調査区域外に延びているため，東西軸は2．41mだけが確認でき，

N－1000－Eを主軸とする方形または長方形と推測される。壁高は15C皿で，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，竃の前面から中央部にかけて硬化面の広がりが認められる。壁溝は遺存部で確認され，本来

－870－



は周回していたと考えられる。

竃　東壁の中央部やや東南寄りに砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約84cm，袖部幅約86cm，

壁外への掘り込みは約50C皿である。天井部は崩落して，土層断面図中の第3・6層が崩落土に相当する。袖部

は遺存状態が悪く，基部が確認されただけである。火床部は床面を約8cmほど掘り下げて使用し，硬化はして

いないが，赤変している様子が認められる。また，煙道は緩やかに立ち上がっている。

寵土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　赤　褐　色

3　黒　褐　色

4　赤　褐　色

5　黒　褐　色

6　赤　褐　色

7　極暗褐色

ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　3か所。主柱穴はPlが相当し，深さ20cmである。相対すると予測される部分は，調査区城外にある

部分と重複等により壊された部分とがあり詳細は不明である。P2・P3は，深さ10－12cmで，位置と形状か

第655図　第413号住居跡・出土遺物実測図
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ら補助柱穴の可能性が高い、．

穫豊　6層からなり，ロームブロックや焼土を含んだÅ為堆積である。第4層には竃材の一部流出が見られる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子。焼土粒子8炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子0焼士ブロックせ炭化粒子少量

3　極暗褐色　砂質粘土粧子中鼠　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
．1黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

5　暗　褐　色　ローム粒子p炭化粒子少量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量。炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器楕頂点　勘翫高台付椀凱小皿1婆扶須恵器机点　棒告賓複）銑淫　点夕

礫3点がタ主に覆土中から出土している。太半が細片で本跡に伴う遺物は少なくラ　ほとんどが投棄された娠

住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものである。3閥は竃焚き口部から出土しているがタ火熟を受けてい

るため，文脚として使用されていたと考えられる，、、．

所凰　住居形態や竃支卿として使用されていた高台付椀の形状から　時期は1世紀前半と考えられる。

第姐号住居跡出土遺物観察表　第鵬囲）

番号 種 別 極 橙
日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の ・特　 徴 出十位置 備　　 考

3祁 2

土師器 摩
［16 ．8］ （5誹 － 雲母 にぷい褐 普通 体部内 ・外面へラ磨き 竃覆土中層 30％

第那健贋妙　策随機）

位置　調査区中央部のm抽　区に位置し　平坦部に立地している。

．、、ノ㌧ン‾　行　と、・l高上）－、：、・′叫㌃：「、′ノJ′ノ′・三∵、言い・ノ了、完＼・′　二工′；言ノ　j・・∴、㍑・，（・・、村上一

て立ちI二がっている。、

床　遺存している部分はほぼ平坦で芦　中央部がよく踏み固められ撃　壁溝が周回している。

囁　北壁の中央部に砂質粘土で構築されてお娠楽日部から煙道部まで約寝cm　袖部幅約摘艶m　壁外への掘

り込みは約罰欄である。天井部は崩落しているが　道春状態は比較的良好で，袖部の内側は赤愛している。火

床部は床面を約摘cmほど血状に掘　下げて使用し芦　赤愛している梯子が認められタ　火熱を受けた土器片が数点

確認された。－、また，煙道は急傾斜で立ち上がっている、、．

竃土層解説

1暗赤褐色　ローム粒J『－量，焼トブロック・炭化物・粘上プロ・ソク少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・砂質粘土ブロック中最，ロームブロック少量
3　赤　褐　色　焼土ブロック多鼠　砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　赤　褐　色　焼土ブロック多鼠砂質粘土ブロック中量夕　炭化粒子0ロームブロック微量
5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック0炭化粒子少量

6　暗赤褐色　ローム粒子0焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

ぽッ紅　3か所。Plの㌘2ほ深さ16～24cmで主柱穴と考えられるが学　北側に欄対する位置に主柱穴は検出さ

れず，詳細は不明である。P　は深さ的蟻cmで　南壁の中央部付近に位置してお勘　出入　日部に伴　ピット

と考えられる。

穫豊　3層からなり，ローム粒子主体の自然堆積である。第3層は壁溝部の層である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼士粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子も炭化粒子微量

一一一一一一872▼一一一



遺物出土状況　土師器片46点（杯6，高杯1，賓39），須恵器片10点（杯7，蓋1，嚢2），土製品1点（不明），

石器1点（砥石），鉄津1点，礫10点が，覆土中から出土している。住居廃絶時に使用可能な土器は持ち出さ

れており，床面から検出された遺物はなかった。竃火床面から検出された細片は，火熱を受けており，遺棄さ

れたと考えられる。また，大半の遺物は覆土中から検出されており，これらは本跡廃絶後の埋没過程で投棄さ

れたり，流れ込んだものと推測される。

酔÷

；州
lJ

IJ H

第656図　第417号住居跡・出土遺物実測図
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所凰　伴出遺物が少ないためタ判断するのは困難であるが　近接する第般路住居跡と住居の形態や主軸方向

が一致していることや　竪穴部に主柱穴を持たない住居形態などから，時期は9世紀中葉と推測される。

第姐号住居跡出土遺物観察表　第鵬固）

聖上冬空⊥隼項目幅　い√可音義 材　 質 i　 特　　　　　 徴　 i 出城 置 「隋　 考

3764　砥石 i触 8車 7可 （3滴 巨鵬 凝灰岩 i砥離 薗　　　　　　　　 極東部覆土可

：了ニ　ー・く“一二l∴、㍑吉、′一、縮

位置　調査区中央部のm射　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第　号濠を掘　込んでいる。

ノ　ノこ二′子・・い・言ノ、‥；　つ・言ノ．J′、‥・ノノくノ′・言　．中りノ・・∴＼・　ム．、′、′読　∫・　悠トら／こ‥、．・、・∴二

直立する、・

二′よ　′　＼：ノ、、！六、∴く－′一、ノノ・イノ．パト一、∫　十　∴′ノ、、‾∴　ノ、言か．′　′工′／∴、、′′、工．′イゥ・一　つ〕

て折る部分には　貼　床を施している。壁藩は東側と西側の壁下で確認されたが　本来は周回していだと考え

られる、．

竃　北壁の中東部に砂質粘土で構築されてお娠焚持部から煙道部まで的柑鮎m　磯部幅的開cm　壁外への掘

込みは約射施mである。天井部は崩落して　竃土層断面図中の第1～3の6招層が崩落土に禰当する。磯

部の道春状態は良好で　内側は赤愛している。火床部は浅い血状を皇してお酌竜王層断面図中の第　層下面

が鬼床面に禰当し　焼　締まっている。また　煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼I斗1千少量．尉ヒ粒J’・・尿微量

2　灰　褐　色　砂質粘土ブロック中量，焼士ブロック少鼠　ローム粒子微量

：う　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒j刊一量．ロームブロック少量

・l　褐　　　色　砂質粘上ブし「ノク机I∴　ロームプロ・ソク・焼1∵プロ・ソク・尉ヒ粒j’・少量

5　赤　褐　色　ローム粒川一軋　焼上ブロック・炭化物少量

（i　暗′ホ褐色　砂質粘lプロ、ソク中量．ロームブロック・尉ヒ粒J’一少量

7　褐　　　色　ロームプロ、ソク小結焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

8　暗　褐　色　ロームプロlソク少量　焼上プロ、ソク微量

！）暗　褐　色　し1－ム粒J’一少量∴　焼上プロl、′ク・炭化粒子微量

；ノ　　　ノ∴　′　　　　　′ノ生㍊・、二日了∴予ノJLリ∴・、′こ・一、　六　∫　㌧－・‥㌣こ　ノ、六　㌦・∴、．．′（言、∵′′了　ノ二

は不明である、、．

．、　′　　　　　ノノ′　　了H，㌧＿　∴∴へ′　ノノ′．′　一言、　∴‘∵ノ＼、、つ言　　ノ′ノ′‥．、．

上がっている、「．

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　焼上プロ、ソク中量．ロームプロ・ソク・炭化物少量

2　暗　褐　色　ローム粒「・焼上位f一少私　闘ヒ物微量

ニi　暗　褐　色　ロームプロlソク・焼上プロ、ソク・尉ヒ物・砂質粘上プロ、ソク少量

ノ∴　　′、・′1‾∴－′　　　′、ノ・ノンノ二ノー、ノ　ノー十六∴ノ、作′√工、一′′読　∴，＋′「・～二：．′∫ノ．、－′ソ）一∴l了ノ

土層解説

＿1暗赤褐色　ローム粒子’・・焼土プロ、ソク中量．尉ヒ物・粘土ブロック微量

2　褐　　　色　ロームプロ、ソク小結　焼上位丁・・炭化物少旨一芸：

：う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク1帖呈∴　焼廿日’一・炭化粒J’・・粘上プロ、ソク少［ii：

11褐　　　色　U一一ムプロ・ノク・焼上ブtJ・ソク・炭化物少量

5　黒　褐　色　ロームブロック多量

（i　視　　　色　ロームブロック少量．焼上粒J′一・尉ヒ粒自微量

l一・一87こて′′l一一m一一一
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第657図　第421号住居跡・出土遺物実測図
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、l‥　　ニ　　　　ー．ノ′　′　　∴‘・ノ′′　　∴・　三　＿ノ′、、∴、、．・、リ「、∴　1′言　∴

礫　点が　室に覆土中と竃周辺の床面から出土している0床面から出土した土器の多くは須恵器で学土師器は

′ノー、　　　∴、‥　7、、′∴－．・工二′し一l・∴、J′　．・∵　・・′′、．J‥　ト‥、ら　ハ′、．言、ノブ

棒片や高塚片は破断面が摩滅して齢る　のが多信　また覆土中から検出されてお酌大半が投棄あるいは住居

廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものである。

新風　小形の盤が見られることや土師器塚の形状から蔓　時期は9華機中薬と考えられる。

第墟号住居跡出土遺物観察表　第磁園）

番号 種 別 極 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 ［焼成 i　 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

3765
須離 つ　 稀

［13 ．4］ 4．4 ［7 ．4］ 長有 灰黄 普通 体部下端手持ちへラ削り 竃覆土下層 購％

3766 須恵器　　 杯 ［14．2］ 寸．2 ［7。8］ 雲母 貴族 普通　 底部 ・方向のヘラ削り 中央部覆土

下層
20％

3767
i 須恵器 巨

は3 ．2］ ィ．丁 ［7．6］
雲母 ・赤色

粒子
にぷい橙 普通　 体部下端手持ちへラ削 り 貯蔵穴穫土

中 20％

3閥8
須離 つ　 盤 は6 ．8］ （2誹 － 雲母 貴族 普通 体部内 ・外面ロケU ナデ 東部覆土中 10％

3769 須恵器　　 盤 － （2サ6） 8 ．7 長石 ・有薬 灰 普通
底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ
北部産土下
層

㈹％

3770
須恵器 i 蓋

－ 紅潮 －
雲母・長石・

石英・骨針
黄灰 普通 天井部左方向の回転へラ削り 竃内 30％

第磁号健腰掛　第鵬図）

一　一・　ぺ　ノ　ー∴　　′：・′、∴　　　　∴　、．　′一、・．、、′，．

㍉、、’　′ノ　　・．、、ノ＼　′　－、ノ了′　一　′　′、∴、、／．

・∴・三、　ハノ　∴∴、－1㌦‘‥二・′、い一・一ユ　工、′ノニ′1言　　　㌧了一・ハ、、、　　－　∴∵立／二，ハ・・′二　′．、上′′

して立ち上がっている、、

‘二’‾、‘＼∴／′ノ　、二′　・′了∴′　′」∴∴J′ノノ′′、′．、、　′・㍉・ハ／十°㍉、、・J　人・ノ、ノ

竃　北壁の中央部やや東寄りにタ竃構築材と思われる砂質粘土を含んだ褐色士が直径約8鮫mの範囲に広がって

お酌　また　その直下から　火床面と思われるブロック状に硬化した焼士が確認されたため学　芸の位置に竃が

構築されていたと推測されるが　ほとんど道春していないため言綱田は不明である。

ぽッ紅　か所。㌘　～P複は位置と形状から主柱穴と考えられ芦　㌘　は深さ約罰cmで　南壁際の中央部に位

、∴’ノ　・・、　・一　一　　ノ　′　〆　て　′らノ　′′．

・・　），7・－　′‾　′　　　　′　一・′′：′　ノ　ー！∵ノ♪・′、′′　ハノー′　　、′′ノ′′

土層解説

l　恒暗視色　しゴーム粒J’一少量、焼目上「弓封ヒ粒自微量

コ　黒　褐　色　U一月二つ’一帖L　焼日章「・尉ヒ粒自微量

：j　黒　褐　色　ローム串「「・片目ヒ粒子出し　焼吊、1イ微量

・・ウ　　∴∴　　－・ノ．一　　ノノ　　ノ′一　一二・　…ェ、ノ、・′　・ノ・　′　一・く　　′′・ノ　つ∴　、∴・

臓鰯が　主に覆土中から出土している。謂鵬は　南東部の床面から検出されたが　はかばすべて全域の覆土中

から出土している。これらの土器片は大半が細片で　伴出遺物は少ないと考えられ，多くが投棄されたり住居

廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものである。

ノ‘l．∴　　　′′　ノ　　　′　一、＿′、　j　＿　了＿∴′　′′　′′．、′・．．、　′＼′こ　工、∴　′！．ノノ

ノ∴′ノ　バ′　．‥ノ′／・′′　．∴・．′　了　立、、－・．′．∴∵‘一　ソノ三・一・′′、∴ノ、＿、一・）′　l上

ーF－11一一87（十一一一一一一lll



港を構成していたことが想定され，時期は9世紀前葉と推測される。
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第658図　第422号住居跡・出土遺物実測図

第422号住居跡出土遺物観察表（第658図）

l

L亡一一細・－‾‾－

l

庄8
－－11－－－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3806 須恵器 盤 － （2．3）9．8
雲母・長石・

石英
黄灰 普通

底部回転へラ切り後，島台貼

り付け，ナデ
南東部床面30％

第423号住居跡（第659図）

位置　調査区中央部のI12jO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第425号住居跡を掘り込み，第432号住居，第855・882・887号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸約4・3m，短軸約4・Omの方形で，主軸方向はN－1000－Eである。壁高は約8clnと低く，立

ち上がりは不明である。

床　遺存している部分はほぼ平坦であるが，それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　東壁の中央部に砂質粘土で構築されているが，道春状態は悪く，壁外へ約44cmの掘り込みが確認されただ

けである。特に北側は重複により遺存していない。また，右袖部は基部だけが遺存しているが，火床部は検出

されず，竃材と思われる焼土ブロックと火熱を受けた土器片が確認されただけである。

－877－



寵土層解説

1　暗赤褐色

2　極暗褐色

3　黒　褐　色

4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　暗赤褐色
7　黒　褐　色

8　極暗褐色

9　暗　褐　色

焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

ローム粒子・炭化粒子微量，焼土粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　検出されていない。

覆土　単一層で，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片53点（杯12，高台付椀2，小皿8，

ら出土している。大半が細片で，本跡に伴う遺物は少なく，

嚢31），須恵器片3点（嚢），礫7点が，覆土中か

ほとんどが投棄されたり，住居廃絶後の埋め戻し

の段階で混入したものである。

所見　小皿はいずれも口径が9C皿未満で小形化しており，また東壁部に竃が付設されている住居形態から，時

期は10世紀後葉と考えられる。

第659図　第423号住居跡実測図
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第426号住居跡（第660図）

位置　調査区中央部のK12b4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第430号住居跡を掘り込み，第837－839号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びており，また，床面の一部が削平された状態で検出されたため，規

模及び平面形状は明確ではないが，遺存している床面の範囲や竃の位置から，N－1100－Eを主軸とする一辺

3．6m前後の方形または長方形と推定される。

床　遺存している部分はほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は確認されていない。

竃　南東壁の中央部やや南寄りに砂質粘土で構築されてい

たと推測されるが，上部が削平されているため確認できた

のは火床面と思われる径約32cmの焼土ブロックの範囲だけ

で，皿状を呈している。

ピット　1か所。深さ30cmで，形状から見て柱穴と考えら

れるが，1か所だけの確認であり，詳細は不明である。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片9点（杯3，小皿1，嚢5），須

恵器片1点（杯）が，全域の床面から出土しているが，す

べて細片で破断面は摩滅しており，住居廃絶後の埋没過程

で混入したと考えられる。

所見　遺物が少ないため断定できないが，東壁部に竃が付

設されている住居形態や，主軸方向が近接する第513号住

居跡とほぼ一致することなどから，時期は10世紀後葉と推

測される。

ー＿一＼一／／、＼

一一一・一一一一　一一一一　－　－　－一・一－・－．・．．・－　－－　－　－．．

0 2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第660図　第426号住居跡実測図

第427号住居跡（第661図）

位置　調査区中央部のK12C5区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第585号土坑に掘り込まれ，北東部は撹乱を受けている。

規模と形状　一辺約3・5mの方形で，主軸方向はN－100－Eである。壁高は約14cmで，外傾して立ち上がる。

床　北東部は撹乱のため不明であるが，遺存している部分はほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，

壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されているが，大半が第585号土坑に壊され，さらに一部が後世の撹乱も受

けているため，壁外へ約40cmほど掘り込まれているのが確認されただけである。

ピット1か所。深さ16cmで，形状から見て柱穴と考えられるが，詳細は不明である

覆土　4層からなり，各層に炭化粒子を含んだ人為堆積で，第4層は壁溝部の層である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
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第661図　第427号住居跡・出土遺物実測図
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′　　、、‥・、り　　′′．ノ、一′lこ　＼・：・J　　　　′．′＼‥＼ノ　′　　り　ノ

ノ　′　　　　　　、・′、′′　　　　　．　　二　′∴　　、．：

．／′　招．1　　　　ゲ∴十　丁　．∴′　く

番号 種 別極 種 持径極目可底 径 胎　 士i色　 調！焼成i 手法の料徴 出十位置 備　　考

3775

土師車 13車 車

雲母・長有　明褐　　　 普通　底部回転へラ切り 中央部・北
西部床面

吊％PL当り
外面墨雷
「圧南」

3776
土摘 巨 ［鵬 巨 車 も5 票 の長石車 ぷい橙 普通底部掛 ラ切り

Pl楷十十層 50％

JTT7 士師器　　 林 北西部床面
10％PLヱⅢ

［温3潮目　≠m w i 等Ⅷ 長有　　　　 ∴ぷい赤褐　普通　底部回転へラ切り 外面墨雷
「圧南」

3778
土師等　高台付

皿

温3車 車
語 長石　 ぷい褐普通豊票蒜冒磨きタダ涌欄

南東部床面
洲％PL2骨
外面墨書
「圧南」

3779 自 且3涌　 き車 3 崇 め長石をにぷい褐普通細 面へラ磨き
中央部床面50％

3780
須諦 巨 恒 恒 長石 i貴族 i普通磨 内面横ナデ学外輌 叩

束華際下層 5％

378温
㈱ 再 ［鵬 恒 ！ 芸蒜冒謡状匿 恒 好唇 部内働 タロナデ

中央部床面 5％
咤北産

3974 朋翻可　蓋 巨3可 緻密　 恒 －ブ可削頼繍部内ゆ夕摘ロタロナデ 将士中 摘％

′　　　　　　　　、㌧　了　′　′

－　∫／、′′　ノ　り11の　　ノ，′こ　ノ′　＿　　′　　　　′′一　　　、・′

重複関係　第∴ノ123号住居。第882号上坑に握り込まれている，一、

．ハ′　′　、・∴ノ　｝1　′、′　∴ノ′、′′ノ　′　言、　　　・、　′　　　　′．′′　　・∴　｝　′　　二、

して＿立ち上がっている、、l

′・　　′′　′ノ　∴　　　　　　　　ノ　　′′　′、′、′　′′．′′・　　′′．　　　　り！′　　　′、

竃　検出されていない、－．

′ノ　　　′′’′、・′　′7‘一．′・一′l二八／、．ノ　′　∴′　イー／′　ノン　′て言、‘　′了／、′∴、、′し．′　’′′　ハ言ノー・′．′

覆土　1屑からなり，焼上を含んだ人為堆積である、

土層解説

＿1黒　褐　色　ローム粒子少量．焼－I二粒子・炭化粒子微量

∴　　こ・．　∴ノ／・こつ　∴′　′　．′＼ノ、つ1′い・ユ　′、　ノ　告′　与　一　行、′′′、、ノ′′、　∴　J′，

銑浮れ蕉　礫摘点が　覆土中から出土している。床面から確認された遺物は少なら太半は覆土上層で検出さ

れ　住居廃絶後に投棄あるいは混入したものと考えられ　図示した土器が相当する。野鋸は　床面と覆土上層

の破片が接合したもので，佳屠廃絶後間もなく埋め戻し作業が行われたことを推測できる資料である。
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所見　本跡の廃絶時期は，投棄された土師器杯片から，11世紀前半と考えられるが，この時期の住居は小形で

竃を持たないものが多い。

亨工人［

第662図　第432号住居跡出土遺物実測図

第432号住居跡出土遺物観察表（第662図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

ミ＝⊆＝プク
3771

てこ二二＝二二
3772

番号 種　 別 器　種 口　径 器　高 底　径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

3784 土師器
高台付

椀
［19．9］ （6．9）

雲母・赤色

粒子
橙 普通

底部回転糸切り後ナデ，休部

内面へラ磨き

中央部覆土

中層・床面
30％

3771 土師器 小皿 9，5 2．2 4．9 雲母 にぷい橙 普通
底部回転糸切り，体部ロクロ

ナデ
覆上中 70％

3772 土師器 小皿 ［8．5］ 1．9 4，8
雲母・赤色

粒子
にぷい赤褐 普通

底部回転糸切り，休部ロクロ

ナデ

西部覆土中

層
60％

3773 土師器 小形整 ［19．8］ （6．7） －
雲母・長石・

石英
橙 普通 休部内面へラ磨き

中央部覆土

中層
10％

3785 土師器 要 ［23．7］ （13．4） －
雲母・長石・

石英
にぷい橙 普通 体部内・外面ナデ

西部覆土中

層 10％

－882－



第超33号住居跡（第663e664図）

位置　調査区南部のL12C温区に位置しタ　平坦部に立地している。

重複関係　第464号住居に掘り込まれている。

規模と形状　第464号住居に掘り込まれているため東部は確認できないが，南北軸が3。8m確認されⅣ＋げ㌧

Eを主軸とする方形または長方形と推測される。壁高は約膵cmで　ほぼ直立して立ち上がっている。

床　遺存している部分はほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており汐壁溝も周回していたものと推測され

る。

篭　北壁の中央部やや東寄りに砂質粘土で構築されており，焚日部から煙道部まで約96cm，壁外への掘り込み

は約57cmである。右袖部は破壊され，左袖部の道春状態も悪い。火床部には捜士と思われるロームブロックが

多くタ明確に火床面を捉えることはできなかった。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がる。

電土層解説

1褐　　　色　ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼士ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　にぷい赤褐色　ローム粒子中乳焼土ブロック少量，炭化粒子微量

5　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　検出されていない。

穫丑　2層からなりタ　ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中農，焼土ブロック・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片22点（捧6，高台付杯3，婆12，鉢1），須恵器尉9点（埠3，蓋5，婆1扶鉄製品

3点（不明），鉄淫2息石器7点（砥石），礫26点が，覆土中から出土している。3786は，北西壁際の床面か

ら出土し，残存率が50％を超える遺物はこの上点のみである。その他はすべて細片で，本跡に伴う遺物は少な

いと考えられ，ほとんどが投棄されたり，住居廃絶後の埋め戻す段階で埋土に混入したものである。

所見　須恵器蓋の形状や住居跡の主軸の向きから，時期は8世紀中葉と考えられる。

㊨　＼

第663図　第433号住居跡実測図
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第66名園　第433号住居跡出土遺物実測図

第433号住居跡出土遺物観察表（第664図）

十I「十＿千丁二＿
二＝二：二二二

二二二二
0 10cm

〔一一二一l二二二∴＝Ll．

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　 特　徴 出土位置 備　　 考

3786 須恵器 蓋 ［18．7］ 4．5 －
長右 ・針状
骨針

灰褐 普通
l
天井部3段の回転へラ削り

北西部覆土

下層

70％

PL236

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

3787 砥石 10 ．7 8．5 2 ．4 279 砂岩 砥面は 1 面 北東部覆土下層

3788 砥石 （9 ．1） （5．6） （5 。1） （278） 凝灰岩 紙面は寸面 北東部覆土下層

3798 砥石 9 ．9 10．3 3 ．4 319 凝灰岩 砥面は1 両 北東部覆土下層

第墟考住居跡（第665◎666図）

位置　調査区中央部の日射　区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第359の361の363号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　後世の耕作による撹乱を受けており学壁部を正確に捉えることはできなかったが，床面に広がっ

た焼土の範囲や竃の位置から，N－940－Eを主軸とする一辺約3．3mの方形と推定される。壁は道春していな

いため立ち上が年具合は不明である。

床　それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

聴　東壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約91cm，袖部幅約126cm，壁外への掘

り込みは約57cmである。遺存状態は窓も　袖部も砂質粘土を主体とした基部が確認されただけである。火床部

には埋まと思われるロームブロックが多く，明確に火床面を捉えることはできなかった。また，煙道は火床部

から外傾して立ち上がっている。
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電土層解説

l　極暗視色IJ－ムブし「ノク・炭化粒自微量

2　黒　褐　色　tJ－ムプロ、ソク・焼上粒J’一少量

：ミ　暗　褐　色　ローム粒J’－中量．力走上村つ’・微量

4　褐　　　色　ローム粒子多義，焼土粒子微量

ピット　遣存していない、、＿

覆土　遣存していない∴

一一イ・　＿′、．　：ノ・）．・ノ　　　　′、　ノ・′　＿′。j　　三⊥、、ノ・，′、∴－．′　　　　ノ、・、・　′．！二、

′　、・・ノ、∴′1ノ　　、、′：ノ　　′　了．二ノ、′・、′∵′　言品∴・′・；／ノ、・・点、J′；。・‥ノ．．′　ノ‥∴、′、′’′．′．

′　∴一、′　了、　　一一′　ノ．　　　ノ、l、・′′　′　′こ：てノ‥工、′こ、・′′ト　‥・・．′J、二　、′・ハ・＿　ィ、′ノ、ノ′　ノ

上したものである、－、．

J　シ／ノ′ノ′J、′　ノ／∴了、∴・・′、ノノ　・㌧　ノノ言こ・し′　　′ノ′　、‥、ノ　ノ：　－′∴、J・一一、．′一

第賎図　第墟号住居跡出土遺物実測図

第職者住居跡出土遺物観察慕　第捕　砂礪阿）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

∴　＿＿　　＿＿＿　　　　＿　＿

番号 種　別 器　種 日　経器　高底　径 胎　　土 色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出士位置 箪　 考

3789 工師器 嚢 19言 （26．8） － 長右・石英にぷい黄褐普通
目線部横ナデ，体部内面へラ

ナデ

竜手前・竜

右袖部
40％

番可 器種 長　　さ 幅 i厚　 さ重　　量 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出上位置 備　　考

3撒0　　丸瓦 （21．6） 捌つ　 ‥那
1670 凸面へラ削り，凹面布H痕，五線部を有する 遺構確認面
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土層解説

1恒暗褐色　ローム粒J’・少㍑　焼吊白一ム・炭化粒J’・微量

2　暗　褐　色　ロームプロ・ソク中量

3　黒　褐　色　ローム粒子e焼土粒子少量　炭化粒子微量

l　黒　田　色　ロームプロ、ソク′吊；∴　焼目白’・・尉ヒ粒自微量
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遺物出土状況　土師器片200点（杯158，高台付杯8，嚢34），須恵器片7点（杯3，蓋1，嚢3），鉄製品4点

（刀子1，不明3），礫12点が覆土中から出土している。土器類は，嚢片に対して杯片が多数を占め，比率的

に不自然であり，大半は住居廃絶後に投棄あるいは埋め戻しの段階で混入したものと推測され，伴う遺物は少

ないと考えられる。

所見　土師器杯の形状から，時期は9世紀後葉と考えられる。

第668図　第436号住居跡出土遺物実測図

第436号住居跡出土遺物観察表（第668図）

l l

Cここ二二：＝ヨ二
l I

甘　　口

3793

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3791土師器杯［15．0］4．0［7．0］赤色粒子橙普通底部回転糸切り
中央部覆土

下層
15％

3792土師器
高台付

士不
［13．8］（4．5）－雲母にぷい黄橙普通休部下端手持ちへラ削り覆土中10％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

3793刀子（6．5）1．20．3（6．45）鉄両関有り，柄部先端欠損 覆土中

第437号住居跡（第667・669図）

位置　調査区南部のKllfO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第436号住居跡，第14号掘立柱建物跡を掘り込み，第876・892・907・1190号土坑にそれぞれ掘り込

まれている。

規模と形状　南北軸は約4．0mで，西側部分が調査区域外に延びているため，東西軸は約2．5mだけが確認でき，

N－1050－Eを主軸とする方形または長方形と推測される。

床　ほほ平坦で，それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　東壁の中央部やや南寄りに砂質粘土で構築されているが，遺存状態は悪く袖部も壁面に貼り付けられた砂

質粘土が痕跡として残っているだけである。火床部には埋土と思われるロームブロックが多く，明確に火床面

を捉えることはできなかった。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット　検出されていない。

覆土　重複のため不鮮明であるが，2層が確認されている。いずれもロームブロックや焼土を含んだ人為堆積

である。
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土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片335点（杯178，高台付椀20，整137），須恵器片28点（杯15，嚢13），鉄製品3点（門

金具1，不明2），鉄津6点，磯19点が主に覆土中から出土している。3794は竃左側の床面からまとまって検

出されたもので，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　土師器杯の形状と住居跡の形態から，時期は10世紀後葉と考えられる。

第669回　第437号住居跡出土遺物実測図

第437号住居跡出土遺物観察表（第669図）

炬6
0　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3794土師器
高台付

椀15．4
（5．0）－長石・石英にぷい黄橙普通底部回転へラ切り

左袖部脇床

面
80％

3795土師器
高台付

椀－（2．3）－雲母橙普通底部回転へラ切り 北壁際床面10％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質特　　　　　　　　　　　 徴出土位置備　　考

3796閂金具（6．0）（1．1）0．9（21．1）鉄断面方形 覆土中

第439号住居跡（第670図）

位置　調査区南部のK12gl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第438号住居跡を掘り込み，第912・917号土坑，第42号井戸にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸約3・Om，短軸約2・6mの長方形で，主軸方向はN－40－Eである。壁高は約36cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。中央部やや北壁寄りの床面に，径約60cm

の楕円形状の焼土塊が検出された。床面に焼けた痕跡は認められず，投棄されたものと推測される。

焼土塊土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，灰微量
2　赤　褐　色　焼土粒子・灰少量，炭化粒子微量
3　灰　　　色　灰多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　　　色　灰少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　焼土粒子・炭化物微量

竜　検出されていない。
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ピット　検出されていない。

覆土　4層からなり，焼土粒子や炭化粒子を含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色

遺物出土状況

灰粕陶器片1点

のと考えられ，

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土師器片240点（杯116，高台付杯5，嚢129），須恵器片30点（杯14，高台付杯4，蓋2，斐10），

（椀），礫1点が主に覆土中から出土している。大半は住居廃絶後に投棄あるいは混入したも

図示した土器がそれらに相当する。また，中央部の床面に広がる焼土の中からも多数の土器片

が検出されている。これらは，焼土と共に投棄されたものと考えられ，火熱を受けているものと受けていない

ものに分かれている。

所見　杯の形状から，時期は9世紀中葉と考えられる。

且42．6m

第670回　第439号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



第439号住居跡出土遺物観察表（第670図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

38 0 2 土 師 器 杯 ［14 ．8］ 4 ．1 8 ．0 長 石 ・石英 に ぷ い 橙 普 通 休 部 下 端 回転 へ ラ 削 り 覆 土 下 層 40 ％

38 03 須 恵 器 杯 ［1 2 ．4］ 3 ．8 ［6．4］ 長 石 ・石 英 灰 普 通 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 覆土 中 層 20 ％

第445号住居跡（第671図）

位置　調査区南部のK12h4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第1260・1273号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北壁部に撹乱を受けているが，長軸約2．9m，短軸約2．8mの方形で，主軸方向はN－1040－Eで

ある。壁高は約10cmで，ほぼ直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　東壁の中央部南寄りに砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約74cm，袖部幅約80cm，壁外へ

の掘り込みは約45cmである。袖部は崩落しているが，左袖部の芯材として壁際に置かれた礫が砂質粘土ブロッ

クと共に検出された。火床部は浅い皿状を呈しており，土層断面図中の第3層下面が火床面に相当すると考え

られるが，焼き締まった感じはない。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第671図　第445号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



竃土層解説

1　暗赤褐色　焼上プロ・ソク微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量ラ　炭化粒子微量

ニーi　赤　褐　色　ローム粒j∴焼士粒自微量

4　褐　　　色　焼土ブロック多量

う　暗　褐　色　ローム粒J’・・焼「ブロックf鋸－1：

ピット　検出されていない、′、

・　　　　　′　∴′′　　∴く、′、　‥；∠　ノ：′ニ‘　ニ、．′′　・一′、　　・二　′　ノ、．　∴

．　　ブ　′‘・・ノ‾　′　、′ぺ　　　　′ノ′、ノノーノ　．、′ノ．：．　′；了．

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J’・少量．鹿沼バ．ミス微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少甘．鹿沼バミス微量

・／．，）　　′′、：∴，ご；　3　・ノ・　　　、・・　′　ノ　　′′　ニ・－・：′，　　　　　　＝り′　－．十

′′　′　　　　　　′ノー　ノ　′′′　′、・′ら　　二言－　ち十′ノ′ノ∴　∵・′、′ト言・、一㍉　′．′′　′　∵潤一　′

二′　　′　′　　；ソノ、／．′：ノ　：、、（、言・、・：つノ．ノ、フ・′Jハ／．、ノ、∴　：二ノ、．ノ　′ノ．1′、一一㌔／、一／了／J、ノ．くノ

が　残存率が低ら　住居廃絶後間　な　投棄された　のと推測される。

所見　林の形状から言時期は10世紀後葉と考えられる、－、

′　　　′　　　　　′ケ言・′三、、．一　′、ざ　′

′　　　　　　　　　∴　　′　ご

位置　調・杏区南部のK1211二日夏に位置し，、上田部に立地している，、、

重複関係　第1195・11〔）6号口元にそれぞれ握り込まれている．∴

′　　　　′′　　′　三　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　′．　　　　　　一、

して立ち上がっている。

′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　　　　　　　　　ー

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　′

′．ノ　　　・・・　　　　　　　　′ノ．′：　・．′　　′1′・7　　．　　　　　　　　．′′　　　　　　　　　．

た，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている．、・、．

竃土層解説

1　暗　褐　色　焼「プロ、ソク・炭化粒J’一微量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子少量，砂粒微量

3　暗　褐　色　焼土ブロック，粘土粒子少量，砂粒微量

4　暗　褐　色　廃土粒子少量夕　砂粒微量

う　暗　赤　褐　色　焼口上「粘上プロ、ソク少量∴炭化粒J’・・砂粒微量

（う　褐　　　　色　ロームプロ、ソク少量∴　焼上プロ、ソク・粘上プロ・ソク微量

ピット　検出されていない、．－
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覆土　3層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遣物出土状況　土師器片85点（杯27，高台付杯2，要56），須恵器片23点（杯7，蓋2，嚢13，長頚瓶1），礫

2点が覆土中から出土している。3809は北壁際の覆土中層からほぼ完形に近い状態で検出され，3810は竃の左

袖部と竃前の覆土中層から出土した土器片が接合したもので，住居跡廃絶後まもなく投棄されたものと考えら

れる。

所見　杯の形状から，時期は9世紀中葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第672図　第446号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　10m
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′．‘′　′・．汚　　　物∴′！＼！・ご　∴」′′く，

堅‥種や」器橙巨「可器義極径胎　土！色　調焼成i 手・法－の・特こ徴 出土位置！備　考
380車 離 巨寸 胴 序

7．2
雲母　 唇

普通　底部回転へラ切り後，ナデ 北部覆土中　摘％
層　　　　　PL235

尋 警吏 響 十つ 錮
－

農0窯色黄灰 普通i体部内㈲ タロナデ 監畿つ戯

′　　　　l J・　　ノ、　　′　　ピ

ー・：／・・く　　′！：　　．′　‘・、　′　　　　、＿　ノ、＼、∴

∴丁・‥・、ノノ・．′′÷ノ・、′∴、∴ン‥言い：・，∴′・わ　′　　　　．′ノ　′・て′、一′、・－　′　′、∴▲、、・・こ．

′　三　　　　㌧言∴ノ言二、＼　′’ゝ了∴＼！，、一・ノ＼‥く一・号　了ノ、′　′∵．′ニ　ー．－、・・t・－∴、　ノ．′　′∴、′！一言、ぐ

、′　　　′　・′、′二ニノ、一　悠′　はく′　言：、‾ノノ、J　′　．．、、1∵、′′ノ′　　一つ　一一、、　′　ン∴）

∴、．、′ノ　　　ー・ソニ　　′ノ・・．‘・＼　′ノ、′　．、ご　′　ノ′ノ、、′′J　′′、、ユ　′　′　r　′′・　　‥　・′　′ノミ　′　′　　　′．′ノ

調査区際の床面でわずかなくぼみが碓認されている．、．

／、′一ソ、ノ、′二、く、．、∴　′．ノ‥、′　　‾・・工′lゝ′′’　．ノ　ノ　！／・ノ′、　’、．、．′′，、、　て・－∴、′こ′∴

′ノ′、ノ′、　′　′＼ノ㍉．、－′′ノ　こ　∴ノ言．、′′：′’り′ノ∴′一、．・．、　′　、′ノ∴∴・；、′　ノ・・ン′ノ　′・′・、，　！′‥・

．　　／＼′′、‘′．・′、‘′ノ、∴　　二二ン∴　ノー．、′、J　　く　ノ∴一「・、‾‘フ二　ノー∴′、・′・‘　．1、　二、、、．、

また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている、－、

竃土層解説

l　暗　褐　色　ローム粒川一量．焼上粒J’・・粘出口一少甘．炭化粒J’一微量

2　黒　褐　色　ローム粒J’1・焼目白’一・歳化粒J’一少量

こ3　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼目白’・・炭化粒J’・少量

1－1黒　　　色　炭化粒戸車量，ローム粒J’・・焼巨粒子少；‾f呈：

5　褐　　　色　ローム粒J’・中量．焼吊、号・・炭化粒自微量

6　赤　褐　色　焼士粒子中量ブ　ローム粒子や炭化粒子少量

7　褐　　　色　ローム粒J’一・焼日も白′・・粘目白′・少量，炭化粒自微量

ぽッ睦　　か所。P　は深さ錮cmで　南西部の調査区域際に位置し　その性格は不明である。

穫羞　　層からな娠　ロームブロックや炭化粒子を含んだÅ為堆積である。

土層解説

1＿　黒　褐　色　ローム粒J’一少量・炭化粒j’l少量．焼日量だ微量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量・炭化粒Jて一少量．焼十粒子微量

：弓　恒暗褐色　ローム粒J∴中量．炭化粒J’・少量．焼‖粒子微量

－1暗　褐　色　ローム粒√中量・焼日も打・・炭化粒自微量

5　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

遺物出藍状況　土師器楕鴇満点　塔現　高函館椀摘　嚢野）須恵器片　点　種翫　高台付捧2　嚢目　線粕

陶器片　点　段血）瓦片　点　字瓦）鉄製品　慮　刀子上　磯　点が覆土中と南壁際の床面から出土してい

る。謂蟻は崩落した竃磯部の基部から出土してお酌　竃の構築樹として健用された可能性が高い。3鋸は北東

コーナーと南東コーナーの覆土下層から出土した破片が接合されたものである。また，図示したその他の遺物

はタ　すべて東壁際の覆土下層から出土しているが，住居廃絶後に投棄されたと考えられる。

所凰　棒珍高台付椀の小皿の形状から　時期は摘世紀中葉と考えられる。

－894－
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第673図　第450号住居跡出土遺物実測図
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ロ　　03818

第450号住居跡出土遺物観察表（第673・674図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

l

喝二
V

3817

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3811土師器杯［15．2］（4．5）－
雲母・長石・

石英
にぷい橙普通休部内面へラ磨き

南東コーナ

ー部下層
40％

3812土師器
高台付

椀－（3．1）［8．2］
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通底部回転へラ切り 中央部床面10％

3813土師器小皿［10．8］1．8［7．2］
雲母・長石・

赤色粒子
橙普通

ロ緑部および体部内・外面ロ

タロナデ
寵右袖部20％

3814土師器嚢［22．4］（7．1）－
雲母・長石・

石英
にぷい橙普通口緑部内・外面ロクロナデ竃火床部5％

－895－
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第674図　第450号住居跡出土遺物実測図

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

39 35 緑 粕陶器 段 皿 ［14 ．9］ （1 ．5） － 緻密
灰 白 ・黄

緑色 の粕
良好

口縁 部 ロクロナデ，柚 は刷毛

塗 り

東壁寄 り床

面
5 ％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

38 15 平瓦 （1 8．2） （19 ．0） （3．7） （14 40） 土 凹面布 目痕，凸面縄 目叩 き 奄左 袖部

38 16 平瓦 （1 3．2） （16．5） （3．0） （9 37） 土 凹面 布 目痕 東壁 際下層

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

38 1 7 刀子 （5．2） （1 ．4） 0．3 （5．8） 鉄 片閲 カ，両 端部欠損 南東 コーナー部下層

38 18 刀子 （9 ．5） （1 ．6） 0．5 （14．9） 鉄 片関 カ，両 端部欠損 覆土 中

－896－



第451号住居跡（第675・676図）

位置　調査区南部のKlli9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第452号住居跡を掘り込み，第450号住居，第20号掘立柱建物，第1111・1131・1212・1216号土坑に

それぞれ掘り込まれている。

規模と形状　床面の一部が削平された状態で検出されたため，規模及び平面形状は明確ではないが，遺存して

いる床面の範囲から，N－20－Wを主軸とする一辺約4．3mの方形と推定される。

床　それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，袖部幅約90cm，壁外への掘り込みは約74cmである。焚き口部

は土坑に壊されているものの，袖部と火床部の遺存状態は良好で，袖部の内側は赤変している。また，竃を構

築する際，第452号住居跡を床面近くまで掘り込み，砂質粘土で袖部を構築しているのが確認された。火床部

は浅い皿状を呈しており，土層断面図中の第3層が火床面に相当し，厚さ約11cmほどが赤く焼き締まっている。

また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

I II

第675図　第451号住居跡実測図

－897－
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竃土屑解説
1灰黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
5　褐　　　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さ11～17cmである。なお，主柱穴が想定される北東コーナー

部は土坑に掘り込まれており不明である。P4は深さ約22cmで，南東コーナー部に位置しており，貯蔵穴の可

能性も考えられる。

覆土　2層からなり，焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片324点（杯121，高台付椀9，嚢194）， 須恵器片46点（杯4，高台付杯1，襲41），土

製品2点（支脚，不明），礫14点が竃内と竃周辺の床面から出土している。3820は竃火床部，3823は竃前の床

面からそれぞれ出土している。特に3820は火熱を受けており，

脚としての用途が考えられる。

所見　土師器杯の形状から，時期は10世紀前葉と考えられる。

火床面に伏せた状態で確認されたことから，支

第676図　第451号住居跡出土遺物実測図

第451号住居跡出土遺物観察表（第676図）

0　　　　　　　　　　　　　108m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　20cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3820土師器杯13．84．17．6雲母・長石橙普通
ロ緑部および体部内・外面ロ

クロナデ
竃火床部60％

3821土師器士不［15．4］4．07．0
雲母・長石・

石英
にぷい橙普通

口緑部および体部内・外面ロ

クロナデ
竃覆土中40％

－898－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

382 2 土 師器 要 ［15．0］ （6 ．5） － 長石 ・石英 明赤褐 普通 口縁部内 ・外面横 ナデ 竃覆土 中 5 ％

38 23 須恵器 大喪
－ （14 ．0） － 長石 黄灰 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ 竃前床面 5 ％

第453号住居跡（第677・678図）

位置　調査区南部のK12i3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第465号住居跡を掘り込み，第1283・1284・1286号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸約4・4m，短軸約3・4mの長方形で，主軸方向はN－920－Eである。壁高は約10cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，北壁際から西壁際にかけて壁溝が巡っている。

竜　2か所。第1竃は北東コーナー壁部，第2竃は東壁部に砂質粘土で構築されている。第1竃は両袖部とも

壊されて，第1竃から第2竃への据え替えが行われたと考えられ，また壁外への掘り込みは約86cmである。意

図的に壊されているためほとんど遺存しておらず，火床部が皿状に掘りくぼめられて構築されているのを確認

しただけである。煙道は火床部から外傾して媛やかに立ち上がる。また，遺物は検出されていない。第2竃は

焚口部から煙道部まで約108cm，袖部幅約80cm，壁外への掘り込みは約28cmである。遺存状態は悪く，袖部は

基部が確認された程度である。火床部は皿状に浅く掘りくぼめられているが，火床部には埋土と思われるロー

第677図　第453号住居跡実測図
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ムブロックが多く，明確に火床面を捉えることはできなかった。なお，火床部からは火熱を受けた土器片が数

点確認された。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がる。

ピット　検出されていない。

貯蔵穴　長径約80cm，短径約62cmの楕円形で，南東コーナー部に付設され，深さは約34cmである。底面形状は

長方形を里し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなり，各層にロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片310点（杯224，高台付椀5，小皿6，嚢64，鉢11），須恵器片10点（嚢），灰粕陶器片

2点（椀），緑粕陶器片1点（瓶），鉄津7点，礫7点が主に南部の覆土下層から出土している。土器は嚢片に

対して杯片が多数を占め，比率的に不自然であり，大半は住居廃絶後に投棄されたと推測される。また，完形

に近い状態で検出された遺物は少なく，本跡に伴う遺物は3824・3825・3828である。3826は貯蔵穴から，3827

は第2竃の右側の床面からつぶれた状態で出土しており，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　高台付椀・小皿の形状から，時期は11世紀前半と考えられる。

－900－

第678図　第453号住居跡出土遺物実測図



第453号住居跡出土遺物観察表（第678図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 82 4 土 師 器
高 台 付

椀
［14 ．6 ］ 5．2 ［5．2］ 雲 母 ・赤 色

粒 子
にぷ い橙 普 通 体 部 下 端 回 転 へ ラ削 り 西 壁 よ り床

面
30％

38 25 土 師 器
高 台 付

椀
［17 ．2 ］ 6 ．3 7 ．7 雲 母 にぷい赤褐 普 通

底 部 回転 糸 切 り後 ， 高 台 貼 り

付 け ， ナ デ

第 2 竃 手 前

床 面 4 0％

38 26 土 師 器 小 皿 ［6．6］ 1 ．6 ［ 5．4］
雲 母 ・長 石 ・

石 英
橙 普 通

底 部 回転 糸切 り， 体 部 ロ ク ロ

ナ デ
貯 蔵 穴 5 0％

3 8 27 土 師 器 鉢 20 ．6 15 ．3 1 1 ．2 長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 体 部 内 ・外 面 へ ラ磨 き
第 2 竃 右 側

床 面

70 ％

P L 23 5

38 2 8 土 師 器 襲 ［27 ．6 ］ （1 5 ．7） －
雲 母 ・長 石 ・

石 英
にぷい赤褐 普 通 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ

第 2 竃 手 前

床 面 10 ％

49 2 6 線 粕 陶 器 瓶 － （3 ．6） － 砂 粒 オリーブ黄 普 通 内 ・外 面 施 粕 複 土 中 5 ％

第455号住居跡（第679図）

位置　調査区南部のL12a5区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　北壁中央部を第1557号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面の一部が削平された状態で検出されたため，規模及び平面形状は明確ではないが，遺存して

いる床面の範囲から，N－30－Wを主軸とする一辺約2．4mの方形と推定される。

床　遺存している部分はほぼ平坦で，それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　北壁の中央部やや東寄りに砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約60C恥袖部幅約85cm，壁

外への掘り込みは約60cmである。竃付近の床面には竃材と思われる焼土ブロックが散在しており，天井部は崩

落し，袖部も遺存状態が悪い。火床部は皿状に浅く掘りくぼめられているが，焼き締まった感じはなかった。

また，煙道は外傾して立ち上がる。

ピット　検出されていない。

覆土　道春していない。

遺物出土状況　土師器片9点（杯6，要3），須恵器片1点（杯），鉄津1点が床面から出土しているが，これ

らは細片で破断面が摩滅しており，混入と考えられる。南東部から出土した3829も同様である。

所見　伴う遺物がないことや，遺構の重複関係からも判断できないが，出土土器の形状から，時期は9世紀末

から10世紀前葉と考えられる。

l

j

l

l

l

L　＿　＿　＿　＿

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第679図　第455号住居跡・出土遺物実測図
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、ノ．　　′，、　　：中：′こ′、言　′′：′・

墾十陸別極 橙 日　経器　高底径漣　 二年 邑　 可嘉 手　法　の　特　徴 出土位置！備　 考

3829　土師器　　 琢 拍3．6］（3。5）
i慧 戦 車 ぷい中 道

休部内面へラ磨き 確認商　　　 用％

∴ノ言ふ　　．～　∴′∴、工、く∴

－　・・・′　′く　ノ、・、∴∴　）ここ∴　′く　ィ、′，一・・、ノ、′　工′　′ト、一、こ、′：．

重複関係　第諏　魯諏　⑳諏号住居跡をそれぞれ掘　込み　第諏号住居　第潮音掘立柱建物にそれぞれ掘　込

まれているし、また．耕作による撹乱を受けている、－、

′二・き′．＼、　′　、′一　‥・ノ・．′　′．く－lノ‘、1′・・・l・J′、ソ言、′ら言三′　㌘！′　‾ノ′．′′．・・′、。′ニ信：′ノノ、

、．、、′′、∴′ハ　　　′・ふ告　，、　　ノ　＿ノ′　′ノ、し．．、j

‥、、一、‘、∴・′　ノ　ノ、′　十ノ、．・二了テ′＼・びわ．ノ∴‾′、′こノ　′、言工′．∴、．い、、′∴

竃　北壁あるいは東壁に付設されていた　のと想定されるが　偽の遺構などによって両壁と　掘　込まれたと

考えられ，遺存していない。

一、：　　ノノー　′　・　′ノ‥∴上．ノ〕叛　　∴′′〈：∴：ん、、′＼、＿－1、、′シ読子、′中里∴小′・、′ぷら　昌　　つ．工　人・′

施設に伴うピットと想定されるし、

尊皇　　層からな軋　ロームブロックを含んだ堆積状況を示したÅ為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’一少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

：j　黒　褐　色　ローム粒J二微量

遺物出藍状況　土師器片3点　棒針　婆謂）須恵器婆片　点がほぼ全域から散在した状態で出土している。

出上した上器は，いずれも細片である、一・、

第鍋図　第墟号住居跡実測図
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所見　日柚器月、皿がまだ出現していないことと，1両町紀後半のf日朝亦に掘り込まれている重複関係から判断し

て言時期は10世紀代以前と考えられる、一、．

－′　　一　　　一　　′、∴　′′

位置　調査区南部のI＿Jllb〔日射二位置し．、臣町部に立地している、．、

重複関係　第調3㌢住居跡を掘り込み，第1133つ13幸子上坑にそれぞれ掘り込まれている、－、

′　ノ　　、・′　　　　‥　∴ユ、了．く／，三　　　　　ノノ　　ノ、＼　‥　　、、・；㍉′　　　一・六　∴、・‘し

して立ち上がっている、、

床　ほぼ、印lで．竃の前面から出入i）ll施設にかけてよく踏み同められており。壁溝が周回している、・

．　ノ　　′、、一ノ、′、′　．．．　　　言　ノ′　　、′　　ノ、　′‥　　　　　－　　　′‘　　　′　’．′′＼

′　　′′　　′　　′・′．、、′了′　＿・′、、・一二、、く　′、　′　り　′　′1′　∴一′∴ノ′‾′　　　′’、　　′　∴㌧㍉！

′　　　　　　　　　　　′．・・　　・′　′　．　　　′　　′、く・′：、　′′　　　　　　　　　′、′　′　　　　　′　∴

た可能性が高く。上骨湖面If図中の第2　011層が大坪崩fIヂ「＝二相当する、一　柚部は基部が痕跡として残っているだ

′～′　　　　　　　　ノ　　′、　　　ノ′　　　ら　ノ′′　　∴、′　　　・′　　　　　∴　　　　－　　く　り∴．

が火床面に相当し，焼き締まっている、，また．煙道は火床部から外傾して立ち上がっている、．

竃土層解説

1　暗　視　色　しトーム粒J’・・焼‖二、t′つ’一・歳化粒J’l少量

コ　にぷい赤褐色　焼上プロ、ソク小結　ロームプロ、ソク・炭化粒r・砂で摘l汗骨つ’・少量

！；暗　赤　出　色　ロームプロ、ソク・焼上ブt二卜′ク少量

、l　赤　陽　色　砂質粘上ブロック中量．ロームブし「ノケ・焼上ブU、ソク少量　炭化粒J’・微量

1　暗　視　色　し1－ム粒戸出；∴　焼巨位！・・炭化粒自微量

（i　暗　褐　色　U一・一ム粒「・砂質粘上粒「少量．炭化粒自微量

′　　　　　、．、　　　、　一　　‘　：ノ　　　，　、・′′　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　．

碓認できなか／つた、、つ‾）Clは深さ約12cmで，唯際の中央部に位置しており，出入りll施設に伴うど、ソトと考えら

れる、、．

覆土12層からなi上　ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である．∴．

土層解説

1　黒　褐　色　し1－ムブしト・′ク少量・焼上粒自微量

2　極暗褐色　ロh∵ムブロック微量

3　窯　褐　色　炭化粒子微量

4

5

6

7

8

9

摘

Ⅲ

温2

黒

窯

窯

黒

窯

窯

窯

黒

．l、1、㌧

褐　色　ロームプロ、ソク中量

褐　色　砂質粘上プロ、ソク少量∴　ロームプロ、、′′ク微；Il：

褐　色　砂質粘上プロ・ソク少：l；∴　ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

褐　色　ロームブロック少量

褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

褐　色　ローム粒J’一・炭化粒自微量

褐　色　ローム粒自微量

褐　色　ロームプブロック少量の炭化粒子後遺

褐　色　ロームプロ、ソク少量．埴上粒「微量

′　　・′　ノ‘　　　′・ノ　　翌．，：！　　′一　ノ，ノ　　　‘′、．．∴′　′

ノ　　　　　′、．　・，．　男づ－く．′・1－1ノ、′　　　　　　　　′　、デ、′了ノ′一・・九′、　．

′　　　　ノ　′　′　′・′．　′　　′′　．′ノノ・　　′′　‾∴て　‥　ノ′た　　′．　　　　　：・、．トて　′LJ′′‘∴一ノ・r一　′′．

出i二した383！′）が相当する、後者は中央部の覆回Iから検出された遺物が相当する‥、

一バーl－一つ）03－－－



所見　本跡は当初から横長を想定した住居形態と考えられ，羽口の出土などと併せて，一般的な住居ではない

とも推測できるが，それらを証明するような施設や遺物などは検出されていない。時期は，杯の形状から8世

紀中葉と考えられる。

第681図　第460号住居働；・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

′笥

10cm

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」



第購号住居跡出土遺物観察衷　第柑図）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　 土 ！色　 可 蜘 可＋ 手 法 の 特 徴 出十位置 備　　 考

3838 須恵器 林 14 ．5 5．0 9 ．2

石英 i灰　 回 底部掛 ラ切り
竃右袖部脇 95％

P L236

3839 須恵器 林 Lll．3∵ 3．7 7 ．2
長㍉ 唇 つ 中 部下端掛 ラ削り

竃煙道部
70％ 底部外

面へラ書き

離 中 鯛 中 毒 可 夕幡 恒 可 重 量 胎　　　 士 特　　　　　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備考
3中 車 中 車 庫 長石・有英・ 指ナデ指紋付鼠　外面ナデ，内面へラナデ，吸気部はラッパ

北壁際下層砂粒 状に外反

第礪考健腰跡　第相国）

位置　調査区南部のL且鉦　区に位置し芦　平坦部に立地している。

重複関係　第∴r1－33年住居跡の南東部を握り込んでいる．、

十葵イ’▲車ご　j了帖竹‘：ノ、、‖l吊二㍉、、一男．－ノ　弓‾、、；・1－・′十′一＼　′　こ圭ノ．Jl・′ご斗．＼：、一．＋1／∴一日∴

‾立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で　竃の前面から出入　打部にかけてよ　踏み固められてお軋　壁藩が周回している。

囁　北壁の中央部やや東寄りに砂質粘土で構築されており　焚打部から煙道部まで的摘艶m　袖部幅約摘紋m汐

壁外への掘り込みは約57cmである。遺存状態は悪も　土層断面図中の第3～5層が天井部崩落土に相当する。

火床部は皿状に浅く掘りくぼめられているが野焼き締まった感じはなかった。またタ　煙道は火床部から外傾し

て立ち上がっている、、

竃土層解

1　褐

2　暗

説

褐

色　ローム粒J′・・焼巨粒子・粘吊白’一少結　炭化粒召鋸一一呈二

色　ローム粒上　焼上プロ・ソク・炭化粒J’l・粘＝粒子少量

3　暗　褐　色　砂質粘土粒子中量，ローム粒子0焼土ブロック少量，炭化粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子の砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　砂質粘土粒子中量，ローム粒子0焼土ブロック0炭化粒子少量

6　極　暗　褐　色　ローム粒子e焼士ブロック・炭化粒子少量

だッ匝　5か所。主柱穴は㌘1～P4が欄当し　深さ膵～2激孤である。P　は深さ的摘cmで　南壁際の中央部

に位置しており，出入＝l施設に伴うピットと考えられる．。、

啓蓋　5層からなり，ロームブロックや粘土を含んだÅ為堆積でタ　第4層は壁溝の士層である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ・ソク中量．砂質粘上プロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’一・焼上プロ、ソク中量、炭化粒J’－少量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量．砂質粘土ブロック・焼巨粒丁一・炭化粒子少量

・l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

5　灰　褐　色　砂質粘上プロ・ソク中量．ロームプロ、ソク少結　焼‖粒千・歳化粒召鋸一呈：

遺物出藍状況　土師器射37点（捧31タ　高台付輝3，髪102，鉢日，須恵器片47点（棒28，蓋3　嚢蟻）土製

品　点　支肺上　磯　点が覆土中から出土している。太半が細片で，投棄されたり住居廃絶後の埋め戻しの段

階で混入したものであるしこ、

所見　杯の形状から，時期は8世紀後葉と考えられる。

－905－



④

0　　　　　　　　　　　　　1m

呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L　　　」

第棉2図　第464号住居跡・出土遣物実測図

第464号住居跡出土遺物観察表（第682図）

ol　　　可
0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

熟　〟。聞

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3845須恵器嚢－（8．7）－
長石・石英・

雲母
灰黄普通体部外面横方向の叩き目覆土中5％

第465号住居跡（第683図）

位置　調査区南部のK12i3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第453号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東側部分が第453号住居に掘り込まれているため，南北軸3．0m，東西軸は1．8mだけが確認され，

平面形状は方形または長方形と推定される。主軸方向は，西壁の方向から判断してN－80－E，あるいはN

－1000－Eと推定される。壁高は最も残りの良い北壁で9cmほどであり，外方向に開き気味に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面は確認されなかった。壁溝も確認されていない。

－906－



′　　　　　　ノ　　　′・　　、　　　　　　　ノー　　　　　　　　′　　　　‥、′、・一　　　′リ、・′　・ヽ

ない、＿、、

ピット　検出されていないこ、

・　　′　ノ・！．、＼　　　′、ノ・′／′r　′′J一′　′′、工ノ二‾・′、ノ′　ノ　′ノ了1こ1ノニ）

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブrてック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

－　わ　　．　　　　　二、　一′、・・′　　ノ　ー′′　　′　′　i　　′　　　‘　′　　′ノ、ニ∴／、′・－く′・：、言∴

′　∴、－J∵∵、　ノ‘、六．棚’；′　三一ノ、・－ソノ、・．・′1、・′．　ノ言ニ；ノ＼．ノ′＼．～‖ノて・．・．－′　二、、㌧′、

ノ∴′、．、ノ　三′　′　′　一、ノ′・、一、二′1．‾、、JJ′、・・ハ　ノ手工．（ノニュー　でハ　′ノ、′くJ

新風　本捗は硬化商が認められず　主柱穴を持たない住居形態である。出土土器の形状から　時期は釧匪妃中

葉と考えられる、、．

㊨

0　　　　　　　　　　　　2m

し　‥　　　－　　＿二　　　　＿

／

＼

第繍図　第購号住居跡態出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm
′　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

第購号住居跡出土遺物観察衷　第瞞図）

＿　！∴l㍉∵∴∵∵　‾l＋‥l
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第466号住居跡（第684図）

位置　調査区南部のK12f4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第470号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　東西軸は約3．0mで，北側部分が調査区域外に延びているため，南北軸は約1．5mだけが確認でき

た。壁高は約57cmで，ほぼ直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　検出されていない。

ピット　3か所。主柱穴はPl・P2が相当し，深さ38cm・57cmである。P3・P4は本跡を建てた当初の主

柱穴と考えられる。P5は深さ約67cmで，位置が不規則であり，詳細は不明である。

覆土　4層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・鹿沼パミス微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量・炭化粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

造物出土状況　土師器片13点（杯1，高台付椀1，藍11），須恵器片5点（高台付杯4，蓋1），礫6点が，覆

土上層を中心に出土しており，床面から確認された遺物は少ない。これらの遺物はいずれも細片で，大半は住

居廃絶後に投棄あるいは混入したものと考えられる。

所見　伴う遺物が検出されず，明確ではないが，遺構の重複関係などから，時期は10世紀中葉と推測される。

第684図　第466号住居跡・出土遺物実測図

第466号住居跡出土遺物観察表（第684図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3848土師器
高台付

椀－（2．3）6．6
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ

南東コーナ

ー下層
10％
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第470号住居跡（第685図）

位置　調査区南部のK12f4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第466号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸は約4・6mで，北側部分が調査区城外に延びているため，南北軸は約1．7mだけが確認でき

た。壁高は57C皿で，ほぼ直立して立ち上がっている。

床　遺存している部分はほぼ平坦であるが，それほど硬化した部分は認められず，壁溝も確認されていない。

竃　検出されていない。

ピット1か所。深さ52C皿で，柱穴にしては，位置が不規則であり，詳細は不明である。

覆土　3層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片176点（杯153，高台付椀12，聾10，甑1），須恵器片4点（杯1，高台付杯2，嚢1），

灰粕陶器片1点（椀），礫9点が，主に覆土上層から中層にかけて出土している。嚢片に対し杯片が多数を占

第685図　第470号住居跡・出土遺物実測図

－909－
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0　　　　　　　　　　　　2m
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め，比率的に不自然であることや細片が多く，破断面が摩滅していることから見て，本跡に伴う遺物は少ない

と考えられ，ほとんどが投棄されたり，住居廃絶後の埋め戻す段階で混入したものである。

所見　杯や高台付椀の形状から，時期は10世紀前葉と考えられる。

第470号住居跡出土遺物観察表（第685図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

3 84 7 土 師 器 1不 ［14 ．0 ］ 4．1 7 ．4
雲 母 ・赤 色

粒 子
にぷ い 橙 普 通

底 部 回転 糸 切 り， 休 部 ロ ク ロ

ナ デ
南 壁 際 床 面 6 0％

第471号住居跡（第686図）

位置　調査区南部のK12f3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第921・1259号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．8m，短軸2．2mの長方形で，主軸方向はN－170－Eである。壁高は最も残りの良い部分

で8cmほどであり，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，それほど硬化した部分は確認されなかった。壁溝も確認されていない。

竃　北東コーナー部に付設されており，焚口部から煙道部まで48cm，袖部幅76cmである。袖部は，コーナー部

の壁面に床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，砂質粘土を用いて構築されている。火床部は浅い皿状を

呈して赤変しているが，焼け締まった感じはない。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

⑥　I／／

第686図　第471号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

0　　　　　　　　　　　　10即
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ピット　検出されていない、、

覆土　2層からなり．レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である、1・

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’・少量．炭化物・焼‖有子微量

2　暗　褐　色　ロームプロ、、′ケ申甘　焼‖：白’・・炭化粒召掛違

、∫一．シ　・．・・　　一・一／、′、‘、　、；l　‾′’′、タ・　；ノ、′　　そ∴‥′．，′　‥　‘／′／＼∴．く′′　′J　了　＿　言．∴　・

丑して折る。謎鯛は覆土中から出土してお酌　本捗廃絶時の埋め戻しの段階で捜士と共に投棄されたものであ

′′j j・工　ノ、ノ、′ノ言・－．、′言・∴、・、湖（・一、．　′・／、、＿∴、了パ、、こ′読

．　ノ、－’∴　　′　　　　工ノン、ニr、、′　′、′三ノノ　　リー、′・ノ言　′　ナ　丁－　売、∴・、′、・・／、、．′，′：　、∴．、ハ

出l＿二十器の形状から1甘世紀前葉と考えられる、、

第贈号住居跡出土遺物観察表　第柑固）

番可 種 別 極 種桓 径 器 高恒 ザ 中 台　 士 巨邑　 譲車 は 「 う 議 論 頂 頂 出士位置 備　　考
均斗 鵬 中 再 の長石事 ぷい褐国 禁 譜 転へラ削娠 僻β

将士申 5％

J．　　　　　　　　′　、、・／∴l　ノ

位置　調査区南部の王J12ビ3区に位置し∴、円甘部に立地している、、

重複関係　南壁際を第11：捕号口先に握り込まれている．＿、．

．　　　　　　　　　　・・　．　　′′．．　　　　　‥　一　・′ノ　＿′・∴　、　言　′．′′．　　　∴　′．

良い北壁で2∴llenlを油日主　外方向に開き気味に、：たち上がっている、＿、

、、　′　ノ　ノ’．′ノ　　　　　　′、／′、　′′　　′　　　　′　　′　－　　ノ、一・・、ノ　′、．・言．′∴

壁溝は南東部壁際を除いて巡っている。

／・′ノ．J、′　′・‾　′、　　　′′、　′′′．′　　　∴、、、　　　′ン　′　′′′・′　′　′、′′　ハ　′、ノ、　　ノ，．・′

リ　ノ　　　‘ノ’　　　　　　　ノ′　　　′　　′・、　′′　′　　′∴　　′　　′′　　′・・′　　　　　　　　・・′　　　　　　　　　′

一　リ　　　ノ　　　・′　　　　‾　　　∵・　　′′．　ノ′′　　　。・　′　　∫　　ニー、′′　　　．＼′　　ノ　′、′　′．ノ、　ノ

′、　　′　，　ノ′　、′　′・′　、　　′‘・ノ　′・t　　　　　′　　　′　．・、′　　′、′　′　′　′　　　、ノ：

火床部から外傾しながら緩やかに立ち上がっている．∴

竃土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中軋　焼士ブロック・粘I∵プロ、ソク・炭化粒J’一・砂粒少量

2　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・ローム粒千・歳化粒J’l少芸＿i一呈：

：i　黒　　　色　ロームブロック・焼上粒つ’・・炭化粒J’・少蔓

・1　恒暗視色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・粘上プロ、tノク・砂粒少量

′・′　　ノ　　　′′ノ′、二、　～．、、、∴　　′ノノ∴　　　　′・　ノ∴′　ノ′　′　　　　′．　　　　　　ら

ノ′′　ノ　ノ　。：　′・、‘′．、′　　エ　バ′こノ′′　　　　　′　ノ　、・′：ニ　　ケ　′l　　‾　一・．　　．′∴二二・

伴うピットと考えられる、

；　′・・．．，／′　・ノ　　　′・・ノー　′ソ・？、ノ′　．．′・　′h．ノ、ノノ．一　　′ノ．／′

土層解説

l　極暗褐色　ロームブロック中農学　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームプロ・ソク中量、焼目白∴・炭化粒J’・少量

：i　畔；二　褐　色　ロームプロ、ソク中量

1一m一一911－1一一“′－′



遺物出土状況　土師器片219点（杯170，高台付椀18，嚢31），須恵器片8点（杯3，高台付杯1，嚢4），礫5

点（被熱痕あり）が主に竃内やその周辺，および南壁寄りの床面から出土している。3850は南壁寄り，3851は

南東部と竃前，3853は南西部のそれぞれ床面から出土している。煙道部の立ち上がり部には，3854・3852・3855・

3856が上から順に逆位で重ねられた状態で出土している。これらの土器は隙間を焼土化した粘土で埋められて

固定され，体部外面には被熟痕が認められることから，支脚として使用されていたものと考えられる。さらに

下位には，砂岩が据えられて支脚として使用されている。前述したとおり，両袖部には砂岩が補強材として使

用されており，被熟痕の認められる3857が砥石から転用されて左袖部に据えられている。遺物の多くは，本跡

が埋め戻される段階で投棄あるいは遺棄されたものと考えられる。なお，須恵器の杯類ははいずれも細片で混

入したものである。

所見　本跡から出土した土師器の高台付椀は高台が底部の内寄りに付く形態で，休部のふくらみが強調される

ようになっており，時期は10世紀後葉と考えられる。また，硬化面の広がりが南部に片寄っており，北部は床

を設置して使い分けがなされていたことが想定される。

第687図　第472号住居跡実測図

－912－

可　　　］I

O　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」



二＿＿＿
第688図　第472号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」

－913－



第贈号住居跡出土遺物観察豪　第弼囲）

番号　 種　 別 器　 柾 。 径 i器 高 極 径 i 胎　 士 i色　 調 焼成 ［ 手 法 の 特 徴　　 出土位置　 備　 考

J樟0　 士師器 高台付
椀

中 の可　　　　 普通 纏 誓 切 瀾 貼纏 寄 床 i閥％

3851　 土師器 高台付
椀

1摘　 6ぁ4　 7・ 槻　 橙　 普通 欝 欝 ； 切娠 高鍋 増 悪 南東 監 9

385ゴ　 土師器 高台付
椀

は 車 中 目 許 赤色 にぷ減 国 禁 讐 拙 高郷 付 竃煙道部 舗％

3853　 土師器 高台付
椀

摘中 温　 や5　　　　 普通 欝 鍔 切娠 高鍋 り 南西部床面 脇

誹51　士師器 高台付
椀

持 。習　 … 04　　　　 普適 齢 醜 糸切 後 高捕 り 竃煙道中 ％

J樟5　士帥器郵 白摘巨車 5 廃 の石英恒　 普通檀紙糸切軋細 り舶道中 ％

演演　 士師器
高台什
椀

鵬 可 は再 欝 の橙　 普纏 晰 切 後 納 粘り竃煙道部 粥％

鮒 恒… 中 産 可　 幅 摩 可 垂　 壷 材　 質 ！　 特　　　　　　 徴 出土位置 i 備　 考
響 日 経　 日射 車 鵬 餉月 払翻 砂岩 i砥薗3軋 被熱痕あり 竃左舶‖

第贈号健腰妙　策柑囲う

ノ　′、、′－′召　　′こ　・・く　　　　　　　　　　　　　　　　　．

・’ノ　　　　　　　　　　　′′′　　　　／、′′ノ′　　　　　　　　′

で7mlを泄目上　外傾して立ち上がっている、、．

．　′　　　・・：：ノ和′ノ　ノ　　　　　　　　　′　′　′　　　　　　　，・　　ニ／、．

ノ　　　・・　　′’：　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　・′、＼／言、ノ、ノ′　　　　一

！　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　一　　　　、　　　　．1・　′　　　　　　　　　、．　　　．

．　　　　′1二　　′一　′・′　　　ノ・′　　　　　　　．、・′　　　∴　　ノ．′・　　　　　′

竃土層解説

l　極暗褐色　し「一一ム粒j’一・粘‖JJ・少量、旭日＼「「・炭化粒白微量

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク中量∴　炭化粒J′・少量．焼‖章子微量

：1黒　褐　色　粘＝拉千中量．ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’l少量

l　暗赤掲色　焼上プロ、ソク中量、ローム粒子・粘日日－・尉ヒ粒子少［il：

う　暗　褐　色「・トムプロ、ソク小結　焼上プロ、ソク・粘日日l少量．尉ヒ粒自微量

′　　・′　ノ‥　　　　　　　　　　　　　　′　　J′　′′　　　　　　　　ノ　　　　′

一　　　　　　　　′　′・・・・′／ノー　′、′′　一′　′　　　　′　　　ノ、一　　　　　′．′′

土層解説

l　暗　褐　色　焼上位f＼・炭化粒召散量

2　暗　視　色　ロームプロ・ソク少；fI：

こう　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少＿；f呈∴　粘土プロ、ソク・焼上位イ・・砂粒微；主呈：

′‘・　　　；、、　　　　三　　ノ，・・　　′、′　　　　′　一　　　、、　　　　　　　′　　　ノ

ノ‘　　′　　　′　　l∴　′　　　　　　′、　　　　　　　　、．．さ、　∴．′　　　、、一　′　　　′′　　　’　　′

ノ　′′、ノ　　　　′　　　′　　′′　’．　′、′′・′．′、．　′　′．了　．ノ′／′′　　1′　一′′　′　′　′．　′二．．∴

一一一一一一一91と1－一一ルー′〝



所見　出土土器の形状から，時期は8世紀後葉と考えられる。本跡から西へ15mほどの距離には，第48卜483

号住居跡が位置しており，主軸方向や出土土器から見て，本跡と同一の集落を構成していたことが想定される。

また，前述したように2本柱で上屋を支える構造とすれば，当遺跡では特異な事例と言える。

④

＼＼、－

第689回　第473号住居跡・出土遣物実測図

第473号住居跡出土遺物観察表（第689図）

可　　　ol

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3858 須恵器 杯 （2．3）［6．9］長石・雲母・

砂粒
黄灰 普通

底部回転へラ切り，体部ロク

ロナデ
薗火床部

20％

底部外面

へラ記号カ

3859 須恵器 蓋 15．0 3．4 － 長石 灰 普通天井部外面の回転へラ削り北壁際下層
70％

PL236

－915－



’ノ　∴　一　一J　ら‘∴、∴　′∴＿一二く

位置　調査区南部のⅢ招　区に位置し　平坦部に立地している。

。言ノ＼′．♪、ト二，トト、ノ′ノJノ、．二：′．′ノ竹上Uの　′、一、二ノ．∴′「ノー．′　二、エ／・言、．・′）

・」∵．∴、－．　二、－：、二′　′　′∴‘、：ご　ノ！㌧′一　′′　ノ）′し．、！′＼ソ∴′　∴　ノ　・ノ　　＼　．：′

一　一／：日、－・．‘∴　∴・・、∴＿′′j′、′・：、、、′一一・乙∴′ノ、ヤ′。ら　－・．．♪．く、、員十ノノ、′　・∴・こ、・、ノ′∴j

外傾して立ち上がっている、、

床　ほぼ平坦で，竃手前から中央部にかけてよく踏み固められている。

磯　北壁のやや酋欝　に付設されてお娠焚持部から煙道部までほ艶m　壁外への掘　込みは犯cmを測る。磯

部の還存状態は悪ら　その痕跡から磯部幅は弼cmほどで　磯部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用い

て構築され　右磯部には土師器婆を芯材として優っている。兜床面は床面と同じ高さの地山繭をそのまま使用

してお娠　火熟を受けて赤変硬化している。また　火床部には鯖羽目が直立した状態で先端部を埋め込まれて

出土し　被熟痕が認められることから支解として据えられていた　のである。煙道は　火床部から外傾しなが

ら緩やかに立ち上がっている、－、

埴土層解説

1黒　　　色　炭化物少量，ローム粒イ・・焼上粒子微量

2　黒　褐　色

3　暗赤褐色

・l　暗　褐　色

5　極暗褐色

6　暗　褐　色
ア　極暗褐色

8　暗赤褐色

ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク少量，炭化物微量

焼廿上戸い量，ローム粒J’・少量．炭化粒子微量

ローム粒J’－中量，焼‖位「・炭化粒J’・・抽出Jつ’・・砂粒少量

ローム粒子も焼士粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒J’・小結　焼日も白’一・歳化粒自微量

ローム粒J二・焼出自’・・炭化粒J’・少量．粘出自′一・砂粒微量

焼上粒J’－1両l∴　ローム粒j’一少量．炭化粒召微量

！）褐　　　色　ロー∴粒子多結　焼出自′・・炭化粒自微量

′　　　′り　　＿　　－　．、、′　′ノー’了　′′　レノ　′　∴し‾一　ハ言－′′、、′シJ′、∴′ノ　∴　′　　　ノ　　′　′く　一、、，ら　′

は第槌音丑坑に掘　込まれてお娠　確認されていない。P　は深さがmcmで　竃に対暗する南壁際に位置

一、二：ノ．ハ　′　高遠．、’′‥　ノ＼′・／∴′．：′／：）　′．、′′つ′∴　力・，、ノ∴　一、、′．、÷モ　ノ、ノ、ノ　∴′′了．′ノ．

．　ノ′’、　．′工‘・！ノー、′′、、ノ′・、告　　．、．一　一、．－　ノ）り、1′：∫′　　し／′ノ、二㌧′　一′、′こ

穫羞　6層からなりク　ロームや焼士を含んだ不規則な堆積状況を嘉したÅ為堆積である。

土層解説

l　黒　　　色　炭化粒J’ム少；正　ローム粒J∴・焼目白′・微；－I：

2　黒　褐　色　しノーム粒J’・・焼＝粒r・炭化粒自微量

ニ1　褐　　　色　ローム粒子少量，焼U粒子微量

・i　暗　褐　色　ローム粒子・焼上粒自微量

5　灰　褐　色　焼士粒子微量

（ミ　黒　　　色　ローム粒J’一・焼目白’一・歳化粒自微量

′　　　　　　・ノー　㌻′　、　　　′　′’　一　′　三′　′′　∴　！′　　一′　　・：！′′　　て′．′′一一1ノ

ノ　　　　　　　　′ノ′、′　　　ノJ・′′　／．ノ　∴／、′一ぺ／′′、′ノ　了　了‥∴一、－、　　　、　ノ：ニ　′、、、ノ　て・く　、

’‘；’一　ノ　∴－　、・ノノノ　　．柚．．′′　二．・　♪、、・ノ′＿′ごノ、‘・7ノら′二；∴つ－．　　ノ‾い　ら　′さく　！ノー∴∴

－．ノ′二い　－∴′言ノ／′　1．．。　言　′　シソノ・′ニ′十㌦一．′′：　、／く言：・ノ、・㌦：㌦　′ふノ、′ら－′　‾、㍉ノ　十ノ．＿・

考えられる。これらの遺物は予　本跡が埋め戻される段階で遺棄あるいは投棄された　のと考えられる。

ノ・＼了′、∴′言′・1′ノ・′ノ∴ノ言′一　＿′、〕′・′ノノ　・・い′′・・．′　′∴　．、、、′′∴．　′　十′′∴・J

、て′′ノ言、；′　′・l　′一′左．′亨！′　∴ニ′　‾、ノ、．十↓∴′　′　　二　、；′：．ノ　′左上了′ニ　　′一　＿′、㍉「、′　′∴　ノ・／．

ある齢は工房的な施設を廃棄した後に　住居として再利用した可能性がある。土師器登の持稼端部を丸　整え

ているなどの出「上器の形状から，時期は10世紀前葉と考えられる、．＿・

ーJ鋸は言～
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第690図　第477号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」



第691図　第477号住居跡出土遺物実測図

第477号住居跡出土遺物観察表（第691図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3860土師器坪［13．0］（4．0）
雲母・赤色

粒子
にぷい黄渇普通体部内面へラ磨き 寵覆土中

5％

内面に鉄付

着

3861土師器
高台付

椀－（3．4）9．0
雲母・赤色

粒子
橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け

Pl覆土下

層
10％

3862土師器
高台付

椀－（2．2）6．3
長石・石英・

雲母
暗灰黄普通

底部回転糸切り後，高台貼り

付け
中央部床面10％

3863土師器要［20．6］（16．0）－
長石・石英・

雲母
にぷい黄橙

二次

焼成
口緑部内・外面横ナデ寵右袖部10％

番号器　種長　さ外径内径重　　量胎　　土 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

3864楯羽ロ（17．9）7．72．8（694．0）
雲母・長石・

石英

外面ナデ，胎土にスサを含む。吸気部はラッパ状に外反

し，端部の厚みは薄い
竃火床面二次焼成

第478号住居跡（第692図）

位置　調査区南部のLlle8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第479号住居跡を掘り込み，第973～975・978号土坑，第2号道路にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　N－1080－Eを主軸とする長軸3．8m，短軸3．3mの長方形である。壁高は16～24cmで，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃手前から中央部にかけてよく踏み固められている。また，壁溝が確認された壁際を巡って

いる。

－918－



竜　東壁のほぼ中央部に付設され，第974号土坑に掘り込まれているため右袖部と煙道部だけが確認された。

壁外への掘り込みは50cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されている。また，

煙道は床面から外傾しながら緩やかに立ち上がっている。

寵土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

＼こ＝三才

一〇一
く＝コメつくさもここ＝

919

3867

第692図　第478号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

し こ＝ク
3865

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」



ぽッ睦　か所。P o P　は深さが霊cmの鍼cmであるが　対応するピッ　は検出されていないため性格は不

明である。㌘3は深さが25cmで芦竃と対暗する西壁際に位置してお酌出入　日施設に梓　ピットと考えられ

るし、

援蓋　層からな軋　ロームブロックを多く含んだブロック状の堆積状況を示したÅ為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化物。焼土粒子微量

3　黒　　　色　ローム粒子少農学　焼土粒子・炭化粒子微量

・l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

、、こlニ・教二t　－二言j　1－：信一桝‥、l了、～－ノ　′・、上ご；・，′＼㌦布∵：二エバ′　員．・こ！、．畑▲P∴、‥ノ、・r′・言、ノ！ノ、∴Jf、

鵬　灰劫陶器片　点滴血上鉄製品　点　紡錘車）銑酌点持点に着磁性あの　炉壁片　点　士製品l

点（酎拇）学礫6点（被熱痕あり）が全域から散在した状態で出土している。3865は中央部床面，3866は西

壁際床軋謂鮮砂諏部はP　覆土下層からそれぞれ出土している○なお，罰罰は逆位の状態で出土してお酌

東濃産光が丘温号窯式と考えられる。これらは資本跡が埋め戻される段階で遺棄あるいは投棄されたものと考

えられる、、

所農　本跡から出土した小皿はまだ小形化しておらずタその他の土器の形状と併せて　時期は纏妃中葉と考

えられる。また　灰粕陶器の耳皿は当遺跡において唯一検出されたものであり，確認された灰粕陶器の太部分

が猿投産である中で数少ない東濃産の一つである。このことはタ東海道ばかりではなく東山道を経由して搬入

された可能性を示唆していると考える。

第媚号佳屠跡出土遺物観察表　第栖囲）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位 置 備　　 考

38 65 士 師器 林 － ぐ2．声 ［8 ．8］ 石 英 ・雲母 橙
二次

焼成

底 部回転糸切 り，体部 ロクロ

ナデ
中央部床面 10％

3 86 6 士 師器 小皿 9諸 1．9 4 ．8
長有 ・石英 ・

雲母 にぷ い橙 普通
！

底部 回転 糸切 り，休部 ロクロ

ナデ
酋壁 際床 面

80％

P L 23 6

3 93 6 灰寒由陶器 耳皿 1 0．5 3 ．9 4．4 緻密
吠 白，乳

白色柚
良好

底部 回転へ ラ切 り後，高台貼

り付け，粕 は刷毛 塗 り
中央部下層 80％

P L 2 3（う

番号 器　 種 最大径 厚 さ 軽 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

3867 紡錘車 3．7
0 可

4 ．2 鉄 円盤状の紡輪部，軸部の孔径は約 3 mm P l覆土下層

第卵号健腰掛　第の囲）

位置　調査区南部のL且蟻　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第478号住居，第973～97　の鱒号土坑　第　号道路にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　N－960－Eを主車由とする義郎・軸夕短車酪6mの南北に長い長方形である。壁高は16～22cmで，

壁はほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竃手前から中央部にかけてよく踏み固められている。また，壁藩が南壁と西壁際の一部を巡っ

ている。

電　東壁のほぼ中央部に付設され　第鮮号土塊に掘　込まれているため　右裾部と火床面の－一部から煙道部

にかけてが確認された。壁外への掘　込みは渕cmほどで　袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用い

－920－



て構築されている。火床部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱を受けて赤変硬化してい

る。また，煙道は火床部から外傾しながら緩やかに立ち上がる。

埴土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ピット　6か所。Pl～P4が配置と形状から柱穴に相当するものと思われ，深さは14～53cmである。P5は

深さが19cmで，竃に対峠する西壁際に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さが

38cmだが，性格は不明である。

覆土　3層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ堆積状況を示す人為堆積である。

第693回　第479号住居跡・出土遺物実測図

‾‾七二三とゴ　‾
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土層解説

1黒　褐　色　しトーム粒J’1少量∴　焼上程つ∴・炭化粒自微量

ゴ　極目！音掲色　LJ－∴プロ・ソク少量∴　焼上位つ’一・歳一化粒自微量

：う　暗　視　色　ロームプロ・ソク中量．旭日＼「「・炭化粒自微量

‾1　・　　　∴ノー　．　、、、　　′　′．′JJ－　′。言＼　そ．′　′　′′　一’　、、・了言　，　′　′一：1

、・く、、ノ．　　′′、　′　　′！′　；．ノ　7㍉ノ、．。／、．了　一　　∫、＿　　　　・　ノ、、．、、、ト′．、．：・、、、

′′　　．一　‥捌、㌧㌦ノ・Lノ＼′′′、′′ノ二、し、大　1　㌦ノ；、・一部　　　　′′r r－．く′　∵∴ノ∴／、′′　‥ソ∴　′了）、ニ／．一、．

本跡廃絶時に埋め戻される段階で投棄された　のと考えられる。なお　覆土中豊　出土している灰聴陶器の椀

片は．猿投産と考えられる、、．

所凰　出土土器の形状から　時期は摘世紀前葉と考えられる。本跡は長軸が短軸の。倍　ある特異な形状を

、、・′′　　‥　　　　二　　号　∴∴、ノ．′　ノ　ノ′・一　　′．　ノ・ノ　′．、′　　　′　，′′　′′∴．‥　∴＿て′・′′

＝・・　　　′∴・ノ．・・一　′二l′ニ　′　一′　∴二、　　．、．′’′、′、・　　′∴　　ノ，　　一　　二　一　ノこ′．

に伴うものと考えられる．、一、．

′　　　　　　　　．′了′〇′、、′　　　　　　く

番号種別　器穫桓径！器高底径　胎　士！色　調焼成 手　法　の　壮　徴　　　出士位置　　備　　考

3868
土師器i高志付［鵬 中 9 雲母　 船褐i普通 i60％PL236

謂転へラ切後瀾貼鵬際下層讐警

3869
！

警吏魁二王止竺唇「下読唇 晋雷転へラ切後瀾粘i畿縮 ％

′：　　　　　　　′／．、′　　′′′、′，

l　　′　′　′　一′　′′．・　　　ハ　′′　　　　　　　　　′′．ノ、　′′

．ハ4′　∴、、′　　・′．・・・′　′、∴　工、ヾ　ノ　′‥、、、．1：、，′ノ　ー′l・・・　′、．′、．ノ∴

、　　　　　′ノ　　　　　′．、　　‘　1　．′　上′．　ノ　三　日　′　・　　ハ．し　一

もほぼ直立して立ち上がっている、

j r．、．＿　’．・　　ノ　　′′　、・′・′、、∴　ノ′　　　′：　　　　　　′∴　　　　　′′

′‥　　ノ‘　’ノ　′　　ノ・　′　　′′・ノ　　　．　、、・・′　　′′ノ　　′　′、′、こ　　　　′／′′

′　　　　　　′　　一．1′′　　　　　　　　　　′　　′′　一　′　ら、′′∴　　′一′

、ン′　　’／′’’　∴’　′　　‾　　二‘′・、′：．　′、′‥・　∴′ユく　　　′　　一　ノ、・′く．′′　′そ．、′ノ　′　　　′

′一　　　　′′　　一．′．‘－　∴ノ′　′′　′　　　　．∴・′ノ′、　′、ノ1一ノ　‾、‘工くだ′．一∴　∴　－、・・　′J、′′

ら急な傾斜で立ち上る、

篭土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼上プロ、ソク微量

2

3

4

5

6

黒

窯

黒

暗

褐

魁　色　焼上プロ∵！ク少量ロームプロ・ソク・炭化粒自微量

褐　色　焼上プロ・ソク少量．ロームプロ、ソク・炭化物微量

褐　色　焼上プロ、ソク少量．ロームプロ、ソク・炭化粒子微量

赤　褐　色　焼土粒子多量，粘土粒子少量，ローム粒子を炭化粒子微量

色　鹿沼バミス多量．ローム粒子微量

7　にぷい赤褐色　鹿沼パミス中量，焼士粒子少量，ローム粒子微量

8　黒　褐　色　ロームプロ・ソク少；古　焼目白∴・炭化粒召微量

一．・・　　　′ノ・し　　ノ　、　・．・　′・三、′、J・′．′　′・　′　　　‘：・、ノ・ノ　′、、ノ、一二′‾了J　ノ・！．し‾ノ′さノ′、‾
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竃に対峠する南壁際に位置していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，ロームブロックや焼土を含んだブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロック微量

8　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

9　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片212点（杯51，高台付杯2，嚢159），須恵器片67点（杯57，蓋2，盤1，横瓶1，襲

6），鉄製品2点（鎌，釘），礫3点（被熱痕あり，1点は支脚転用），鉄揮30点（14点に着磁性あり）がほぼ

全域に散在した状態で出土している。3870は南壁際の覆土中層から下層にかけて出土した破片4点が接合した

ものであり，3871・3875も南壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。3872は北東部床面と覆土下層から出

土した破片2点，3874は竃前や中央部から出土した破片3点がそれぞれ接合したものである。これらは，本跡

廃絶時の埋め戻しの段階で遺棄あるいは投棄されたものと考えられる。

所見　出土土器の形状から，時期は8世紀後菜と考えられる。本跡の北東方向には，第473号住居跡が近接し

ており，主軸方向や出土土器から見て，本跡と同一の集落を構成していたことが想定される。また，住居廃絶

時に遺棄されたものと考えられる砥石と鉄鎌がそろって出土しており，興味深い資料である。

第694図　第481号住居跡実測図

－923－
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第695図　第481号住居跡出土遺物実測図

第481号住居跡出土遺物観察表（第695図）

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3870須恵器杯13．44．39．4雲母・長石灰自普通底部回転へラ切り後，ナデ
南壁際中～

下層
60％

－924－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

387 1 須恵器 杯 13 ，5 4 ．0 7 ．6 雲母 ・石英 黄灰 普通
底 部回転へ ラ切 り後 ，一 方向

のヘ ラ削 り
南壁際下層 30％

38 7 2 須 恵器
高台付

杯 13 ．8 4 ．8 9，3 長石 ・石 英 灰 良好
底部 回転 へ ラ切 り，高台貼 り

付 け後 ，ナデ
北 東部下層

60％

PL 23 6

38 73 土 師器 小 形襲 ［14．0］ 16 ．7 7．0
雲母・長石・石

英・赤色粒子
明赤褐 普通

口緑部 内 ・外面横 ナデ，体部

下半へ ラ削 り

中央部北寄

り下層
50％

387 4 土師器 嚢 ［22．1］ （13．9） －
雲母 ・長石 ・

石英
にぷい褐 普通

口緑部内 ・外 面横 ナデ，体部

内 ・外面へ ラナデ

竃手前 ～中

央部 中層 5 ％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

387 5 砥石 14．3 5 ．3 5．2 6 30 凝灰 岩 砥面 5 面 ，両端 部に研 ぎ痕あ り。 南壁際下層

3876 鎌 （10 ．9） （3 ．9） 0 ．3 （35．6） 鉄 刃部先端欠損， 曲鎌 （刈鎌 ），基 部は全 体 を折 り返す。 覆土中

第482号住居跡（第696図）・

位置　調査区南部のLlle6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第998・1103・1126・1201～1203号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　西側の大半が調査区城外に延びており，さらに土坑に掘り込まれている部分も多く，全容は不明

である。南北軸3・6m，東西軸は1・2mだけが確認され，NqlOOO－Eを主軸とする方形または長方形と推定さ

れる。壁高は26～38cmであり，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竃手前に硬化面の一部が確認されている。また，壁溝は認められない。

竜　東壁のほぼ中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで76cm，壁外への掘り込みは40cmほどである。

左神都は第1126号土坑に掘り込まれているため遺存しておらず，その痕跡から袖部幅は84cmほどと推定される。

袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は浅い皿状に掘りくぼめられ，

火熱を受けて若干赤変硬化している。また，煙道は火床部から外傾しながら緩やかに立ち上がる。

竜土層解説
1極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
2　極暗褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子小量
4　暗　褐　色　ローム粒子中呈，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　検出されていない。

覆土　3層からなり，各層にロームブロックや焼土を含む層が見られる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
3　褐　　　色　ロームブロック中星，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片73点（杯32，高台付椀1，小皿4，鉢1，嚢35），須恵器片4点（杯3，嚢1），鉄津

2点が主に竃内から出土している。3877－3879はいずれも竃煙道部より出土しており，被熱痕が認められる。

これらは，本跡廃絶時の埋め戻しの段階で投棄されたものと考えられる。

所見　本跡から出土した小皿はまだ小形化していないことなどから，時期は10世紀中葉と考えられる。本跡の

東側3mほどに位置する第478号住居跡と主軸方向や出土土器が近似することから，同時期に集落を構成して

いたと推定される。
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∈影フ

第696図　第482号住居跡・出土遺物実測図

第482号住居跡出土遺物観察表（第696図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3877土師器
高台付

椀
［14．幻（3．1）－

雲母・赤色

粒子
橙普通体部内・外面ロタロナデ竃煙道部5％

3878土師券小皿9．31．8 6．2雲母にぷい橙普通
底部回転糸切り，体部ロクロ

ナデ
竃煙道部

100％

PL236

3879土師器小皿9．51．8 6．3
雲母・赤色

粒子
にぷい黄橙普通

底部回転糸切り，体部ロクロ

ナデ
竃煙道部70％

第483号住居跡（第697図）

位置　調査区南部のLlld7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第865・890・1103－1105号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が調査区城外に延びているため，長軸3・2m，短軸は3・Omだけが確認され，N－40－

－926－



Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は最も残りの良い東壁際で24cmであり，ほぼ直立して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃手前から南壁際にかけてよく踏み固められている。また，壁溝が東壁際と南壁際の一部で

確認されており，本来は周回していたものと推定される。

竃　北壁のやや東寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで81cm，壁外への掘り込みは25cmほどである。

袖部幅は96cmほどを測り，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床

面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は火床部から緩やかに

外傾した後，急な傾斜で立ち上がっている。

埴土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームプロ“ツク・焼土粒子・炭化粒子小量
3　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　1か所。Plの深さは25cmであり，竃に対峠する南壁際に位置していることから出入り口施設に伴う
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第697回　第483号住居跡・出土遺物実測図
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ビットと考えられる、、．

尊皇　6層からな娠各層にロームブロックや焼土を含む層が見られる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼巨粒子・炭化粒自微量

二　極暗褐色　ロームプロ、ソク小品焼抽ロー少量読化粒自微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量芳　焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック中鼠　焼士ブロック少数　炭化粒子微量

5　極暗褐色　焼士ブロック0ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片251鰯（棒70　高台付捧髭聾膵扇　須恵器片親点棒摘　盤の　灰粕陶器片　点椀），

刃磯20点がほぼ全域に散在した状態で出土している。3880と388且はいずれも中央部下層から出土し，3882は竃

火床部から出土しているが撃被熱痕は認められない。これらは幾本跡廃絶時の埋め戻しの段階で投棄されたも

のと考えられる。3881と3882の体部夕滴には自然庵が認められ芦胎土の様子などからも，同一個体の可能性が

考えられる。

所農　本跡から出土した口径20cm前後の盤の形状などから，時期は8世紀中葉と考えられる。本跡以外の偽の

住居跡も西側部分が調査区域外に延びてお勘当遺跡の集落が西側のなだらかな傾斜地に広がる紺能性がある。

第媚号住居跡出土遣物観察表　第栖固）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

3880 I須恵 器 林 白2．8］ ィ．† ［7．9］ 雲母 ・長石 ・

石英
黄灰 普通

底部一方 向のヘラ削 娠　 体 部

下端回転へ ラ削 り
中央部下層

30％

火樽 あ り

3881 須恵器 盤 ［21．2］ （2諸） － 雲母 ・長石 褐灰 普通 体 部内 ・外面 ロクロナデ 中央部下層 5 ％

外面 自然 紬

3882 須 恵器 盤 － （2．7） 白4。2］ 白色 粒子 貴族 普通
底部 回転へ ラ切 り後，高台部

貼 り付 け
竃火床部 5 ％

外面 自然 柚

第磯85常住贋妙（第698園）

位置　調査区西部のE9cl区に位置しタ　緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第489号住居跡を掘　込み　第鼠号掘立柱建軌　第m粥e鼠黒号士坑にそれぞれ掘　込まれている。

規模と形状　N…930－Eを主軸とする長軸o m　短軸のmの南北に長い長方形である。壁高は最も残りの

良い南壁際で5cmほどであり，外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で　壁際を除いてよ　踏み固められている。また夢　壁藩は確認されていない。

磯　東壁のほぼ中央に付設されてお酌焚日部から煙道部まで糾cm　壁外への掘　込みは甜cmほどである。左

裾部の遺存状態が悪いため　その痕跡から袖部幅は相貌mほどと推定され　磯部は床面と同じ高さの地山面上

に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面と同じ高さの地山南をそのまま使用し，火熱を受けて赤変

硬化している。また　煙道は火床部から緩やかに外傾した後学　急な傾斜で立ち上る。

電土層解説

1黒　褐　色　焼十プロ、ソク・炭化粒j’－・粘‖拉千微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微意
3

4

5

6

暗

褐

黒

黒

赤　褐　色　焼土粒子微量

色　ローム粒子少量，炭化物e焼土粒子微量
褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量

褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ぽッ匝lか所。Plの深さは6cmであり，竃に対時する酉壁際に位置していることから出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

－928－1－



覆土　4層からなり，各層にローム粒子や焼土を含む不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片56点（杯12，高台付椀2，嚢42），須恵器片2点（杯），礫5点がほぼ全域に散在した

状態で出土している。3883は覆土中から出土しており，出土遺物の多くは本跡廃絶時の埋め戻しの段階で投棄

あるいは混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器の形状から10世紀中葉と考えられる。本跡の南東部には，それほど床面が硬化してい

ない部分が存在しており，嚢などの貯蔵用の土器などが保管されていたとも想定できる。

ヽ＝！ 0　　　　　　5cm

3883　：　i l

第698図　第485号住居跡・出土遺物実測図

第485号住居跡出土遺物観察表（第698図）

十
0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3883土師器
高台付

椀－（2．7）こ7．61雲母明褐普通高台貼り付け後，ナデ覆土中5％

第492号住居跡（第699図）

位置　調査区西部のE9el区に位置し，緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第491号住居跡を掘り込み，第11号掘立柱建物，第28号溝，第1号道路にそれぞれ掘り込まれてい

る。

－929－
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第699図　第492号住居跡・出土遺物実測図
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規模と形状　一辺が約4・4mの方形で，主軸方向はN－80－Wである。壁高は17～48cmで，各壁ともやや外方

向に開き気味に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から酋壁際にかけてよく踏み固められている。壁溝は，北東コーナーから東壁際を除

いて巡っている。

囁　北壁のほぼ中央部に付設され，焚日から煙道部まで118C恥袖部幅140cm，壁外への掘り込みは48cmである。

袖部は，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築され，内側が火熱を受けて赤変している。火床部

は，浅い皿状に掘りくぼめられており，火床面が火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は外傾しながら

緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1灰　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量

3　にぷい赤褐色　焼士粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

5　灰　褐　色　粘土粒子・焼土ブロック。砂粒少量，炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ぽット　5か所。Pl～P4が主柱穴に相当し，深さはPlが15cmと浅いが，その他は25～45cmである。P5

ほ深さ25cmで，竃と対峠する南壁際に位置することから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆丑11層からなり，各層にロームブロックを含んだ不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　黒　　　色

・l　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

遺物出土状況

ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子・粘土粒子0砂粒微量

焼土ブロック。粘土粒子少量，炭化載子微量
ローム粒子e焼土粒子の炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

焼士ブロックのローム粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

炭化物・ローム粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粧子少最

土師器片526点（杯134，嚢392），須恵器片52点（杯25，高台付捧2，蓋14，瓶2，棄9），鉄

製品1点（刀子），鉄淳4点（着磁性あり），石器1点（砥石），礫12点（10点に被熱痕あり），軽石1息が全

域から散在した状態で出土している。1270は中央部上層，1271は西壁際の上層からそれぞれ出土している。12696

1272は竃西側の北壁際上層から出土している。これらは，住居廃絶後の埋め戻しの段階で投棄されたものや，

埋士と共に混入したものと考えられる。

所見　本跡に伴う遣物は少ないが，出土土器の形状から，時期は8世紀初頭と考えられる。この時期の住居は，

ピットが規則的に配されるものが多く，住居形態に規格性を窺うことができる。また，P5の底面から柱の庄

痕が2か所確認されており，作り替えが行われたことが想定される。

第492号住居跡出土遺物観察表（第699図）

番号 種　 別 ．器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

126 9 須恵器 林 1 1．0 4 ．0 8．3
長石 ・針状

鉱物
灰 普通

底部 回転 へラ切 り後 ナデ，体

部下端 回転 へ ラ削 り

竃西側の壁

際上層

85％ 底部外

面へラ記号

127 0 須恵器 林 ［13 ．0］ 3．6 9．4
長石 ・針状

鉱物
黄灰 普通 底部回転へ ラ切 り後ナデ 中央部上層 35％

12 7 1 須 恵器 嚢 ［21 ．4］ （4．0） －
長石 ・針状

鉱物 ・角礫
黄灰 普通

目線 部内 ・外面 ナデ，端部に

3 本 の沈線
西壁 際上層

5 ％

外面 自然粕

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

127 2 刀 子 （6 ．2） 1．5 0 ．3 （3．9） 鉄 刃先 ・茎尻欠損 ，両 関 カ 竃西側の壁際上層

－931－



第爛考住居跡（第700回）

位置　調査区西部西寄りのE8i9区に位置し，緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第1026。1027号士坑，第1号道路跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　西半分が調査区域外に延びているため，南北軸6．0m，東西軸は3・2mだけが確認された。遺存す

る壁や竃の位置から，N－50－Eを主軸とする方形，または長方形と推測される。確認された壁高は12－44

cmで，外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，北壁際から中央部にかけて第1号道路跡に掘り込まれているために，硬化面は確認さ

れなかった。また，断面日学状の壁溝が南壁際で検出されている。

竃　北壁の中央部に付設されていると推定され，焚き口から煙道部まで120cm，壁外への掘り込みは64cmであ

る。天井部は崩落しており，土層断面図中の第5層が崩落士に相当し，粘土粒子や砂粒を含んでいる。左袖部

の西側が調査区城外であるため，袖部幅は130cmほどが確認され，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘

土で構築されている。火床部は12cmほど皿状に掘りくぼめられ，火床面が火熱を受けて赤変硬化している。煙

道部の立ち上がりには土師器婆が逆位の状態で据えられている。その婆は火熱を受けており，内部には焼土が

詰まっていることから言支脚として使用されていたと想定できる。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　にぷい橙色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・砂粒微量
5　明　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子e砂粒少量

6　赤　褐　色　焼士ブロック中量，粘土粒子・砂粒微量

7　にぷい橙色　焼土ブロックの粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック微量
8　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

だット　3か所。Pl・P2の深さは52cm。60cmで，配置と形状からいずれも主柱穴と考えられる。P3の深

さは35cmで，竃と対暗する南壁際に位置にすることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設され，長軸100cm，短軸68cmのほぼ長方形である。深さは24cmほどを測り，底

面は平坦であるが，やや北壁側が高くなっている。また，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

覆丑　2層からなり，いずれの層にもロームブロックや焼土を含む人為堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出立状況　土師器片156点（埠7，嚢149），須恵器片4点（埠1，嚢3），礫4点（1点に被熱痕あり）の

ほとんどの遺物が竃内からの出土である。1289は前述したように，煙道部の立ち上がりに支脚として据えられ

ていたものである。その他の土師器聾類も被熱痕が認められ，竃内での使用が想定される。墨書土器の1323は

確認面から検出されており，混入したものである。

所凰　時期は出土土器の形状から8世紀初頭と考えられ，調査区北部の第221号住居跡と主軸方向や住居形態

が近似しており，両跡は同一集落を構成していたことが考えられる。当該期においては大形住居であり，古墳

後期の影響をまだ残している。本跡の西側部分は調査区域外に延びており，当該期の集落が調査区域夕吊こ広が

ると考えられる。

－932－



第700図　第495号住居跡・出土遺物実測図
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第舶号住居跡出土遺物観察表　第m囲）

番号 性　 別 器　 楯 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 i 手 法 の 特 徴
出士位置 備　　 考

1323 士師器 杯 （2凍 － 砂粒 にぷい褐 確認面
5％

普通 休部ロクロナデ 外面墨書

「［コ」

1289 士師器 婆 15 ．6 （H 誹 －
雲母・石英・
赤色粒子

赤褐 普通
目線部櫨ナデ，体部内 ・外面
ナデ

竃煙道部 30％

壬′三八簸∴∴ふ－‾　工′言上　′（，周一

位置　調査区西部のE9拍区に位置し芦　緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　恥199㌢住居跡を掘り込んでいる、、

規模と形状　東部が調査区域外に延びているために長軸は胤臓的だけが確認され資　短軸は3。9mでN－30－E

を主軸とする東西に長い長方形である。壁高は2～舶cmほどであ勘外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で　壁際を除いて全体的によ　踏み固められている。また　壁港は商壁中央から南西コーナーを

除いて巡っており，本来は周回していたものと推定される、、、

竃　北壁のほぼ中央に付設されておりタ焚打部から煙道部まで掴廉恥壁外への掘り込みは鮮路を測る。磯部

幅はmcmほどでタ磯部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は浅い皿状

に掘りくぼめられタ火床面が火熟を受けて赤変硬化している。煙道部の立ち上がりには，土製支卿が下部を埋

め込まれた状態で据えられている。また，煙道は火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1　黒　　褐

2　窯　褐

二i　黒　褐

4　窯　褐

5　黒　褐

（i　黒　　田

7　黒　　褐

色　焼「粒つ’・・炭化粒自微量

色　ロームプロ・ソク・焼上プロ・ソク少結炭化粒描紺

色　ローム粒子焼士粒千・歳化粒子瑞＝二粒子微量

色　ローム粒J’1・焼上粒日放量

色　焼土粒子。炭化粒子微量

色　ローム粒子・焼土粒子の炭化粒子微量

色　ロームブロック・焼土ブロック少鼠炭化粒子微量

8　黒　褐　色

9　黒　　褐　色

10　黒　褐　色

11

12

焼上プロ、ソク少星　ローム粒J’・・炭化粒自散量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

焼「ブロック少量，ローム粒J′・・炭化粒子・粘

土粒子微量

黒　褐　色　焼士ブロックのローム粒子微量

にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量

ぽッ睦　3か所。Pl e P2が主柱穴に相当し，深さは80cm⑳86cmである。配置と形状から，棟持ち柱の2本

櫨で上屋を支えていた構造であると考えられる。P3ほ深さが5艶既で　竃に対暗する南壁際に位置しているこ

とから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊堂　8層からなり，ロームブロックや焼士を含んだ不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子0焼士粒子微量　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量　　　6　黒　褐　色　ローム粒子の焼士粒子微量

こう　黒　褐　色　粘土プロ、ソク少乱　ローム粒子・焼⊥粒子・炭化　　7　黒　褐　色　ロームプロ、∴′ク・焼土プロ・ソク・炭化物少量
粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　黒　　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子微量

遣物出立状況　土師器机54点（坤鈷鉢19髪92），須恵器片28点（勘4　高台付棒娠蓋お盤1聾の，

礫1点が主に覆土中層から下層にかけて出土している。388463886の3887は竃東側の中層から出土してお娠

本跡廃絶時の埋め戻しの段階で遺棄あるいは投棄したものと考えられる。

所凰　時期は，出土土器の形状から8世紀中葉と考えられる。本跡は長軸が短軸の1。5倍強の特異な形状を呈

してお娠拡張した痕跡が認められないことから，当初から横長でしかも2本柱の構造で築いたものと考えら

れる。この横長の住居形態やタ周辺から鉄生産に関係する遺構e遺物が検出されていることからタ何らかの工

房跡と想定されるが，それを裏付ける施設や遺物は確認されていない。

－934－



④

第498号住居跡出土遺物観察表（第702図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3884須恵器
高台付

杯
［14．7］（4．5）－長石灰自普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け
竃東側中層30％

－935－



第702図　第498号住居跡出土遺物実測図

「
10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3885須恵器
高台付

杯
［12．0］4．4［6．4］

長石・赤色

粒子
黄灰普通高台部貼り付け後，ナデ覆土中

5％

外面自然粕

3886須恵器盤－（3．5）［15．8］
白色粒子・

砂粒・骨針
褐灰普通

底部回転へラ切り，高台貼り

付け後，ナデ
竃東側中層

10％

内面自然粕

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴出土位置備　　考

3887砥石（9．3）（12．6）（7．3）（1，030）砂岩砥面2面，端部片側欠損 竃東側中層

第499号住居跡（第703図）

位置　調査区西部のE9i4区に位置し，緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第498号住居，第55号井戸にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　東側部分は調査区城外に延び，南部の大半は第498号住居に掘り込まれているために，東西軸の

3．9mと，南北軸の4．2mだけが確認された。主軸方向は，西壁の方向から判断してNr380－EあるいはN－

1280－Eと推定され，平面形は方形または長方形と考えられる。壁高は最も残りの良い西壁際で15cmほどであ

り，外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，それほど硬化した面は認められない。また，壁溝は西壁際の一部で確認されている。

竃　北壁，または東壁に付設されていたと想定できるが，調査区城外のため検出されていない。

ピット　3か所。Plは深さが46C皿であり，北コーナー部に位置することから柱穴と考えられる。P2・P3

は深さが36cm・44cmであるが，性格は不明である。

－936－



0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

O

L＿＿＿＿」＿＿＿＿＿一㌢

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」

－937－

第703図　第499号住居跡・出土遺物実測図



尊堂　層からな娠　ロームプロッタや焼士を含んだブロック状の堆積状況を示すÅ為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子も焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子さ焼土粒子微量

遺物出羞状況　土師器椚63点（塔54　襲用軋甑自　須恵器片2点移机も豊新婆の　鉄浮l点拍点に

着磁性あり）がほぼ全域から散在した状態で出土している。388803889は酋壁際の覆土上層から出土しており，

埋め戻しの段階で混入したものと考えられる。38908389且。3892はいずれも覆土軌3893は中央部の覆土下層

からの出土でありタ　本跡廃絶時の埋め戻しの段階で投棄あるいは混入したものと考えられる。

所凰　時期は撃　出土土器の形状から8世紀前葉と考えられる。本跡が北竜を有しているとすればタ主軸方向は

北方向から東に振れておりタ　同時期の住居跡と主軸方向を異にしている。

第舶号住居跡出土遺物観察表　第開園）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

3888 士師器 林 ［12 戒 5．0 … 長石を石卦 雲母 橙 普通 休 部外面へ ラ削 り 酋壁際上層 65％

3889 土 師器 林 13 ．7 6．5 － 長石 ・石英 褐 普通 休部外 面へ ラ削 り 酋壁際上層 60％

3890 須恵 器 林 15．5 寸．7 8．7 長石 灰 自 普 通
底部 回転 へラ削 り，体部内 ・

外面 ロクロナデ 将士中
70％底部外面

へラ記号「一」

3891 士師器
手淫土

器 カ
D i。2］ 4 ．5 ［7．0］

雲母 ・有英 ・

赤色粒子 赤褐 普通 内面へ ラナデ 将士 中 40％

3892 i
須恵 器 蓋 － （2．4） － 長石 吠 自 普通 天井部左 回 りの回転へ ラ削 り 覆土 中

10％

外 面自然柚

3893 須 恵器 婆 … （3．5） …
白色粒子 ・

砂 粒
褐灰 普通

休部外 面縦位の 平行叩 き， 内

面 同心 円状の当て 具痕
中央部下層

5 ％

外面 自然 紬

第鯛号健贋跡　第開園）

位置　調査区中央部酋欝　のml摘区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第5026504号住居跡を掘り込み，第512号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西部が支谷部のため，住居全体の形状は把握できなかったが　遺存している北の東壁や竃の位

置から，N…50－Wを主軸とする一辺約4骨mの方形と推定される。確認された壁高は3～18cmで，タも傾して

’立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で撃　ピットの内側から中央部がよく踏み固められている。壁溝は北西部から南東部にかけて確認

された。、、

磯　北壁の中央部やや東寄りに付設され，規模は焚打部から煙道部までmOcn，磯部幅95cmで，壁外への掘り

込みは50cmである。火床部は35撒ほど皿状に掘りくぼめられており，火床面が火熱を受けて赤変硬化している

ことから使用頻度の高かったことがうかがえる。煙道は火床部から急に傾斜して立ち上がっている。

電土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　黒　褐　色

4　赤　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　黒　褐　色

廃土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック微量
粘土ブロック多量，ロームブロック0焼土粒子少量

ローム粒J’・・焼＝位千少量
粘土粒子多量，焼土ブロック中量

焼土ブロック・炭化粒子中量

焼土ブロック中量，・炭化粒子少量
粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

8　褐　　　色　ロームブロック中量

9　黒　褐　色　ローム粒子中量

川　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

－938－



ピット　3か所。主柱穴はPl・P2が相当し，深さは24cm・34cmである。P3は深さ24cmで，性格は不明で

ある。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　黒　　　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
3　黒　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片52点（杯43，高台付椀4，襲5），須恵器片20点（杯12，高台付杯1，嚢7），礫2点，

鉄津1点が出土している。大部分は破断面が摩滅した細片で，図示できたものはなく，住居廃絶後の埋め戻し

の段階で混入したものと考えられる。

所見　本跡は南西部が支谷部のため住居全体の形状を把握することはできないが，9世紀後葉に比定される第

504号住居跡や，10世紀前葉に比定される第502号住居跡を掘り込んでいることや，出土した土師器・須恵器片

の形状から，時期は10世紀中葉と考えられる。

第704図　第501号住居跡実測図
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第502号住居跡（第705・706図）

位置　調査区中央部西寄りのIlliO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第504号住居跡を掘り込み，第501号住居，第512号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　遺存している北・南東壁から，N－1160－Eを主軸とする東西軸約4．0m，南北軸約3．6mの長方

形と推定される。壁高は遺存状況が悪く，明確ではない。

床　ほぼ平坦で，硬化した面は認められず，壁溝は北・南コーナー部のみ確認された。

竃　東壁中央部に付設されていると考えられるが，遺存状態が悪く，火床面の一部のみが確認されただけであ

る。

ピット　1か所。深さは42cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設され，一辺約70cmの楕円形で，深さは30cmを測り，底面は平坦である。壁は外

傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　明赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量

3　明赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

4　褐　　　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　1層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第705図　第502・504号住居跡実測図

－940－
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土眉解説

1　栗　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　出土遺物は少なく，土師器片15点（杯9，高台付椀1，高台付皿1，嚢4），須恵器片5点（杯

2，嚢3）が出土しただけである。377は西部の床面，378は北壁溝内から出土している。

所見　本跡は住居全体の形状を把握することはできなかったが，10世紀中葉に比定される第501号住居跡に掘

り込まれていることや，出土土器の形状から，時期は10世紀前葉と考えられる。

第706回　第502号住居跡出土遣物実測図

第502号住居跡出土遺物観察表（第706図）

「‾I－‾l

0　　　　　　　　　　　　10cm

と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号 種　別 券　種 口　径 器　高 底　径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

377 土師器 杯 14．4 4．1 6．5
石英・雲母・

赤色粒子 にぷい橙 普通
休部ロクロ整形，底部回転糸

切り
西部床面 60％

378 土師器 杯 ［14．8］ （3．4） － 雲母 にぷい褐 普通
休部ロクロ整形，内面へラ磨

き
北壁構内 20％

第503号住居跡（第707・708図）

位置　調査区中央部西寄りのIlli8区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　中央部から南部にかけてが支谷部のため，東西軸の約3．2mと，南北軸の約1．5mだけが確認でき

た。遺存している竃，北西壁から，主軸方向はN－90－Eと考えられる。平面形については方形あるいは長

方形である。遺存状況が悪いため壁の立ち上がりは確認できなかった。

床　南部が支谷部になっており，全体的な状況は不明である。壁溝は北西コーナー部で確認された。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで105cm，袖部幅95cm，壁外への掘り込みは

約80cmである。火床部は約25cmほど皿状に掘りくぼめられており，火床面が火熟を受けてかなり赤変硬化して

おり，使用頻度が高かったことがうかがえる。煙道は火床部から緩やかに傾斜して立ち上がる。火床面には土

師器杯が重なって支脚として据えられていた。

竃土層解説

1　極暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　黒　褐　色

焼土ブロック中量，炭化粒子，粘土粒子少量，ローム粒子微量

焼土ブロック・粘土粒子中量，ロームブロック炭化粒子少量
焼土ブロック中量，粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

焼土ブロック多量

焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

－941－
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第707図　第503号住居跡・出土遺物実測図
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ピット　1か所言朱さは15cIuで．性格は不明である．、、

覆土　遣存していない、－、

遣物出羞状況　土師器片野点　棒娠　高台付椀温　嚢寝）須恵器片　点　塚　蓋）が出土している。竃内か

らの出土が多く，37～謎は逆位で重なって出土し　火熟を受けていることから支卿として転用され，そのま

ま遺棄されたものである。383は竃の左右の袖部から出土した破片が接合したものである。

新風　本跡は南部が削平されているため，住居全体の形状は把握できないがタ　当遺跡の特徴である主軸方向が

東へふれる住居形態や竃内から出土した土師器捧片や高育付椀の形状から　時期は摘世紀前葉と考えられる。

第閤図　第開音住居跡出土遺物実測図

第開音住居跡出土遺物観察表　第閥　e開園）

0　　　　　　　10cm

獲≡≡≡≡≡意≡≡≡≡≡』

番 号 性　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 士 位 置 備　　 考

3 7 9 士 帥 器 林 1 1 ．6 4 ．0 －

i 長 石

にぷ い黄 橙 普 通
休 部 ロ ク ロ 整 1私　 内 面 へ ラ 磨

き
竃 火 床 部 7 0 ％

3 8 0 士 師 器 林 ［1 3 。3 ］ 3 。5 6 ．4
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
に ぷい 黄橙 普 通

休 部 ロ ク ロ 整 彬 ， 底 部 回 転 へ

ラ 切 り
竃 火 床 部 5 5 ％

3 8 1 土 師 器 杯 1 4 3 ．8 8 ．0
長 イ十 石 英 ・

雲 母
に ぷ い 橙 普 通

休 部 ロ ク ロ 整 軋　 底 部 回 転 へ

ラ 切 り
竃 火 床 部

1 0 0 ％

P L 2 3 6

3 8 7 工 肺 器 ま不 白 3 ．0］ 4 ．7 8 ．5
長 石 ・右 薬 ・霊

母 を赤 色 粒 子
橙 普 通

休 部 ロ ク ロ 整 彬 ． 底 部 雉 な 回

転 へ ラ 切 り 北 部 覆 土 中 6 0 ％

3 8 2 土 師 器
高 台 付

椀 1 6 。6 6 。6 1 0 ．0 石 英 e 雲 母 橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 ， 高 台 貼

り付 け
竃 火 床 部 9 5 ％

P L 2 3 7

3 8 8 須 恵 器 蓋 は 7 ．2 ］ （ L 釦 － 長 石 灰 普 通 天 井 部 左 回 り の 回 転 へ ラ 削 り 北 部 覆 土 中 2 5 ％

3 8 3 士 帥 器 婆
可

（1 6 潮 …
長 石 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子
に ぷ い 橙 普 通

目 線 部 構 ナ デ ， 体 部 内 ・外 面

ナ デ

竃 左 右 袖 部

内
2 0 ％

3 8 9 士 師 器 婆 ［1 7 ．6］ （ 7 ．0 十 … 長 石 ・石 英 にぷ い赤 褐 普 通 目 線 部 横 ナ デ ， 体 部 内 ・外 面

ナ デ
北 部 覆 士 中 5 ％

3 9 0 十 師 器 襲 は 凱 扇 「 髭 が － 長 有 ・有 英 椅 普 通
「1線 部 楯 ナ デ ， 体 部 内 ・外 面

ナ デ
北 部 覆 上 中 5 ％

3 9 1 工 師 器 嚢 〔用 ．信 （ 8 。3）
－

長 有 ・石 英 ・

雲 母
灰 褐 普 通

目 線 部 横 ナ デ ， 休 部 内 面 輪 積

み 痕
北 部 覆 土 中 5 ％

∵“㍉㌦一こノ、一㌔．　ん′了′、′芋了上

位置　調査区中央部西寄りのH飢　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第501・502号住居に掘り込まれている。

規模と形状　大部分が第鋸の甜号住居に掘　込まれているため，南北軸釦。8m，東西軸約1mだけ確認で

きた∴　碓認きれた壁高は約30m1で，外傾して立ち上がっている．、、．

床　ほぼ、上田で，硬化面や壁溝は認められない、－

・一l一一一一19・′二：13－－－－－－一



竜　調査区域外に位置すると考えられる。

ピット　検出されていない。

覆土　遺存していない。

遺物出土状況　出土遺物は少なく，土師器片4点（杯2，高台付杯1，嚢1），須恵器片1点（高台付杯）が

出土しただけである。大部分が細片で，ほとんどが投棄されたり，住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入したも

のと考えられる。新治産と推測される384は，北壁際上層から出土し，住居廃絶後に投棄されたものである。

所見　本跡は大部分が重複関係や調査区域外に延びていることから，住居全体の様相は把握できないが，10世

紀前葉と比定される第502号住居跡に掘り込まれていることや，投棄された土器の形状から，時期は9世紀後

葉と推測される。

＼‥・「＝了

0　　　　　　5cm

「；　王

第709図　第504号住居跡出土遺物実測図

第504号住居跡出土遺物観察表（第709図）

番 号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

38 4 須 恵 器
高 台 付

杯 － （2．4） ［8 ．6］ 長 石 ・雲 母 灰 黄 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高台 貼

り付 け
北 壁 際 上 層

10 ％

新 治産

第507号住居跡（第710図）

位置　調査区中央部のH12iO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第320・324・334号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　床面の一部が削平された状態で検出されたため，規模及び平面形状は明確ではないが，遺存して

いる床面の範囲から，N－24。－Eを主軸とする，一辺3．0m前後の方形と推定される。

床　床面の一部が削平されているため詳細は不明である。

竃　検出されていない。

ピット　3か所。深さ44～46cmで，形状から見て柱穴と考えられるが，位置が不規則であり，詳細は不明であ

る。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片12点（杯7，嚢5）が，P3の覆土中と全域の床面から出土している。図示した遺物

はいずれもP3の覆土中から出土しているが，3894は，完形の状態で検出されている。

所見　土師器杯と嚢の形状から，時期は10世紀前葉と考えられる。

－944－
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第710図　第507号住居跡・出土遺物実測図

第507号住居跡出土遺物観察表（第710図）

0　　　　　　　　　　　　　10m
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3894土師器巧こ11．03．17．4
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

底部回転糸切り，休部ロクロ

ナデ

P3覆土中

層

95％

PL236

3895土師器嚢－（5．4）－
雲母・長石・

石英
明赤褐普通

口緑部内・外面棟ナデ，体部

外面へラナデ
P3覆土中5％

第513号住居跡（第711園）

位置　調査区中央部のK12b6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第430号住居跡を掘り込み，第836号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面の一部が削平された状態で検出されたため，規模及び平面形は明確ではないが，遺存してい

る床面の範囲から，N－110－Eを主軸とする，長軸約5．1m，短軸約3．9mの長方形と推測される。壁の立ち

上がりは不明である。

床　遺存している部分はほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。中央部にわずかなくぼみが確認され

ている。

竃　検出されていない。

ピット　4か所。いずれも主柱穴で，深さ22～40cmである。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片278点（杯92，高台付椀12，小皿24，嚢150），須恵器片9点（杯8，嚢1），土製品7

（輔羽口6，紡錘車1），炉壁材片6，鉄棒49点，石7点（被熟痕有5）が，北部の床面とP4内を中心に出

土している。大半の土器片は細片で埋土中に混入していたものと考えられる。また，3902・3903など6点の鯖

－945－
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第711図　第513号住居跡・出土遺物実測図
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羽打片や炉壁材斜も　北部から集中して検出されてお酌　特に罰鵬はP　の底面近　から検出されていること

から．住居廃絶後間もなく，投棄されたものと推測される。、

所凰　時期はタ　用世紀複葉と考えられる。なお　検出された羽打や炉壁柳も　住居廃絶時に投棄されたもので

あるが，当遺跡では偽にも銑生産に関わる遺物は多数検出されている。また　本跡から北東方向へはm離れ

た地点には芦　温故妃前半に比定される銑製作跡が検出されており（第1号鍛冶工房跡），銑生産活動が継続的

に行われていたことがうかがわれ　当遺跡の用世紀以降における集落の様相のひとつとして挙げられる。

第別号住居跡出土遺物観察表　第m囲）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出上位置 備　　 考

3896 土師器
高台付

椀
は4 湖 （3．5） －

雲母 ・赤色
粒子

にぷい黄橙 普通 体部内 ・外面ロクロナデ 覆土中層 10％

3897 士帥器
高台付

椀 － （3。2） 7 ．5
雲母 ・赤色

粒千
橙 普通

休部 卜端回転へラ削 り，内 ・
外面へラ磨き

覆土中 40％

3898 土師当
i 高台付

椀
［ユ8。2］

恒 i

i

！雲母
にぷい黄橙

i 普通 i舶 下端纏 へラ削 り
穫土中

ト＋㍉

3899 士師器
高台付
椀 － 細。8） ［5．2］

雲母 ・赤色
粒子

橙 普通 高台部内 ・外面ナチ 穫土中 5 ％

3900 士師器 小皿 9ず4 1 ．6 5．7 雲母 ・砂粒 明黄橙 普通
底部回転系切生　 体部ロクロ

ナデ

東壁寄り床

面
30％

39飢 十師器 小皿 ［9 ．4］ 1．9 4 ．8 砂粒 橙 普通
底部回転糸切㌣㌧　ノ鯵部ロタロ

ナデ
将士中 30％

3937 緑柚陶器 椀 紅潮 ［7 。0］ 緻密
吠すリー
ブ，すリー

プ灰色粕

良好
底部回転へラ切り後，高台貼

り付け、内 ・外面施柚

覆土中 i
5 ％
猿投産

番号 器　 種 長　 さ 外　 径 内　 径 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　　　 徴 出土儲 中 踊

3902 輔羽目 （12 ．6） 7．7 3 ．0 （677．0）
雲母・長右・

石英

外面ナデ言蛤土にスサを含む，先端部分は火熱を受け9

粘土が洛解したガラス質淳が付着

p 尋

3903 備羽目 （9 。6） （8．3）

i

［3言］ （148 ．2）
雲母・長石・

石英

外面ナアサ　胎士にスサを含む，先端部分は火熱で侵蝕

されラ　砂鉄溶着浮が付着

北部下層 ！

番号 器 種 軽 さ 幅 ！厚 さ 重　 量 材　 質 ！　 特　　　　　　　 徴 出土位置 備考

3904
紡錘車 恒 （3中 細

P 2穫土中（8。3） 土師器　　　 土師器聾の体部転用カタ　ナデ調整痕あり

∴；′∴　∴諒　亘′′′　′ソー

位置　調査区中央部のKl＿2〔17区に位置し，、円甘部に立地している、一、、

重複関係　第867号上坑に据i）込まれている、＿、．

規模と形状　東西軸は約4滑mで言敵側部分が調査区域外に延びているため　南北軸は約。mだけが確認で凱

N一拍0－Eを童顔　する方形または長方形と推測される。また　壁高は鋪cmで　ほぼ直立する。

床　大半が調査区域外に延びているため不明である．、二

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されてお娠　南北軸は約鋸cm　袖部幅は約100cmだけが確認され，壁外へ

の掘り込みは約40cmである。なお　焚日部や火床部については　南部が調査区域外に位置しているため詳細は

不明である。また，全体的に遺存状態は悪く，竃の構築材と思われる砂質粘土のブロックが9　異色士とともに

混在している。、また，煙道は外傾して立ち上がっている．、、

ピット　検出されていない、、

l一一一一94－7一一1一一



覆土10層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。第4～8層は竃部の土層である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
黒

黒

黒

黒

極

嗜

褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　極暗褐色　ローム粒子微量

10　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片4点（高台付椀2，小皿1，斐1），須恵器片9点（高台付杯5，賓4）が，覆土中

から出土している。すべて細片であり，投棄されたり，住居廃絶後の埋め戻す段階で埋土に混入したものである。

所見　伴う遺物はないが，投棄された土器片の形状から，時期は11世紀前半と推測される。

第712回　第514号住居跡・出土遺物実測図

第514号住居跡出土遺物観察表（第712図）

∈≡I：；ク
3907

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3905土師器
高台付

椀
［14．8］5．6［8．7］雲母・砂粒橙普通

底部回転へラ切り，高台貼り

付け後ナデ
竃手前覆土

上層
40％

3906土師器
高台付

椀－（2．3）－
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

底部回転へラ切り，高台貼り

付け後ナデ

竃左袖部脇

床面
10％

－948－



番号 種 別 極 穫恒 径 器　高 底　径 胎　　 土 色　 讃中 航 手　法　の ・特　徴 出土位置 ！備　 考

3907
土師器 巨 中 706］

1．5 ［4。6］ 雲母・赤色
粒子

底部回転糸切り，体部ロクロ
ナデ

竃嫡 部 巨脇

窮別　号健腰掛　第m図）

位置　調査区西部のF8舶区に位置し　緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第52号住居跡を掘　込み　第摘摘号土坑に掘　込まれている。

ふ．丈C一∫主、：工－トー；′昌；∴；∴‥叫十）上の工′・′′工　i・いっノ∴工．＼！・l、∴．シノ為　一一㌦言的！、′、∴

外傾して立ち＿1二がっている、、

床　ほぼ平坦で芳　中央部がよく踏み固められている。また　壁溝は確認されていない。

篭　北壁の中央部やや東寄りに砂質粘土で構築されており資焚日部から煙道部まで獅8紺野袖部幅蘭旧敵乳

壁外への掘り込みは約は路である。磯部は遺春状腰が窓信砂質粘土プロッタの範囲から袖部を推定した。ま

た夢　火床部は床面を4cmほど掘り下げて使用し　浅い血状を皇してお酌　土層断面図中の第　層下面が火床商

に欄当する。なお　火床癖は硬化はしていない　のの　赤愛して齢る様子が認められる。また　煙道は火床部

から外傾して立ち上がっている、－、

電土層解説

l　黒　褐　色　焼「粒つ′一・歳化粒自微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック少鼠　炭化粒子微量

3　賠赤褐色　焼士ブロック少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック微量

5　灰　　　色　砂質粘‖拉千少結　焼上プロ・ソク微量

6　灰　　　色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量

7　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼上プロ・ソク日射′再高上粒召微量
8　暗　褐　色　焼土の炭化粒子微量

し）暗　褐　色　ローム粒子・焼士粒千微量

ぽッ距　5か所。主柱穴はPl～㌘4が相当し　深さ　～渕cnである。P　は深さ約摘cmで　南壁際の中央部

に位置しており，出入り打施設に伴うピットと考えられる。

覆羞　6層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒J’・・焼‖＼白′・・炭化粒自微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

：1暗　褐　色　ロームプロ、ソク微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック0砂質粘土粒子微量

5　暗赤褐色　焼廿1千多量．ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・砂質粘出口一微量

6　褐　　　色　焼土粒子多量普ロームブロック少農，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片親点拝観岩聾鋭須恵器片　点　棒射豊新　婆の　着娠産が　竃内と　中央部

の覆土上層を中心に出土してお酌床面から確認された遺物は少ない。また　竃内から検出された土器勘も

火熱を受けていないことや　覆土中から検出された土器尉こ細片が多いことなどから　これらの土器片は住居

廃絶後に投棄あるいは混入した　のと考えられ，囲示した土器が相当する。

新風　土師器棒や婆の形状から蔓　時期は8世紀複葉と考えられる。なおタ　当該期に集落を構成していた住居数

は9軒と少なく，この傾向は9世紀前葉まで続いている。．

第5且号住居跡出土遺物観察表　第m図）

番号 i 種 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

3982 須 恵器 林 － （2．5） 8 ．2 雲母 ・長石 灰黄 普通 底部回転へ ラ切 り後 ，ナデ 確 認面 40％

3983 須 恵器 蓋 － （2．7） － 霊 一母 ・砂粒 灰黄 普通 天井 部左 回 りの 回転へ ラ削 り 確認面 40％

－9∠19－



第713図　第518号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

／／／一ご≡＝＝iくここミも
3983

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第519号住居跡（第714・715図）

位置　調査区西部のF8d9区に位置し，緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第526号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸約2・9m，短軸約2・4mの長方形で，主軸方向はN－140－Eである。壁高は約13～28cmで，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の前面から中央部にかけてよく踏み固められており，壁際に比して中央部が若干高くなっ

ている。壁溝は確認されていない。

竜　北東壁の中央部やや東寄りに砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約96cm，袖部幅約92cm，
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去

し0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第714図　第519号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」
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第715図　第519号住居跡出土遺物実測図

壁外への掘り込みは約72C皿である。竃付近の床面には竃材と思われる焼土ブロックが散在しており，意図的に

壊された可能性が高く，袖部も上面が壊されているが，内側の一部で赤変している様子が確認された。火床部

は浅い皿状を呈しており，土層断面図中の第9層下面が火床面に相当すると考えられ，焼き締まっている。ま

た，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。

竜土層解説

1　黒　褐

2　極暗褐
3　灰　褐

4　暗赤褐
5　暗

6　灰

7　褐

8　暗

9　暗

10　暗

赤褐
褐

褐

赤褐
褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

ローム粒子・焼土ブロック・炭化材・砂質粘土粒子少量
焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
焼土ブロック多量

焼土ブロック中量

ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
ロームブロック少量

ロームブロック・砂質粘土粒子少量
焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量

焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量

ピット　1か所。深さ約14C皿で，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，各層にロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片92点（杯17，高台付杯4，高台付血1，賓70），須恵器片16点（杯11，高台付杯1，

高台付皿1，嚢2，鉢1），石1点が，主に竃中と竃前の床面から出土している。3908～3911は，竃中から出

土しており，火熱を受けていることから見て，本来支脚として使用されていたものと考えられる。また，3912

と3913は，竃中と竃前の床面から出土した破片が接合したもので，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

なお，竃の覆土上層から検出された炭化材は，いずれも形状を留めておらず，部位の同定には至らなかったが，

出土位置から見て，他の土器片とともに投棄されたものと考えられる。
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所農　本跡が立地する調査区西部は　山間部へ続　嬢やかな斜面部を形成しているためか撃　中央部ほど住居跡

は密集していない。時期は汐　土師器埠の形状から10世紀中葉と考えられる。

第狙号住居跡出土遺物観察表　第m　の開園）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位 置 備　　 考

3908 土師器 杯 14．0 4 ．3 6．6 雲母 ・砂 粒 にぷい橙 普 通
底 部回転へ ラ切 り，休部 U ク

ロナデ
竃煙道部 90％

P L2 36

4 9 24 十 師器 林 ［9 ．6］ （2滴 － 雲母 ・石英 にぷい黄橙 普通
休部 ロクロナデ，内面へ ラ磨

き
将士中

5 ％

休部外面墨

書「山田」

390 9 須恵器 杯 13 ．9 4．0 8 ．2 長石 ・石英 灰黄褐 普通
底 部回転へ ラ切 り後．多方向

のヘ ラ削 り
竃煙道 部 40％

492 2 須恵器 林 － （2 ．5） ［8．5］ 雲母 ・砂 粒 灰 自 普通
底 部回転へ ラ切 り後，一方 向

のヘ ラ削 り
穫土 中

5 ％

底部外 面墨

普 「［コ」

3910 土 師器
高台 付

椀 15。5 6．1 9．3
雲母 ・長石 ・

石英
明褐 普通

底部 回転 へラ切 り，高台貼 り

付け後 ，ナデ
竃煙 道部 85％

PL 23 7

3 91 1 士師 器
高台付

皿
13 ．6 3．2 －

雲母 ・長有 ・

石英
明褐 普通

底部回転へ ラ切 り，高台貼 り

付 け後，ナ デ
竃煙 道部 80％

391 2 士師器 嚢 〔21．2〕 （34 や1） －
雲母 ・長石 ・

石 英
にぷい赤褐 普通

体 部下位へ ラ磨 き， 目線 部内

・外 面横ナデ
竃火床面 40％

3鋸3 須恵器 甑 封お2 15 識 12。2 小礫 ・砂 粒 にぷい 黄 普通
休部外 面下位構方向のヘ ラ削

り
電焚‖部 20％

圭ノ古ノl′㍉∴．ノ・つ気′　丁、了′戊・：

位置　調査区西部のF9al区に位置しタ　緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第魂　の髭　儲髭号住居跡を掘　込み　第摘郁号士坑に掘　込まれている。

規模と形状　東部が削平されており，明確ではないが義孝約。m　短朝約。mの長方形で　室軸方向はN…

90…Eと推測される。壁高は約7cmで学　外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で9　中央部がよく踏み固められている。またタ　壁溝は確認されていない。

寵　北壁の中央部やや東寄りに砂質粘土で構築されてお酌焚持部から煙道部まで約摘輸　磯部幅約は輸タ

壁タをへの掘り込みは約60cmである。道春状態は悪も袖部も壁面に貼り郁すられた砂質粘土が痕跡として残っ

ているだけである。なおタ火床部は浅い皿状を皇してお軋士層断面図中の第　層下面が火床面に相当すると

考えられ　摩　焼　締まっている。なお　第　層には太巌の灰が検出されている。また　煙道は火床部から外

傾して立ち上がっている、－、

電土層解説
1　にぷい赤褐色　焼上プロ、ソク少量

2　暗　赤　褐　色　焼上プロ・ソク・ロームブロック微量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，灰微量
4　灰　　　　色　灰多量，砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土ブロック・砂質粘十粒子少量

ピット　検出されていないこ、

啓羞　4層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼十プロ、ソク・砂質粘十粒J’一微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量普　炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量
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遺物出土状況　土師器片203点（杯31，高台付杯3，嚢169），須恵器片2点（賓），瓦1点（平瓦）が，主に竃

中から出土している。3914・3917は竃中から，3915は東部の床面からそれぞれ出土している。これらは火熱を

受けておらず，住居廃絶後間もなく投棄されたものと考えられ，また3916は，灰層の上から検出された破片が

接合したもので，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　土師器の杯の形状から，時期は9世紀後葉と考えられる。なお，同時期の住居跡としては，当遺跡内で

最も大形の住居跡のひとつである。

第716図　第522号住居跡実測図

第522号住居跡出土遺物観察表（第717図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3914土師器杯－（4．3）6．6長石・石英にぷい褐普通
底部回転へラ切り，休部下端

回転へラ削り
塩覆土中45％

3915土師器杯［14．4］3．1［6．4］雲母・石英橙普通
底部回転へラ切り後ナデ，体

部ロクロナデ
中央部床面20％

3916土師器聾［21諸］（20．0）－
雲母・長石・

石英
にぷい橙普通

体部下半へラ削り，口緑部内・

外面横ナデ
庵覆土中40％

4938土師器要－（15．5）11．7
雲母・長石・

石英
にぷい橙普通体部下半へラ削り 竃覆土中20％

3938灰粕陶器皿13．6 2．56．5長石灰黄普通

底部回転糸切り後，高台貼り

付け，粕は刷毛塗り，見込み

無粕

確認面

100％

猿投産

PL237
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くこミ二：二二工

第717図　第522号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10印
し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ重　量 材　　 質　　 及　　 び　　 特　　 徴 出土位置備　考

3917 平瓦 （11．2）（12．5） 2．2 （462）凸面縄目叩き。凹面粘土板からの糸切り痕と布目痕あり。緑部面取り。竃右袖部

第524号住居跡（第718・719図）

位置　調査区西部のF8a9区に位置し，緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第10号掘立柱建物跡を掘り込み，第525号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸約2・9m，短軸約2・8mの方形で，主軸方向はN－60－Eである。壁高は約16～25cmで，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，それほど硬化した部分は認められない。また，壁溝は西側の壁際で確認された。

竜　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約82cm，袖部幅約76cm，壁外への掘り

込みは約60cmである。袖部の遺存状態は良好で，内側は赤変している。火床部は浅い皿状を呈しており，土層

断面図中の第3層上面が火床面に相当すると考えられ，約8cmにわたって厚く焼き締まっており，使用頻度の

高さがうかがわれる。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がっている。
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培土層解説

1　暗　褐　色　焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・灰少量，炭化粒子微量

3　赤　褐　色　焼土ブロック少量

ピット　検出されていない。

覆土　単一層で，ロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片146点（杯38，高台付椀8，襲100），須恵器片9点（杯6，高台付杯1，嚢1，甑1）

が，主に竃内と西部の覆土中層から出土している。西部から検出されたこれらの土器片は，住居廃絶後に投棄

されたり，住居廃絶後の埋め戻す段階で埋土に混入したもので，3918・3919・3922が相当する。また，3920と

3921は，竃火床部から煙道にかけて検出された破片が接合されたものである。

所見　土器の形状から，時期は10世紀中葉と考えられる。なお，当遺跡における住居跡の主軸方向は，8世紀

から10世紀にかけては真北方向あるいは東方向を指す傾向にあり，古墳時代の住居跡の主軸方向とは違いが見

られる。斜面部に面している調査区西部においても例外ではなく，本跡の主軸も，真北方向からやや東向きを

指す傾向にある。このことから，当時，この地域は地形による立地条件の変化に対応できる範囲内で，集落の

同一性を強く求めていた可能性が高い。

0ト」。。
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第718図　第524号住居跡実測図
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第719図　第524号住居跡出土遺物実測図

第524号住居跡出土遺物観察表（第719図）

午：子ヽ、

0　　　　　　　　　　　　10cm

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

3918 須恵器 杯 13．3 4．4 7．4 雲母 黄灰 普通
底部回転へラ切り後，一方向

のヘラ削り
西壁際下層

90％

PL237

3919 土師器
高台付

椀 － （8．5）11．6 長石 灰黄褐 普通底部回転へラ切り，休部下端

回転へラ削り 西壁際下層60％

3920 土師器 要 ［18．8］（17．0）－
雲母・長石・

赤色粒子
明赤褐 普通

口緑部内・外面横ナデ，内面

へラ状工具によるナデ
竃煙道部 20％

3921 土師器 襲 － （16．7）8．9 長石・石英明赤褐 普通体部外面へラ削り 竃火床面・

煙道部
40％

3922 須恵器 甑 － （11．3）［15．8］
雲母・長石・

石英
暗灰黄 普通

体部内面へラナデ，孔へラ切

り
中央部下層5％
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第525号住居跡（第720図）

位置　調査区西部のF8aO区に位置し，緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第524号住居跡，第10号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸約1．7m，短軸約1．5mの長方形で，主軸方向はN－920－Eである。壁高は約14cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。また，壁溝は確認されていない。

竃　東壁の中央部やや南寄りに砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで約64cm，袖部幅約76cm，壁

外への掘り込みは約16cmである。竃付近の床面には竃材と思われる焼土ブロックが散在しており，意図的に壊

された可能性が高い。また，袖部は直径約80cmの砂質粘土と焼土ブロックの層に暗褐色土が混じり，範囲を明

確に捉えることはできなかった。火床部は浅い皿状を呈しており，土層断面図中の第2層下面が火床面に相当

すると推測されるが，焼き締まった感じはなく，明確に火床面を捉えることはできなかった。また，煙道は火

床部から外傾して立ち上がる。

寵土層解説（第3～5層は，竃掘り方の土層である。）
1暗赤褐色　砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
2　暗赤褐色　焼土粒子・灰少量
3　暗　褐　色　焼土ブロック微量
4　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　検出されていない。

覆土　4層からなり，各層に砂質粘土ブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土ブロック微量

2　灰　　色　砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロック微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・砂質粘土ブロック微量

⑥ヤ
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第720図　第525号住居跡・出土遺物実測図
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北西部の覆土中から出土している。太半が機片であ娠　投棄された娠　住居廃絶後の埋め戻す段階で埋士に混

入したものである、、

所凰　土器の形状から　時期ほほ健妃後柔と考えられる。なお　当機期における住居跡の形態はタ　小形で　竃

は東壁部に付設されているものが多い傾向にある、、

第は号住居跡出土遺物観察表　第閉園）

番号 種 別 極 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 i 備　 考

3923

土師車

つ上中 （2誹 霊母・長石・
赤色粒子

橙 普通 体部内 ・外面ロクロナデ
10％　 体部

将土中　　　 外面墨書
「井上」ヵ

3924 椀 白4。8］ （3．3） 緻密 灰白・I天
オリーブ

良好 体部内・外面ロケロナデ，柚
は内・外面ともに刷毛塗り

覆拗　 廃 ㌘

′　二。∴　　　　　．・／ノバ　・ご；、′

位置　調査区帖雉のIlT8dリ区に位置し，緩やかな斜面部に立地している、－．

重複関係　第51＿8。519号住居跡、第23号溝に掘り込まれている、－「．．

∴こ′一　ノ二　、－　∴　′　　∴・il′＼、、リノノ　言・　・言，．－、＼　ノ　　、‥′、′・．　　・；・′　′　一・、Jt、

ぼ直立する、、．

魔　道存している部分は平坦で　はぼ全域がよ　踏み固められている。壁溝は壊されている東部を除いて確認

された．、．

′‥！′　．、’ノ　′　、．－′・L三J小、・′：．．・′ノ　’言・．・′言ノ！・・．‥ノ・′∴　一．、′　′：′／右在日　′一言

′　′ノ、　！．′　　′・∴　′′、′ll－’－∴・＼こし　′　－　　ンノ、バ．’′　′∴′∴’′′′・‾、言．∴　て‥’・ニ！．′∴二∴′

く　壁面に貼　柳すられた砂質粘土が痕跡として残っているだけであるが　火床部は浅い皿状を呈してお酌

土層断面図中の第5層下面が火床面に禰当すると考えられ　焼　締まっている。また　煙道は火床部から外傾

して立ちト．がっている、、．

竃土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒j∴・焼上位！・・粘目白’・微量

2　窯　褐　色　焼土ブロックの炭化粒子の粘土粒子微量

3　黒　褐　色　焼士粒子，炭化粒子の粘土ブロック微量

4　にぷい赤褐色　焼士粒子の炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土ブロック微量

（；にぷい′村田色　焼上プロ、リク・炭化粒J’‥半一日二位J’・微：音．：
7　黒　褐　色　焼目白’一・歳化粒自微量

：∴　　　ノノ　′　∴　一こ．′・‾　　　’、ソ．ノ、一　　　．、＿．ニノ　．ノ　　′．′．主　一　・一　′　　　∴′　∴　ノ

′　　　　　　′　′　ハ　′　　′　　　′・、・‘・　　一′′′′／ノ　′　　、・′′′ノ　．′　．　　／′　　　　′．′′．

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　掲　色

3　黒　褐　色

1　黒　掲　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’l微量

ロームプロ、ソク・焼目白’一・炭化粒自微量

ローム粒J’・・焼目白’・・炭化粒j’・・枯‖ここ‖’・微量

ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

し了－ム粒J’・・焼日量十・歳化粒J’一微量

ローム粒J’・少量．焼吊Jつ’一・歳化粒自微量

ローム粒r・炭化粒f一微量

粘土粒子少量，ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量

ローム粒J′一少量

一一一一一uP5〔）一一．一一一．ムーIl



遺物出土状況　土師器片140点（杯22，要110，鉢8），須恵器片45点（称39，高台付杯2，尭4）が，北東コー

ナー部の床面と覆土下層から出土している。3925は奄前の床面から，3926は竃右袖部付近からそれぞれ出土し

ている0これらはほぼ完形に近い状態で検出されており，住居跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。ま

た，3928は，北東コーナー部の床面と覆土下層から出土した破片が接合したもので，住居跡廃絶後間もなく投

棄されたものと推測される。

所見　土器の形状から，時期は9世紀後葉と考えられる。また，床面から検出された土師器杯には「御屋万得」

と記されており，新治郡衛との関連を裏付ける資料のひとつと言える。なお，「屋」という字は，吉祥を表す

「万得」という字とともに記されていることから見て，郡家にある建物の名称を表したものではなく，「郡家」

と同様，郡街の総称としている可能性もあるが，詳細は不明である。

第721図　第526号住居跡実測図

第526号住居跡出土遺物観察表（第722図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3925土師器杯12．7 4．26．1
雲母・長石・

石英
にぷい黄橙普通底部回転へラ切り 竃前床面

80％　PL250

体部外面墨書

「御屋万得」
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第722図　第526号住居跡出土遣物実測図

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

39 26 須 恵器 巧こ 13 ．9 4 ．7 7 ．3 雲 母 ・石英 灰貴 普通

底 部回転へ ラ切 り後， 一方 向

のヘ ラ削 り，休部下端 手持 ち

へ ラ削 り

薗右袖 部脇

下層

90％ P L 23 7

内 ・外面油

煙 付着

39 27 須恵器
高台付

1不 － （4 ．4） ［8．4］ 雲母 ・長石 黄灰 普通 底部 回転 へラ切 り 北東 コーナ

ー下層
30％

3 92 8 土師器 嚢 ［2 0．2］ （25．5） －
雲母 ・長石・

石英
明赤褐 普通

口緑部内 ・外面横 ナデ　 体部

外面へ ラ削 り後， ヘ ラ磨 き

北東コーナー

部床面・下層
40％

3 92 9 土師器 小形要 14 ．8 （13．1）
－

雲母・長石 ・

石 英
明褐 普通

ロ縁 部内 ・外面横 ナデ　 体部

下半へ ラ削 り

竃火床部・右

袖部脇下層 60％

第528号住居跡（第723図）

位置　調査区中央南部のJ14dl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第383・399号住居跡をそれぞれ掘り込み，第30号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　本跡の南半分が調査区城外に延びているために全容は不明であり，東西軸2．7m，南北軸3．2mだ

けが確認され，N－900－Wを主軸とする南北に長い長方形と推定される。壁高は最も残りの良い北壁で20cm

－961－



を測り，壁は外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃手前から壁際にかけてよく踏み固められている。また，壁溝は確認されていない。

竃　道春状態が悪く，西壁際から火床部が確認されただけである。付近の床面には粘土粒子や砂粒が散在して

おり，竃材の一部が流出したものと考えられる。火床部は西壁ラインの内側に位置し，浅い皿状に掘りくぼめ

られ，火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量

2　褐　　　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

ピット　2か所。Pl・P2は深さがそれぞれ34・40cmであり，性格は不明である。

覆土　検出されていない。

造物出土状況　土師器片61点（杯21，高台付椀3，嚢37），須恵器片3点（杯），瓦片1点（丸瓦），礫2点が

ほぼ全域に散在した状態で出土している。2781は竃左袖脇の床面，2782は竃左袖部からそれぞれ出土してお

り，2782には焼土が付着していることから袖部芯材あるいは補強材として使用されたものと考えられる。ま

た，2781にも被熱痕が認められることから，竃での使用が想定できる。なお，須恵器片は破断面が摩滅してお

り，混入したものである。

所見　本跡は西壁に竃を有した住居跡であり，南北に長い住居形態である。拡張した痕跡は認められず，何ら

かの工房跡と想定されるが，それを裏付ける施設や遣物は検出されていない。時期は，出土土器の形状から10

世紀中葉と考えられる。

42．6m
A　　＿　　27812782

rL＿＿＿「

了≠I、＿　㌔範〆

第723図　第528号住居跡・出土遺物実測図
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第528号住居跡出土遺物観察表（第723図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

27 8 1 土 師器
高 台 付

椀 － （3 ．0） 7．1
雲 母 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
に ぷ い 橙 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼

り付 け

竃 左 袖 脇 床

面
30％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 特　　　　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

27 82 丸 瓦 （15 ．0） 1 7 ．6 2 ．0 （93 0 ．0） 凹 面布 目痕 ， 凸 面 ナ デ ， 粘 土 紐 に よ る積 み 上 げ ， 緑 部 面 取 り 奄 左 袖 部

第529号住居跡（第724図）

位置　調査区西部のF9a2区に位置し，緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第521号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　床面の一部が削平された状態で検出されたため，規模及び平面形状は明確ではないが，長軸約3．7

m，短軸約3．0mの長方形で，主軸方向はN－900－Eと推定される。壁の立ち上がりについては不明である。

床　床面の一部が削平されているため詳細は不明である。

竃　竃の上半部分が削平され，検出できたのは火床面だけであるが，径約40cmの範囲で赤変している様子が認

められる。

ピット　検出されていない。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　検出されていない。

所見　遺物が検出されず，時期は不明であるが，住居の形態などから，大きく平安時代と判断した。
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第724図　第529号住居跡実測図

第531号住居跡（第725図）

位置　調査区北部のG14g5区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第49・50号住居跡を掘り込み，第46号住居跡，第348号土坑，第17号井戸跡に掘り込まれている。

規模と形状　北部を第348号土坑に掘り込まれているため，東西軸約3．5m，南北軸約2．5mだけが確認できた。
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遺存している壁からN－83J－Ⅵ’を主軸とする長方形と推定される。、確認された壁高は約30cmで言まぼ垂直に

‾立ち上がっている。

床　東部がやや採　掘　込まれてお酌　硬化面や壁溝は認められない。

竃　検出されなかった、、

だッ匝　1か所。深さ約翻cnで　詳細は不明である。

存立　　層からな軋　ロームプロッタや炭化粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1　極黒褐色　ローム粒J’・少量，焼出自’一・炭化粒自数量

2　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼巨拉イー・炭化粒自微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　焼‖甘十・歳化粒自微量

遺物出土状況　土師器片147点（杯54一言島台付杯2，蓋1．藍89，甑1），須恵器11日9点（杯14，婆4，長頚瓶

1）士製品　点　王室）礫諸点が散在した状態で全域から出土している。太半は細片で，破断面が磨滅して

いることから，住居跡廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものと考えられる。2123は南東部，2124は北東部の

それぞれ覆土中から出上している、「

所見　本跡の時期は明確ではないが，手仕上土器や6世紀後半に比定される第49㌢住居跡を掘り込み，10世紀中

葉に比定される第46号住居跡に掘り込まれていることから，8世紀代から10世紀r巨葉までのいずれかに構築さ

れたものと推測されるし、

0　　　　　　　　2m

工二㍉－‥二∵＿＿∴∵二三

0　　　　　　　10cm

二∴二二∵∵二二」

第725回　第53且号住居跡。出土遺物実測図
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第727図　第533号住居跡出土遺物実測図

第533号住居跡出土遺物観察表（第727図）

0　　　　　　　　　10cm

l　　；　　！

番号器　種長　さ幅 厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

1156 砥石 （17．8）（12．7）（7．5）（1750）砂岩 砥面1両，その他は破断面 南東部床面

1157 砥石 （24．7）（22．9）（12．1）（9090）砂岩 砥面3面，その他は破断面 南東部床面

1158 砥石 （22．1）（15．3）（7．7）（3500）泥岩 砥面2面，その他は破断面，被熱痕あり 南東部床面
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